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NTT-MEは、iモード携帯電話からイントラネッ
ト内の情報を閲覧できるモバイル・イントラネット
サービス「みたi君」（みたいくん）を、9月7日よ
り発売した。
システムは、本体にデルコンピュータ製サーバ、

OSにはTurboLinux Server日本語版6.1、そし
てNTT-MEが開発したソフトウェアを搭載してい
る。サーバの設置形態として、ユーザーのLAN内
に設置する場合と、NTT-MEデータセンター内に
サーバを設置するハウジング、NTT-MEのサーバ
を使ってサービスを受けるホスティングの3種類が
用意されている。
みたi君は、NTT-MEが独自に開発した、Webコ

ンテンツをiモード向けに自動変換する機能やユー
ザー認証の機能を持っている。
Webコンテンツの変換機能は、Webページの

HTMLをiモード用のコンパクトHTML向けに最適
化することで行われ、コンテンツ作成者にとっては
iモード専用ページを別に作成する必要がないとい
うメリットがある。
変換機能の仕組みは、まずロボットプログラムに

よってWebページを収集し、iモード専用のページ
を自動的に作成しておくことで行う。そのため、み
たi君サーバの管理者が、iモードユーザーに見せる
ページを制限することが可能だ。変換によってバナ
ー広告を省くことが許可されないWebページへの
アクセスを回避することで、著作権上の問題をク
リア可能としている。
なお、ロボットの更新頻度、探索階層数指定や、

iモード用に変換する際のページ分割数などを設定
できる。
POP3メールユーザー認証、UNIXパスワード認

証、RADIUS、その他の独自認証システムと接続
できるため、イントラネット内にあるメールサーバ
に接続し、会社や学校のアカウント宛てのメールを
iモードから読むことが可能だ。

iモードからイントラネットへ接続する
みたi君
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発売日
2000年9月7日
発売
株式会社エヌ・テ
ィ・ティ エムイー
TEL
03-5200-4420
価格
500万円～（ユー
ザー設置タイプ）
URL
http://www.ntt-
me.co.jp/
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トータルネットワークサービスは、コンパクトな
オールインワンサーバ「TNS Micro Server 2000」
を9月1日より発売した。CPUにPentiumⅢ667MHz、
メモリ128Mバイト、20Gバイトハードディスク2台
を搭載し、RAID 1でミラーリングを行うことで、ハ
ードディスク故障時のデータ損失を防いでいる。価
格は32万8000円から。
TurboLinux Server日本語版6.1と各種ソフトウェ

アをプレインストールしており、設置してすぐに使
うことができる。インターネット接続時の各種設定

は、HDE Linux Controllerツールを利用してWebブ
ラウザから設定が可能。
また、NTTのフレッツISDNでInfoSphereのIP常

時接続サービスを利用して、独自ドメインでインタ
ーネットサーバを運用するサービスを、すべてセッ
トにした「TNS Micro ServerIP Set」も用意されて
いる。Micro Server 2000本体とISDNルータ、リモ
ート監視、オンサイトサポート保証、手続き代行ま
でが含まれていて、価格は4年間のリース契約で月
額2万8500円からとなっている。

Hardware

TurboLinux日本語版6.1をプレインストール
TNS Micro Server 2000

発売日 2000年9月1日

URL http://www.tnservice.co.jp/

発売 株式会社トータルネットワークサービス
TEL 03-5792-5301
価格 32万8000円～

News Express

デュアキシズは、フォールト・トレラントシステ
ムキット「PC FT System Kit for LINUX」を、8月
21日から発売した。PCIスロット用のPC-DPUイン
ターフェイスボード2枚と、FT-SWUコントロール
ユニット、FT-SKTソフトウェアCD-ROMで構成さ
れ、価格は98万円。
2台のLinuxサーバのPCIスロットにPC-DPUを装

着し、FT-SWUに接続してセットアップを行うと、

2台のサーバのTCP/IPデータ転送を二重化し、フ
ォールト・トレラントシステムを構築できる。

マスタサーバで障害が発生した時には、約
100msという短時間で、もう1台のバックアップサ
ーバに切り替えて処理を継続する。完全に同一ス
ペックのマシンで、同時に処理を実行させておき、
相互の動作監視はハードウェアで行うところが、
フェイルオーバークラスタシステムと違う点だ。

Hardware

Linuxでフォールト・トレラントシステムを構築
PC FT System Kit for LINUX

発売日 2000年8月21日

URL http://www.duaxes.com/

発売 デュアキシズ株式会社
TEL 03-3523-6933
価格 98万円

デルコンピュータは9月19日より、部門サーバ
「PowerEdge 4400」にPentiumⅢXeon 1GHz搭
載モデルを追加した。128MバイトECC 133MHz
メモリ、オンボードUltra3 SCSIコントローラ×2
（ハードディスク用）、オンボードUltra/Narrow
SCSI-3コントローラ（フロントベイ用）、9Gバイ
ト10,000rpm Ultra3 SCSIハードディスク、40倍
速SCSI CD-ROMドライブ、10/100BASE-Tネッ

トワーク、Dell Server Assistant CD-ROM、OSな
しの構成で58万8000円。
プレインストール可能なOSは、Red Hat Linux

6.2J、 Windows NT 4.0／ 2000 Server／ 2000
Advanced Serverとなっている。
そのほか、PowerEdge2400、PowerEdge2450

シリーズには、PentiumⅢ1GHz搭載モデルが追加
された。

Hardware

PentiumⅢXeon 1GHz搭載中型PCサーバ
PowerEdge 4400

発売日 2000年9月19日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 58万8000円～

プロサイドは、インターネットアプライアンス
サーバ「Internet All in One Serverシリーズ」を8
月25日より発売した。ブックサイズの「コンパク
トタイプ」とラックマウント1Uサイズの「スタン
ダードタイプ」、同2Uサイズの「高性能タイプ」
の3モデルが用意されている。
ブックタイプは、メモリ64Mバイト、20Gバイ

トハードディスク、10/100BASE-TXネットワーク

で価格は10万8000円。高性能タイプは、Pentium
Ⅲデュアルプロセッサ、18GバイトのRAID 5対応
ハードディスクを搭載している。
Webサーバ、メール、FTP、ファイル共有

（Windows／Mac）、DNSなどの機能を、Webブ
ラウザから設定が可能だ。
そのほか、Webアクセス認証サーバ、データバ

ックアップサーバも9月中旬に発売された。

Hardware

インターネットアプライアンスサーバ
Internet All in One Serverシリーズ

発売日 2000年8月25日

URL http://www.proside.co.jp/

発売 プロサイド株式会社
TEL 043-279-9280
価格 10万8000円～

スタンダードタイプ
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ホライズン・デジタル・エンタープライズ（HDE）
は、LinuxサーバをクライアントのWebブラウザから
設 定 、 管 理 す る 「 HDE Linux Controller 2.0
Professional Edition」（以下Professional）を9月25日
から発売した。価格はオープンプライスで11月まで
は直接販売のみとなっている。
ProfessionalではSSL（Secure Sockets Layer）を

搭載することで、インターネット経由でも安全な利
用が可能になった。

8月に発売された同Standard Editionの機能に加え、
サーバ管理の一部の利用権限を特定のユーザーに与
えることや、設定を復元させるUNDO、ネットワー
ク経由で不正なログインの兆候があった場合に警告
メールを送るswatchログ転送機能を搭載した。
そのほか、APOP、Proxy、バーチャルホスト、デ

ィスクquota（使用量制限）、ユーザーアカウント
CSVアップロードなどの設定機能が追加された。

Software

セキュリティを強化したLinuxサーバ設定ツール
HDE Linux Controller 2.0 Professional Edition

発売日 2000年9月25日

URL http://www.hde.co.jp/

発売 株式会社ホライズン・デジタル・エンタープライズ
TEL 03-5456-3260
価格 オープンプライス

カナダのActivewave Technologoiesは、高機能
メーリングリストサーバLyris（ライリス）の新バ
ージョン「Lyris 4.0日本語版」を9月13日にリリー
スした。動作OSは、Windows、Solaris、Linuxで、
価格は5万9800円から。50メーリングリスト、200
メンバー（各リスト）までの運用なら無料である。
Lyrisは、受信したメールをあらかじめ登録された

複数のメールアドレスに同時配送するサーバソフト

ウェアで、Webブラウザから管理ができる。小規模
な社内連絡用メーリングリストから、大規模な商用
メーリングリストまでスケーラブルに対応する。
メール配送エンジンの改良により、最高で1時

間に50万件のメール配送が可能になったほか、運
用状況分析レポート、サーバ上に保存しておいた
広告用テキストを自動的にローテーションして挿
入するなどの新機能を搭載した。

Software

高機能メーリングリストサーバ
Lyris 4.0日本語版

発売日 2000年9月13日

URL http://www.awavetech.com/lyris/

発売 Activewave Technologoies Inc.
TEL +1-604-893-7017
価格 5万9800円～

日本パーソナルコンピューターは、インターネ
ット・オールインワンサーバ「JP-7020E」を10月
より発売する。CPUにCeleron 667MHz、メモリ
128Mバイト、10Gバイトハードディスク、フロッ
ピー、CD-ROMドライブ、10/100BASE-Tネット
ワーク、キーボード、マウス、15インチCRTディ
スプレイ込みで16万8000円。
OSにLinuxを採用し、Webサーバ、メールサー

バ、DNSサーバ、FTPサーバ機能を設定済みなの
で、すぐにインターネットサーバとして使うこと
ができる。さらに、データベースソフト
PostgreSQLを利用して、データベースと連携した
Webサービスを簡単に行えるサンプルが添付され
ている。
また、SambaによるWindowsファイルサーバや、

IPマスカレードによるルータ機能も備えている。

Hardware

低価格インターネット・オールインワンサーバ
JP-7020E

発売日 2000年10月

URL http://www.jpcltd.co.jp/

発売 日本パーソナルコンピューター株式会社
TEL 0426-46-7667
価格 16万8000円～

ソフトボートは、パーティション操作ユーティリ
ティ「パーティションコマンダー6」を10月20日か
ら発売する。CD-ROMで提供され、価格は9800円。
パーティションコマンダー6は、Windows 95／

98／Me／NT／2000で動作し、ハードディスクの空
き容量を増やす／ディスクアクセスを速くする／ド
ライブ構成の変更／新しいOSをインストール、とい
ったパーティション操作をメニューから選ぶだけで
自動的に処理することができる

新機能として、Windows NT／2000のNTFSパー
ティション、Linuxパーティションのサイズ変更、
NTFS（圧縮）パーティションからFATへの変換、
WindowsとLinuxパーティション間の空き領域の移動
などを備えている。
パッケージには、1台のPCに複数のOSをインスト

ールし、ブート時に起動したいOSを選ぶことができ
るブートセレクタ「システムコマンダーパーソナル」
が含まれている。

Software

ディスク自動分割＆最適化ツール
パーティションコマンダー6

発売日 2000年10月20日

URL http://www.softboat.co.jp/

発売 株式会社ソフトボート
TEL 03-3256-4711
価格 9800円
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インプライズのJava開発環境JBuilder 4
Foundationは12月無償配布の予定

2000年9月22日

インプライズのJava統合開発環境

「JBuilder 4 Foundation」の配布予定が、

12月であることが判明した。雑誌添付を中

心になる予定。WebダウンロードやCD-

ROM送付サービスも提供するという。

JBuilder 4は、それ自身が100%Javaで記

述されたビジュアル開発ツールで、Java2

v1.3に対応、Javaアプリケーションやアプ

レット、JSP/Servlet、JavaBeansなどの開

発をサポートする製品だ。「ビジュアルデ

バッガ」や「クラスブラウザ」、「コンパイ

ラ」、「デザイナ」、「エディタ」などが1つ

にまとめられており、プログラマの生産性

を高めることができるという。対応プラッ

トフォームはWindows、Solaris、Linuxの3

つだ。

JBuilderの製品ラインナップは大規模分

散 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 向 け の

「Enterprise」、サーバアプリケーション開

発向けの「Professional」、Javaの学習に適

した「Foundation」の3つに分かれおり、

そのうち「Foundation」は無償で提供され

ている。JBuilder 4 Foundationも無償で提

供される。

Serv le tやJSPの開発を行えるのは

「Professional」以上の製品ラインである。

JBuilder 3.5におけるラインナップごとの機

能一覧はインプライズのWebサイトで参照

することが可能だ。

インプライズ（http://www.inprise.co.jp/）

Mozillaのロードマップを公開。
Mozilla 1.0は2001年第2四半期に登場

2000年9月21日

Mozillaの今後の開発方針とスケジュール

を示したロードマップが公開された。これ

によるとMozillaは、Netscape PR3リリー

スのタイミングでメインのMoz i l l aと

Netscape 6に技分かれして開発が進み、

Mozilla 1.0のリリースは2001年第2四半期

の予定だ。

Moz i l l aのコードのツリーは、まず

Netscape PR3の「ブランチ」（枝）と

Mozillaの「幹」に分かれる。「幹」はその

まま開発が続けられ、IBMのBiDi（左から

右へ書く言語のサポート）やActiveState

DOMスクリプティングサポートなどが統合

される。一方、Netscapeのブランチは

Netscape Communicationsの管理方針のも

とに開発が進められ、Netscape 6出荷のタ

イミングで、“Mozilla”の名がつくブラン

チとNetscape 6.0xとのブランチの2つに分

けられる。このバージョンは“Mozilla 0.9”

と呼ばれる予定だ。

それぞれのブランチの開発者は、変更し

たコードをメインの幹にも反映することが

義務づけられている。

Mozilla 0.9リリース以降、マイルストー

ンは「mozilla0.90」のようにバージョン名

で呼ばれることになる。2001年第1四半期

にmoz i l l a 0 . 90 / 0 . 91、第2四半期に

mozilla1.0/1.01がリリース予定で、第4四

半期のmozilla1.21までがロードマップに示

されている。

Mozilla Organization

（http://www.mozilla.org/）

Sun、Cobalt Networksを
20億ドルで買収

2000年9月20日

Sun Microsystemsは9月19日、Linuxサ

ーバアプライアンスメーカーのCobalt

Networksを20億ドル相当の株式交換によ

り買収すると発表した。成長しつつあるサ

ーバアプライアンス市場におけるSunの参

入を加速することが目的だという。

Cobalt Networksは、立方体形の小型サ

ーバ「Cobalt Qube」やWebホスティング

用途のラックマウントサーバ「Cobalt

RaQ」、Webキャッシングサーバ「Cobalt

CacheRaQ」、ファイルサーバ「Cobalt

NasRaQ」などを販売している企業。これ

らのサーバは特定用途に特化しているの

で、汎用サーバと比較して安価で扱いやす

いものとなっている。

Cobaltの製品は、Sunの製品ラインにロ

ーエンドのサーバアプライアンスを追加す

るものだとSunは述べている。

買収は株式交換で行われ、Cobaltの株主

は1株あたりSunの株式0.5株を受けとる。

買収は2000年12月31日までに完了する予

定だ。

Sunは最近、Linuxへの接近を示している

が、製品ラインナップを支えているのは自

社のUNIX「Solaris」だ。Linuxのスケーラ

ビリティは着々と向上しつつあるが、

Solarisほどには到っておらず、ハイエンド

でSolarisを代替するのは難しい。しかし価

格の安いIntel互換チップを搭載したサーバ

アプライアンスでは、コストパフォーマン

スとカスタマイズ性のよい選択肢であり、

さまざまな企業がこの市場に参入してい

る。今回の買収により、SunもLinuxサーバ

アプライアンス市場に参入することになる。

Sun Microsystems（http://www.sun.com/）

Cobalt Networks（http://www.cobalt.com/）

いよいよLinux 2.4に近づいたカーネル、
2.4.0-test9-pre2がリリース

2000年9月18日

Linus Torvalds氏は9月17日、Linuxカー

ネル開発版の最新となるLinux 2.4.0-test9-

pre2をリリースした。このバージョンは

Linux 2.4.0-test9の前身となるもので、さ

らに開発が進めばLinux 2.4.0として正式に

リリースされる。

Linus氏はtest9-pre2リリースのメールの

中で、「主要なバグがないところまで来た

と思う」と述べて、Ted Ts'oのリスト で

“critical”(致命的)に分類されていないバグ

に対するパッチは、test9リリースをもって

受け付けない方針を示した。

Linux 2.4は、1999年にはリリースされる

はずだったが、ずるずると遅れて2000年の

夏が終った時点でもリリースされていない。

しかし、今回のアナウンスのように確実に

プロジェクトが進んでいることは確かで、

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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今秋にLinux 2.4が出る可能性は高いだろう。

Linux 2.4.0-test9-pre2のダウンロード

(http://www.jp.kernel.org/pub/linux/kernel

/testing/) 

Trolltech、QtをQPLとGPLのデュアルライ
センスに――KDEのライセンス問題解決へ

2000年9月4日

KDEの配布が合法と確信できる時が来る

ようだ。ノルウェーのTrolltechは、ツール

キットの次期バージョン「Qt/Unix 2.2.0」

を、従来のQPL（Q Public License）に加

えて、GNU GPL（General Public License）

も選択可能なデュアルライセンスでリリー

スする。QPLでライセンスされるQt Free

Editionと、GPLなKDEデスクトップ環境と

の組み合わせは、ライセンスについての議

論を巻き起こしていた。QPLは「オープン

ソース」として認められてはいるが、GPL

と互換性がないという懸念である。

問題となるのは、GPLが要求する配布条

件にQPLが適合しない可能性があるという

点だ。GPLなプログラムを配布するために

は、ライブラリを含むプログラム全体が

GPLでなければならないが、OSの主要な

要素（カーネルなど）と一緒に配布される

構成要素（libcなど）については、例外的

にGPL以外のライセンスが許されている。

ただし、その構成要素をGPLなプログラム

に付随して配布することは許されない。

QtはKDEに付随して配布されると見なす

ことができるので、KDEの配布はGPL侵害

に当たる可能性があった。そのため、

Debian GNU/LinuxなどはKDEを配布して

こなかった。

QtのライセンスにGPLが選択可能になる

ことで、この問題は解決する。

なお、これは無料でQtを商用ソフトに使

用できることを意味するわけではない。

QPLがリンクを認めるのはフリーソフトに

限られ、またGPLがリンクを認めるのは

GPLに限られるからだ。従って、商用ソフ

トウェアの開発にはQt Professional Edition

を購入する必要がある。

Qtのほかに、StarOfficeやMozillaが、独

自ライセンスとGNU GPLのデュアルライ

センスでソフトウェアを配布することを決

めている。

ライセンス変更のアナウンス

（http://www.trolltech.com/company/

announce/generalpl.html）

Red Hat、Linuxカーネル内で動作する
高速Webサーバをリリース

2000年9月4日

米Red Hatは9月1日、高速なWebサーバ

「TUX」の開発者向けプレビュー「Hawaii」

リリースを公開した。TUXはCPUの特権モ

ードで動作するLinux専用のWebサーバで、

Webサーバのベンチマーク「SpecWeb99」

でDellのLinuxマシンが飛び抜けた値をマー

クしたときにも使用された。

TUXはカーネルモジュールとして動作

し、スタティックなコンテンツのみをサー

ビスする。ダイナミックなコンテンツにつ

いては、80番ポート以外で待機している

Apacheなどのユーザープロセスにリクエス

トをそのままリダイレクトし、それらに処

理を任せることが可能だ。最近のWebでは

動的なコンテンツが多用されるようになっ

たとはいえ、画像などはほとんど静的なの

で、コンテキストスイッチの必要がないカ

ーネルモジュール内でHTTPを処理するメ

リットは大きいという。

また、TUXの持つコンテンツのキャッシ

ュ機能も、できる限り高速にサービスでき

るように最適化されている。キャッシュさ

れたデータは、あらかじめ計算されたTCP

チェックサムと共にページキャッシュに保

持され、DMAによりコピーなしにネットワ

ークカードに送られるため、非常に高速に

処理される。新たなシステムコール“tux

（2）”を利用すれば、ダイナミックなコン

テンツもキャッシュすることが可能だ。さ

らに、動的に生成されたデータとキャッシ

ュされたデータの混在するページを処理す

ることもできる。

TUXの設定は、/proc/sys/net/http/＊に置

かれた仮想ファイルに書き込むことにより

行う。

TUXのライセンスは、カーネルと同じ

GPL。正式なリリースは2000年9月末の予

定だが、プレビュー版はRed HatのFTPサ

イトまたはミラーサイトからRPMソースパ

ッケージをダウンロードすることができる。

TUXのダウンロード

（ftp://ftp.redhat.com/redhat/tux/）

HP、Intel、IBM、NECが共同で
Linux開発支援ラボを設立

2000年8月31日

米Hewlett-Packard、米Intel、米IBM、

NECの4社は共同で、Linuxの開発支援を

行う非営利の研究所「Open Source

Development Lab」を設立する。研究所

は、2000年末に米国Oregon州Portlantでオ

ープンする予定。

4社は今後数年間にわたり、研究所に対

して資金と機材の提供を行う。

この研究所の目的は、エンタープライズ

に必要とされる機能をLinuxに付け加える

ことだ。その目的のために、研究所が新た

なプロジェクトを立ち上げることはない

が、その代わり、オープンソースコミュニ

ティによる開発を加速する支援を行う。

研究所の運営は、オープンソースコミュ

ニティとスポンサー企業――上記の4社と、

Caldera、Dell、Linuxcare、LynuxWorks、

Red Hat、SGI、SuSE、TurboLinux、VA

Linuxの各企業――のメンバーから構成され

る独立した委員会により行われるという。

プレスリリース

（http://www.intel.com/pressroom/archive/

releases/cn083000.htm）

Sun、Solarisの国際化テクノロジーを
X.orgに提供

2000年8月31日

米Sun Microsystemsは8月29日、Solaris

の国際化のためのソースコードをX.orgに

提供すると発表した。X.orgは、X Window

Systemの標準を定める非営利団体。

このソースコードの提供によって、アプ

リケーション開発者は国際化されたソフト

ウェアの開発が容易になる。サポート対象

となるのは37言語、123ロケールで、右か

ら左に書くアラビア語や結合文字を利用す

るタイ語のように、レイアウトの複雑な言

語を表示することも可能になるという。

ソースコードは、X Window Systemと同

じオープンソースなライセンス（Xライセ

ンス）のもと、2000年9月15日に提供され

る予定。

米Sun Microsystems（http://www.sun.com/）



Interview
――国内のLinuxのシェアはどの位でし

ょうか？

川井：今年7月に発表されたIDCのレポ

ートでは、'99年の日本の国内サーバシ

ェアでLinuxは4％です。その前の年は、

0.7％でしたので、非常に伸びています。

これが2004年には12％になると予測さ

れています。

しかし、このデータ自体はOSとして

売っている本数を数えていて、我々か

ら見るとすごく少なく見えます。その

4％というのは約1万7000本ですけれど、

Linuxはダウンロードすればだれでも使

えますし、ネットワーク・アプライア

ンスサーバという組み込み機器が入っ

ていないらしいんですよ。ほかのOSの

数は合っているようですけれど。

ですからこの数字は、実際に使われ

ているのと合っていないと認識してい

ます。

そこで、ある調査会社のデータを元

に、ハード、アプリケーション、SIな

どを含めて、本当の国内のLinux市場

規模を算出してみたら、'99年度100億

円、2000年度200億円、2001年度以降

は、300、500、700億円と平均62.3％の

伸びと見積もっています。

金額としては商用UNIXやNTと比べ

て小さいですけれど、これから急成長

していくと思っています。

川井：次に、どういうところに適用さ

れているのかというと、メールやWeb

のネットワークサーバ（インターネッ

トサーバ）やデータベース、それとあ

まり知られていないが業種専用のシス

テムに使われています。

たとえば大学などの教育機関向けや、

医療用の専用端末。これは、もともと

システムをUNIXで作っていて、アプリ

ケーションはお客様が開発していたの

を、PC＋Linuxベースで作ったわけで

す。その結果、300万円だったのが200

万円ぐらいに価格が抑えられました。

リース切れでリプレースする時期だっ

たこともあって、日本全国で3000台ぐ

らい使われています。

そういう見えないマーケットが最近

結構あってですね、それらのデータは

先ほどの統計には含まれていないわけ

です。

――それは、Linuxを見える形で販売し

ていないからですか？
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NECのLinux戦略
PCサーバ分野で国内1位のシェアを誇るNECは、Linuxへの取り組みも

早くから行っていた。外資系メーカーはLinuxへの取り組みを本格化さ

せ、Linuxプレインストールマシンをフルラインナップで揃えてきてい

る。そんななか、NECはLinuxサーバでも強さを見せられるのか、

Linuxマーケティング戦略を、NECニュービジネス企画部マーケティン

グマネージャーの川井俊弥氏に伺った。
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PCサーバにおけるLinuxの出荷数量／金額をベースに、ハードウェア／SI比率を加味した市場規模

Linuxの市場について

NECのユーザー事例



川井：我々はハードとドライバを開発

して納めただけです。お客様がインテ

グレーションを全部やっていて、そこ

が薬局などに出荷しています。そうい

う点を含めて200億円とか300億円とい

った広がりを見せていくのではないで

しょうか。

NECは昨年3月から本格的にLinuxに

取り組み始めました。1年やってきて納

入実績はどれくらいあるのかというと、

箱売りだけではなく、インテグレーシ

ョンしたり、インストールサービスし

たりで100社以上の実績があります。

その中の代表的な事例を2つ紹介しま

しょう。

まず、稚内信用金庫の場合ですが、

こちらはお客様が「Linuxで」と言われ

たのではないのですよ。「インターネッ

トサーバをやりたい、内部からも透過

的にアクセスしたい」ということでし

たので、インテグレートしたNECソフ

トウェア北海道（DNES）が、「それな

らLinuxでできますよ」と言って使って

もらったら非常に好評でした。システ

ムはOCNルータ、インターネットサー

バ、イントラネットサーバの3階層のフ

ァイアウォールを持っていて、その2台

のサーバはLinuxで動作するExpress

5800です。

外からアタックが来ても中までは入

ってこられなかったとか、中からシー

ムレスにアクセスできるとかいう、監

査レポートを定期的にキチンと出すこ

とによって信頼が得られました。

札幌（DNES）と稚内というように

離れていても、リモート保守ができて、

何かあったときにもメールでやりとり

します。いちいち行かなくて済むため、

トータルのコストを削減できるのも好

評の理由です。

――NTではリモート保守はできないの

ですか？

川井：NTの場合はNECの保守センター

で一括してやっています。そして、エ

クスプレス通報サービスという保守契

約によって、リモート保守／監視を依

頼する必要があります。ですが、この

場合はその契約をしなくても、NECソ

フトウェア北海道だけでできます。な

お、そのサービスはNTでしかできなか

ったのですが、去年の夏ごろから

Expressベースのハードウェア検知機

能がLinux上で全部動作するようにな

っています。

次に、甲府信用金庫の場合は全然逆

で、情報システム部門がしっかりして

いて、ACOS（汎用機）やEWS4800

（UNIX）を導入していたこともあって

テクニカルに明るいわけです。

最初は、新しいことをやるときに予

算が抑えられていて、ハードを買って、

DB買ってというのは非常につらかった

ために、「それだったらLinuxは安いハ

ードでできるし、ちょっとやってみよ

うか」ということから始めたらしいの

です。

その結果、Webサーバでスタートし

たのですが安定して使えることがわか

ったので、業務も載せてみようとDBを

入れはじめたりして、Linuxをいろいろ

なところで使っています。最近では、

モバイルバンキングの

コンテンツサーバも

Linuxで構築していま

す。

コンテンツサーバを

立ち上げたり、インタ

ーネットサーバ、基幹

業務のデータを落とし

て「SimpWright」と

いうWeb情報管理パ

ッケージで見られるよ

うにするとか、情報管

理をやるとかのベース

にLinuxを使っていきたいと言っておら

れました。

このお客様は、Linuxを指名してい

ますし、Linuxをだいたいわかっていま

す。我々、特にNECソフトウェア北海

道では、テクニカルな支援とか全体の

ソリューションをアドバイスしていま

す。

そのほか、中部電力ではネットワー

ク監視にLinuxベースでOracle 8iを入

れてやっていますし、跡見女子学園大

学では、PC98-NXで70台ほどNTと

Linuxのデュアルブートシステムを導入

しています。主にUNIXの講義に使う

ようです。ここでは、リカバリーCD-R

を用意して障害時に簡単に初期状態に

戻せるようにしています。

あとは、セキュアWebを活用した

BtoBシステムや、Solarisの置き換えで

ネットワークを再構築したり、同報メ

ールシステムを構築した例などがあり

ます。

先ほどの、医療機関向けのシステム

では、ソフトウェアRAIDのセットアッ

プと、LinuxでIBMフォーマットのフ

ロッピーディスクに対応するドライバ

の開発を、NECで行いました。

――IBMフォーマットのフロッピーを

Linuxでアクセスしたいのですか？
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I n t e r v e w

川井 俊弥氏
日本電気株式会社
NECソリューションズマーケティング本部
ニュービジネス企画部マーケティングマネージャー



川井：従来のシステムとの互換性のた

めでしょうね。探したのですけど、見

つからなかったので一から作りました。

――Linuxを使いたいというのは、お客

様から？　それともNECから勧めてい

るのですか？

川井：UNIXに明るい情報システム部門

にいる人たちは、Linuxに興味ありあり

で、だいたいみんなやっています。そ

して本格導入するときに、ハードウェ

アを含めてサポートできるのかを聞か

れます。マクロ的に見ると、いままで

そういう方たちが多かったですね。

お客様の要望は、Linuxでも商用

UNIXでも、NTでも同じようにやって

ほしいと思っているわけです。

ただし、我々はお客様に対して

「Linux自体は保証できるものではない

ですよ。オープンソースのもの全部そ

うなのですが保証はできません」と話

しています。

けれどOSが何であっても、ハードウ

ェアが壊れれば修理しますし、保守も

行います。サポートについても契約を

結ぶことで、わからないことにもテク

ノロジーを含めて対応します。それは、

ソースコードを追いかけることができ

るので可能です。

それでも「全部やって欲しい」とい

うお客様には、覚え書きとか契約する

ときに、「ここまではできますけど、こ

れ以上はできません」というのを交わ

したうえで行っています。

全然違う観点では、お客様がそうい

うOSに関しては「なんでもいいよ」と

いう場合、よく言われる「丸投げ」と

いう形があります。Linuxであろうが、

なかろうが関係ないんです。このシス

テムをキチンと動かすという契約なの

で、Linuxで何か起こっても我々が責

任を持って対処することになります。

――インターネット／イントラネット

サーバには、Linuxを特に勧めているの

でしょうか？

川井：Linuxで安定して、それなりに使

えますから。NTでもできますが、SI業

者としてやりやすいからLinuxを選んだ

ということでしょう。また、お客様の

トータルのコストで収まるようにする

必要もあります。

川井：現在Linuxへの対応は、ハードウ

ェア、ソリューションサービス、ソフ

トウェア、教育コース、インストール

サービスを提供しています。

最終的には、お客様にLinux対して

安心感を持ってもらわないといけない

と考えています。いろいろと不安だと

か、コミュニティが開発しているとか、

保証とかに関して言われるので、その

ためにもいろいろなものを提供してい

ます。

NECは、'99年3月にWebで情報発信

することから始めたのですが、ハード

ウェアを作っているベンダーが、Linux

に対して「動く、動かない」という情

報を発信したのは、実はNECが世界初

でした。今ではほかの会社もやってい

て当たり前になっていますけど。

他社がやっていないことで特徴的な

のは、Linux関連企業へ出資している

ことでしょう。現在、米TurboLinux、

テンアートニ、ミラクルリナックス、

VA Linux日本法人へ出資しています。

商用OSと何が違うかといいますと、

Linuxのビジネスというものは全部自分

でできるものではないと思っています。

パートナーシップを組んで協業しなが

らやっていくものです。

川井：また、58Linux対応モデルに関し

ては、4Way以下のすべてのPCサーバ

はLinuxに対応します。動作確認もキ

チンと行っていますし、要望があった

のでLinuxインストール、基本サポート

込みのLinuxパックモデルも用意してい

ます。

7月には、「Express5800インターネ

ットアプライアンスサーバ」という必

要なものを全部入れて、Webやメール

といった機能に特化したモデルを発売

しました。この製品は、それぞれ組み

合わせて使うときに統合的に管理する

ことができるツールを組み込んである

のが特徴です。

そして、それをさらに組み合わせて、

ルータやスイッチなどのネットワーク

機器と導入管理などの総合的なサービ

スをセットにした「Express5800イン

ターネットサーバパック」も提供しま

す。業種向け、ECサイト、データセン

ター、学校向けといった用途を用意し

てあって、すぐに使えるようになって

います。

また、5月から「Linuxサポートセン

ター」を設置し、販売会社やISP、ユ

ーザーへのサポート体制を強化しまし

た。社内でLinuxに関するノウハウを集

めていた「Linux技術センター」もそこ

に統合しました。

以前、マルチCPU環境でLinuxがう

まく動かないことを発見して、NECソ

フトウェア神戸で、Multiple IO-APIC

をサポートするカーネルパッチを作成

したことがあります。それはコミュニ

ティに提供し、開発版カーネルに取り

込まれましたので、カーネルソースに

神戸NESの文字が載っているそうです。

Linuxに対応したアプリケーションソ
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Linuxを勧める理由

Linux対応製品とサポート

NECのLinuxへの取り組み



フトウェアも多数提供しています。新

聞 の 組 み 版 機 能 を 実 現 し た

「NEPCELL-UX for Linux」は、X上

で動作するクライアントソフトで、2社

から受注しています。

Linuxでは最近クラスタが流行ってい

ますが、「CLUSTERPRO for Linux」

は、NT用のクラスタソフトを移植した

ものです。他のLinux用クラスタソフト

はロードバランシング中心で、フェイ

ルオーバーに関してはサポートが弱い

ため、最大16台のフェイルオーバーと

最大128台のロードバランスクラスタを

実現するCLUSTERPROは、ISPの人

たちなどから期待されています。また、

アプリケーションのフェイルオーバー

にも対応します。

――クライアント向けLinuxに関して

は？

川井：現在のLinuxでは、使えるオフィ

スソフトがないので当面はダメだと思

っています。Windowsで十分だし、困

っていない人たちは、Linuxに移行しな

いでしょう。苦労してまでLinuxを使わ

せようとは考えていません。

――いわゆるオフコン分野はどうでし

ょうか？

川井：以前のアプリケーションは、みん

なNTへ行ってしまいました。パッケー

ジソフトをNTに移植したら、最初はそ

うでもなかったけれど、だんだんNTの

標準のAPIやGUIの機能を使うように

なってしまい、ほかへはいけなくなっ

てきてしまいました。まあ、それがMS

の作戦でもあるのでしょうが、NTで安

定して使っているものをLinuxへ持って

いくかというと、そうはならないでし

ょう。ユーザーにとっては、OSは関係

なくてそのアプリケーションがキチン

と動けばよいのだから。

――NECのLinuxマーケットのシェア目

標はどれくらいでしょうか？

川井：統計が取りにくいのでわかりにく

いのですが、いまは10％ぐらいでしょ

う。現在のPCサーバでのマーケットシ

ェアは3割以上ありますので、それに匹

敵するぐらいは取りたいと思っていま

す。特にサーバ分野に力を入れていき

ます。

――現在のライバルはどこでしょうか？

川井：99年にハードウェアで一番売れ

たのはコバルトでしょう。IBMもLinux

に力を入れていますよね。しかし、SI

ベースでは今でも国内No.1だと思って

います。

――ディストリビューションがたくさ

んありますが、サポートはたいへんで

はないですか？

川井：ディストリビューションとのアラ

イアンスをどうするかという方針は非

常にクリアです。「日本法人があってキ

チンとサポートできること」と「サポ

ート契約を結んでビジネスtoビジネス

のやりとりができること」が大前提で

す。

それが今可能なのは、レッドハット

とターボリナックスだけなのですが、

PCサーバ分野では、ユーザーもほとん

どその2社の製品を使っていますし、十

分でしょう。

――Linux技術者育成が求められていま

すが、どう思われますか？

川井：Linuxの専門知識がないと、SIで

きないかというと、そんなことはない

と思います。当社では、UNIXのエン

ジニアがたくさんいるので困っていま

せん。

確かに、1人でサーバを立ててファイ

アウォールを構築できるような、なん

でもできる人は不足していると思いま

すが、全体のインテグレーションや部

分部分をとってみると、NTでもあまり

変わらないでしょう。

そんなに技術者がいなくて困るほど、

マーケットが広がっていないと思いま

す。もっと商談を増やさないといけま

せん。

――そのために、どういう方針がある

のでしょうか？

川井：2つのアプローチがあって、ひと

つは、「NECがLinuxをちゃんとやって

いる」ことをアピールすることです。

それに関しては、広告ではなく展示会

などでLinuxに興味を持っている人に情

報を流していきます。

もうひとつは、Linuxと言わなくても

「Linuxを使うようにしてしまう」こと

です。たとえば、先ほどのExpress

5800サーバはLinuxとは、ほとんど言

っていませんが、インターネットサー

バとか用途に合わせたパックを用意し

ていますので、そういうお客様に「ば

んばん売れる」ようにということです。

（聞き手：編集部　木下）
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Distribution
新着ディストリビューション

廉価な日本語デスクトップ環境を。4月に発売されたTurboLinux Workstation日
本語版6.0に付属するバンドルソフトをシェイプアップし、低価格を実現したLimited
Editionが新たにリリースされた。果たしてコストパフォーマンスはいかに？

TurboLinux Workstation日本語版6.0
Limited Edition

RPMってなんですか？　やっと出た新しいDebianの収録パッケージ数は約4000。
これらのパッケージを有効に使うため、新しくaptとdebconfが標準で採用された。
ユーザーにインストールメディアを意識させないaptはLinuxユーザーを堕落の道へと
誘う一歩進んだパッケージ管理ツールである。今回はこのaptツール群を中心に新しい
Debianへアプローチしてみた。

Debian GNU/Linux 2.2

Xなんてステ。インターネットやイントラネットなど、各種サーバ用に開発された
LASER5 Linux 6.5 Secure Server Editionは、セキュリティホールになり得
るものをすべて消し去っている。デスクトップ環境では定番のXも例外でないその一徹
さ、ちょっとだけお手並みを拝見させていただこう。

LASER5 Linux 6.5 Secure Server Edition
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TurboLinux Workstation日本語版

6.0 Limited Edition（ 以 下 、 Turbo

Linux LE）は、ターボリナックスジ

ャパンが新しく発売したディストリビ

ューションだ。インストールCD、

Netscape用各種プラグインなどを含む

コンパニオンCD、アップデートパッケ

ージを含むアップデートCDなど4枚の

CD-ROMと、ユーザーリファレンスガ

イドなどのドキュメントが収録され、

10月6日から店頭およびオンラインで

の販売が始まっている。

;

;Limited Editionとは？

;

TurboLinux LEは、4月に発売され

たTurboLinux Workstation日本語版

6.0（以下、TurboLinux WS）にバン

ドルされていた日本語入力プログラム

のATOK12 SE、日英翻訳ソフトの翻

訳魂とVMware Expressが付属しな

い点が異なり、そのぶん価格が6800円

と低めに設定されている。商用日本語

入力プログラムとしてはWnn6がバン

ドルされるので、日本語デスクトップ

環境として使うには、さほど問題ない

といえよう。

また、次世代Webテクノロジーとし

て期待されるXMLの開発エンジン

iPEX 2.0が、ほかのTurboLinuxライ

ンナップにさきがけバンドルされるこ

とも、TurboLinux LEの特徴である。

TurboLinux LEの基本システムは

TurboLinux WSと同じで、カーネル

にバージョン2.2.13が、Cライブラリに

glibc2.1.2が、XにXFree86 3.3.6が採

用されている。

なお、同梱されるアップデートCD

に、カーネル2.2.16やglibc2.1.3などと

セキュリティを修正した最新パッケー

ジが含まれており、付属スクリプトを

使って簡単にアップデート可能だ。

;

;使いやすい独自設定ツール

;

Linuxシステムは、基本的に/etcデ

ィレクトリや各ユーザーのホームディ

レクトリに配置されたテキストファイ

ルで設定され、これらの設定ファイル

はUNIX系OSに不慣れなユーザーにと

っての鬼門になっている。

そこで、TurboLinuxは設定ファイ

ルに不案内なユーザーのために、GUI

で操作できる独自の設定ツールを装備

している。この設定ツールはコマンド

ラインやGNOMEの下段にあるアイコ

ンでTurboCentroを起動し、そこから

各種設定メニューを呼び出して使う仕

組みになっている（画面1）。

このほかにも表1のような商用ソフ

トがバンドルされている。廉価にオフ

ィスでの使用にも十分耐える日本語環

境が提供されるTurboLinux LEは、

デスクトップ用途にLinuxを試してみ

たい入門者へとくにお勧めのディスト

リビューションである。

TurboLinux Workstation日本語版6.0 Limited Edition

使いやすい独自設定ツール

Limited Editionとは？

製品面 TurboLinux Workstation日本語版6.0 
Limited Edition

価格 6800円（税別）
問い合わせ先 ターボリナックスジャパン株式会社

03-5766-1660
http://www.turbolinux.co.jp/

本 誌 付 録 CD-ROM Disk1に TurboLinux
Workstation 日本語版6.0（FTP版）0915を収録し
ています。非商用のソフトだけが含まれますので､
本文の表1に掲載されている商用ソフトは含まれて
いません。また、ターボリナックスジャパンのサポ
ートも受けることはできません。

System Commander Lite マルチブート用のアプリケーション
RYOBI日本語TrueTypeフォント5書体 美しい日本語フォント
Wnn6 Ver3 UNIX系OSで定番の日本語入力システム

表1 バンドルされる商用アプリケーションのリスト

TurboLinux LEは、付属する商用アプリケーションの数をおさえることで手頃な価格を実現している。

画面1 TurboLinux独自の設定ツール
TurboLinux独自の設定ツールは、TruboCentroで一括管
理される。
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膨大なパッケージ数を誇るDebian

GNU/Linux（以下Debian）の新バー

ジョン2.2がリリースされた。前バージ

ョン2.1のリリースから約1年半経過して

おり、「やっと出たか」という感である。

Debian 2.2は、基本システムとして

カーネルにバージョン2.2.17、Cライブ

ラリにglibc2.1.3、XにXFree86 3.3.6

を採用し、今回から新たにPowerPCと

ARMアーキテクチャに対応したため、

以前からサポートされているIntel、

Alpha、SPARC、Motorola 68kとあ

わせて、合計6つのプラットホームで利

用可能となった。

収録パッケージはさらに増えてその

数約4000、これらのバイナリパッケー

ジは、ひとつのアーキテクチャにつき3

枚のCD-ROMに収録される量である。

;

;Debianってなんなのさ？

;

Debianをひとことで言うと「Red

Hat LinuxベースでないLinuxディス

トリビューション」だ。現在多くの

Linuxディストリビューションは、

RPM（Red Hat Package Manager）

というパッケージ管理方式を採用して

いる。RPMを採用するディストリビュ

ーションの目印は、.rpmという拡張子

のついたファイルである。

一方のDebianは、.debという拡張子

のDebianパッケージを、rpmコマンド

に相当するdpkgコマンドや、dpkgの

フロントエンドであるapt（画面1）、

dselect（画面2）といったツールを使

って管理する。これらのツールを使っ

たパッケージ管理は非常に強力で、

Debianが「一度インストールしてしま

えば再インストール不要」とまで言わ

れるゆえんである。

また、以前のバージョンには、日本

語環境構築のためにDebian JPという

パッケージ集が存在したが、今回のバ

ージョン2.2からそれらの日本語パッケ

ージは本家Debianに統合され、ユーザ

ーはDebian JPパッケージなのかどう

かを意識することなくパッケージ管理

ができるようになった。

;

;aptを使って堕落する

;

これまでのDebianは、dselect（画

面2）というツールを使ってパッケージ

のインストールやアンインストールを

行ってきた。

しかし、このdselectは直感的でない

インターフェイスのためか、使いずら

いというユーザーが多く、「Debianは

難しい」というイメージを広める大き

な要因となっていた。

これを改善するため、新バージョン

の2.2では、標準のパッケージ管理ツー

ルとして、dselectに代わりにapt（画

面1、3、4）が採用された。ユーザー

はaptを使う前に、あらかじめapt-

setup（画面3）を使って、

・FTPサイト

・HTTPサイト

Debian GNU/Linux 2.2

Debianってなんなのさ？

aptを使って堕落する

画面1 aptツール群のひとつapt-cache

Debianには約4000という膨大なパッケージが存在する。その中から使いたいパッケ
ージを探すのは大変な作業だが、このapt-cacheを使うと簡単にパッケージを検索で
きる。画面はWebサーバApacheを検索しているところ。

画面2 悪名高きパッケージ管理ツールdselect

前バージョンまではこのdselectが標準のパッケージ管理ツールであったが、今回からそ
の座をaptにゆずった。Debian 2.2でもdselctは利用可能だ。
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・CD-ROM

・ハードディスク

をパッケージ収録場所として登録する。

パッケージの収録場所は複数指定でき、

FTPなどネットワークを利用してのパ

ッケージ管理は、ファイヤウォール内

でも可能だ。

ひととおりaptの設定を終えると、ユ

ーザーはとても簡単にアプリケーショ

ンのインストールなどが行えるように

なる。たとえば、WebサーバApache

のインストールは、root権限で、

# apt-get -f install apache

とするだけだ（画面4）。この際aptは、

Apacheの使用に必要なパッケージも

一緒にインストールしてくれるので、

ユーザーはアプリケーションのインス

トール時に、わずらわしい依存関係で

悩まされることがない。「4000もパッケ

ージがあると、探すだけでひと苦労で

はないか！」というユーザーは、

# apt-cache search --names-only

apache（実際は1行）

などとして、必要なパッケージを探せ

ばよい（画面1）。

;

;debconfを利用してさらに堕落する

;

debconfは、aptとともにDebian 2.2

から標準で採用されたテクノロジーで

ある。今までのDebianでは、パッケー

ジをインストールする際、個別に基本

設定に関する質問に答える必要があっ

た。特にシステム全体をインストール

する際は、この方式だとユーザーが質

問に答えるためにずっと席を離れられ

ないという事態になる。そこで、

debconfであらかじめ質問に対するお

おざっぱな回答を設定しておけば、ユ

ーザー不在でもパッケージをインスト

ールできるというわけだ。

ただ、約4000あるすべてのDebianパ

ッケージがdebconfに対応しているわ

けではないので、debconfの恩恵をフ

ルに受けるには、今しばらくの時間が

かかりそうである。

;

;Debianベースのディストリビューショ

ン

Debian 2.2のインストーラは、前述

のaptやdebconfの採用により、インス

トールするパッケージ群をおおざっぱ

に選択できるので、以前と比べてイン

ストール作業は若干だが簡単になって

いる。とはいうものの、GUIを採用す

るRed Hat Linuxベースのディストリ

ビューションのインストーラと比べて

見劣りする感があるのは否めない。さ

いわいDebianをベースに開発されたデ

ィストリビューションがいくつかある

ので、簡単にDebianをインストールし

たいユーザーは、それらのディストリ

ビューション利用するのもよいだろう

（表1）。

debconfを利用してさらに
堕落する

Debianベースの
ディストリビューション

画面3 aptの設定ファイルを生
成するapt-setup

aptを利用するには、パッケージ
収録場所の設定が必要だ。aptの
設定ファイルは手書きでもよい
が、このapt-setupを使えば簡単
に設定できる。

画面4 パッケージを簡単にイン
ストールできるapt-get

aptのバックエンドツールapt-get
を使って、WebサーバApacheを
インストールしているところ。
apt-getはApacheだけでなく、
Apacheに必要なパッケージも一
緒にインストールしてくれる。

表1 Debianベースのディストリビューション

上記はDebianをベースにしたLinuxディストリビューションである。OmoikaneとプロサーバはDebian 2.2をベースにしているが、ベースのDebianはfrozen potatoというリリース前
のものである。

ベースのDebian URL 概要
Omoikane GNU/Linux 2.2 http://www.omoikane.co.jp/ 日本のベンダーが開発し本家Debianとほぼ完全な互換性を

有する
Storm Linux 2.1 http://www.stormix.com/ 英語版がメインだが、今秋日本語版がリリースされる予定
Corel LINUX 2.1 http://linux.corel.com/ インストール直後からWindowsドメインに参加可能
プロサーバ Linux 2.2 http://www.fujifilm.co.jp/fmd/linux/lintop.html サーバ用途に特化され、独自ツールを使った集中管理が可能
Debian GNU/Linux ー http://www.debian.org/ 本家のDebian
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LASER5 Linux 6.5 Secure Server

Edition（以下、LASER5 Secure Server）

は、インターネット、イントラネット

をはじめ各種サーバ用途に特化された

ディストリビューションである。

開発はレーザーファイブとLinuxの

SIベンダー鹿嶋コンピュータサービス

が共同で行い、9月1日から店頭販売が

始まっている。

LASER5 Secure ServerはRed Hat

Linuxをベースにしており、カーネル

にバージョン2.2.14、Cライブラリに

glibc2.1.2を基本システムとして採用し

ている。

この製品には、インストール用CD-

ROM、サーバソフトの設定ファイルリ

ファレンス、サーバ用の商用アプリケ

ーションの体験版などが同梱され、ユ

ーザーは180日間で3件までのサポート

と、年4回のセキュリティアップデート

サービスを受けられる。

;

;必要なものは始めから

;

LASER5 Secure Serverには、Web

サーバApacheやメール転送プログラム

のSendmailなどのほかに、標準でメー

リングリストサーバFMLや、全文検索

エンジンNamazu、Kakasiといったツ

ールが収録されている。メーリングリ

ストの全文検索エンジン作成を考慮し

たようなパッケージ構成は、インター

ネットサーバ用をうたうだけあって非

常にユニークである。

また、収録されるApacheには標準

でSSL、Perl、PHPのモジュールが適

用されており、データベースと連携さ

せたeコマース用Webサイトの構築も

可能だ。

さらにテキストベースのLASER5

Secure Serverのインストーラは、構

築するサーバタイプ（画面1）や、イ

ンストールするサーバ用アプリケーシ

ョンの選択が可能で、マシンのリソー

スを圧迫し、セキュリティホールにも

なり得るX Windows Systemはインス

トールされず、デフォルトの状態では

不要なデーモンプログラムが起動しな

いように設定されている。

;

;充実のサポート

;

LASER5 Secure Serverは、Sendmail

やBINDをはじめとするサーバアプリケ

ーション（表1）の設定、運用までの

サポートが提供されるのも大きな特徴

である。

これらの運用は、ネットワークに関

する豊富な経験や、多くの知識が必要

とされものであり、長年にわたり

Linuxの開発にかかわってきたレーザ

ーファイブが、その技術に自信を持っ

ていることの現れだろう。

LASER5 Secure Serverは定価が4

万9800円とかなり高価だが、SIベンダ

ーによるサポート料がさらに高額なこ

とを考えると、低コストで自前のサー

バを構築したいユーザーには魅力的な

選択肢といえよう。

LASER5 Linux 6.5 Secure Server Edition

充実のサポート

必要なものは始めから

製品面 LASER5 Linux 6.5 Secure Server Edition
価格 4万9800円（税別）
問い合わせ先 レーザーファイブ株式会社

03-5818-6626
http://www.laser5.co.jp/

Apache 多くのサイトで採用されているオープンソースWebサーバ
BIND ドメイン管理に必須のDNSサーバ
FML 高速さが特徴のメーリングリストサーバ
IMAP ユーザーの居場所を選ばないメール管理サーバ
PHP Webサイトで動的コンテンツを提供するためのソフト
Qpopper 広く普及しているPOPサーバ
Samba Windows、Linux混在環境で使われるファイル／プリントサーバ
Sendmail 定番メール配送サーバ
Wu-ftpd 公開FTPサイトなどで広く使われているFTPサーバ

画面1 サーバ用に工夫されたインストーラ

ユーザーはサーバタイプとサーバアプリケーションを選
択してインストールする。作業中に迷う箇所はほとんど
ない。

表1 設定、運用のサポート対象になるサーバ用アプリケーション

ネットワークサーバの運用は一筋縄ではいかないが、LASER5 Secure Serverではこれらの運用についてもサポート対
象になる。
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レッドハットは、9月26日に「Red Hat Linux 7J」のリリー

スを発表した。今回発売される製品パッケージは2種類で、

「Official Red Hat Linux 7J Deluxe」は、OS用3枚、ドキュメ

ント、ワークステーション向け商用アプリケーション、Power

Tools、IBMソフトウェア（評価版）が各1枚の合計7枚のCD-

ROMが付属し、1万2800円。10月6日より発売される。

「Official Red Hat Linux 7J Professional」は、同Deluxeに、サ

ーバ向け商用アプリケーションCDと、CPAN（Perlスクリプト）

CDが追加され、2万9800円。こちらは10月13日より発売される。

Red Hat Linux 7Jは、カーネル2.2.16、glibc 2.1.92を採用し

ているが、近日リリース予定のカーネル2.4へのアップグレー

ドも容易になっている。X Windows Systemには、最新の

XFree86 4.0.1を採用し、従来のXFree86 3.3.6よりグラフィッ

クス表示のパフォーマンスを向上させている。また、OpenGL

互換のMesa 3Dグラフィックスライブラリも採用している。デ

スクトップ環境にはGNOME 1.2.1＋Sawfish 0.30とKDE 1.1.2

を搭載し、ユーザーがカスタマイ

ズ可能になっている。

新機能として、Webサーバでの

128ビット暗号化通信をサポートす

るOpenSSL、MySQLデータベー

ス、GUIによるカーネル／ファイア

ウォール・コンフィグレーション

ツール、グラフィックスサポート

ツールの追加、USBマウス／キー

ボードのサポートが行われた。

また、gccコンパイラの最新バージョン2.96によって、C、

C++、Objective-C、Fortran 77、CHILL、Javaなどをサポート

しているなど、開発者向けの機能も拡張されている。

なお、米Red Hatから9月25日に英語版の「Red Hat Linux

7」がリリースされている。

レッドハット株式会社（http://www.redhat.com/jp/）

Distribution
緊急速報 Red Hat Linux 7J（日本語版）、Red Hat Linux 7（英語版）リリース

ターボリナックス ジャパンは、クラスタシステムの新製品

「TurboLinux CLUSTERPRO Server 6」を10月4日より発売する。

この製品は「TurboLinux Server日本語版6.1」に、NECのクラス

タミドルウェア「CLUSTERPRO for Linux」をバンドルしたもの

で、可用性・信頼性の高いサーバシステムの構築が可能となっ

ている。価格は2ノード80万円から。

TurboLinux CLUSTERPRO Server 6は、クラスタを構成す

るCLUSTERPROサーバと、GUIによってクラスタを管理でき

るCLUSTERPROマネージャの2つ機能を備えている。

CLUSTERPROサーバ同士は共有ディスクを介して相互に接続

し、ノードの障害を検出すると、自動的に正常なサーバでデー

タと処理を引き継いで行うフェイルオーバー機能を提供する。

障害時や各種資源の引き継ぎなど

の復旧処理は、スクリプトによりカ

スタマイズが可能だ。

また、複数のマシンでサーバの負

荷分散を行うロードバランス機能を

持っており、フェイルオーバーと組

み合わせて利用することもできる。

フェイルオーバークラスタでは最

大16ノード、ロードバランシングク

ラスタで最大128ノードまでサポー

トしている。

ターボリナックスジャパン株式会社（http://www.turbolinux.co.jp/）

NECのクラスタソフトをバンドルしたTurboLinux CLUSTERPRO Server 6発売

ターボリナックスジャパンは、10月11日より「TurboLinux

Server日本語版6.1メンテナンスキット＃1」（以下メンテナン

スキット＃1）を無償提供する。これは、今年6月に発売され

たサーバ用ディストリビューション「TurboLinux Server日本

語版6.1」の登録ユーザーに対して、年4回行われるものの第1

回目で、CD-ROM3枚組で提供される。

メンテナンスキット＃1には、各種アップデートモジュール、

LVM（Logical Volume Manager）やkparamといったサーバを

拡張する新機能ツール、サーバ向け商用アプリケーションと評

価版ソフトウェアが収録されている。

アップデートモジュールは、カーネル2.2.16、glibc 2.1.3、

wu-ftpd 2.6.05、samba 2.0.7-4jaJPなどで、セキュリティ対策

が講じられている。

LVMを利用すると、複数のディスクにまたがるパーティショ

ンを、ひとつのパーティションとして管理でき、パーティショ

ンサイズの伸長も可能だ。kparamは、共有メモリのサイズや

カーネルパニック時の動作などの、カーネルパラメータの設定

を行うツールで、Oracle8iなどのデータベースに最適なパフォ

ーマンスを得られるように変更できる。

そして、IBM DB2やLotus Notesなどのトライアル版（機能

制限なし）、Oracle8i Workgroup Server R8.1.6 for Linuxの120

日間トライアル版、HDE Linux Controller 2.0 Expressなどが

含まれる。

ターボリナックスジャパン株式会社（http://www.turbolinux.co.jp/）

TurboLinux Server日本語版6.1メンテナンスキット＃1を無償提供開始
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ロジカルイフェクトから、SPARC

CPUを搭載した低価格なラックマウ

ントサーバ「XtraNet 1Uシリーズ」

が発売された。

■

■Sun純正マザーボードを使用

■

XtraNet 1Uシリーズは、Sunから

OEMで供給されたマザーボード（写

真1）を採用し、Ultra SPARC Ⅱi

300MHzを搭載している。メモリは

ECC対応のDIMMスロットが4本用意

されていて、512Mバイトまで拡張で

きる。スリムCD-ROMとフロッピー

ドライブを上下にセットし、2台のハ

ードディスクと共に本体前面部分に

配置されている（写真2）。

ハードディスクの構成の違いによ

って3モデル用意されていて、エント

リータイプであるIDE標準モデルは、

20GバイトのIDEハードディスクを1

台内蔵している。

上位モデルとして、IDE標準モデル

と同じハードディスクを2台内蔵し、

ハードウェアRAIDカードを内蔵した

IDE RAID標準モデルと、SCSI標準

モデルがあり、SCSIモデルは、9.1G

バイトのSCSIハードディスクを1台内

蔵し、Sun純正のUltraWide SCSIカード

を装着することで、Sunの製品と高い

互換性を得ている。

なお、IDE RAID標準モデルに装着

されるRAIDカードは、PCIバスから

は電源しか利用しないハードウェア

RAIDコントローラで、ドライバソフ

トを必要としないため、OSを選ぶこ

となく利用できる。

ケースは、金属製のフロントカバ

ーを装備し、カラーもブラックとオ

フ･ホワイトの2色を選べるようにな

っている。オプションのユニバーサ

ルスライドレールを、ケース横面に装

CPUにUltra SPARC Ⅱi300MHzを搭載したラックマウントサーバ

XtraNet 1U 300-IW
ホスティングサービスに最適なWebアプリケーションサーバ

Cobalt RaQ4r

40

42

サードパーティから低価格なSPARCサーバが発売された。UNIXサーバ分野のトップブランドであ
るSunの純正マザーボードを使用し、1Uサイズ（高さ44mm）のラックマウントシャーシへの搭載
を実現している。

XtraNet 1U 300-IW

CPUにUltra SPARC Ⅱi300MHzを搭載したラックマウントサーバ

製品名 XtraNet 1U 300-IW
価格 29万9700円
問い合わせ先 ロジカルイフェクト株式会社

TEL 03-5822-3322
http://www.logicaleffect.com/

Sun純正マザーボードを
使用
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備すれば、ラックにマウントした状

態で前面に引き出すことが可能にな

り、高いメンテナンス性を実現する。

■

■Red Hat Linux/SPARCをインスト

ール

今回はIDE標準モデルのXtraNet

1U 300-IWを試用した。SPARCとい

えば、OSにはSolarisを連想するとこ

ろだ。XtraNet 1Uシリーズは、オプ

ションでSolaris 7またはSolaris 8を選

ぶことができるが、今回はOSなしを

選び、Linuxをインストールしてみた。

64ビットのUltra SPARC用のLinux

は、UltraLinuxとも呼ばれていて、

Red Hat、Debian、Caldera、SuSE、

Mandrakeといったディストリビュー

ションが対応している。一番入手し

やすいのは、Red Hat Linux/SPARC

6.2英語版だろう。秋葉原のショップ

やWeb通販などで購入できる。Vine

Linuxが次のバージョン2.1でSPARC

版のリリースを予定しているので、

今後は日本語環境も整うはずだ。

インストールは簡単で、CD-ROM

からブートしてインストーラを起動

すればいい。ハードディスクのドラ

イブ名やブートローダがLILOではな

くSILOであるなどの違いはあるが、

Intel版とほぼ同様の手順である。本

機に搭載されているグラフィックス

チップは、ATIの3D RAGE PROなの

でX Window Systemも、XFree86を

利用してその通りに設定すればよい。

本機には、ウエスタンデジタルの

WD205BAという、ディスクの回転数

が7200rpmと高速なハードディスク

が使われていた。編集部内のLANに

接続し、WebサーバやFTPサーバと

して試用してみたところ十分に高速

で、特に不満もなく快適に使用できた。

サーバ機なので本来の使い方では

ないのだが、GNOMEを起動してみた

のが画面1である。ラックにマウント

して使う性質上、当然だがキーボー

ドやマウスは標準では付属していな

い。基本的に運用中はネットワーク

経由で管理する使い方がふつうだろ

う。そのため手持ちのPC用の日本語

106キーボードとマウスを利用したの

だが、そのせいかCPUがSPARCだと

いうのを忘れてしまうぐらい違和感

はなかった。

IntelやAMDの1GHzを超えたCPU

と比較すると、64ビットとはいえ

Ultra SPARC Ⅱi 300MHzでは、速度

的には不利がある。しかし、個人用

途とは違い、サーバに一番要求され

るのは信頼性である。多くのサーバ

機で実績を積んだSunの技術を搭載し

た本機は、長時間安定した運用が要

求されるインターネットサーバなど

に向いているだろう。

写真1 Sun純正マザーボ
ードを使用

中央のファンが2個付いて
いる部分の下に、U l t r a
SPARC Ⅱi 300MHzが搭載
されている。

写真2 XtraNet 1U 300
の内部

ケースが1Uサイズ（高さ
44mm）と超薄型のため、
小型のファンを各所に配置
して効率よく放熱できるよ
うにしている。

Red Hat Linux/SPARC
をインストール

CPU Ultra SPARC Ⅱi 300MHz
RAM 128MバイトECC SDRAM（最大256Mバイト）
ハードディスク 20Gバイト7200rpm IDEハードディスク（最大2台）
CD-ROM 24倍速ATAPIスリムCD-ROM
フロッピードライブ 3.5インチ1.44Mバイト
グラフィックス ATI 3D RAGE PRO（4MバイトSGRAM）オンボード
ネットワーク 10/100BASE-T×1ポート
インターフェイス RS-232C×1、パラレル×1ポート、PS/2×2ポート
PCIスロット 1スロット
サイズ（mm） 425（W）×610（D）×44（H）
電源 200W ATX（最大300W）

表1 XtraNet 1U 300-IWの主な仕様

画面1 Red Hat Linux 6.2/SPARCのGNOMEデ
スクトップ

Detailed System InformationにUltraSparc Ⅱiと表示さ
れている。



コバルト・ネットワークスから、

ラックマウントタイプのサーバアプ

ライアンスRaQファミリーの新製品

として「RaQ4シリーズ」が発売され

た。「RaQ4i」と「RaQ4r」の2モデル

あり、RaQ4iは、IDEハードディスク

を1台、RaQ4rはIDEハードディスク

を2台内蔵し、RAID 1（ミラーリン

グ）に対応している。

■

■コンパクトなケースに機能を凝縮

■

RaQ4はCPUにK6-2 450MHzを採用

し、メモリは128M～512Mバイト、

15.2G～30GバイトのIDEハードディ

スクを最大 2 台まで内蔵可能で、

10/100BASE-TXネットワークインタ

ーフェイスを、RaQ4iは1ポート、

RaQ4rは2ポート備えている。

本体は、1Uサイズ（高さ44mm）の

ラックマウントタイプで、フロッピ

ーやCD-ROMドライブを内蔵しない

分、奥行きが短くまとめられている。

また、UPS（無停電電源装置）と

シリアルインターフェイスで接続す

ることで、停電時の自動シャットダ

ウンに対応する。UPSに接続した

RaQ4と、他のRaQ4がネットワーク

経由で通信することで連動してシャ

ットダウンすることも可能だ。

コバルト・ネットワークスの製品

は、キーボードやディスプレイを直

接接続せずに、PCなどからWebブラ

ウザでアクセスし、すべての操作を

行うようになっている。

ただし、最初にネットワークに接

続するときには、本体に付いている

LCDパネルを見ながら、4方向の矢印

ボタン、S（選択）、E（実行）の合計

6個のボタンを操作して、IPアドレス

などの設定を行う（写真2）。なお、

再起動やシャットダウンもこのボタ

ンで行えるようになっていて、メン

テナンスの時に非常に便利である。

今回試用したRaQ4rは、2台の20G

バイトIDEハードディスクを内蔵して

おり、ソフトウェアRAIDでミラーリ

ングを行っている。2台のハードディ

スクに同一のデータを書き込むミラ

ーリングなので、利用できるディス

ク容量は1台の時と同じ20Gバイトだ

が、万一ハードディスクが故障して

も大事なデータを失うことがなく、

そしてもう1台のハードディスクによ

ってサービスを継続して行うことが

可能だ。

ハードディスクはパーティションで
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ホスティングサービスに最適なWebアプリケーションサーバ

WebブラウザからGUIで操作でき、専門的な知識がなくてもサーバの管理ができるというコ
ンセプトを最初に製品化したCobalt社の、第4世代ISP向けラックマウントサーバは、インタ
ーネットのオンラインサービスに必要な機能をすべて備えている。

Cobalt RaQ4r

製品名 Cobalt RaQ4r
価格 オープンプライス
問い合わせ先 コバルト・ネットワークス株式会社

TEL 03-3599-0722
http://japan.cobalt.com/

写真1 Cobalt RaQ4rの内部

1Uサイズのケースにハードディスクを2台内蔵しているが、ケーブルやパーツ
が適切に配置され、スッキリとまとめられている。

写真3 背面パネル

USB、外部SCSI、シリアル×2、ネットワーク×2、PCI拡張スロットといったインターフ
ェイスが用意されている。

写真2 LCDコンソール

16文字×2行のLCDディスプレイと矢印ボタンを使って、ネットワーク設定やRaQ4のシャ
ットダウンなどの操作を行う。

コンパクトなケースに
機能を凝縮
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区切られており、OSとプログラム、ロ

グ記録用のエリアとして1Gバイト弱

が確保されていた。それ以外のエリア

がユーザー用で18Gバイト弱だった。

■

■すぐに使えるWebサーバ機能

■

OSにLinuxを採用し、Apacheを中

心としたWebサーバ機能があらかじ

め設定してあり、ネットワークに接

続して電源を入れるとすぐにサービ

スを開始することができる。

最初に、WebブラウザでRaQ4サー

バに接続すると、セットアップウィ

ザード画面になるので、ホスト名や

ドメイン名、DNSサーバなどのネッ

トワークと管理者パスワードを設定

する。次に、/admin/ディレクトリを

指定すると、IDとパスワードを尋ね

られるので、adminと管理者パスワー

ドを設定すれば、管理画面になって

各種設定ができる（画面1）。

Webサーバの機能を拡張するもの

として、CGI（Perl）やPHP 4.0スク

リプトのサポートや、Chili! Soft ASP

を使ったActive Server Pageの実現、

データベースソフトのInterBase 6.0

がインストール済みといった特徴が

あり、ダイナミックWebコンテンツ

を構築することが可能になっている。

また、管理者はtelnetで接続すること

も可能なので、直接使う必要はほとん

どないが、WebブラウザよりもLinux

のコマンドラインでの操作のほうが使

いやすい人も満足できるだろう。

■

■バーチャルホストが簡単に設定可

能

RaQ4には、Apacheのバーチャル

ホスト機能を利用して、複数の仮想

サイト（IPアドレス）を1台のサーバ

でホスティングする機能を標準で備

えている（画面2）。管理画面のメニ

ューも、サーバ管理とサイト管理の2

種類に分けて操作しやすくしている。

仮想サイトごとにユーザーを作成

でき、そのユーザーはメールの送受

信、Webサーバ、FTPサーバの機能

を利用できる。そして、ユーザーご

とに使用可能なディスク容量を制限

できる。

RaQ4内部では、仮想サイトごとに

ディレクトリを作り、仮想サイトへ

のアクセスがあると、そのディレク

トリをホームディレクトリとしてレ

スポンスするという仕組みだ。

なお、IPアドレスごとに帯域幅の

制限を設定できるので、仮想サイト

機能と組み合わせると、特定のサイ

トにアクセスが集中して他のサイト

へのレスポンスが落ちることを防ぐ

ことができる。

最近では、インターネットのドメイ

ン名を個人で取得している人も多い

が、1台のRaQ4で複数のユーザーの

ドメイン管理を簡単に実現することが

できる。ISPなどのホスティングサー

ビスにRaQ4を利用すれば、ユーザー

管理の煩雑さから解放されるだろう。

バーチャルホストが簡単に
設定可能

すぐに使えるWeb
サーバ機能

画面1 サイト管理画面

ユーザーの追加やメーリン
グリストの管理、仮想サイ
ト、SSLの設定、サイトの
使用状況の確認、データの
バックアップ／リストアを
Webブラウザから設定で
きる。

画面2 サーバ管理画面

複数台分のWebサーバ機
能を1台のRaQ4で実現す
る、仮想サイト（バーチャ
ルホスト）を定義すること
もこのように簡単に行え
る。そのほか、コントロー
ルパネルから各種サービス
の設定が可能だ。

CPU K6-2 450MHz
RAM 256M～512Mバイト
ハードディスク 20Gバイト～30Gバイト（RAID 1）
インターフェイス RS-232C×2ポート、USB×1ポート
SCSIインターフェイス UltraWide SCSI
PCIスロット 1スロット
ネットワーク 10/100BASE-T×2ポート
LCDパネル 16文字×2行
サイズ（mm） 432（W）×318（D）×45（H）
重量 5kg
最大消費電力 60W

表1 Cobalt RaQ4rの主な仕様



動く？　動かない？

周辺機器

Linux magazine November 200044

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l



バトルロイヤル
マニュアルにWindowsやMacしか載って
ないからって、あきらめるのはまだ早い。や
ってみなけりゃワカラナイ！　やらずに動く
ワケがない！！
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文：山岸典将、のりぞう、編集部
Text : Norimasa Yamagishi , Norizoh , Linux magazine
illustration : Aki



インターネット接続にはモデムや

TA、画像データの処理にはスキャナ、

音楽再生を楽しむにはサウンドカード

が必要だ。ゲームをバリバリやりたい

ならジョイスティックやMIDI音源もほ

しくなる。コンピュータでやりたいこ

とが増えるほど、増えてくるのが周辺

機器。そこで気になるLinuxでのサポ

ート。というワケで、お贈りするのが

今回の特集なのである。

今回の企画を実現するにあたって担

当の頭を悩ましたのが、「いったいどこ

まで取り上げるのか」ということであ

った。周辺機器なんてそれこそ星の数

ほどあるし、その多くはWindowsや

Mac OSに対応した製品だ。メーカー

がLinuxでの動作を保証していないの

で、ひとつずつ動作を検証していかな

ければならない。思いついたはいいけ

れど、いきなり山本リ○ダ状態である。

しかしそこはお気楽＆フレキシブル

が魅力の我が編集部のこと、いきなり

開き直ることにした。決定された方針

は「各人が気になってる周辺機器を適

当にピックアップすること。今どき

USBモノが中心でしょ」という非常に

アバウトなものである。読者のみなさ

まには、どうか広い心でご了承願いた

い。

なお先ほども触れたように、ほとん

どの製品は、Linuxに関してメーカー

の動作保証はされていない。今回取り

上げた機種もそうである。限られた時

間内でのテストなので、編集部で太鼓

判を押すわけにもいかない。この点も、

どうかご了承いただきたい。

周辺機器について語るとき、必ずつ

いてまわるのが接続インターフェイス

がらみのお話だ。

周辺機器接続の王道ともいえるSCSI

をはじめ、今やAT互換機のデフォル

トとなったATAPI、プリンタとモデム

にはパラレルとシリアル、カード挿す

ならPCI、忘れちゃいけないPS/2とい

った具合に、これまではさまざまな接

続インターフェイスとその規格が1つの

PCにてんこ盛り状態であった。

こうした状態を回避して、1つのイ

ンターフェイスですべての周辺機器を

接続しちゃおうという意気込みのもと

に登場したのがUSB（Un ive r s a l

Serial Bus）である。「ゆにばーさる」

の部分にその意気込みが表されている

のだ。USBの特徴をまとめると以下の

ようになる。

●ホストとノードのツリー構造により

127台までの周辺機器が接続可能

●最大データ転送速度は12Mbps

●ホットプラグ機能

●バスからの電源供給

これらに加えて、ハブ、入力デバイ

ス、オーディオなどの「クラス」に周

辺機器を分類し、それぞれのクラスの

機能を規定することによって、クラス

ごとに共通のデバイスドライバで動作

を制御できるようになっている（実際

には機種固有の機能があるため完全な
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写真1 USB接続ケーブル
USB規格ではケーブルに方向性があるが、ホスト側とノー
ド側でコネクタ形状が異なるので間違えることはない。

写真2 ホスト側のコネクタ部分（オス）
ホスト側のコネクタ形状は「USB-Aタイプ」と呼ばれ
る。延長ケーブルなどではオス／メスの違いにも注意。

写真3 ノード側のコネクタ部分（オス）
ノード側のコネクタ形状は「USB-Bタイプ」と呼ばれ
る。こちらもオス／メスがあるので注意しよう。

USBとLinuxにまつわるアレコレ
USBの普及で様変わりを見せている周辺機器にまつわる事情。手始めとして、
Linuxでの「そこらへん」を探ってみよう。

文：編集部
Text : Linux magazine

企画趣旨説明
（いいわけ）

USBは覇権を
握るのか



動く？　動かない？

周辺機器バトルロイヤル

共通化はむずかしい）。

フツー127台もつながないとか、

12Mbpsじゃ用途が限られるなどの意

見もあるだろうが、従来のSCSIや

ATAPIなどに比べて柔軟なシステム構

成が可能になっていることは確かだ。

LinuxにおけるUSBサポートの総本

山は「Linux USB Project」である。

その成果はカーネル2.4.0に採用される

予定で、最新の2.4.0-test8にも組み込

まれている。また、2.2系カーネル用の

バックポートパッチもあり、プロジェ

クトのWebサイト（http://www.linux

-usb.org/）からダウンロードできる。

このサイトには『Linux USB Guide』

というドキュメントも用意されている。

ぜひ目を通しておこう。

USB製品のサポートに関する情報

も、このサイトで検索可能だ。もちろ

んメーカーオフィシャルではないのだ

が、世界中のLinuxユーザーから送ら

れてきた動作報告をまとめたリストが

掲載されている。

■USBサポートパッチ

今回のUSBデバイスのテストでは基

本的に、2.4.0ではなく2.2系にパッチを

あてたカーネルを使用している。これ

は安定版カーネルで動作させたほうが

システム全体への影響が少ないと考え

たからだ。

カーネルパッチは、さきほど紹介し

たバックポートパッチではなく、より

新しいpre-patch-2.2.18-9を使用した。

このパッチは、Linuxカーネルの中心

的なメンテナーのひとりであるAlan

Cox氏がまとめたもの。カーネルがア

ーカイブされているサイトの/linux/

kernel/people/alan以下で見つかるは

ずだ。The Linux Kernel Archives

（http://www.kernel.org/）か、Ring

Server Project（ http://www.ring.gr.

jp/）などのミラーサイトで入手しよう。

と言いつつ、両パッチとも付録CD-

ROMに密かに収録してあるので利用し

てほしい。適用方法は、まずパッチフ

ァイルのコピーから。USBプロジェク

トのバックポートパッチは/usr/srcに、

18pre9は/usr/src/linuxにコピーする。

次にパッチをコピーしたディレクトリ

に移って、以下のコマンドを実行する。

＜filename＞にそれぞれのパッチのフ

ァイル名を指定すればOKだ。

# zgip -cd <filename> | patch -p1

■USBサポートの導入

コンパイルの手順も説明しておこう。

実行するコマンドは次のようになる。

# cd /usr/src/linux

# make mrproper

# make xconfig

# make dep

# make clean

# make install

# make modules

# make modules_install

2行めはカーネルの設定を初期化す

るコマンドなので、パッチ適用後の初

回コンパイル時にのみ行えばよい。

カーネルのUSBサポート設定は3行

めの「make xconfig」のところで行

う。なお、これはX上で動作するコン

フィグレーションツールを使用する場

合の指定だ。「make menuconfig」と

すればテキスト版のツールが起動する。

［USB］メニューの表示は同じで、

［Support for USB］と、［USB Controll

ers］セクションにある3つのUSBホス

トコントローラ用ドライバのうちの1つ

を選択すれば、USBサポートのコア部

分が有効になる。ホストコントローラ

の選択は、ハードウェア環境に依存す

るので、システムに搭載されている

I/Oコントローラチップの種類をあら

かじめマニュアルなどで調べておこう。

今回のテストではモジュール化した

ケースもあったが、コアのサポート部

分はUSBデバイスを使用する場合には

常に必要なので、カーネルに組み込ん

でおくほうがよいだろう。ちなみに、

モジュール化した場合のファイル名は

usbcore.oとusb-uhci.o（またはuhci.o

／usb-ohci）だ。

接続テストを行う場合には、［USB

verbose debug messages］を有効に

しておくと効果的。USBに関するデバ

ッグメッセージが出力されるようにな

るので、ポートやデバイスの状況を分

析するのに役立つ。メッセージは、

/var/logのdmesgとmessagesで確認

できる。

コンパイルが完了すると、カーネル

イメージが/bootにvmlinuzとして置か

れる（実際にはvmlinuz-2.x.xのシンボ

リックリンク）。必要に応じてliloを再

設定しよう。コンパイルの詳細につい

ては、カーネル付属のドキュメントを

参照のこと。

Linux magazineNovember 2000 47

写真4 USBハブのポート部分
ハブからも電源は供給されるが、デバイスによっては
ACアダプタが必要な場合もある。ちなみに、このコネ
クタ形状がUSB-Aタイプのメス。

Linuxの
USBサポート



HID（ Human Interface Device）

はUSBのクラスカテゴリのひとつで、

キーボード、マウス、ジョイステック

などの入力デバイスの総称だ。Linux

のUSBサポートでは、hid.oというデバ

イスドライバとして実装されている。

キーボードとマウスは、AT互換機

では長らくPS/2接続のものが主流であ

ったし、それで十分といえばいえる。

今後、急速にUSB接続にとって代わら

れることもないだろう。ただ、iMacの

例もあることだし、将来的にはPS/2コ

ネクタやシリアルポートを持たないAT

互換機（もはやATとは呼べないかも）

が登場することも考えられる。「ワシ知

らんもんね」というのでは、オペレー

ティングシステム的にはかなりやばい。

というワケでもないんだろうけど、

LinuxにおいてもUSBキーボード＆マ

ウスのサポートは比較的早くから進め

られてきた。安定版カーネルでのサポ

ートは2.4.0からになるが、開発版の2.3

系や2.2系用のバックポートパッチで

は、すでにサポートされている。今回

のUSB HID関連のテストは、LASER5

Linux 6.2に 2.2.17カーネル＋ 2.2.18-

pre9パッチという環境で行った。

さて設定である。USBキーボードに

ついては、カーネルのコンフィグレーシ

ョンでHIDとキーボードの項目を有効

にすればいいだけ（詳細は表1を参照）。

カーネルをコンパイルして必要なドライ

バモジュールをロードすれば、すぐに使

えるようになるはずだ。もちろん、ドラ

イバはカーネルに組み込んでもよい。

コンフィグレーションに関して注意

点がひとつ。2.4.0-test8では、2.2.18-

pre9と異なり、入力デバイスの設定が

［Input Devices］としてUSBとは独立

した項目になっている。2.4.0で試す場

合は、うっかりチェックを忘れていて

動かない、てなことがないように気を

つけよう。これはマウス、ジョイステ

ックにも共通するポイントだ。

設定自体はサクサク進んだのだが、

動作テストで問題が発生！「｜」と

「￥」、「＼」と「＿」が入力できない

のである。テストに使用したのは

Logitechの109キーボード（写真1）。

Linux側の設定は106配列になってい

る。2.4.0-test8でも確認したが、やはり

ダメ。ほかのキーは全然問題なく入力

できるのだが、やはりLinuxでパイプ

が使えないのは相当イタい。

Linux側のキーボード設定をus101配

列にすれば入力できるかも、と思って

試してみたところ、これがうまくいっ

た。しかし、キートップの文字と実際

の入力が違うのは、やはり問題だ

（101配列にも慣れてないし……）。

続いてUSBマウス。キーボードと同

様に、まずはカーネルコンフィグレーシ

ョンで必要項目を設定する。なお、USB

マウスのサポートを有効にすると表示

される［Horizontal screen resolution］

と［Vertical screen resolution］の数

値は、マウスドライバで同時にサポー

トされているデジタイザ用なので特に

気にしなくてかまわない。

マウスの場合、さらにひと手間必要

となる。デバイスドライバが認識／制

御する/dev以下のデバイスファイルが

従来のpsaux（PS/2マウスの場合）な

どと異なるため、新たに作成する必要

があるのだ。手順は以下のとおり。

# mkdir /dev/input

# mknod /dev/input/mouse0 c 13 32

# mknod /dev/input/mice c 13 63

# ln -sf /dev/input/mice /dev/mouse
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表1 USB HID関連のカーネルオプション

キーボード＆マウス

USB HID
まずはキホンの基本から。人間様がPCへ指令を伝える入力デバイスをテストし
た。PS/2モノは動いてあたりまえ。で、USBはどうよ？

文：にゃー＠編集部
Text : Nyaa@Linux magazine

オプション 説　明 モジュール名

USB Human Interface Device (HID) support HICサポートの中核。input.txtによると「デカくて複雑」らしい hid.o

Keyboard support USBキーボードのサポート keybdev.o

Mouse support USBマウスのサポート mousedev.o

Joystick support USBジョイスティック／ゲームパッドのサポート joydev.o

USB HIDBP Keyboard support HICドライバの機能限定版。キーボードのみをサポート usbkbd.o

USB HIDBP Mouse support HICドライバの機能限定版。マウスのみをサポート usbmouse.o

パイプできません

マウスは好調！



「mouse0」は実際のデバイスに対

応するノードで、mouse1（13 33）以

下、mouse30（13 62）まで作成でき

る。「mice」は各デバイスが共有する

ノード。マウスが接続されていない場

合のダミーとしても使われる。マウス

を1つだけ接続するのであれば（普通は

そうだろう）、miceだけを作成しても

かまわない。最後の2行は、XFree86

やgpmなどマウスを使うソフトウェア

に対応するためのもの。こうしておけ

ば、ソフトウェア側の設定を変更しな

くてすむ。

動作テストはノンブランドのUSBモ

ノにしては地味なマウス（写真2）で

行った。やや怪しげなブツだったが、

問題なく動作。キーボードの拡張ポー

トでも快調に動作したし、USBマウス

のサポートは二重丸なのであった。

動く？　動かない？

周辺機器バトルロイヤル

HIDのもうひとつの目玉であるジョ

イスティックのサポートもテストした。

今回使用したのは、GRAVIS製のUSB

ゲ ー ム パ ッ ド 「 GAMEPAD PRO

USB」だ（写真3）。そのまんまなネー

ミングがナイスセンスであるが、海外

のWebサイトでの評価もまずまずで、

わりとメジャーな製品であるようだ。

テスト前にLinux USB Projectの

Webサイト（http ://www. l inux-

usb.org/）で確認したところ、標準の

joydev.oドライバで動作したとの報告

を発見。LogitechのWingManシリー

ズやMicrosoftのSidewinderシリーズ

などの動作も報告されていた。USBモ

ノも結構動くのだ。

カーネルコンフィグレーションでは、

USBのHIDサポートとジョイスティッ

クサポートをモジュール化するように

指定した。マウスの場合と同じくデバ

イスファイルの作成とリンクの再作成

も必要だ。

# mknod /dev/input/js0 c 13 0

# ln -sf /dev/input/js0 /dev/js0

コンパイル完了後、リブートし

modprobeコマンドを使ってモジュー

ルをロードしても、とりあえずは何の

変化も起こらない。「ホントに動いてん

のか？」といった感じだ。

このままではラチがあかないので、

動作を確認しよう。動作テストには

jstestコマンドを使う。このコマンド

は、The Linux Input Driver Project

が提供している汎用のジョイスティッ

クドライバに付属している。LASER5

6.2には標準でインストールされてい

た。ほかでは、Red Hat 6.2Jにも標準

で含まれている。手元にない場合は、

LASER5や Red Hat、 あ る い は

RingServer Project（ http://www.

ring.gr.jp/）のWebサイトなどで探し

てみてほしい（RPMのパッケージ名は

「joystik-1.2.15-2.i386.rpm」）。

テスト方法は簡単で、「 j s t e s t

/dev/js0」とすればいい。正しく認識

されていれば、x軸、y軸、それに各ボ

タンを示す文字列が1ラインに表示さ

れる（画面1）。操作に合わせて、

「 Axes: 0:32767」 と か 「 Buttons:

0:on」というふうに表示が切り替われ

ばOK。なお、テスト機は問題なく動

作した。
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写真3 GRAVIS GAMEPAD PRO USB
見てのとおり、某ゲーム機のコントローラにソックリ。名
前といい形状といいストレートなポリシーがいさぎよし。

画面1 jstestコマンドを実行したところ
1回のボタン操作でオン状態とオフ状態の2ラインが表
示されることに注意。

写真2 ノンブランドUSBマウス
編集部にころがっていたという以外はナゾ。これが動く
んなら何でも動きそうではある。

写真1 Logitech iTouch Keyboard
ベーシックなつくりのUSBキーボードだ。写真では見え
ないが拡張USBポートを2つ備えている。

ジョイスティック（ゲームパッド）

とりあえず
動きそうな感じ



現在普及しているCD-Rドライブは、

SCSI接続のものとATAPI（IDE）接

続のものが多い。それ以外にもパラレ

ル接続やUSB接続のものもあるが、こ

ちらに関しては、普及しているとはい

いがたいため、ソフトウェアや関連資

料も豊富とはいえない。困難に打ち勝

つのが無上の喜びという、チャレンジ

精神旺盛な方以外は避けたほうがよい

だろう。

今回はATAPI接続のCD-R／RWド

ライブでCD-R作成に挑戦しよう。テス

ト機として選んだのは、メルコの

CRWI-B1210FBだ（写真1）。CD-R／

RWドライブメーカーとして定評のあ

るPlextorのPX-1210Aをドライブユニ

ットに採用しており、CD-R 12倍速、

CD-RW 10倍速、CD-ROM 32倍速の

スペックに加え、バッファアンダーラ

ンによる書き込みエラーを防止する

“BURN proof”に対応した最新のモ

デルだ。

なお、CD-Rを10倍速以上で使用す

るときには専用のメディアが必要とな

る（当然、LinuxでもWindowsでも変

わらない）。メディアを購入するときに

はパッケージを確認しよう。

CDのフォーマットにはいくつかの種

類がある。Linuxで読み書きできるCD-

ROMを焼く（作成する）ことさえでき

ればよいのであれば、フォーマットの

違いについてはあまり気にする必要は

ない。 基本的には「 I SO 9 6 6 0 の

RockRidge拡張」で焼けばよい。ただ

し、作成したCD-ROMをWindowsや

Macintoshでも使いたいとなると、話

は変わってくる。

そこで、現在使われている主なフォ

ーマットについて簡単に説明しよう。

これらは、今回紹介するソフトウェア

ですべて作成できる。ただし誌面の都

合上、すべてについて詳しく取り上げ

ることはできないので、必要な方はマ

ニュアルを参照して作成に挑戦してみ

てほしい。

●ISO9660 Level1

・作成できるサブディレクトリは8階

層まで

・ファイル名の長さは8文字＋拡張子3

文字まで（いわゆる8.3形式）

・ファイル名に使えるのはアルファベ

ット大文字、数字、_（アンダース

コア）のみ

●ISO9660 Level2

・作成できるサブディレクトリは8階

層まで

・ファイル名の長さは31文字まで

・ファイル名に使えるのはアルファベ

ット大文字、数字、_（アンダース

コア）のみ

●ISO9660 RockRidge拡張

・主にUNIX系OSで使われる

・ISO9660を長いファイル名と、深い

ディレクトリ構造を扱えるように拡

張したもの

・所有者、グループ、パーミッション、

シンボリックリンクといったファイ

ル属性も保存することができる
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メルコ CRWI-B1210FBをLinuxで使う

CD-R／RWドライブでオリジナルCD-ROM／CDを作る
CD-R／RWドライブは、メディアのコストパフォーマンスの良さや読み出しに
特別なドライブがいらないなど、非常に便利な外部記憶デバイスだ。Linuxで
CD-R／RWドライブを使う方法を解説しよう。 文：山岸典将

Text : Norimasa Yamagishi

写真1 メルコ CRWI-B1210FB
ATAPI接続の内蔵モデル。BURN proof対応でバッファアンダーラン知らずだ。

CDのフォーマット



●Joliet

・主にWindowsで使われる

・Windows上で長いファイル名を扱え

るようにISO9660を拡張したもの

・ファイル名の長さは64文字まで（非

対応OSでは8＋3文字で表示される）

●HFS

・Macintosh専用

・リソースフォークやアイコンデータ

なども保存することができる

●CD-DA（ Compact Disc Digital

Audio）

・一般的な音楽用CD

●CD Extra

・音楽用CDのデータと、CD-ROMデ

ータが両方入っている

・音楽CDプレーヤで再生したときに、

CD-ROMデータが再生されないよ

う、先に音楽データを書き込む必要

がある

CD-Rを焼くには、焼きたいデータを

ひとまとまりのイメージファイルにし

て、それを書き込むという方法と、イ

メージファイルを作らずに、データを

参照しながら書いていくオンザフライ

という方法がある。今回は、イメージ

ファイルを作成してからCD-Rに焼くや

り方を紹介しよう。

イメージファイルを作成するときに

はCDのフォーマットを指定する。イメ

ージファイルを作ってしまえば、フォ

ーマットに関係なく書き込みの手順は

同じだ。

LinuxでCD-Rを作成する場合、

cdrecordというソフトウェアパッケー

ジを使うことが多い（画面1）。このパ

ッケージには、イメージファイル作成

ツールのmkisofs、ハイブリッドイメー

ジの作成ツールmkhybrid、イメージ

書き込みツールcdrecord、そして音楽

用CDから音を抜き出してWAV形式に

するcdda2wavなどのソフトウェアが

含まれている。従って、このパッケー

ジをインストールしておけば、とりあ

えず不自由は感じないはずだ。

cdrecordの一次配布サイトでは、ソ

ースが配布されている。tarボールから

のインストールは、「 m a k e」 →

「make install」という手順で可能だ。

makeする際に「./configure」も自動

実行される。

ただし、そのままでは「/opt/schily/」

以下のディレクトリにファイルがイン

ストールされる。これを変更するには、

“DEFAULTS/Defaults.linux”ファイ

ル中に3カ所ある「/opt/schily」の部分

を「/usr/local」などに変更してしてか

ら「make install」すればよい（リス

ト1）。

$ make

$ su

# make install

これで、cdreco rd、mk i s o f s、

mkhybrid、cdda2wavといった、今回

使うツールのほとんどがインストール

される。
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動く？　動かない？

周辺機器バトルロイヤル

▼リスト1 DEFAULTS/Defaults.linuxを書き換える

画面1 cdrecordのWebページ
http://www.fokus.gmd.de/research/cc/glone/employees
/joerg.schilling/private/cdrecord.html

：
：

DEFCCOM= cc

：
：

CWARNOPTS=

DEFINCDIRS= $(SRCROOT)/include /usr/src/linux/include

LDPATH= -L/usr/local/lib

RUNPATH= -R $(INS_BASE)/lib -R /usr/local/lib -R $(OLIBSDIR)

：
：

INS_BASE= /usr/local

INS_KBASE= /

：
：

DEFUMASK=    002

：
：

DEFINSMODEF= 444

DEFINSMODEX= 755

DEFINSUSR= bin

DEFINSGRP= bin

ソフトウェアの準備



ソフトウェアをインストールできた

ら、CD-Rドライブがcdrecordから使

えることをチェックをしよう。

# cdrecord -scanbus

画面2のようにCD-Rドライブらしき

デバイスが表示されれば、CD-Rドライ

ブを認識しているので、この節は飛ば

して「イメージファイルを作ろう」か

ら読んでかまわない。SCSIドライブで

あれば、ほとんどの場合表示されるは

ずだ。しかし、ATAPIドライブの場合

は、このままでは表示されないだろう。

実はcdrecordのコマンド群は、SCSI

ドライブにしか対応していないのだ。

でも、安心してほしい。Linuxには

ATAPIドライブにSCSIのふりをさせ

るエミュレーション機能がある。ただ

しこの機能は、標準のインストール状

態では組み込まれていない。

ATAPIドライブのSCSIエミュレー

ションを行うには、ドライバが必要に

なる。ドライバは、カーネル自体に組

み込まれているか、モジュールとして

用意しておかなければならない。必要

なドライバは表1のとおりだ。

今回使用したRed Hat Linux 6.2Jで

は、SCSI CD-ROM用のドライバが用

意されていなかったので、カーネルソ

ースをインストールし、sr_mod.oのみ

を作成、インストールした。ただし、

追加が必要なドライバの種類や、以下

に書く組み込み方法については、環境

によって異なってしまう。自分の環境

を調査して、必要なドライバを組み込

んでほしい。

ドライバの準備ができたら、SCSIエ

ミュレーションを試してみよう。SCSI

エミュレーションをする場合、起動時

にATAPIドライブとして認識させては

いけない。そのためには起動時にLILO

の画面で「linux hdc＝ide-scsi」とタ

イプして起動する（106／109日本語キ

ーボードの場合“＝”は“^”キーで

入力する）。ただし、デバイス名「hdc」

の部分は、CD-RドライブをIDEインタ

ーフェイスに接続する方法によって異

なるので、表2を参考にしながら自分

の環境に合わせて変更しよう。

起動したら、手動でドライバモジュ

ールを組み込んでいく。ここで組み込

むべきモジュールは、前述のように環

境によって異なる。

# insmod sr_mod

# insmod ide-scsi

必要なモジュールを組み込んだら、

再度「cdrecord -scanbus」を実行し

てCD-Rドライブをチェックしよう。

なお、上記の方法は一時的に、SCSI

エミュレーションを使用するための設

定で、再起動したときには再度設定し

直さなければならない。常にSCSIエミ

ュレーションを使用したい場合には、

/etc/lilo.confや/etc/conf.modules（ま

たは/etc/modules.conf）にモジュール

の設定をする必要がある。

システムがドライブを認識したら、

いよいよCD-Rの作成だ。まず最初にや

ることは、元になるデータの準備だ。

適当な名前のディレクトリを作り、そ
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BLOCK devices設定

設定項目 モジュール名

Enhanced IDE/MFM/RLL disk/cdrom... ide

Include IDE/ATAPI CDROM support ide-cd

SCSI emulation support ide-scsi

SCSI設定

設定項目 モジュール名

SCSI support scsi_mod

SCSI CD-ROM support sr_mod

SCSI generic support sg

表1 SCSIエミュレーションに必要なドライバ

# cdrecord -scanbus

Cdrecord 1.9 (i686-pc-linux-gnu) Copyright (C) 1995-2000 Jg Schilling

Linux sg driver version: 2.1.36

Using libscg version 'schily-0.1'

scsibus0:

0,0,0     0) 'PLEXTOR ' 'CD-R   PX-W1210A' '1.01' Removable CD-ROM

0,1,0     1) *

0,2,0     2) *

0,3,0     3) *

0,4,0     4) *

0,5,0     5) *

0,6,0     6) *

0,7,0     7) *

画面2 cdrecordがCD-Rドライブを認識した場合の表示

接続先 デバイス名

プライマリマスタ hda

プライマリスレーブ hdb

セカンダリマスタ hdc

セカンダリスレーブ hdd

表2 IDEインターフェイスへの接続方法とデバイス名

IDEドライブの
SCSIエミュレーション

イメージファイルを
作ろう



の下にCD-Rに焼きたいファイルやディ

レクトリを配置しよう。データを置く

ために作ったディレクトリがCD-Rのル

ートディレクトリとなる。

キチンとファイルを配置できたら、

mkisofsコマンドでイメージファイルを

作成する。焼きたいデータを配置した

ディレクトリがtestで、作るイメージ

ファイルの名前がcdimageなら以下の

ようにする。

# mkdir test

（ファイルを配置する）

# mkisofs -R -o cdimage test

これでイメージファイルcdimageが

作られる。mkisofsコマンドにはさまざ

まなオプションがある。比較的よく使

われるオプションを表3にまとめた。

RockRidge拡張を指定する場合

に、－Rオプションの代わりに－rオプ

ションを指定すれば、すべてのファイル

の所有者、グループがrootとなり、ど

のファイルもすべてのユーザーが読み出

せるようになる。データをCD-ROMで

配布する場合などに使うとよいだろう。

なお、Jol ie t拡張を行った場合、

Windowsから読むことのできる長いフ

ァイル名を付けることができるが、2バ

イト文字（全角文字）のファイル名は

サポートされていないので気を付けて

ほしい。

また、起動可能なCD-ROMを作る場

合は、－bオプションに続けてブート

イメージファイルを指定する。ブート

イメージファイルは、1.2Mバイト、

1.44Mバイト、2.88Mバイトのうち、い

ずれかのフロッピーディスクイメージ

でなければならない。

イメージが作成できたら、そのイメ

ージをloopbackデバイスとしてマウン

トし、確認することもできる。ただし、

loopbackデバイス用のドライバが読み

込まれていなければならないことに注

意しよう。

# mkdir /mnt/testcd

# mount -t iso9660 -r -o loop

cdimage /mnt/testcd

このようにすると、/mnt/testcdにイ

メージファイルがマウントされ、内容

を確認できる。確認が済んだら、イメ

ージをアンマウントする。

# umount /mnt/testcd

いきなりイメージをCDに書き込んで

もかまわないが、安くなったとはいえ

CD-Rメディアを無駄にするのは避けた

い。安全を重視するなら、書き込みの

テストをしてみよう。

- d u m m y オプションを付 けて

cdrecordを実行すると、書き込み用の

レーザーは照射せずに、実際の書き込

みと同じ動作を行う。バッファアンダ

ーランが起きるかどうかが確認できる

わけだ。オプションの意味については、

表4を参照してほしい。

# cdrecord -dummy -v -dev=/dev/sga

speed=6 -pad -dao -eject cdimage

なお、書き込み先のデバイス名は、

「-scanbus」オプションを付けて実行し

たときに、上から表示される順番に

「/dev/sga」「dev/sgb」……になると

思えばよい。今回はCD-Rドライブが一

番最初に表示されたのでデバイス名は、

「/dev/sga」となる。

テストでエラーが出なかったら、今

度は「-dummy」オプションを付けず

に実行すれば、書き込みを行うことが

できる。

CD-RドライブがWindowsマシンに

しかつながっていなくても、Linuxで

作成したイメージファイルをLANなど

Linux magazineNovember 2000 53

動く？　動かない？

周辺機器バトルロイヤル

オプション 説明

-R RockRidge拡張を行う

-J Joliet拡張を行う

-hfs ISO9660とHFSとのハイブリッドCDを作成する

-o filename イメージファイル名を指定する

-r RockRidge拡張を行い、かつuid、gidを0にする。さらに、すべてのユーザーに対し、読

み出し可、書き込み不可にする

-a ファイル名に̃や#が含まれるものも含める

-d ピリオドのないファイルにはピリオドを付けない

-L ピリオドで始まるファイル名を許す

-b filename ブートイメージファイルを指定して起動可能なCDを作る

表3 mkisofsでよく使われるオプション

オプション 説明

-dummy 書き込みテスト（実際には書き込まない）

-v 処理内容の詳細を表示する

-dev=device 書き込み先のデバイスの指定

-dao ディスクアットワンス

-pad データを確実に読めるように最後に空のデータを付け加える

-multi マルチセッションで書き込む

-speed=number 書き込み速度の指定

-driveropts=burnproof BURN proof機能を有効にする

-eject 書き込みが終了したらCD-Rを排出する

表4 cdrecordのよく使われるオプション

イメージをCDに
書き込もう



でWindowsマシンに転送し、CD-R作

成ソフトウェアで焼くことが可能だ。

この場合、CD-R作成ソフトウェアでイ

メージファイル（ISOイメージファイ

ルなどと呼ばれることが多い）を読み

込んで焼くことになる。

LinuxでもオーディオCD（音楽用

CD）を焼くことができる。しかし、こ

こまでで解説した手順で焼いてはいけ

ない。なぜなら、前述の手順で作成で

きるのはCD-ROMであり、CD-DAで

はないからだ（音楽データの入った

CD-ROMを作りたいなら話は別だ）。

オーディオCDはCD-DAというフォー

マットで記録されており、これはCD-

ROMとは違うフォーマットだ。

まず、オーディオCDから、音のデー

タを抜き出してみよう。データの抜き

出しにはcdda2wavコマンドを使う。

たとえば、CDの2曲目のデータを

WAVフォーマットのデータファイルに

するには、以下のようにする。

# cdda2wav -Owav -D /dev/sga -t1

こうすると、audio.wavというファ

イルが作成される。CDに含まれるすべ

ての曲をWAVデータにしたいならば、

# cdda2wav -Owav -B -D /dev/sga

とすれば、 a u d i o _ 0 1 . w a v 、

audio_02.wav、……というファイルが

1曲ずつ作成される。

いくつかのデータを作成したら、今

度は焼いてみよう。

# cdrecord dev=/dev/sga -speed=6 

-audio *.wav

これで、そのディレクトリにあるす

べてのWAVファイルが音楽として焼

かれることになる。

いうまでもないことだが、音楽に限

らずデータをコピーする際には、著作

権を侵害しないよう十分に気を付けて

ほしい。

これまではコマンドラインでCD-Rを

焼くツールについて説明してきたが、

コマンドラインツールをX Window

System上でGUI操作するためのフロン

トエンドもある。これらのフロントエ

ンドを使えば、mkisofsやcdrecordの

コマンドラインオプションを意識する

ことなく、イメージファイル作成や

CD-Rへの書き込みを行うことができる

ようになる。

数あるフロントエンドの中から、こ

こではX-CD-RoastとCDR Toasterを

紹介しよう。

■X-CD-Roast

X-CD-RoastはTcl/Tkで作成された

GUIフロントエンドだ（画面4）。イン

ス ト ー ル に は 、 TCL 8.0p2、 Tk

8.0p2、Tix 4.1.0.006が必要だが、これ

らはすべてX-CD-RoastのWebページ

で入手できる（画面5）。これらのライ

ブラリなどを事前にインストールした

上で、X-CD-Roastをインストールしよ

う。また、WebページからはRed Hat

Linux 6.1用のバイナリRPMファイル

もダウンロードできる。

インストールは、次の手順で行う。

$ ./configure

$ make

$ su

# make install

ところが、Red Hat Linux 6.2JにX-

CD-Roastをソースからインストールす

る場合、この手順ではうまくいかなか

った。これは、TCLのライブラリがイ

ンストールされているディレクトリ名

が、想定されているものと異なってい

るためだ。「configure」ファイルをエ

ディタで開き、「$BASEDIR／tcl8.0」
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画面4 X-CD-Roastの画面
コマンドラインが苦手な人はX-CD-
Roastを使うとよいだろう。

画面5 X-CD-RoastのWeb
ページ
http://www.fh-muenchen.de/
home/ze/rz/services/projects/
xcdroast/e_overview.html

オーディオCDを作ろう

GUIで焼こう



と記 述 されている部 分 をすべて

「$BASEDIR／tcl8.0jp」に修正したと

ころ、インストールが無事完了した。

インストール作業によって、フロン

トエンドであるX-CD-Roastだけではな

く、mkisofsやcdrecordなどもあわせ

てインストールされる。

なお、日本語訳されたマニュアルが

「http://www.bekkoame.ne.jp/̃bero/

docj/perl/xcdroast.html」で公開され

ている。英語が苦手な方は参考になる

だろう。

■CDR Toaster

CDR Toasterは、ファイルサイズが

およそ40Kバイトというとても小さな

ソフトウェアだ（画面6）。実行するに

はTkが必要となるが、ほとんどのディ

ストリビューションには含まれている

のでそのまま実行できるだろう。原稿

執筆時点での最新版は1.10。Webペー

ジ（http://www.jump.net/̃brooke/

cdrtoast/）からダウンロードしたら、

$ gunzip cdrtoaster-1.10.gz

$ chmod +x cdrtoaster-1.10

とするだけでインストールは終了だ。

もう焼くしかない。
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CD-Rドライブは、PCから送られる書き込

みデータをいったんバッファにたくわえ、そ

れを書き込むようにしている。ところが、従

来のCD-Rドライブは、何らかの原因により

書き込み速度よりもCPUからデータが送られ

る速度が遅くなるとバッファの中身がなくな

ってしまい、その時点で書き込みが失敗して

しまっていた。この現象をバッファアンダー

ランという。もったいないことに、書き込み

に失敗したメディアはもう使えなくなってし

まう。この現象は、低CPUパワーのマシンで

Windows 95／98を使っている場合によくみ

られた。Windows 95／98に比べマルチタス

ク性能の高いLinuxでは、バッファアンダーラ

ンは起きにくいが、CPUパワーの低いマシン

でATAPI接続のハードディスクとCD-Rドラ

イブを使っていると、まれに起きることもあ

るようだ。

バッファアンダーランに対する一番の対策

は、単純だが書き込み速度を下げることだ。

次は、書き込み時には、CPUやハードディス

クに負荷のかかるようなソフトウェアを走ら

せないこと。もちろん、ハードウェアを入れ

替えることができるなら、高速なCPUと高速

なハードディスクを使うのもよいだろう。数

年前までは、CPUに負担がかからないSCSI

のハードディスクが良いとされていたが、最

近ではATAPIコントローラとハードディスク

の性能が向上し、CPUへの負担も小さくなっ

ているので、よほど古いマシンでなければ問

題はないだろう。

BURN proof機能は、バッファの中身がな

くなりそうになると、レーザーの照射をやめ

て書き込みを停止し、データがたまったら停

止した位置からデータを書き足していく機能

だ。これにより理論上はバッファアンダーラ

ンによるエラーは起きなくなった。なお、

BURN proofはソフトウェアの対応も必要だ

が、今回使ったcdrecord-1.9ではすでに対応

している。

今回はBurn proof機能のテストを行うため

に、Pentium 90MHz、Western digitalのかな

り古いIDEドライブCaviar 21600というマシ

ン構成で300Mバイトのイメージファイルを焼

いてみた。cdrecordでは－vオプションを付け

て実行すると、現在のバッファ状況などをリ

アルタイムに見ることができる。

このマシン構成でBURN Proof機能を使用

せずにテストしたのだが、バッファアンダー

ランはまったく発生しなかった。ううむ、さ

すがはLinuxだ。と感心している場合ではない。

これではBURN Proofのテストにはならないで

はないか。そこで、MP3データのエンコード

をしながら、同時にファイルの読み書きをし

続けるという簡単なシェルスクリプトを作成

し、CPUとハードディスクの両方に負荷をか

けてCD-Rを焼いてみた。すると、さすがに耐

えきれず、50Mバイト程度書き込んだ時点で

バッファが空になり、書き込みは失敗した。

書き込みに失敗して喜ぶのもヘンだが、まず

はひと安心だ。

今度は、cd reco r dに－dr i v e r op t s＝

burnproofオプションを付け、BURN proofを

有効にして再度CD-Rを焼いてみると、バッ

ファが空になっていくのに耐えながら書き込

みは成功した。実際にBURN proofが必要に

なるほどLinuxマシンを酷使しながらCD-Rを

焼くことがあるのかどうかは、人によりけり

だが、安心してCD-Rを焼きたいのであれば、

BURN proof機能を持つドライブはお勧めと

いえるだろう。

Column

バッファアンダーランと
BURN proof

画面6 CDR Toaster
山椒は小粒でぴりりと辛い、
珠玉のフロントエンド。



容量が数100Mバイトオーダーのリム

ーバブルメディアは、データのやり取

りや、お手軽なバックアップの手段と

して、以前から利用されてきた。

MO（Magneto Optical）ディスク

は、日本国内での人気が高いメディア

である。PC-9801シリーズの頃から使

われていたため、今でも持っているユ

ーザーが多い。最初のモデルは、容量

が128Mバイトだったが、以後230、

5 4 0 ／ 6 5 0 と 増 え て 、 最 近 は

“GIGAMO”と呼ばれる1.3Gバイトの

製品が登場している。

SCSI接続の製品がほとんどだった

MOドライブにも、手軽なATAPI接続

の製品が登場しており、SCSIカードを

買わずに済む分、お買得といえる。

せっかくATAPI接続のMOを買うな

ら、Windowsだけでなく、Linuxから

も使いたいというのがLinuxerの心情

だ。早速「世界の秋葉原」に出撃して、

富士通のMCC3064APという機種を購

入してきた（写真1）。650Mバイトの

MO ディスクに対応した製品だ。

ATAPI接続なので、もちろん内蔵用

のベアドライブだ。

まず、MOドライブを取り付けて、

PCを起動する。マスター／スレーブな

どの設定が間違っていなければ、起動

時のメッセージに、MOドライブの名

前が見えるはずだ。

新しいデバイスを使うには、まずド

ライバを手に入れる必要がある。早速、

ATAPI接続MOドライブのドライバを

探してみると、これがないのだ。せっ

かく買ってきたのに、Linuxでは使え

ないの？ いきなり企画倒れか？ と心

配したが、そうではなかった。

Linuxには、SCSIカード用ドライバ

の一種として、ATAPIデバイスを

SCSI機器に見せかけて利用するため

の、「SCSIアダプタエミュレーション

ドライバ」が用意されている。SCSIイ

ンターフェイスは、多彩な機器を接続

するために利用されているので、この

ような仕組みを用意しておけば、

ATAPI接続のデバイスも利用できると

いうわけだ。

エミュレーションドライバは、ロー

ダブルモジュールとして用意されてお

り、以下のようにしてロードする。

# modprobe ide-scsi

メッセージが表示されて、その中に

デバイスファイル名があるはずだ。筆

者 の 環 境 で は 、 M O ド ラ イ ブ は

/dev/sdbという名でアクセスするよう

になっていた。そこで、

# mount -t vfat /dev/sdb /mnt/mo

のようにマウントすることで、MOを

利用できる。

上記のmountコマンドで、デバイス

全体を指定していることからわかるよ

うに、MOディスクは、パーティション

なしの巨大なフロッピーディスクのよ

うに扱われている。ハードディスクの

ようにfdiskコマンドでパーティション

を切ろうとしたり、ext2ファイルシス

テムを作成しようとしても、エラーが

出てしまった。もっとも、データの交

換に使うことを考えれば、あえてフォ

ーマットを変更する必要はないだろう。
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ATAPI MOドライブ

リムーバブルメディア
バックアップやデータの交換に、あれば便利なリムーバブルメディア。Linuxで
も使いたいよね

写真1 MOドライブ
富士通 MCC3064AP。実
はこの写真、上下逆さまで
ある。ハードディスクと違
って、基板が上にくるのが
正しい。ディスクを挿入し
ようとして、はじめて気が
ついたのだが、後の祭りだ
った。

文：Tux Heaven@LM Lab.
Text : Tux Heaven@LM Lab.

SCSIエミュレーション



Iomega社のZipは、アメリカを中心

に普及しているリムーバブルメディア

だ。初期のメディアは100Mバイトだっ

たが、後に250Mバイトのメディアが追

加された。

編集部には、なぜかSCSI接続のZip

ドライブがある。今まで使われている

ところを見たこともなかったのだが、

周辺機器特集の実験材料（？）として、

筆者の手元に届けられた。

筆者の実験用PCは、ハードディスク

もCD-ROMドライブもIDEで接続され

ているので、このZipドライブを使うた

めには、まずSCSIカードを接続しなけ

ればならない。今回利用したのは、少

し古めのアダプテックAHA-2940だが、

比較的低速なZipドライブなら十分に

使える製品だ。

あらかじめSCSIカードを挿した状態

で、Linuxのインストールを開始する

と、インストーラがAHA-2940を検出

し、適切な構成でインストールが行わ

れる。だからといって、SCSIカードを

追加するためにインストールのし直し

では、定期的に再インストールするの

がお約束の某有名OSと変わりがない。

こんなやり方は、もちろん却下だ。

Linuxerなら、このようにしてみよ

う。まず、実験用PCには、SCSIカー

ドなしの状態で、Vine Linux 2.0をフ

ルインストールした。その後、SCSIカ

ードを挿し、Zipドライブを接続した。

この状態で、SCSIカードを含めた、

ほとんどデバイス用のドライバが、ロ

ーダブルモジュールとして用意されて

いる。AHA-2940用のドライバは、

/lib/modules/2.2.14-1vl6/scsi/

内のaic7xxx.oだ。このドライバをロー

ドするには、modprobeコマンドを用

いて、

# modprobe aic7xxx

のようにする。何もエラーが表示され

なかったら、lsmodコマンドでロード

されているモジュールを確認しよう。

リスト1のようにaic7xxxが入っていれ

ばOKだ。あとはドライブにZipディス

クを入れ、適当なマウントポイント、

たとえば/mnt/zipを作成し、

# mount -t vfat /dev/sda4 /mnt/zip

とすれば、めでたくZipドライブが

Linuxから使えるというわけだ。まず、

新品のZipディスクに入っている、

README.TXTという名の宣伝を読ん

で、「うーん、アメリカンテイスト」と

感心してみよう。

上述のmountの引数を見ればわかる

ように、なぜかZipディスクはパーティ

ション番号が4になっている。筆者も研

究熱心なLinuxerの一人として、fdisk

でパーティション番号の変更を試して

みたが、変更した情報を書き込むとこ

ろでエラーになるようだ。

あまり実用的ではないが、Zipディス

クをext2ファイルシステムでフォーマ

ットすることもできる。調子に乗って、

Reiserファイルシステムのディスクも

作ってみたが、こちらはマウントでき

なかった。

ZipとMOドライブを追加して、動く

ことを確認したら、リスト2を参考に

して変更しておこう
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写真2 Zipドライブ
日立マクセル ZIP-D100SC1。
チープな中にも、アメリカンテ
イストを感じさせるZipドライブ
だ。日本では、あまり普及しな
かったのに、なぜ編集部にあっ
たのだろう？

Zipドライブ

▼リスト2 お勧め設定

/dev/sda4  /mnt/zip  vfat  noauto,user 0 0

/dev/sdb   /mnt/mo   vfat  noauto,user 0 0

modprobe aic7xxx

modprobe ide-scsi

▼リスト1 lsmodの出力例

Module          Size  Used by

ide-scsi        7408   0

vfat           11584   0  (autoclean)

fat            32512   0  (autoclean) [vfat]

eepro100       12512   1  (autoclean)

aic7xxx       112960   0

/etc/fstabに追加

/etc/rc.d/rc.localに追加

SCSIカードの追加



最近のPCは、低価格化の要求に押

されて、多くの機能がチップセットに

統合されつつある。また、ベアボーン

キットでよくあるような省スペースPC

では、何でもマザーボードに搭載され

ていて、拡張スロットに何も挿さなく

ても、ひととおりのことができてしま

うのが一般的だ。

だがその昔、PCは、さまざまな拡張

カードを付け加えることで、用途に合

った機能を実現するものだった。多く

のベンダーが拡張カードをリリースし、

シェアを競っていたが、各分野とも事

実上の標準と呼べるような製品が存在

した。

サウンドカードの分野では、Creative

Technology社（以下Creativeと表記）

のサウンドブラスター（以下SBと表記）

が事実上の標準であった。ほかの製品

もたいていは、「SB互換モード」を持

っていた。SBにしか対応してないソフ

トもあったためだ。

以前のSBは、設定が大変なことでも

有名だった。割り込み（IRQ）やI／O

アドレスといったハードウェアの設定

を、ほかの拡張カードと衝突しないよ

うに、ユーザーが調整する必要があっ

たのだ。SBの名誉のために付け加える

と、当時のISAバス用拡張カードはそ

れが普通で、SBはユーザーが多かった

ために、うまくできない人もおおぜい

いたというのが、本当のところだ。

今どきのサウンドカードは、すべて

PCIバス用であり、黙って挿せば設定

は自動で行われ、ちゃんと音が出るよ

うになっている。この機能は、OSに依存

していないので、LinuxでもWindows

と同様に設定される。まったく良い時

代になったものだ。あとは対応するド

ライバが存在していれば、サウンドカ

ードとして利用可能ということだ。

ドライバについても、多くの製品で、

対応したドライバが作られており、ベ

ンダーがハードウェア情報を開示して

いない場合や、よほどマイナーな製品

以外は、Linuxで利用できるようにな

っている。

以上のような状況は、知識として知

ってはいたが、本当のところは、実際

に試してみないとわからないのではな

いか？ そこで、秋葉原に詳しい編集者

に同行してもらって秋葉原に赴き、特

にLinuxで動くかどうかチェックせず

に、サウンドカードを買ってみること

にした。残暑厳しい中を歩き回り、以

下の3種類の製品を購入してきた。

●Sound BLASTER Live!

Creativeの製品で、前述の昔話にも

登場したサウンドブラスターの子孫と

いったところか。ドライバCD-ROMと

拡張カード本体を、静電気防止袋に入

れた状態で売っているバルク品を選ん

だが、7800円もした。いまどきのサウ

ンドカードとしては、とても高価だ。

この製品は、Linuxで動作すること

が事前にわかっていた。しかし、3枚買

ってどれも使えないという、0勝3敗の

ストレート負けでは、いくらチャレン

ジ企画でも問題ありなので、一応安全

パイとして選択した、ということは公

然の秘密だ。

●Zoltrix Nightingale

香港に本社があるZoltrix社の製品。
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サウンドカード

サウンド系デバイス
Linuxerだって音楽は必要です。いろんなデバイス、
Linuxで鳴らしてみせましょう

写真1 Sound BLASTER Live!
Sound BLASTERは、今でもサウンドカードの定番と言
える。

写真2 EMU10K1
Creative内製のサウンドチップだ。

文：にゃー@編集部、Tux Heaven@LM Lab.
Text : Linux magazine

とりあえず適当に
買ってみる



なぜサウンドカードに看護婦さんの名

前が？ と悩みたくなるが、実はナイチ

ンゲールというのは、和名サヨナキド

リという、美しい声で鳴く鳥の名前な

のであった。

これもバルクで購入したが、拡張カ

ード本体、ドライバCD-ROM、簡易マ

ニュアルに加えて、SPDIFのオプティ

カルコネクタと接続ケーブルまで付い

ていて3580円と、お買得感のある一品

だ。

購入後、袋を開けるまでは、使用さ

れているサウンドチップもわからなか

ったが、冒険も必要だということで、

選んでみた。

●TepWave 6200

Teppro社の製品。台湾の会社らし

いのだが、いまどきの製品にしては珍

しく、どこを探してもURLが見つから

なかった。しかたがないので、カンで、

http://www.teppro.com.tw/

とWebブラウザに入れてみたら、あま

りやる気のなさそうなWebサイトが表

示された。それほどわけのわからない

会社ではなさそうだ。

印刷された紙のパッケージに入って

売られていたが、価格は2980円で、今

回扱う製品の中では最も安いものだ。

パッケージの裏に、“Yamaha 754

chipset”と書かれており、おそらくヤ

マハのYMF744の後継品で、たぶん動

くけど、ひょっとしたらダメかも？ そ

う思って選択した。

Linuxでサウンドカードを利用する

ためのドライバを作っているプロジェ

クトで代 表 的 なのが、 フリーの

OSS/Free、ALSA（ Advanced Linux

Sound Architecture）、商用のOSS/

Linuxの3つだ。

OSS/Linuxは、4Front Technologies

（画面1）という会社が開発しているも

ので、Caldera OpenLinuxのパッケー

ジ版に採用されている。同社のOSS

（Open Sound System）は、Linuxだ

けでなく、＊BSDやSolarisなど、各種

UNIX対応版もある。

OSS/Freeのドライバは、カーネル

ソースにも取り込まれており、Linux

の標準的なサウンドドライバと言える

だろう。

ALSA（画面2）は、現在、とても

活発に開発が進んでいるプロジェクト

で、多くのサウンドカードに対応した、

ドライバを提供している。また、

OSS/Freeとの互換性を持たせること

も可能で、OSS/Freeを念頭において

作成されたアプリケーションからも利

用できる。

メジャーなディストリビューション

では、Kondara MNU/Linux、Linux

Mandrake、 SuSE Linux、 そ し て

TurboLinuxが、ALSAの成果物を取

り込んでいる。使いたいサウンドカー

ドが、OSS /F r e eは未対応だが、

ALSAなら動くことがわかっているな

ら、これらのディストリビューション

を選択するといいだろう。

実験は、まず標準的なOSS/Freeで

試し、ALSAが必要な場合は、手動で

インストールことにしたので、Vine

Linux 2.0（FTP版）をフルインスト

ールした環境で行った。

Sound BLASTER Live!は、Creative

内製のEMU10K1サウンドチップを採

用している。このチップは、ALSAで

もサポートされているが、Creative自

らもドライバを開発し、オープンソー

スとしてソースをコミュニティに公開

している。

業界トップメーカーのオープンソー

スへの貢献を評価して、今回はこちら

を利用する。最新版は、
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写真3 Zoltrix Nightingale
オプティカルコネクタまで付属しているお買得な製品。

写真4 CMI-8738
C-Media社のサウンドチップ。モデム機能が統合されて
いる。

画面1 4Front Technologies
URL http://www.opensound.com/

サウンド関連の
プロジェクト

Sound BLASTER 
Live!



http://opensource.creative.com/

から取得できる。最新版のtarボールを

ダウンロード・解凍して、Vine Linux

2.0に含まれていたソースと比較してみ

たが、特に大きな変更や機能の追加は

なく、カーネル2.4に対応した修正が施

されているくらいで、ほとんど違いは

なかった。通常は、ディストリビュー

ションに付属しているソースやモジュ

ールを、そのまま使用しても問題はな

いだろう。

Red Hat系ディストリビューション

には、sndconfigというコマンドが用意

されており、対応しているサウンドカ

ードなら、機種を判別して適切な設定

を行ってくれる（画面3）。自動判別で

きなかった場合でも、リストから選択

すればOK（画面4）だ。

Sound BLASTER Live!は、もちろ

ん正しく認識され、/etc/conf.modules

に、

alias sound emu10k1

という行が追加された。マシンを再起

動 し た と こ ろ 、 e m u 1 0 k 1 . o と

OSS/Freeのメインモジュールである

soundcore.oがロードされた。XMMS

でMP3ファイルを再生してみたら、き

ちんとスピーカーから音が流れてきた。

どうやら緒戦は、勝てたようだ。

Zoltrix Nightingaleには、“CMI8738”

と記されたサウンドチップが載ってい

た。編集部内には、このチップを知っ

ている人はいなかった。おいおい、本

当にこのサウンドカード使えるのか？

ちょっと心配になってきたが、あら

ためて調べたところ、このチップは、

台湾のC-Media社が出しているCMI-

8738という製品だとわかった。サウン

ド系の機能だけでなく、ソフトウェア

モデムのインターフェイスまで内蔵し

ている、欲ばりなチップである。その

多機能さゆえに、面積が限られている

ベアボーンPCに搭載されていることが

多いそうだ。

OSS/Freeでサポートされているか

どうか確認するため、下記のWebサイ

トを参照したところ、

http://www.linux.org.uk/OSS/

に“CMI-8338/8378”という記述があ

った。もしかして書き間違い？ 念のた

め、カーネルソースのディレクトリ内

を探したところ、linux/drivers/sound

にcmpci.cというファイルがあり、その

中に“CM8738”という記述もあった

ので、とりあえずOSS/Freeで動かし

てみることにした。

Sound BLASTER Live!と同じよう

に、sndconfigコマンドで設定すると、

“C-Media CM8738”と認識されてお

り、テスト用の音声ファイルも正しく

再生された。

しかし、XMMSでMP3ファイルの再

生をさせると、なぜか途中でストップ

してしまうという現象が起きてしまっ

た。まったく音が出ないならあきらめ

もつくのだが、途中までは鳴るという

のがよくわからない。
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写真5 TepWave 6200
安価な製品だが、一般的な使用には十分だ。

写真6 YMF-754
定番チップYMF-744の後継機種。

画面2 ALSAプロジェクト
URL http://www.alsa-project.org/

画面3 sndconfig
対応しているサウンドカードなら自動設定が可能

画面4 sndconfig
自動設定できなかったときは、リストから選択しよう

Zoltrix Nightingale



実験マシンは、ちょっと古めの

Aladdin 5というチップセットを用い

たマザーボードに、K6-2 350MHzを搭

載したものだ。ひょっとしたら相性問

題 な の か と 考 え て 、 440BX ＋

Celeronという王道的組み合わせのマ

シンでも確認したが、状況は変わらな

かった。

Zoltrixのボードが特別な作りになっ

ているのか、それともサウンドチップ

がマイナーチェンジしたのか理由は不

明だが、OSS/FreeではNightingaleを

正しく動作させられなかった。だが、

あきらるのは早い。ALSAがあるさ

（教育的指導！）。ALSAの設定につい

ては、次に紹介するTepWave 6200の

ところであわせて説明しよう。

TepWave 6200は、ヤマハのYMF754

というサウンドチップを採用している。

型番から想像できるように、おそらく

YMF744の後継機種である。YMF744

は、ALSAでサポートされているので、

YMF754もドライバが流用できるので

はないかと甘い期待を抱いて、ALSA

プロジェクトのWebサイトを見にいっ

たら、すでにYMF754にも対応してい

た。おそるべし、ALSA。

OSS/Freeの対応状況だが、Vine

Linux 2.0に含まれているソースには、

YMF744／754用ドライバは見つから

なかった。しかし、テスト版のカーネ

ル2.4.0-test8には、サウンドブラスター

互換デバイスとしてYMF744／754な

どを利用するドライバが含まれている

ので、カーネル2.4環境が一般的になれ

ば、OSS/Freeでも利用可能になるだ

ろう。サウンドブラスター互換モード

でも、BGMを聞くといった用途には十

分である。

●ALSAドライバを手に入れる

では早速、ALSA関係のドライバな

どを手に入れよう。

ftp://ftp.alsa-project.org/pub

上記のプロジェクトのFTPサイトか

ら、“alsa-driver-0.x.x.tar.bz2”、“alsa-

l i b - 0 . x . x . t a r . bz2”、“alsa -u t i l s -

0.x.x.tar.bz2”、“alsaconf-0.x.x.tar.gz”

をダウンロードする。“0.x.x”の部分

は、バージョンを表しており、記事作

成時の最新バージョンは、リスト1を

参照してほしい。

インストールの手順は、アーカイブ

ファイルの解凍とコンパイル、デバイ

スファイルの作成、そしてc o n f .

modulesの作成だ。リスト1の順番で行

う（行頭の＃はプロンプト）。

●conf.modulesの作成

alsaconfが正しく設定してくれれば、

conf.modulesを自力で書く必要はない

が、うまくいかなかった場合には、自

分で作成しなければならない。ドキュ

メントを見ると、非常に多くの設定項

目があるが、ほとんどの項目はデフォ

ルトの値でかまわないので、conf .

modulesに書かなくても大丈夫だ。必

要なのは、ドライバとデバイスファイ

ルの対応などを記したalias文だ。

リスト2は、ALSAを使う場合の一

般的なconf.modulesのサンプルだ。も

し、alsaconfがうまく働かなかった場

合は、リスト2の内容をconf.modules

に書き足して、/etc/rc.d/rc.localの末

尾に、

modprobe snd-card-0

の行を書き加えておけばよい。再起動

後は、サウンドカードが利用できるよ

うになっているはずだ。

OSS/Freeでうまく動作しなかった

Nightingaleも、ALSAのドライバを使

用すると、問題なく利用できた。
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▼リスト2 conf.modulesの例

# ALSA native

alias char-major-116 snd

alias snd-card-0 snd-card-ymfpci

alias snd-card-0 snd-card-cmipci

# OSS/Free emulation

alias char-major-14 soundcore

alias sound-slot-0 snd-card-0

alias sound-service-0-0 snd-mixer-oss

alias sound-service-0-1 snd-seq-oss

alias sound-service-0-3 snd-pcm-oss

alias sound-service-0-8 snd-seq-oss

alias sound-service-0-12 snd-pcm-oss

▼リスト1 ALSAのインストール

# tar xIf alsa-driver-0.5.9c.tar.bz2

# tar xIf alsa-lib-0.5.9.tar.bz2

# tar xIf alsa-utils-0.5.9b.tar.bz2

# tar xzf alsaconf-0.4.3b.tar.gz

# cd alsa-driver-0.5.9c

# ./configure

# make install

# cd ../alsa-lib-0.5.9

# ./configure

# make install

# cd ../alsa-utils-0.5.9b

# ./configure

# make install

# ./snddevices

# cd ../alsaconf-0.4.3b

# ./alsaconf

YMH-754の場合

CMI-8738の場合

TepWave 6200



アスキー本社の3階にあるLinux

magazine編集部は、ほかの編集部と

しきられていないため、いつでも賑や

かだ。というか、はっきり言ってうる

さいのだ（一番うるさいのは、おまえ

たちだ！ と、○○編集部から苦情が来

そうだが）。

そのため仕事が佳境に入ると、集中

するために、各自ヘッドフォンを着用

することになる。PCのCD-ROMドラ

イブを使っている編集者もいるが、筆

者はダイアモンド・マルチメディアの

MP3プレーヤ、Rio 500（写真1）を使

っている。写真を見れば分かるように、

トランスルーセント（半透明）おたく

好みの製品だ。オンボードで64Mバイ

トのメモリを搭載し、スマートメディ

アで32Mバイト（ファームウェアを最

新版に更新すれば64Mバイト）までの

メモリを追加できる。

Windows 98とMac OSに対応した

ユーティリティが付属しており、PCや

MacとはUSBポートを介して接続し、

MP3ファイルをやりとりするようにな

っている。今のところ、Windows

2000では動作しないようだ。まして、

LinuxのUSB対応は始まったばかりな

ので、LinuxマシンでRio 500を使うな

んて考えもしなかった。

ところが、今回の特集の下調べのた

め、カーネル2.4.0-test8のアーカイブを

展開し、含まれているファイルを調べ

ていたら、なんとlinux/drivers/usb以

下に“rio500.c”というファイルがある

ではないか！ キーボードやマウス、

USBハブといった需要の多いデバイス

に続くサポートリストに、Rio 500が入

っているというのも、何か唐突な気が

する。だがRio 500ユーザーとしては、

ドライバの作者であるCesar Miquel氏

に感謝しつつ、この幸運を享受するだ

けだ（ラッキー）。

だが喜ぶのはまだ早い。ドライバが

あって、Rio 500がLinuxカーネルから

なんらかのUSBデバイスとして見えた

としても、それだけでは実用にならな

い。MP3ファイルの転送や、Rio 500

内のメモリのフォーマットを行うユー

ティリティが必要だ。

ぬか喜びだったかと思っていたら、

ほかの編集者から、

“rio500.sourceforge.net”がある

というタレコミがあった。それによく

見たら、linux/Documentation/usb以

下に、その名もズバリrio.txtというド

キ ュ メ ン ト が あ り 、 r i o 5 0 0 .

sourceforge.netも紹介されていた。ド

キュメントの重要性を再認識させられ

てしまった。

sourceforge.netは、オープンソース

の開発者に対して、Web／FTPサーバ

などを提供してくれるサイトだ。米

VA Linux Systems社によって運営さ

れている。Linux magazineの人気コ

ー ナ ー で あ る 、 Free Application

Showcaseでも“なんとか.sourceforge.

net/”というURLをよく見るはずだ。

rio500.sourceforge.netは、Rio 500

用ドライバと同じく、Cesar Miquel氏

らがメンテナンスをしている。Webサ

イトの一番上に、“＊nix support”と

うたっていることから分かるように、

ここで公開されているRio 500用ユー

ティリティーは、Linuxだけでなく、

FreeBSDをはじめとする＊BSD系の

OSでも動作する。またx86 PCだけで

なく、PowerPCやAlpha用のLinuxに

も対応しているようだ。

マウスやキーボードと違って、Rio

500は、誰もが持っているデバイスでは

ない。だけどカーネルソースのアーカ

イブにドライバが含まれているくらい

だから、「きっと世界的に見ればメジャ

ーな製品なんだ、うん、そうに違いな

い、これはもう試すしかない！」と個

人的に盛り上がっていたら、またまた

ほかの編集者から忠告があった。それ

は、

このユーティリティで、Rio 500が再

起不能になった例があるらしい

というものだった。再起不能？ そりゃ

まずいだろ。

今回の特集で取り上げているほかの

デバイスは、編集部で買ったものだか
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Rio 500

写真7 ダイアモンド Rio 500
トランスルーセントがイカすシリコンオーディオプレー
ヤだ。

転送ソフトはあるの？
試すしかないでしょ



ら、たとえ壊したところで、個人的に

ふところは痛まない。でもこのRio 500

は私物だ。万が一壊れたら、物笑いの

ネタになったうえに、約2万7000円の

損失だ。

半日ほど悩んだが、Rioと言えば、

ブラジルの元首都リオデジャネイロ、

ブラジルと言えばラテン系、ラテン系

なら細かいことに悩まず、とりあえず

試してみるしかないという結論に達し、

チャレンジしてみることにした。

ベースにしたシステムは、Vine

Linux 2.0をフルインストール後、カー

ネルを2.4.0-test8に、modutilsを2.3.16

にアップデートしたものだ。カーネル

をコンパイルする際には、もちろん

USBサポートやRio 500サポートなど

を「あり」にしておく（画面1）。USB

関連のモジュールは、modprobeコマ

ンドなどで必要なときに組み込むよう

にしてもいいが、今回はusbcore、

usb-uhciといった基本的なモジュール

は最初からカーネルに組み込んでおい

た。

準備ができたら、早速Webサイトか

ら必要なソフトをダウンロードだ。tar

ボールと、x86用のバイナリRPMが提

供されている。今回のシステムでは、

バイナリRPMからのインストールでも

問題なく動作した。

インストールされるのは、ユーティ

リティプログラム（表1）、ドキュメン

ト、開発用のライブラリとヘッダファ

イル、そしてフォントだ。MP3ファイ

ルを転送する際に、フォントファイル

をあわせて指定することで、Rio 500

のディスプレイ上のフォントを変更す

ることができる。

カーネルが適切に作成されていれば、

あとはデバイスファイルを作って、必

要なモジュールをロードするだけだ。

suコマンドでroot権限を得て、

# mknod /dev/usb/rio500 c 180 64

# chmod 666 /dev/usb/rio500

としてデバイスファイルを作成し、一

般ユーザーがRio 500を利用できるよ

うにしておく。そして、

# modprobe rio500

とすれば、Okだ。付属ケーブルでRio

500をLinuxマシンに接続し、おそるお

そる、

# rio_stat

と入力してみよう。リスト1のように

Rio 500内のMP3ファイル名が表示さ

れれば、成功だ。あとはWindows版と

同じように、フォルダを作って、MP3

ファイルを転送すればいい。

なお、GTK＋を用いたGUIフロント

エンドも存在するようだが、現状では

使い勝手に問題ありだったので、紹介

は見送った。興味があればWebサイト

をのぞいてみよう。

Windows 2000よりも先に、Linux

でRio 500が使えるようになるなんて、

ちょっといい話だ。
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▼リスト3 rio_statコマンドで動作を確認する

# rio_stat

Your Rio500 has firmware revision 2.12

Card 0 reports 21 Mb free (22085632 bytes) out of 64 Mb (67108864 bytes).

Command 0x57 returned:

first_free_block = 0x00000aae

sl = 0x00000544

-------------------------------------------------------------

N   offset  num songs       Folder Name

-------------------------------------------------------------

( 0)  0x0017  (10 items)      hekiru

(num) offset      size         song name

( 0) 0x0019  ( 3126752 bytes) rightbesideyou_01.mp3

( 1) 0x00d8  ( 4269869 bytes) rightbesideyou_02.mp3

：
：

rio_add_directory ディレクトリ内のMP3ファイルをすべてRio 500に転送する

rio_add_folder Rio 500のメモリ内にフォルダを作成する

rio_add_song Rio 500にMP3ファイルを転送する

rio_del_song Rio 500内のファイル／フォルダを削除する

rio_font_info フォント情報を取得する

rio_format Rio 500のメモリを初期化する

rio_get_song Rio 500からPCにMP3ファイルを転送する

rio_stat Rio 500内のMP3ファイルのリストなどを表示する

表1 インストールされるコマンド一覧

画面1 カーネルコンパイル時の設定
USBサポート、Rio 500サポートは、yまたはmにしてお
く。

ちゃんと動く
じゃないか



デジタル伝送で高音質！　事前の調

査で判明したUSBスピーカのアドバン

テージは、機種選定の段階で脆くも崩

れ去ったのであった。その顛末をここ

で語ろう。

USBオーディオ製品のテストという

ことで、まず思いついたのがスピーカ

だった。というか、それしか思い浮か

ばなかったのである。しかも、ふつう

スピーカは一度設置してしまえば、あ

まり動かすものでもないし、特にUSB

接続にするメリットもないと思ってい

た（ホットプラグの甲斐がないってこ

と）。ところが今回のテストのために調

査を行ったところ、次のようなメリッ

トが浮かび上がったのである。

●USBスピーカはエライ－その1

USBインターフェイスを介して直接デ

ジタルデータを送出し、スピーカ側の

D/Aコンバータでアナログ変換するの

で、パソコン内部のノイズの影響を軽

減できる。高音質な再生が可能に！

●USBスピーカはエライ－その2

「その1」と同じ理由で、PC側のD/A

コンバータ、つまりはサウンドカード

が不要になる。拡張スロットが1つ空

く！

●USBスピーカはエライ－その3

USBオーディオクラスの規格に準拠し

た汎用ドライバで動作するので、機種

を替えた場合でも、ドライバの再イン

ストールが不要。楽チンだ！

「その1」についてもう少し詳しく考

えてみよう。PC側のライン出力に接続

してスピーカを使う場合、PCで再生し

ているデジタルデータをサウンドカー

ドまたはオンボードのサウンドチップ

でD/A変換する。PC内部には、CPU

ファンやケースのファン、そして電源

装置などノイズ源となりそうなものが

たくさんある。まず、ここでノイズを

拾う可能性があるのだ。

また、アナログの信号を伝えるため、

そのインターフェイスであるライン出

力のコネクタ、スピーカケーブルでも

ノイズを拾ってくる可能性がある。

USB接続の場合、どちらの問題も回避

されるため高品質なサウンドの再生が

可能になる。もちろんスピーカに内蔵

されているD/Aコンバータや、スピー

カそのものの品質が高くなければ意味

はないのだが……。

この懸念されていた問題に、今回の

テストでモロにぶつかってしまった。

秋葉原への買い物につき合わなかった

のが悪かったのだ。買い物担当は変な

ものマニアで、名の知れたメーカーと

怪しげなバルク品が同じ値段であれば、

間違いなくバルクのほうを選ぶ男なの

であった。その担当がお買い上げにな

ったのが、写真8のスピーカ。Sung

Forn社 製 「 TURANDO DS-102」、

2480円也である。なんでこんな安いの

にしたのかと文句を言うと、「いや、

USBオーディオのドライバの出来を試

すなら、少々怪しいくらいの製品のほ

うがいいんですヨ」などとノタマウの

であった。むむっ、確かに一理ある。

見かけ上はスリムなデザインでなか

なかイカす感じであるが、カバーを取

ってスピーカ部分を確認してみると、
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USBスピーカ

写真8 Sung Forn TURANDO
DS-102
直線的なフォルムのシャープなデザ
イン。これで音が良ければ言うこと
なし。

画面6 Sun FornのWebサイト
安価でそれなりに優れた製品を出す
というのも立派なことである。いろ
いろ文句言ってすいません。ちなみ
に画面中央にあるのがDS-600。

USB接続のメリット

安物買いのってヤツ？



コーンの材質などはやはり値段相応な

ものであった。一応、製造元である

Sung Fornの名誉のために言っておこ

う。TURANDOシリーズのUSBスピ

ーカには、DS-301とDS-600という上位

機種が用意されている（同社のWebサ

イトで発見）。実際に手にしていないの

で不明だが、DS-102よりは、きっとい

い製品であるに違いない（と思うぞ）。

前置きが長くなった。Linuxでの

USBオーディオの設定に話を進めよう。

テストは、LASER5 Linux 6.2にカー

ネル2.2.17を導入し、2.2.18のpre9パッ

チを適用した環境で行っている。

USBサポートを有効にするためにカ

ーネルを再構築しなければならないが、

設定自体はそれほどむずかしくはない。

カーネルコンフィグレーションでは、

まず［Sound］メニューの［Sound

card support］を有効にする。このチ

ェックを忘れると［USB Support］メ

ニューの［USB Audio Support］が

有効にならない。もちろん［USB

Audio Support］は有効にしておく。

モジュール化した場合、それぞれ

soundcore.oとaudio.oというモジュー

ルがコンパイルされる。

USBの基本モジュール、usbcoreと

usb-uhciをロードしたところで、メッ

セージが表示された。/va r / l o g /

messagesを確認すると、「DS-102は

HIDクラスのデバイスです」と言い切

ってしまっている。幸先の悪いスター

トである。大丈夫か？

メッセージを気にしつつ、audio.oを

ロードする。今度はコンソールにメッ

セージが出力された。「アウトプット用

のオーディオストリーミングインター

フェイスが1つあります」ということな

ので認識はされているようだ。しかし、

「エンドポイントがありません」という

メッセージも同時に出力されているの

が気になる。

不安を残しつつも、mpg123でMP3

データを再生してみる。「ゴゴッ」とい

うやたらとデカい音が一瞬だけして、

あとは無音状態になった。ソフトウェ

アのほうは、再生を続けているようだ。

本当に正しくオーディオとして認識さ

れているのか不安になったので、Xを

起動してオーディオミキサー（GMIX）

を起 動 してみると、［ USB Audio

Class Driver］と表示されている（画

面7）。PCMのボリュームだけしかない

のは寂しいが、USBオーディオではデ

ジタルデータをそのまま送出するので、

アナログのラインやマイクなどの制御

は必要ないのだ。

どうやら大丈夫そうなので、今度は

xmmsを使ってMP3データを再生する。

またもや「ゴゴッ」とデカい音がして

再生が止まった。ボリュームが最大に

なっていたので、調整してもう一度…

…、鳴ったー！　鳴りました。音質は

予想通り、あまり良くないけど、ちゃ

んと鳴っているではないか。確認した

ところ、トーンコントロールも機能し

ているようすだ。再生が終わると自動

的にスタンドバイモードに切り替わる

機能も働いている。

音が出なかったケースから変更した

のはボリュームのみなので、これが原

因としか考えられない。ボリューム調

整後にもう一度mpg123で再生すると、

今度は音が出たのだ。さっきは、あま

りにデカい音にビビったのか？　確か

に人間様にも快適な音ではないので、

まずボリュームを調整してから再生す

るよう心がけることにしよう。

その後、継続して行ったテストの結

果、大量データのコピーなどシステム

の負荷が高くなると、音跳びが起こる

ことがわかった。また、ノイズがやた

らと発生することがあったので、気に

なって別のマシンで試してみた。同じ

データを同じくxmmsで再生したにも

かかわらず、こちらはノイズがしない。

PCのUSBポートの問題であるようだ。

●

夢のデジタルハイクオリティーサウ

ンドとはいかなかったが、とにかく音

が出たということで、まずはめでたし

といったところか。本音を言えば、

YAMAHAのYST-MS55DとかRoland

のMA-150Uとかのハイグレードな機種

でテストしたかったなぁ。
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画面7 USBスピーカ接続時のGMIX
イコライザの設定は結構面倒なので、
トーンコントロールを備えているのは
うれしいところ。

画面8 オンボードサウンド有効時
のGMIX
PCM以外に、CD、マイク、ライ
ンの入出力などのコントロールが
ある。ヘッドフォンでは、こちら
のほうが音質がよかったのが悲し
かった。

鳴れば合格ってことで



スキャナにはSCSI接続、USB接続、

パラレル接続のものがあり、最近では

USB接続のスキャナが増えている。し

かし、現在の安定版カーネルである2.2

系統ではUSBを公式にサポートしてい

ない。LinuxでUSBを使用するには、

開発版のカーネル2.3、テスト版の2.4、

あるいは2.2にUSBサポートパッチをあ

てたものが必要になる。

今回は、エプソンのGT-8700（写真

1）を使い、まずSCSI接続に挑戦し、

その後にUSB接続を試すことにする。

Linuxでスキャナを使うためのソフ

トウェアは多いが、今回は最も多くの

機種に対応しているSANE（Scanner

Access Now Easy）を使うことにす

る。SANEは、GPLに従って配布され

ているフリーソフトウェアで、スキャ

ナ以外にもデジタルカメラ、ビデオカ

メラなどを扱うことができる（表1）。

さらに、別のマシンにつないであるス

キャナをネットワーク経由で利用する

こともできる。接続インターフェイス

も、SCSIだけでなくUSBやパラレル接

続にも対応している。詳しくは公式

Webページを参照してほしい（画面1）。

なお、SANEはLinux専用ではなく、

FreeBSD、Solarisなど、多くのプラッ

トフォームで動作する。Linuxでも、

Intel x86系のほか68000系、PowerPC、

Alpha、SPARCなどにも対応している。

SANEの大きな特徴は、プログラム

のドライバとユーザーインターフェイ

ス部分が完全に独立していることだ。

一般に、ハードウェアに関係するソ

フトウェアは、ハードウェアを制御す

るためのドライバ部分と、ユーザーが

操作するためのユーザーインターフェ

イス部分の2つから構成される。SANE

は、この2つが独立しており、規格化

さ れ た API（ Application Program

Interface）で結ばれて動作する（図1）。

なお、SANEではドライバ部分のこと

を「バックエンド」、ユーザーインター

フェイス部分のことを「フロントエン

ド」と呼んでいる。

このようなしくみで動作するため、

新しいスキャナに対応させるにも、

SANEのAPIに従ったバックエンドを

開発するだけでよい。APIに従ってい

れば、既存のフロントエンドから操作

が可能だからだ。逆に新たなフロント

エンドを作りたい場合も、各スキャナ

固有の部分はバックエンドが吸収して

くれるため、スキャナの仕様について

は考える必要がない。

執筆時点で最新のSANEは、バージ

ョン1.0.3だ。しかし、このバージョン

では「カラーのスキャンがうまくいか

ない」、「Gimpのプラグインとして動作

しない」という問題があったため、バ
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画面1 SANEのWebページ
http://www.mostang.com/sane/

写真1 エプソン GT-8700
今回使うGT-8700はSCSI／
USBの両方に対応するスキャ
ナだ。

エプソン GT-8700をLinuxで使うには

イメージスキャナで画像を取り込む
スキャナの価格も下がり、個人でも気軽に購入できるようになってきた。そこ
で、Linuxでスキャナを使うにはどうすればよいのか実験した。

文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi

数多くのスキャナに
対応するSANE

ビルドとインストール
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ージョン1.0.2を使用した。

SANEは、一次配布サイトでは、tar

ボールによるソースで配布されている。

ソースを配布している主なサイトは表2

のとおりだ。tarボールからのインスト

ールは、「./configure」→「make」→

「make install」という手順で可能だ。

なお、X上のGUIツールである

xscanimageやxcamを使う場合には、

SANEをビルドするときにGTKライブ

ラリ（libgtk、libgdk、libglib）と関

連するヘッダファイルがインストール

されている必要がある。また、Gimpか

らSANEを利用したい場合には、さら

にlibgimp（バージョン0.99.13以上）

と関連するヘッダファイルもインスト

ールされている必要がある。

バイナリの配布については、表3に

示したサイトで配布されている。

インストールが完了したら、まず、

バックエンドの選択を行う。今回の例

では、エプソン用の設定ファイル

“/usr/local/etc/sane.d/epson.conf”

を書き換える。エディタでファイルを

開き、「# /dev/scanner」という行の

コメントマーク「#」をはずすと、エ

プソン用のバックエンドがSCSIスキャ

ナを認識するようになるはずだ。ほか

のメーカー製スキャナでも書き換える

ファイルが違うだけで手順は同じだ。

どの設定ファイルを利用すればよいの

かは、ドキュメントを参照してほしい。

次に、スキャナの電源を入れてから

リブートし、SANEがスキャナを認識

することをチェックしよう。コマンド

ラインから、次ページ画面2のように

タイプすれば、認識しているスキャナ

が表示されるはずだ。この作業はスー

パーユーザー（root）で行う。

認識されない場合は、さらに画面3

のようにタイプして、LinuxがSCSI経

由でスキャナを認識しているかどうか

を確認してみよう。

なお、スキャナがつながっているデ

バイスファイル/dev/sgbなどは、通常

スーパーユーザー以外はアクセスでき

ないようになっている。そのためスー

パーユーザー以外のユーザーがスキャ

ナを使う場合は、デバイスファイルの

パーミッションを変更しておく必要が

ある。スキャナが/dev/sgbにつながっ

ている場合は次のようにする。

# chmod 666 /dev/sgb

この後、/dev/scannerというデバイ

スファイルから、実際にスキャナがつ

ながっているデバイスへのリンクを作

成しよう。

# ln -s /dev/sgb /dev/scanner
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プログラム 
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プログラム スキャナ 
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API
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API
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エプソン 
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エプソン 
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図1 SANEの動作概要
ドライバは各機種ごとに、ユーザーインターフェイスは必要なものをそれぞれ別途作成する。

メーカー 機種

キヤノン CanoScan 300、CanoScan 600、CanoScan 2700F

エプソン GT-5500、GT-7000

ヒューレットパッカード HP ScanJet Plus、II、3、4、5、6200Cほか

日本電気 PC-IN500

コダック DC210、DC25、DC20

Connectix QuickCam

表1 SANEが対応している代表的な機種

サイト URL

公式サイト ftp://ftp.mostang.com/pub/sane/

会津大学 ftp://ftp.u-aizu.ac.jp/pub/misc/device/scsi/scanner/sane/
表2 SANEのソースを配布している主なサイト

サイト URL

Red Hat ftp://ftp.redhat.com/pub/redhat/beta/pinstrip/i386/en/RedHat/RPMS/

ftp://ftp.redhat.com/contrib/libc6/i586/

KDD研究所 ftp://ftp.kddlabs.co.jp/pub/Linux/packages/RedHat/contrib/libc6/i586/

TurboLinux ftp://ftp.turbolinux.co.jp/pub/TurboLinux/unstable/RPMS/

deb形式 http://www.debian.org/Packages/unstable/graphics/sane.html

表3 SANEのバイナリを配布している主なサイト
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これで/dev/scannerを指定してスキャ

ナを利用できるようになる。

次はフロントエンドを見てみよう。

■xscanimage

xscanimageは、X上でGUIによって

スキャナを操作するフロントエンドだ

（画面4）。次のようにして実行する。

$ /usr/local/bin/xscanimage

G T - 8 7 0 0 の場 合 は、 白 黒 2 値

（Binary）、グレイスケール（Gray）、

カラー（Color）の3つのモードでスキ

ャンできる。スキャンするモードに応

じて設定項目が変化する（画面5～7）。

さすがに、WindowsのTWAINドライ

バなどのようなオートモードといった

ものはない。スキャンしてからGimpを

使って補正するとよいだろう。

では、実際にスキャンする際の手順

を追っていこう。

1.まず、スキャンするモードを設定する。

2.次に、保存するファイル名を「file

name」欄に入力しておこう。すで

にあるファイルは警告なしに上書き

されるので、注意してほしい。

3.右下の「Preview window」ボタンを

クリックしてプレビュー画面を開く。

4.プレビュー画面左下の「Acquire

Preview」をクリックすると、プレ

ビュースキャンが行われる。このプ

レビューでは、「Brightness」などの

補正オプションが反映されるので、

オプションを変更しながらプレビュ

ーを繰り返すこともできる。

5. 補正オプションが決定したら、マウ

スを使ってプレビュー画面上でスキ

ャンする部分を選択しよう。そして、

解像度（Scan Resolution）を設定

し、「Scan」ボタンをクリックする。

WindowsやMacintoshと比べても、

遜色のないユーザーインターフェイス

だといえる。さらに、「Preferences」

メ ニ ュ ー か ら 、「 Show advanced

option」を選択することにより、細か

いオプション設定を行うことができる

（画面8）。

画面2 SANEでスキャナが認識されていることを確認する

# scanimage -L

device `epson:/dev/sgb' is a Epson GT-8700 flatbed scanner

画面3 SCSIデバイスとして認識していることを確認する

# cat /proc/scsi/scsi

Attached devices:

Host: scsi0 Channel: 00 Id: 02 Lun: 00

Vendor: EPSON  Model: Scanner GT-8700  Rev: 1.03

Type: Processor                        ANSI SCSI revision: 02

画面4 xscanimage
SANEのパッケージに含まれるGUIフロントエンドプロ
グラム。

画面5 Binaryモードでのxscanimage
白黒2値で画像を取り込むときのモード。

画面6 Grayモードでのxscanimage
グレイスケールで画像を取り込むときのモード。

画面7 Colorモードでのxscanimage
カラー画像を取り込むときのモード。

SANEの豊富な
フロントエンド
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WindowsとLinuxで実際にスキャン

したデータを見てほしい（画面9～11）。

それぞれ、若干色合いが違うものの、

Gimpなどで十分に補正可能な範囲だ。

なお、xscanimageでスキャンした画

像はPNM形式（Portable aNy Map）

で保存される。Linuxではしばしば使

われる画像形式だが、ファイルサイズ

を小さくしたり、Webで使用したりす

るためにJPEGやGIF形式で保存したい

ことも多いだろう。GimpではPNM形

式の画像を開くこともできるので、さ

まざまな画像形式に変換して保存する

ことが可能だ。しかし、変換するファ

イルが多いときなどは、Gimpで1つず

つ保存しなおすのは面倒だ。そのよう

なときは、convertコマンドでコマンド

ラインから簡単に形式を変換すること

ができる。

convertコマンドは変換先ファイル

名のピリオドよりあとの文字を判断し

て、変換する画像形式を決定する。

■scanimage

コマンドラインでスキャナを操作す

るのが、scanimageコマンドだ。プレ

ビューしながらの範囲指定などはでき

ないが、基本的にはX上で動作する

xscanimageとほぼ同等の機能を持って

いる。コマンドラインツールゆえに、

XやGTKがインストールされていない

場合にも使用できる。また、大量の文

書をスキャナで画像変換するなど、シ

ェルスクリプトを活用して一括処理し

たいときには便利だろう。

scanimageコマンドは、読み込んだ

画像を標準出力に出力する。標準出力

をリダイレクトしておかないと、画面

がぐちゃぐちゃになってしまうので注

意してほしい。なお、対応する画像形

式はPNMのほかにTIFFも選べる。

次の例では、スキャンしたイメージ

をoutput.tiffというファイルにTIFF形

式で出力する。

$ scanimage --format tiff --device-

name=epson:/dev/scanner > output.tiff

主なオプションは表4に示すとおり

だ。これ以外にもスキャナによって使

用できるさまざまなオプションがある。

これらのオプションはmanコマンドで

調べてほしい（エプソンのスキャナな

ら「man sane-epson」でマニュアル

が表示される）。また「--help」オプシ

ョンを使っても、各スキャナ用の詳し

いオプションを調べることができる。
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画面8 Colorモードのadvanced option
細かいガンマ補正も行うことができる。

画面9 Windowsでスキャンした例（オート） 画面10 Windowsでスキャンした例（マニュアル）
画面11 SANE 1.0.2を使い、Linuxでスキャンした例

オプション 説明

--device-name=device（-d） デバイス名がdeviceのスキャナから読み込む

--format format 出力する画像形式を指定する（pnmもしくはtiff）

--list-device（-L） 使用できるデバイスをリストアップする

--test 動作テスト

--help ヘルプの表示

表4 scanimageの主なオプション



■XSane

SANEのtarボールには入っていない

が、xscanimageの上位互換ツールと

いえるツールがXSaneだ（画面12）。

XSaneは、一次配布サイトでは、tar

ボールによるソースで配布されている

（画面13）。tarボールからのインスト

ールは、「./configure」→「make」→

「make install」という手順で可能だ。

ただし、XSan eを使用するには、

libgtk（1.0.xもしくは1.2.x）とlibglib

がインストールされている必要がある。

また、GimpからXSaneを利用する場

合は、libgtk（1.2.0以降）がインスト

ールされていること、Gimpのバージョ

ンが1.0.4以降であることが推奨されて

いる。

なお環境によっては、XSaneを起動

しようとすると、「ライブラリlibsane.

so.1が見つからない」というエラーが

出ることがある。この場合は、libsane.so.1

がインストールされた“/usr/local/

lib/sane”をライブラリのサーチパス

に加えてしまおう。サーチバスは

“/etc/ld.so.conf”ファイルに書かれて

いるので、スーパーユーザーになって、

このフィルをエディタで開き「/usr/

local/lib」という1行を追加する。追加

したらldconfigコマンドを実行してサ

ーチパスを認識させればよい。

# vi /etc/ld.so.conf（パスを追加）

# ldconfig

XSaneとxscanimageの違いで、特

に重要なのが次の3点だ。

1つめは、保存することのできる画像

形式が多いこと。JPEG、PNG、PNM、

PS、TIFF、RAWなどに対応してい

る。これらは起動時に「by ext」とな

っているボタンをクリックすることに

より選択することができる。

2つめは、ガンマ値や明度、コント

ラストの補正が、プレビュー画像にリ

アルタイムに反映されることだ。実際

にはプレビュー画像に対して補正をか

けているので、本当にスキャンされる

画 像 と は 異 な る こ と も あ る が 、

xscanimageでは、補正の効果を見る

ためにはスキャンが必要だったのに比

べると、とても便利になっている。

3つめが、スキャンモードのほかに、

コピーモードとFAXモードが用意され

ている点だ。コピーモードを使うとス

キャンした画像をPostScriptに変換し

てプリンタに出力する、まさしくコピ

ー機として使えるものだ。FAXモード

はスキャンした画像を、hylafaxや

sendfaxといったLinux用のFAXソフ

トに出力して送ってくれる。

このほか、SANEのパッケージには

Connectix QuickCamのようなビデオ

カメラを扱うためのxcam、ネットワー

ク経由でリモートスキャンをするため

のデーモンsanedなどのソフトが含ま

れている。

フロントエンドでスキャンした画像

を、フォトレタッチソフトのGimpで修

正することも多いだろう。xscanimage

やXSaneはGimpのプラグインとして使

うこともできる。実際に使ってみると、

Gimpにスキャナ制御機能がついたよう

に感じる。取り込んだ画像を修正する

ことが多い場合、これは便利だろう。

この機能を使うためには、Gimpの

plug-insディレクトリの中にxscanimage

（もしくはXSane）のシンボリックリンク

を作ればよい。xscanimageが/usr

/local/binにあるのなら、次のように

する。

$ ln -s /usr/local/bin/xscanimage

~/.gimp-1.0/plug-ins/

または、

$ ln -s /usr/local/bin/xscanimage

~/.gimp/plug-ins/

その後、Gimpを立ち上げると、メ

ニューの［Xtns］―［Acquire Image］

―［Device dialog］でxscanimageが

起動するようになる（画面1 4）。

xscanimageが起動したらそのままスキ

ャンすれば、画像はGimpの1ウィンド

ウとして表示される（画面15）。これ

は便利だ。
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画面12 xscanimageよりも高機能なXSane
ソフトの名前はXSaneだが起動コマンドは「xsane」だ。

画面13 XSaneのWebページ
http://www.wolfsburg.de/̃rauch/sane/sane-xsane.html

Gimpでの利用
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SANEは優秀なフリーソフトウェア

だが、「インストールが面倒」あるいは

「動作保証がほしい」という向きには、

エプソン、キヤノンなどのスキャナに

対応する市販スキャナソフトを利用す

る方法もある。

そこで今回は、Webページで評価用

プログラムのダウンロードができるア

ドバック・システムのGTscanという製

品を試してみた。GTscanは、エプソ

ンやシャープ、リコーなどのスキャナ

に対応している。対応ディストリビュ

ーションは、Red Hat Linux 6.2や

TurboLinux 6.0、 Vine Linux 1.0、

OpenLinux 2.3などとなっている。メ

ーカーの推奨する環境であれば、ユー

ザーサポートを受けることができるの

で、ビジネスユーザーには心強い。

またGTscanには、輪郭抽出や画像

のデータベース化などといった、

SANEではサポートしていない機能が

あるのも魅力的だ。

評価用プログラムはスキャンだけに

機能が限定されているものの、最も重

要となる動作チェックには十分だ（画

面16）。購入を検討する際には、まず

ダウンロードして試してみるとよいだ

ろう。

なお、GT-8700は新しい製品でもあ

るので、GTscanの対応スキャナには

リストアップされていない。もっとも、

スキャナハードウェアの内部コマンド

は、そうそう変わるものではないと思

いテストを行ったところ、まったく問

題なく動作した。ただし、GT-8700で

の動作に関しては、メーカーはもちろ

ん編集部でも保証するものではなく、

あくまでも参考ということでご了承い

ただきたい。

では、最後にUSB接続にチャレンジ

してみよう。

今回はカーネル2.4.0-test8をインスト

ールしてUSBを使えるようにした。カ

ーネルをインストールする際にUSBス

キャナのサポートを有効にするのを忘

れないこと。

システムが起動したら、mknodコマ

ンドでUSBデバイスノードを作成する。

デバイスノードを作成したら、chmod

コマンドでパーミッションを変更し、

一般ユーザーでもスキャナデバイスを

使えるようにしよう。

# mknod /dev/usbscanner c 180 48

# chmod 666 /dev/usbscanner

「/dev/usbscanner c 180 48」と

いう設定については、カーネルソース

の“Documentation/devices.txt”に

詳しく記載されている。

次に、USB用のモジュールを組み込

もう。まず、USBのコントローラモジ

ュールを組み込んで、それからスキャ

ナ用のモジュールを組み込む。

# /sbin/modprobe usb-uhci

# /sbin/insmod scanner

USBのコントローラモジュールは、

チップセットの種類によって「usb-

ohci」になることもある。

モジュールの組み込みが終わったら、

最後はSANEの設定だ。エプソン用の

設定ファイル“/usr/local/etc/sane.d/

epson.conf” の 中 に あ る 「 # usb

/dev/usbscanner」という行の先頭に

あるコメントマーク「#」をはずすと、

エプソン用のバックエンドがusbスキャ

ナを認識するようになる。これで、

USB接続したGT-8700を利用できるよ

うになる。
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画面16 GT scanの試用プログラム
アドバック・システム http://www.advac.co.jp/

画面14 Gimpでスキャン
Gimpの中にスキャナ用のメニューが組み込ま
れる。

画面15 取り込んだ画像をGimpで表示
スキャンした画像はGimpでそのまま自由に編集できる。

市販のドライバソフト

USB接続



デジタルカメラやMP3プレーヤなど

を通じて、スマートメディアやコンパ

クトフラッシュなどの小型のフラッシ

ュメモリメディアを使用する機会が増

えてきている。コンパクトで大容量、

そのうえハードディスクと同じように

記録されたデータを操作できるメモリ

メディアは、確かに優れた記憶媒体だ。

これからも利用分野を広げながら、ま

すます普及していくだろう。

そうなってくるとLinuxでも使いた

いというのが人情だ。デジカメに関し

ては、gPhotで多くの機種がサポート

されているが、新しい機種やUSB接続

のものはサポート待ちというのが現状

だ。また、カーネル2.4のUSBサポート

には、Kodakのデジカメ「DC-2XX」

シリーズや Diamond Multimediaの

PM3プレーヤ「Rio500」のドライバが

含まれているが、こちらは機種が限定

される。専用のカードリーダやアダプ

タがLinuxで動作すれば問題は解決す

る。そこでサポートの現状をテストし

てみることにした。

今回は数あるメモリメディアの中か

ら（メモリメディアの規格については

75ページのコラムを参照）、普及率の

高いスマートメディアとコンパクトフ

ラッシュカード（写真1）をテストし

た。まずはスマートメディアから。

スマートメディアにアクセスするた

めに利用されるデバイスのうちメジャ

ーなもののひとつにフラッシュパスが

ある。フラッシュパスは、写真2から

もわかるようにフロッピーディスクと

似た外観を持っていて、サイズもまっ

たく同じ。それもそのはず、このデバ

イスはスマートメディアを装着してFD

ドライブにセットすることでアダプタ

として機能するのだ。そのままズバリ

「フロッピーディスクアダプタ」と呼ば

れることもある。あとはデバイスドラ

イバさえあれば、フロッピーにアクセ

スするのと同様にスマートメディアに

記録されたデータを操作できる。

では、Linux用のドライバはあるの

かというと、 これがあったのだ。

Linux用ドライバは、SmartD i sk

CorporationのWebサイト（http://www

.smartdisk.com/）から入手できる。

トップページの「Download」からリ

ンクをたどっていけば見つかるはずだ。

ドライバのダウンロードページから

入手できるPDF形式のドキュメントに

よると、このドライバは2.2系のカーネ

ルに対応しており、サポートするディ

ストリビューションはRed Hat 6.1と

なっている。また、カーネルソースと

Cコンパイラ以外にも、以下のRPMパ

ッケージが必要となるようだ。確認し

ておこう。

●gnome-lib-devel

●xpm-devel

Linux magazine November 200072

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

写真1 今回テストしたメ
モリメディア
右側がスマートメディア
で、左コンパクトフラッシ
ュカード。ほぼ同じサイズ
だが、コンパクトフラッシ
ュのほうが厚みがある。

写真2 テストに使用した
フラッシュパス
写真3のデジカメと一緒に
弊社の備品を拝借してテス
トを行った。スマートメデ
ィアを取り上げたのは、た
またま手近にあったからで
は決してない。

フラッシュパス

メモリメディア
デジカメのデータをLinuxマシンに保管したい。でも、gPhotやカーネル2.4で
サポートされていない場合どうすればいい？

文：にゃー＠編集部
Text : Nyaa@Linux magazine

Linux Ready？
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写 真 3 オ リ ン パ ス
CAMEDIA C2000ZOOM
備品その2。ファイルのコピ
ーや削除のテストには、この
カメラで実際に撮影したデー
タを使用した。

画面1 サムネイル表示し
た画像データ
LinuxからはFDドライブと
して見えるので、専用のユ
ーティリティは必要ない。
使い慣れたコマンドやツー
ルでデータを扱えるのが利
点のひとつだ。

●esound-devel

●gtk+-devel

●XFree86-devel

●ORBit-devel

インストール方法は定石どおり。tar

ボールを展開して、「./configure」、

「make」、「make install」で完了だ。

問題がなければ、/ l i b / m o d u l e s

/2.2.XX/block/に「flashpath.o」が、

/usr/local/binに「fpmonitor」がイン

ストールされる。fpmonitorはその名が

示すようにフラッシュパスのモニタリ

ングソフトである。バックグラウンド

で動作し、ステータスに変化があれば

ポップアップメッセージを表示してく

れるらしい。GNOMEにも対応してい

るようなので、あとで動作テストのと

きに確認してみよう。

テストには、LASER5 Linux 6.2を

使用することにした。カーネルのバー

ジョンは2.2.14である。サポート対象の

Red Hat 6.1で動くのは当然として、

ほぼ互換性があると思われる日本語デ

ィストリビューションでの動作を試し

たかったからだ。ハードウェアにも触

れておくと、フラッシュパスは富士フ

ィルム製、スマートメディアはオリン

パ ス の デ ジ カ メ C A M E D I A

C2000ZOOM（写真3）に付属のもの

を使用した。

コンパイルとインストールは問題な

く行えた。動作はどうだろうか？　ま

ずはドライバのロードから。ついでに

モニタリングソフトも起動しておこう。

# modprobe flashpath

# /usr/local/bin/fpmonitor

特にエラーなどは発生していないよ

うなので、フラッシュパスをFDドライ

ブとしてマウントしてみる。

# mount -t vfat /dev/fd0 /mnt/

floppy

マウントも問題なくできた。ファイ

ルのコピー、削除なども試したが問題

ないようだ。スマートメディアを使用

しているデジカメで撮影した画像ファ

イルの表示をX上で行ってみたが、こ

れにも成功（画面1）。前出のドキュメ

ントによると、フォーマットは危険ら

しいので控えることにした。

しばらくは機嫌良く動いていたのだ

が、スマートメディアにコピーしたテ

キストファイルをlessしたところで、

ベロベロ～っとエラーメッセージが表

示され、最後に「フラッシュパスを挿

入し直してください」というメッセー

ジが表示された。エラーが発生したの

は悲しいことだが、fpmonitorの動作

が確認できたのでよしとしよう。

GNOMEでポップアップメッセージが

どう表示されるのか見たかったので、

XのコンソールやGMCでいろいろ操作

してみたが、残念ながらこちらは確認

できなかった。

何度か反復してテストしたところ、

確かにlessやviなどでテキストファイル

にアクセスする際にエラーが起こる。

ところが、gimpで画像データを開いて

加工してもエラーは発生しないのだ。

ファイルのコピーや削除といった操作

でエラーが起こることはなかった。か

なりナゾな部分は残るものの、今回の

テスト結果から判断する限り、データ

の受け渡しだけなら問題ないようだ。

ただし、フロッピーインターフェイ

スを介しているせいか、リード／ライ

トが非常に遅い（これはLinux固有の

問題ではないと思われる）。主な用途

はデジカメやMP3プレーヤとのデータ

交換であろうことを考えると、この点

にもやや不満が残る。

●

まったく問題なしとはいかないまで

も、総合的には、何とか「及第点」と

いったところだ。どうしても必要な場

合は、試してみる価値があるカモ。

若干問題あり



コンパクトフラッシュは、スマート

メディアと並んでメモリメディアの主

流となっており、デジカメをはじめと

する多くの機器で記録メディアとして

利用されている。

コンパクトフラッシュに記録された

データをPCで操作する場合、PCカー

ドタイプのアダプタを利用するのが一

般的だが、今回はUSBとの合わせ技と

いうことで、USB接続のコンパクトフ

ラッシュリーダに挑戦してみよう。

テスト機器の選択にあたっては、

Linux USBプロジェクトのWebサイト

（http://www,linux-usb.org/）に掲載

されているサポート情報を参考にした。

コンパクトフラッシュリーダは、USB

のクラス分けでは「Mass storage

devices」に分類されるので、トップペ

ージから［Working devices list］－

［devices overview］－［Mass Storage］

とリンクをたどっていけば目的の情報

を発見できるはずだ。

リストにはコンパクトフラッシュの

本家SanDiskの製品のほか、いくつか

の機種が掲載されていた。このページ

は、実際に使ってみて動作した機器の

情報をユーザーが登録する仕組みにな

っている。日本のメーカーの製品もあ

ったので、よく見てみると登録者は日

本の方であった。何だかうれしかった

ので、この製品に決定することにした

（ハギワラ シスコムのFlashGate、型

番はHBC-UC10。写真4）。

機種が決まったところで秋葉原へ。

量販店を見て回ったが、どの店もコン

パクトフラッシュリーダの品揃えはあ

まりよくないようだ。4件めでようやく

目的の機種を発見。実売価格は5979円

である。PCカードのアダプタは500円

くらい。やはり価格からいってもこち

らが主流なのだろう。

同じ店でメディアも購入した。こち

らは32Mバイトで7479円。リーダより

メディアのほうが高いのだ。コラムで

も紹介したように、コンパクトフラッ

シュのカードにはTypeⅠとTypeⅡの2

種類があり、厚さが若干異なる。

TypeⅠ用のスロットにはTypeⅡのカ

ードは挿せないので、購入時には注意

が必要だ（TypeⅡのスロットでType

Ⅰを使用することは可能）。

テストするブツが揃ったところで、

Linuxの設定へと移ろう。テスト環境

はフラッシュパスと同じく、LASER5

6.2＋カーネル2.2.17＋2.2.18pre9パッチ

とした。

前述したように、コンパクトフラッ

シュリーダはUSB Mass Storageクラ

スに分類されている。デバイスドライ

バモジュールはusb-storage.oである。

このドライバはUSB接続された機器を

SCSIデバイスとしてエミュレートす

る。OS側では、コンパクトフラッシュ

がSCSIハードディスクとして認識され

るわけだ。よってカーネルコンフィグ

レーションでは、USBまわりの設定の

ほかにSCSIサポートの設定も必要にな

る。テスト結果をもとに先にバラして

おくと、SCSIサポートでは［SCSI

support］と［SCSI disk support］の

2つを有効にしておけばOKである。

カーネルを再構築してモジュールを

ロードしてみよう。テストということ

で、すべてのドライバをモジュール化

しており、ロードするだけでも結構た

いへんだったりする。

# modprobe scsi_mod

# modprobe sd_mod

# modprobe usbcore

# modprobe usb-uhci

# modprobe usb-storage

カーネルオプションの［USB verbose

debug messages］を有効にしている

ので、USB接続に問題があればエラー

メッセージがコンソールに表示される

はず……。されました。usb-uhci.oの
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写真4 ハギワラシスコム FlashGate
USB接続デバイスらしく（？）トラン
スルーセント仕様。チープな感じも味
わい深くていい。

フラッシュパス

機種選定は慎重に

2.2.18pre9は……
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ロードでは「何かデバイスが見つかっ

たけど、インストールされてるドライ

バでは認識できませんワ」と文句をつ

けられ、usb-storage.oのロードでは

「時間かかりすぎ。バスのリセットも失

敗」とのそっけないメッセージが。

一応はMass Storageクラスのデバ

イスとして認識しているみたいだ。デ

バイス側のPowerランプも点灯してい

るので、バスから電源も供給されてい

ると思われる。おしいとこまでいって

るんだけどなー。

この時点で「あの報告はイタズラな

のか？　オレってだまされてる？」と

思わないでもなかったのだが、考えて

みると報告にはカーネルのバージョン

などの詳しい説明は載っていなかった

のだ。そこで、気を取り直して2.4.0-

test8で試してみることにした。

カーネルコンフィグレーションは

18pre9とまったく同じ。だだ、モジュ

ールのロードが面倒なのでSCSIサポー

トはカーネルに組み込んだ。

コンパイルして、再起動して、ロー

ドして、と同じ手順をトレースしてい

く。ここで本特集最大級のトラブルが

発生した！　usb-storage.oをロードし

た直後に、怒涛のメッセージの洪水が

まさしく「どと～」と表示されたのだ。

コンソール画面をすさまじい勢いでメ

ッセージが流れていく。しばらく放置

しておいたが、まったく止まる気配も

ない。その間はキー入力も何も受け付

けない。しかたがないので、リセット

スイッチを「プチッ」とした。

何度繰り返しても結果は同じ。目を

凝らして流れゆくメッセージを見ると、

どうやら/dev以下のscsiのデバイスフ

ァイルに次々と何ごとかの処理を試み

ては失敗しているようだ。SCSI関連の

カーネルオプションを変えたり、

/var/logのdmesgやmessagesをじっ

くり眺めてみたりしてみたが解決には

至らず。やっぱだまされてる？

結局動かなかったのかというとそう

ではなくて、2.2.18pre9のときと同じく

SCSI関連のドライバをモジュール化し

たところ（ファイル名がscsi.oとsd.oに

変わっていた）、見事に接続できたので

あった。原因は不明。メディア上のデ

ータの操作も問題なく行うことができ

た。何だかスッキリしないことは確か

だが、とりあえず動くことは動くとい

うのが結論である。以上！
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スマートメディアとコンパクトフラッシュ

以外にも、メモリースティックにマルチメデ

ィアカード（MMC）、さらにはマイクロドラ

イブと、メモリメディアにはさまざまな規格

がある。乱立という感もなきにしもあらずな

ので、整理する意味でも、それぞれの規格に

ついて簡単に触れておくことにしよう。

■スマートメディア

東芝が開発し、富士フィルム、オリンパス

などと共同して提唱した規格。主に国内で、

デジタルカメラ、MP3プレーヤの記録メディ

アとして広く利用されている。切手サイズで

非常に薄い（45mm×37mm×0.76mm）の

が特徴。PCからのアクセスには、専用のリー

ダ／ライタ、フラッシュパス、PCカードアダ

プタなどが必要となる。最大記憶容量は64M

バイト。

■コンパクトフラッシュ

米国のSanDiskが開発・提唱した規格。ス

マートメディアと並んで、デジタルカメラや

MP3プレーヤの分野で広く普及している。ま

た、ノートPC、ハンドヘルドPC、PDAにも

専用スロットを備えているものがある。

カード自体にコントローラチップを内蔵し

ているため、スメートメディアとほぼ同じサ

イズながら、かなり厚めである（TypeⅠが

3.3mm、TypeⅡが5mm。両者はスロット形

状も異なるので注意が必要）。PC側からはPC

カードATA規格に準拠するストレージとして

認識される。最大記憶容量は、TypeⅠが

192Mバイト、TypeⅡが300Mバイト。PCで

の利用はPCカードアダプタが最も一般的。

■マルチメディアカード（MMC）

コンパクトフラッシュの小型バージョンと

して、同じくSanDiskが開発した規格。MP3

プレーヤを中心に、徐々に採用されはじめて

いる。PCでの利用には、専用のフラッシュパ

スが必要となる。最大記憶容量は64Mバイト。

■マイクロドライブ

IBMが開発した超小型ハードディスクドラ

イブ。他のメディアと違いフラッシュメモリ

を使用していないのが特徴。インターフェイ

ス規格としては、コンパクトフラッシュ

（CF+ TypeⅡ）に準拠している。このため、

厚さも含めてサイズは、TypeⅡのコンパクト

フラッシュカードとまったく同一である。

最大のウリはその記憶容量で、現在1Gバ

イトのものが開発されている。PCでの利用に

は、専用のPCカードアダプタが必要。専用

スロットを備えたデジタルカメラ、ノートPC、

ハンドヘルドPCも登場している。

■メモリースティック

SONYが開発／提唱した規格。VAIOをは

じめとする同社の製品でサポートされている。

先ごろ発売されたPalm OS搭載PDA「クリ

エ」も、専用スロットを備えている。形状は

他のメディアと異なり長方形（21.5mm×

50mm）で、厚さはコンパクトフラッシュの

TypeⅠとほぼ同じ（2.8mm）。PCでの利用に

は、専用のPCカードアダプタまたはフロッピ

ーアダプタが必要。また専用のリーダ／ライ

タも登場している。最大記憶容量は64Mバイ

ト。

Column

携帯メモリメディアのあれこれ

怒涛のメッセージ



この特集のために機材を購入するべ

く、のりぞうはLinux magazine編集

部員とともに秋葉原へ乗り込んだ。さ

すがは世界の電脳街、いろいろなもの

が売られていてクラクラする。秋葉原

マイスターの編集部員と一緒でよかっ

たと思いつつ、USB接続デバイスを購

入したのだが、のりぞうが選んだ3つに

限ってLinuxで動かないのだ。

ここからは、番外編としてUSBデバ

イスとの戦い方を概論し、続いて個別

のデバイスとの戦いの記録をお届けす

る（といってもすがすがしいほど見事

に敗れ去ったのだが）。

最も重要なのは己を知ること、すな

わちLinuxのUSBデバイスサポート状

況をおさえておかねばならない。本特

集の冒頭で解説しているので参考にし

てほしい。また、Linux USB Project

のWebページ（http://www.linux-

usb.org/）では、USBデバイスの稼働

実績を調べることができるので参考に

なるだろう。

次に大事なのは敵を知ることだ。前

述のページで稼働実績ありとされてい

るデバイスを購入できれば問題はない

が、日本国内で販売されているUSBデ

バイスはあまり掲載されていない。こ

のようなデバイスを購入してしまった

ら、実際に接続して調べるほかはない

のだ。

接続したUSBデバイスを調べるに

は、カーネルを構築する際に“CON

FIG_USB_DEVICEFS＝y”としてデ

バイス情報を参照できるようにする。

make xconfigで 設 定 す る 場 合 は 、

“USB support”メニューで“Preli

minary USB device filesystem”の項

目を“y”にすればよい。

新しいカーネルで起動したら次のよ

うにして、USB device filesystemを

マウントする。

# mount -t usbdevfs none /proc/bus/usb

これで、/proc/bus/usbディレクトリ

にdriversとdevicesというファイルが

作られる。

driversには、現在組み込まれている

USB関連のドライバが書かれている。

また、devicesには、接続されている

USBデバイスの情報が書かれているの

で、catやlessで開けば認識状況がわか

るはずだ。USBView（画面1）を使え

ば、デバイスごとにわかりやすい情報

を得ることもできる。

devicesファイルにある項目の中で重

要なのは、Manufacturer、Vendor、

ProdIDの3つである。次ページから機

器ごとに見ていくことにしよう。

そうそう、試した機器が動作したと

きは、Linux USB Projectで動作実績

レポートを公開してほしい。あなたの

報告が不幸な人を減らすかもしれない。
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画面1 USBView
（http://www.kroah.com/lin
ux-usb/）
適切なドライバが組み込まれて
いないデバイスは赤い文字で表
示される。Manu f a c t u r e r、
Vendor Idでメーカー名を、
Product Idで機器の種類を調べ
ることになる。

番外編：Linuxで動かせなかったUSBデバイス
ナニも考えず、場当たり的に機器調達をしたのが裏目に出て、動かないモノも
あった。のりぞうが敗れ去るまでのドキュメントをお伝えする。

USBデバイスとの戦い方

文：のりぞう
Text : norizoh@nought.rim.or.jp

情報収集が肝要

接続された
デバイスを調べる
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写真1 プラネックスコミュニ
ケーションズ RX-35U
USB接続の外付けハードディ
スクは、ノートパソコンでは特
に重宝するのだが……無念。

画面2 USBViewでデ
バイス情報をみる

プラネックスコミュニケーションズ

のRX-35Uは、USB接続用のハードデ

ィスクケースだ。パッケージにはACア

ダプタ、USBケーブルが含まれており、

2 . 5インチ、あるいは3 . 5インチの

ATAPI（IDE）接続ハードディスクの

ベアドライブを別途用意すれば、USB

接続の外付けハードディスクが完成す

る。 対 応 OSは、 Windows 98／ 98

Second Edition／2000となっており、

Linuxへの対応については何も書かれ

ていない（あたりまえ？）。従って、

Linuxでの動作については、メーカー

への質問はしないようお願いしたい。

LinuxでUSB接続のハードディスク

を使う場合、 カーネルが“ CON

FIG_USB_STORAGE=m”あるいは

“CONFIG_USB_STORAGE=y”で作

られている必要がある。make xconfig

では、 USB support” メニューで

“USB Mass Storage support”の項

目を“m”または“y”にする。

今回は、モジュールとして構築した

ので、ドライブを接続してから次のよ

うにしてドライバを組み込んだ。

# modprobe usb-storage

lsmodコマンドでモジュールが組み

込まれていることも確認できた。とこ

ろが、USBViewではデバイス名が赤文

字で表示されている。これは、適切な

ドライバがないことを示している。す

なわち、usb-storageドライバではRX-

35Uを使うことができないのだ。

USBViewでデバイス情報を調べる

と、ATAPI-4 Bridge Controllerとし

て表示される。Manufacturerは、

Prolific Technology, Inc.だ。Vendor

Idは067b、Product Idは2307と表示

されている（画面2）。

Linux USB ProjectのWebページに

ある、“ USB Vendor／ Device IDs

l i s t”で検索したところ、これは、

Prolific Technology, Inc.の USB-

ATAPI4 Bridge PL-2307となってい

た。ケースを開けると、基板にはPL-

2307Bと書かれたチップが載っている。

なるほど、これか。

Prolific Technology, Inc.のWebペ

ージ（http://www.prolific.com.tw/）

を見ると、PL-2307はUSBとATAPIの

相互変換機能を持ったチップで、

ATAPI-4で定義されたコマンドのほと

んどをサポートするという。

DMAやUltraDMAモードはサポー

トしておらず、PIOモードのみに対応

するが、USBの転送速度がボトルネッ

クになるから問題はないそうだ。しか

し、動かないことにはどうしようもな

い。念のため、/p r o c / b u s / u s b

/devicesをのぞいても“Driver＝

（none）”となっており、デバイスに対

応するドライバがないことがわかる。

このコントローラチップはLinuxで

サポートされていないというのが現状

だ。のりぞうにはデバイスドライバを

書くスキルもないので、残念だがあき

らめるしかない。

USB接続の周辺機器に関しては、メ

ーカーがLinuxでの動作を保証してい

るものはまずないだろう。また、コン

トローラチップに何を使っているのか

はつないでみるまでわからないのがふ

つうだ（店頭で中を開け、チップを拝

むなんてできっこない）。運のいい人な

ら、Linuxで動作するUSB接続ハード

ディスクを選ぶことができるのかもし

れない。

なお、試したケースはドライバの作

成に挑戦してくださる方にプレゼント

する。お申し込みはのりぞうまで。

USB接続　3.5／2.5 インチハードディスクケース

デバイス情報を見る

のりぞうは
引きが弱い？
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次なるデバイスは、サン電子のUSB

対 応 I S D N タ ー ミ ナ ル ア ダ プ タ

SUNTAC TS128NSだ（写真2）。購

入価格1万3980円という低価格ながら

も、USB接続、シリアル接続の両方に

対応する。DSUを内蔵し、アナログポ

ートを2つ備えるなど基本スペックは十

分だ。

対 応 OSは Windows 95／ 98／ 98

Second Edition／NT 4.0／2000、Mac

OSとなっている。Linuxでの動作保証

はない。

LinuxのUSBサポートには、the

Universal Serial Bus Communication

Device Class Abstract Control Model

（USB CDC ACM）規格に対応するド

ライバが含まれている。

この規格に合ったモデムやTA（タ

ーミナルアダプタ）を利用するために

は、カーネル構築時に“CONFIG_

USB_ACM=m”または“CONFIG_

U S B _ACM=y”とする。ma k e

xconfigなら、“USB Modem（CDC

ACM）support”で“m”または“y”

を選ぶ。

TS128NSをUSB接続し、モジュール

を組み込んでみた。

# modprobe acm

lsmodで確認だ。

# lsmod

Module        Size  Used by

acm           6704   0  (unused)

よし、正常に組み込まれた。ところ

が、USBViewではまたも赤文字だ。

さっそくUSBViewで詳細を確認す

る（画面3）。Manufacturerはサン電

子SCC事業部を示している。前述の

“USB Vendor／Device IDs list”に

はこのVendor IdとProduct Idは載っ

ていない。おそらくサン電子のものな

のだろう。

ここで注目したいのが、Device

Classの項目だ。ここが“00（>ifc）”

になっている。CDC ACM規格に沿う

デバイスでは、“02（comm.）”になる

はずなのだ。

今度はUSB―シリアル変換ドライバ

で試してみよう。このドライバを使う

には、カーネル構築時に、“CONFIG_

USB_SERIAL=m”、“CONFIG_

USB_SERIAL_GENERIC=y”を指定

す る （ make xconfigで は 、“ USB

Serial Converter support”と“USB

Generic Serial Driver”）。 Vendor

Id、Product Idを指定し、USB―シリ

アル変換ドライバに認識させることで

利用可能になるモデムやTAもあるら

しい。さっそくやってみよう。

# modprobe usbserial vendor=0x05db

product=0x0004

次にデバイスノードを作成する。

# mknod /dev/ttyUSB0 c 188 0

正しく動作する場合は、/dev/tty

USB0にTAが見えるようになるので、

/dev/modemなどへシンボリックリン

クを張ればシリアル接続のTAと同様

に使えるようになる。……のだが残念

ながらUSB接続をしたTS128NSはこの

ドライバでも利用できなかった。USB

パラダイスへの道は険しいのう。無念

じゃ。

写真2
サン電子　SUNTAC TS128NS
BookletTA（ブックレッタ）という愛称を
もつ低価格TA。USBだけでなく、シリア
ル接続で使うことも可能なので、Linuxで
も実用上困ることはない。

画面3 サン電子独自開発のようだ

USB接続ISDNターミナルアダプタ

USBモデム／TA
サポートCDC ACM

デバイス情報を確認

USB―シリアル変換？



動く？　動かない？

周辺機器バトルロイヤル

トライコーポレーションのJusty

UTU-02は、USBによるネットワーク

を構築できるケーブルだ（写真3）。

USBハブを使えば最大17台までのネッ

トワークを構築できるという。 対応

OSはWindows 98／98 Second Edition

だ。Linuxでの動作保証がないのは承

知のうえで挑戦してみた。

今回はイキナリ接続してデバイス情

報を調べる（画面4）。うげ、“Unknown

Device”だと！　Manufacturerは

Prolific Technology, Inc.？　USB接

続ハードディスクケースで使われてい

たチップのメーカーだ。Vendor Idの

067b、Product Idの0001という情報

をもとに“USB Vendor／Device IDs

list”で調べるとPL-2302 USB-USB

Bridgeだとわかった。ケーブル中間部

にPL-2302が内蔵されているようだ

（一体成形されており、かち割らないと

中を見られない）。

なんと！　このコントローラーチッ

プはサポートされているではないか。

よしよし。カーネルのコンフィグレー

ションで“CONFIG_USB_PLUSB=m”

を 指 定 す る 。 make xconfigな ら

“ PLUSB Prolific USB-Network

driver（EXPERIMENTAL）”で設定

する。EXPERIMENTALというのが

気になるところだが……。

さて、ワクワクしながらモジュール

を組み込んでみよう。

# modprobe plusb

lsmodで確認すると正しく認識して

いる（当然！）。

# lsmod

Module         Size  Used by

plusb          6048   1

よし、2台のマシンをUTU-02で結び、

双方でモジュールを組み込む。次はネ

ットワークの設定だ。2台のマシンのIP

アドレスをそれぞれ192 . 168 . 1 . 1と

192.168.1.2とする場合、一方のマシン

で次のように設定する。

# ifconfig plusb0 192.168.1.1

pointopoint 192.168.1.2

もう1台のマシンでは192.168.1 .1を

192.168.1.2に、192.168.1.2を192.168.1.1

にそれぞれ変更して設定すればよい。

ifconfigコマンドを引数なしで実行し、

ネットワークデバイスplusb0が作られ

ていることを確認しよう。

にんまりしながら、pingしてみると

数パケットは返事があるものの、カー

ネルパニックでLinuxがダウンしてし

まった。なぜだっ！　FTPでは即座に

ダウンする。不可解なことに、ダウン

するマシンは決まっている。そこで、

別のマシンに変えてみたが、これまた

ダウン。落ちないほうのマシンはSMP

構成なのだが、それが関係しているの

だろうか？　相関関係は謎のままだ。

やっと動かせるデバイスに巡り会っ

たと思ったのに。もしかすると、のり

ぞうは呪われているのかもしれない

（編集部注：日ごろの行いが悪いから

ですよ）。本来なら転送速度も計測し、

その結果をお伝えしなければならなか

ったのだが、3連敗でのりぞうはすでに

満身創痍だ。バトルロイヤルなんて大

っキライだ！。

さて、このケーブルを1名の読者様

にプレゼントする（いいよね？＞編集

部I氏）。欲しい方は、のりぞうにメー

ルをお送りいただきたい。できるだけ、

Linuxで使ってね。
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写真3
トライコーポレーション Justy UTU-02
PC同士のUSB端子をこのケーブルでつ
ないでお手軽ネットワークを構築できる
……はずだったのだが。

画面4 またまたProlific
Technologyだ

USB接続ネットワークケーブル

ドライバによって
認識された！

世の中そんなに
甘くない
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新しいOSを使ってみたいけど、マシンは1台しかないしな……。
他のディストリビューションを使ってみたいけど、今の環境は壊
したくないしな……などなど、OSをインストールするのは悩み
のタネだ。せっかくハードディスクが大容量化しているのだから、
OSの数も大容量化（？）、マルチブートしない手はないだろう。
メーカー製のWindowsバンドルPCを購入して、Linuxがイン
ストールできないとお嘆きのアナタも、ちゃんとインストールで
きるので大丈夫。フリーソフトを使って、お金をかけずにマルチ
ブート。ここまでできるんです！



マルチブートを実現する前に、まず

ハードディスクの構造を理解しておか

なければならない。構造といっても、

ハードディスクそのものの仕組みでは

なく、論理的な部分、つまりソフト的

な部分だ。マルチブートを実現するう

えで、論理的な構造は必須となるので

じっくり読んでほしい。

■

■　OSが起動する仕組み

■

まず、どのようにハードディスクのOS

が起動するのかを簡単に説明しよう。

PCが起動してハードディスクのOS

を起動する場合、まずBIOSがハードデ

ィスクの最初にあるMBR（Master

Boot Record）という領域からIPL

（Initial Program Loader）というプロ

グラムを読み出して実行する。IPLは

インストールしてあるOSによって書き

込まれたもので、このIPLがOSそのも

のを呼び出すのだ（図1）。

■

■　パーティション

■

ハードディスクが1台しかなければ、

そこに2つのOSをインストールしなけれ

ばならない。そこで必要になるのがハ

ードディスクのパーティション分割だ。

ハードディスクは、2つ以上の区画

に分割することができる。パーティシ

ョンに区切られたそれぞれの領域は、

あたかも複数のドライブがあるかのよ

うに振る舞う。

複数のドライブがあればOSが複数イ

ンストールできそうな気がするだろう。

その通り、マルチブートの基本はパー

ティションを分割して複数のOSをイン

ストールするところから始まるのだ。

パーティションには基本パーティシ

ョン（プライマリパーティション）と、

拡張パーティションの2種類がある。

基本パーティションは最も標準的な

もので、1つのハードディスクに最大4

つまで作成することができる。

一方、拡張パーティションは基本パ

ーティションを拡張し、さらに内部に

いくつものパーティションを持つこと

ができるものだ。このため、拡張パー

ティションを作成する場合は、基本パ

ーティションは最大3つまでしか作成で

きない（図2）。しかし、内部にいくつ

ものパーティションを作成できるメリ

ットがある。

■

■　MBR

■

OSが起動するにはMBRに格納され

ているIPLが必要だ。このIPLはインス

トールしたOSによって書き込まれた唯

一のものである。ということは、複数

のOSをインストールした場合は、当然

のように後からインストールされたOS

によって書き換えられてしまうのだ。

このため、前にインストールしたOSは

起動できなくなってしまう。

これではマルチブートが実現できな

い。しかし、逆に考えてみると、それ

ぞれのOSさえ読み込めれば問題ないわ

けだ。ということは、IPLが両方のOS

を読み込めるようになっていればいいこ

とになる。これがブートマネージャ（ブ

ートセレクタ）と呼ばれるツール類だ。

Linuxの LILOや Windows 2000の

IPLには標準でこれらの機能が組み込ま

れており、複数のOSが読み込めるよう

になっている。ただし、機能はそんな

に高くないので、後述する専用のブー

トマネージャを使用するといいだろう。

■

■　OSの特性

■

さて、いよいよマルチブートといき

たいところだが、さらなる問題がある。

それはOSそれぞれの仕様である。OSに

よってはインストールするパーティショ

ンが限定されているなど、各OSによっ

て制約があるのだ。そこで、それぞれ

のOSの注意事項を説明しよう。
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マルチブートのための基礎知識

OSが起動する仕組み

パーティション

MBR

OSの特性

MBR

OS

IPL

BIOS

図1 ハードディスクからOSが読み込まれる仕組み

基本パーティション2

基本パーティション3

拡張 
パーティション 

基本パーティション1

図2 拡張パーティション



■Windows 95/98/Me

Windows 95/98/Meは良くも悪く

もDOSからの制約を引き継いでいる。

あくまでもDOSの拡張版なのである。

このため、ここで紹介するOSの中で最

も制約が多い。

どのドライブにインストールする場

合でも、1台目のハードディスクの基本

パーティションでかつ、最初のFATま

たはFAT32形式のファイルシステムが

必要になる。残念ながら拡張パーティ

ションにはインストールできない。

また、Windows 95 OSR2より前のバ

ージョンでは、2Gバイトを超えるパー

ティションは認識することができない。

■Windows NT/2000

Windows NT/2000はWindows 95/

98/Meとは異なり、新たに設計された

OSであり制約は少ない。しかし、いく

つ か の 制 約 は あ る 。 W i n d o w s

95/98/Meと同様、1台目のハードディ

スクでかつ、Windows NT/2000で認

識できるFAT／FAT32やNTFS形式

のファイルシステムが必要になる。拡

張パーティションにインストールする

ことも可能だ。

■ Linux

Linuxはインストールするパーティ

ションを最も選ばないOSである。2台

目以降のハードディスクにインストー

ルすることもできるし、基本パーティ

ション、拡張パーティションを選ばず

インストールできる。ただし、多くの

ディストリビューションに収録されて

いるLILOの仕様上、ハードディスクの

先頭から1024シリンダ（LBAアクセス

の場合で約8Gバイト）以降にインスト

ールすることができない（LBAアクセ

スについては215ページ『Try&Try』

を参照）。ただし、TurboLinuxに収録

されているLILOは拡張されており、

1024シリンダ以降にインストールする

ことができる。

■

■　パーティションを分割する

■

ハードディスクに初めてOSをインス

トールするのであれば、インストール

するOSに合わせてパーティションを分

割することができるが、すでにOSがイ

ンストールされている場合はどうすれ

ばいいだろうか。特にメーカー製

WindowsバンドルPCなどの場合は、

パーティションが分割されておらず、

すべての領域をWindowsが占めている

こともある。このような場合はなんと

かしてOSをインストールする領域を確

保しなければならない。

インストールされているOSがWindows

95/98/Meの場合は、フリーソフトの

FIPSというツールを使ってパーティシ

ョン領域を縮小することができる。こ

うしてできた空いた部分に新しいパー

ティションを割り当て、Linuxをイン

ストールすることができるようになる。

残念ながらFIPSはWindowsの

FAT／FAT32以外のファイルシステ

ムでは利用できない。NTFSなどのフ

ァイルシステムを使用している場合は、

再度インストールしなおすか、市販の

パーティション操作ツールを使用する。

■FIPSを使う

FIPSはハードディスクのうしろのほ

うの、ファイルが使っていない領域を

新たなパーティションとして分割する

ことができるツールだ。このため、ハ

ードディスクのうしろにファイルが使

っていない領域が必要になる。ハード

ディスクにパーティションを分割する

だけの十分な領域があったとしても、

ハードディスクのうしろの部分をファ

イルが使用していた場合は分割できな

いので、あらかじめファイルをハード

ディスクの前のほうに集めておく必要

があるのだ。

なお、FIPSは重要なパーティション

情報を書き換えるソフトであるため、

念のためハードディスクのバックアッ

プを取ってから作業すること。作業す

る前にFIPSに付属しているドキュメン

トに一通り目を通しておくほうがいい

だろう。以下のWebサイトでもFIPS

に関するドキュメントを参照すること

ができる。

http://www.igd.fhg.de/~aschaefe/

fips/（英語）

http://members.nbci.com/transl8r/FI

PS20J/fips20J.html（日本語）

それでは、どのようにしたら新たな

パーティションが作成できるかを、順

を追って説明していこう。

FIPSはWindows上で使用してはな

らない。必ずDOSモードで使用するよ

うにしなければならない。そこで、起

動ディスクの作成から行う。

起動ディスクを作成するには、コン

トロールパネルの[アプリケーションの

追加と削除]を実行し、[起動ディスク]

タブにある[ディスクの作成]ボタンをク
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画面1 起動ディスクを作成して作業する

パーティションを
分割する



リックする。なお、起動ディスクはほ

とんど空き容量がないので、もう1枚フ

ロッピーディスクを用意し、FIPSをコ

ピーする。

FIPSは多くのディストリビューショ

ンの/dosutils/fips20に収録されている

が、今月号の付録CD-ROMのDISC 1

の/Linuxmag/MultiBoot/fips20.zipに

も収録してある。このアーカイブの内

容を展開してフロッピーディスクにす

べてコピーすればよい。

ここまで準備できたら、ハードディ

スクのファイルを前のほうに集める。

まず、Windowsのスキャンディスク

を使って、ハードディスクに不良がな

いかをチェックする。もし、エラーが

あれば修正しておく。

次に、Windowsのデフラグを使って、

ファイルをハードディスクの前のほう

に集める。ただし、デフラグではシス

テムファイルやリードオンリー属性の

ファイルの配置を変更することはでき

ない。もし、ハードディスクのうしろ

のほうにこれらのファイルがあった場

合は、十分な領域が確保できない可能

性がある。このような場合は、これら

のファイルを使用しているソフトをい

ったんアンインストールする必要があ

る。また、Windowsのスワップファイ

ルがハードディスクのうしろのほうに

ある場合も同様で、この場合は、

Windowsのシステムのプロパティで、

仮想メモリを使わない設定にしておく。

デフラグによってハードディスクの

うしろのほうに空き領域ができたらい

よいよFIPSを使用する。

FIPSでは多くのメッセージが表示さ

れ対話式に作業を行うが、誌面の都合

上、すべてを掲載することはできない。

そこで、大まかな流れと操作方法を説

明する。

Windowsを終了して先ほど作成した

フロッピーディスクで起動し、FIPSを

実行する。

A:>¥fips

FIPSが起動したら、以下の手順で操

作する。

①最初に実行したOSが検知され、

「Press any Key」と表示される

（→任意のキー）

②現在のパーティションテーブルが表

示され、「Press any Key」と表示

される（→任意のキー）

③ブートセクタ（MBR）の情報が表示

されるので、現在のブートセクタの

バックアップを保存する（→Yキー

を2回）

④カーソルキーを使って、パーティシ

ョンのサイズを設定する

⑤新しいパーティションテーブルが表

示される（→Cキー）

⑥新しいブートセクタの情報が表示さ

れる（→Yキー）

以上でパーティションの分割は終了

だ。あとは、システムを再起動して新

しく作成した領域をインストールする

OSでフォーマットするだけだ。もし、

TurboLinux以外のディストリビュー

ションをインストールするのであれば、

④の作業のときに、新しいパーティシ

ョンが先頭から8Gバイト以降にならな

いように注意しよう。

なお、パーティションを元に戻す場

合は、③でバックアップしたパーティ

ション情報を元にFIPSのツールである

RESTORRB.EXEを使う。

■

■　Linuxのインストール

■

パーティションが分割できたら、い

よいよもう1つのOSのインストールだ。

マルチブートであっても、Linuxで

あれば普通にインストールすることが

できる。Linuxのインストーラが自動

的にLILOを設定し、「LILO」のプロ

ンプトが表示されているときに「DOS」

と入力すればWindowsが起動できる。

しかし、この方法では2つのOSしかブ

ートできない。そこで、ブートマネー

ジャを使用しよう。

ブートマネージャを使用するために

は、LILOのインストール先について考

慮する必要がある。

LILOは単なるIPLではないので、そ

のまま他のブートマネージャに置き換

えることはできない。LILOがないと、

カーネルイメージを見つけることがで

きなくなるのだ。しかし、LILOを

MBRに書いてしまうとブートマネージ

ャを書き込む場所がなくなってしまう。

そこで、Linuxをインストールする際

に、LILOをLinuxをインストールする

パーティションの先頭のセクタに書き込

むようにする。これは、Linuxのインス

トーラでカスタムセットアップを選択す

ることで指定できる（画面2）。これに

より、ブートマネージャがLILOを読み

込み、無事Linuxが起動できるのだ。ま

た、必ず起動ディスクを作成しておく

こと。起動ディスクがないと、次で紹

介するブートマネージャをインストール

するまでLinuxが起動できないからだ。
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画面2 LILOをパーティションの先頭セクタに書き込む
ように指定

LILOをインストール
する先を指定する

Linuxのインストール



GAGはコマンドラインからの操作が

不要で簡単にセットアップできるブー

トセレクタだ。GAGを設定する前に、

まず空のフロッピーディスクと本誌付

属CD-ROMに収録したGAGのアーカイ

ブファイル（ファイル名gageng31.zip）

を用意しよう。gag e ng 3 1 . z i pを

Windows上の適当なディレクトリにコ

ピーして展開すると、gageng31という

ディレクトリが生成される。

次にDOS窓を立ち上げてgageng31

ディレクトリに移動する。

rawrite2 -f gag.ima -d a:

として再度Enterキーを押すと、GAG

のフロッピーディスクが作成される。

;

;GAGからWindowsを起動してみよう

;

作成したフロッピーディスクをセッ

トしてマシンを再起動するとGAGのメ

インメニューが立ち上がる（画面3）。

ここで「S」をタイプして設定画面

に進み（画面4）、「A」をタイプして

GAGから起動するOSを追加しよう。

ハードディスクのパーティション情報

が表示されたら（画面5）、「B」をタイ

プして「MS-Windows FAT32」を選択

する。するとメインメニューに表示する

OS名と、設定ユーザーを制限するための

パスワードを質問されるので、OS名を

「Windows 98」などとし、パスワードを

入力しないでEnterキーを押す。

最後に「C」をタイプして、Windows

98に割り当てるアイコンを選択し（画面

6）、「F」をタイプして設定内容をフロ

ッピーに保存しよう。「R」をタイプす

るとWindows 98のメニューが表示され

るので、「2」をタイプしてWindowsが

起動すれば、GAGの設定は成功である。

;

;今度はLinuxを追加しよう

;

今度はGAGにLinuxを追加しよう。

WindowsをGAGに登録したときと同様

に、GAGのフロッピーディスクをセッ

トした状態でマシンを再起動する。メ

インメニュー（画面3）から「S」→

「A」とタイプしてパーティション情報

の画面まで進む。すると「83h Linux

EXT2」が表示されるので、「C」をタ

イプしてこれを選択する。最後にOS名

を「Linux」にして、アイコンにペン

ギンでも割り当てる。「F」で設定内容

をフロッピーへ保存して、「R」でメイ

ンメニューに戻り、「3」をタイプすれ

ばLinuxが起動するはずだ。

毎回フロッピーディスクからOSを起

動するのがわずらわしいというユーザー

は、メインニューで「H」をタイプして

GAGをMBRにインストールしよう。

GAGはフロッピーディスクでも運用でき

る手軽さと、グラフィカルな画面が魅力の

ブートマネージャだ。MBRを間違えて書

き換えてしまったときなどにも役立つの

で、フロッピーディスクに用意しておこう。
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難しいのはイヤ。誰でも簡単マルチブート

GAG
http://raster.cibermillennium.com/gageng.htm

画面5 ハードディスクのパーティション情報
GAGに起動するOSを追加したり削除するときに表示さ
れる画面。Windowsパーティションは「MS-Windows
FAT32」、Linuxパーティションは「83h Linux EXT2」
と表示される。

画面6 OSに割り当てるアイコン
ここで選択したアイコンが、メインメニュー（画面1）
に登録される。Linuxへは「D」を、Windowsへは「C」
を割り当てるのが自然だが、Linuxに「F」を割り当て
るのもアリだ。

画面4 設定メニュー
この画面でGAGから起動するOSを追加したり、設定内
容を保存したりする。OSを追加する場合は「Add a
new Operating System」で赤くなっている文字「A」
をタイプする。

GAGからWindowsを
起動してみよう

今度はLinuxを
追加しよう

画面3 メインメニュー
GAGをインストールした直後はこの画面に「Boot from
disk Key 1」と「Setup GAG Key S」の2つのメニュー
がある。GAGから起動するOSを追加すると、この画面
にメニューが追加される。



Smart Boot Manager（ 以 下 、

SBM）は、フリーでありながらインス

トール済みOSを自動認識してメニュー

に表示する優れたブートマネージャだ。

また、テーマファイルを変更すること

で、キーバインドなどを自由に設定で

きる自由度の高さも魅力だ。

■

■　インストール

■

SBMはソースで提供されているた

め、インストールする前にコンパイル

する必要がある。コンパイルには、

gccとアセンブラNASMが必要になる。

NASMは以下のサイトからダウンロー

ドすることができる。RPM形式で提供

されているのでインストールは簡単だ。

http://www.web-sites.co.uk/

nasm/what.html

SBMのソースファイルは今月号の

CD-ROMに収録されているので、これ

を展開してコンパイルする。コンパイ

ルは、単にmakeするだけだ。

$ su -

# tar zxvf /mnt/cdrom/Linuxmag/

MultiBoot/btmgr-3.6-2.tar.gz -C /tmp

# cd /tmp/btmgr-3.6-2

# make

makeが終了したら、releaseという

ディレクトリに必要なファイル一式が

作成されるので、以下の手順でSBMを

MBRに書き込む。なお、make install

とすることもできるが、これは必要な

い（make installしてもSBMがMBR

に書き込まれるわけではない）。

# cd btmgr-3.6-2/release

# ./sbminst -t theme-us -d /dev/hda

ここで指定している「theme-us」と

いうファイルはキーバインドなどが定

義されたテーマファイルだ。テーマフ

ァイルはあらかじめいくつか用意され

ている。また、自分で変更することも

できるが、アセンブラソースを変更す

る必要がある（manager/themes/

＊.asm）。

sbminstを実行すると、本当に書き込

んでよいかどうかの確認を求められる

ので、Yキーを押してSBMをMBRに

書き込む。インストール作業は以上だ。

■

■　使い方

■

システムを再起動すると、SBMの

OS選択メニューが表示されるようにな

る。メニューを選択してEnterキーを

押すと、そのOSが起動する（画面7）。

残念ながら、OSの名前までは自動認

識できないので、わかりやすい名前に

変更するといいだろう。

カーソルキーでパーティションを選

択し、F3キーを押すと名前が変更でき

る。変更後、F2キーを押して変更を保

存する。

メニューの表示順はCtrl＋Uキーで

変更することができ、Ctrl＋Dキーで

削除できる。

SBMの独自のおもしろい機能にキース

トロークがある。キーストロークは、OS

が起動する際に自動的に文字が入力され

る機能で、最大13文字まで入力できる。

たとえば、同じパーティションの

Linuxに起動メニューを2つ作成し、そ

れぞれ「linux 3」「linux 5」とキース

トロークを設定しておけば、コンソー

ルとX Window Systemがメニューか

ら選択できるようになる。キーストロ

ークを設定するには、OSを選択し、

Ctrl＋Kキーを押し、入力するキーを

タイプしたあと、Scroll Lockキーを押

す。これで、そのOSが起動したときに

タイプした文字が自動的に入力される。

ただし、標準のLILOでは起動時にキ

ーがクリアされてしまうのでこの機能

は使えない。LILOを「-DNODRAIN」

オプションを付けてリコンパイルする

必要がある。リコンパイルの設定の仕

方はSBM付属のドキュメントに詳細が

あるので参照してほしい。

SBMは非常に高機能で、一定時間経

過すると自動的にOSが起動するように

設定したり、パスワードを設定したりで

きる基本的な機能から、他のOSからパ

ーティションを隠す機能も持っている。

これらの機能はTABキーを押すことで

表示されるメニューから設定することが

できる。なお、F1キーを押すとヘルプ

が表示されるので参照してほしい。
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OSを自動認識するブートマネージャ

Smart Boot Manager
http://btmgr.sourceforge.net/

画面7 SBMのOS選択メニュー。カーソルキーで選択
し、Enterキーで起動する

インストール

使い方
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Extended-IPL（以下、EXT-IPL）

は、日本で生まれたブートマネージャ

で、長い歴史がある。元々はMINIX用

に作られたものだが、その後、改良が

加えられ現在の形になった。

■

■　インストール

■

EXT-IPLもソースで公開されている

ため、インストールする前にコンパイ

ルが必要だ。コンパイルには、NASM

が必要になる。

EXT-IPLのソースファイルは今月号

のCD-ROMに3種類のアーカイブ形式

で収録（内容は同じ）されているので、

これを展開してコンパイルする。なお、

展開先のdocフォルダに日本語の詳し

いドキュメントが収録されているので

参照してほしい。

$ su -

# tar zxvf /mnt/cdrom/Linuxmag/

MultiBoot/extipl422.tar.gz -C /tmp

# cd /tmp/extipl/src

# make

makeが終了したら、srcディレクト

リにextiplというバイナリが作成され

る。あとは、このプログラムを使って

MBRを操作する。

MBRを書き換える手順だが、EXT-

IPLではフロッピーディスクでのテスト

のあと、MBRを書き換えるように推奨

している。

フロッピーディスクでのテストは、

フォーマット済みのフロッピーディス

クをドライブにセットし、

# ./extipl fdtest /dev/fd0

とする。これでフロッピーディスクを

使ってマルチブートが可能になる。

ここで、フロッピーディスクをセッ

トしたまま、システムを再起動する。

このとき、Shiftキーを押したまま起動

するようにする。Shiftキーを押すこと

によって、EXT-IPLが有効になるのだ

（画面8）。Shiftキーを押さなかった場

合は、アクティブパーティションのOS

が起動する。

ここで、パーティション番号を数字

で入力し、Enterキーを押すことでそ

のパーティションのOSが起動する。

フロッピーディスクで問題がなけれ

ば、MBRの書き換えを行う。以下のよ

うにしてMBRにEXT-IPLを書き込む。

# ./extipl install /dev/hda

Enter file name to save:

ここでは、現在のMBRのバックアッ

プを保存するファイル名を入力する。

あとは、ハードディスクから起動す

る際にShiftキーを押すようにすれば、

先ほどのメニューが出るようになる。

■

■　使い方

■

拡張パーティションにインストール

されたOSを起動する場合は、拡張パー

ティションの番号を入力する。これに

よって拡張パーティションの内容が表

示されるようになる。2台目のハードデ

ィスクから起動するには0を入力する。

ここまで読むと「使いにくいのでは

ないか」と思われるかもしれない。実

は、EXT-IPLは他のブートマネージャ

とは指向が違うのである。

EXT-IPLでは、起動するOSを固定

することができる。つまり、いつもは

L i n u x を使 っているが、 たまに

Windowsを使うというような場合に便

利なのだ。Shiftキーを押して毎回OS

を選択するのは本来の使い方ではない。

EXT-IPLのパーティション一覧が表

示されているとき、いつも使うOSの番

号を入れ、Endキーを押す。これによ

り、通常起動するOSが固定される。次

回からはそのOSがパーティションの選

択なしで起動することになる。

別のOSを起動したいときは、Shift

キーを押しながら起動すればいい。

日本製のコンパクトなIBM-IPL完全上位互換IPL

Extended-IPL
http://www.tsden.org/takamiti/extipl/

パーティションの形式 
S0B FAT32 
S05 拡張領域 
S07 HPFS／NTFS 
S82 Linux SWAP 
S83 ext2 
S86 NTFSボリューム 
S87 NTFSボリューム 

Part   Sys
 1     S0B
 2     S83
 3     S05
 4
Boot#0:0:1

パーティションの番号と 
パーティションの形式 
 

ブートするパーティション番号 
 対象パーティションテーブル番号 
 ハードディスクユニット番号 

パーティションの番号と 
パーティションの形式 
 

ブートするパーティション番号 
 対象パーティションテーブル番号 
 ハードディスクユニット番号 

画面8 EXT-IPLのOS選択メニュー

インストール

使い方
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ここまで紹介した3種類のツールが

OSごとのブートローダを呼び出すブー

トマネージャであるのに対し、この

GRUBはOSのカーネルを直接読み込む

OSブートローダである。

ブートローダにLILOを使う場合、

Linuxカーネルを再構築する際にLILO

の再インストールが必要だが、GRUB

を使う場合はこれが不要で、8Gバイト

を超えたパーティションにあるOSも起

動可能だ。

さらにGRUBのフロッピーディスク

を作成しておけば、起動しなくなった

Linuxマシンの復旧にも使えるなど、

ほかのマルチブートマネージャにない

柔軟性を備えている。

現時点ではLinux Mandrake 7.1と

Caldera Linux Technology Preview

の標準ブートローダとして採用されて

おり、今後多くのディストリビューシ

ョンでGRUBの採用が予想される。

;

;GRUBのインストール

;

まずLinuxを起動して付録CD-ROM

に収録したGRUBのアーカイブファイ

ルをコピーする。

$ su -

# mount /mnt/cdrom

# cd /tmp

# cp /mnt/cdrom/Linuxmag/MultiBoot/

grub-0.5.95.tar.gz .

次にコピーしたファイルを展開して

コンパイルしMBRにインストールする。

# tar zxvf grub-0.5.95.tar.gz

# cd grub-0.5.95

# ./configure && make

# make install

# grub-install /dev/hda

;

;GRUBの設定

;

設定ファイルのサンプルがGRUBのア

ーカイブファイルに含まれているので、

/boot/grubにコピーして編集しよう。

# cd /boot/grub/

# cp /tmp/grub-0.5.95/docs/menu.lst .

設定ファイル（リスト1）では「#

For booting Linux」以下がLinuxに

関する設定箇所だ。「title」にはGRUB

のメニュー（画面9）に表示するOS名

を記述する。ここではテスト環境に合

わせ「Red Hat Linux 6.2」とした。

次に「ro o t」の欄を設定する。

GRUBではプライマリマスタディスク

に0を、プライマリスレーブディスクに

1を割り当てる。またパーティションを

0から数え始めるので、/dev/hda2の

Linuxパーティションは(hd0,1)となる。

さ ら に 「 k e r n e l 」 の 欄 を

「/boot/vmlinuz root=/dev/hda2」と

記述する。Windowsに関する設定はデ

フォルトのままでよいだろう。

最後に「# For booting the GNU

Hurd」や「# For booting FreeBSD」

などで始まるLinuxとWindows以外の

OSの設定項目を削除するか、行の先頭

に「#」を入れて無効にする。

GRUBのセットアップはこれで終わ

りだ。システムを再起動すれば、

GRUBのメニュー（画面9）が表示さ

れるので矢印キーでOSを選択して

Enterキーで起動しよう。

設定が難しいといわれているGRUB

だが、思いのほか簡単にインストール

することができるので、8Gバイトの壁

で困っている人にお勧めだ。

カーネルのブート、一手に引き受けさせてもらいます

GRUB
http://www.gnu.org/software/grub/

GRUBの設定

▼リスト1 /boot/grub/menu.lstの設定例

# For booting Linux
title  Red Hat Linux 6.2
root (hd0,1)
kernel /boot/vmlinuz root=/dev/hda2

# For booting Windows NT or Windows95
#title Windows NT / Windows 95 boot menu
title Windows 98
rootnoverify (hd0,0)
makeactive
chainloader  +1

画面9 GRUBの起動画面
OS名を「↑」キーと「↓」キーを使って選択しEnterキーでOSを起動する。

GRUBのインストール
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Vine Linux 2.0
for PowerMac

Vine Linuxの Macintosh対 応 版 「 Vine Linux 2.0 for
PowerMac」が、今年7月にリリースされた。Vine Linux 1.0
の発表当初からMacintosh版開発の計画はあったが、Red Hat
LinuxをベースにしたIntel版Vine Linuxとの高い互換性を持た
せるために時間がかかった。
今月号の付録CD-ROMには、7月のFTP版公開後にアップデー
トされたパッケージを取り込んだ最新版を収録している。インス
トール直後から快適な日本語環境を実現し、多くのユーザーに支
持されているVine Linuxを、Macintoshで体験してみよう。

文：松林弘治
Text : MATSUBAYASHI Kohji

Photo : Shuichi Mito (Dee)

アップデート最新版をCD-ROM収録！
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Vine Linux 2.0
for PowerMac

Vine LinuxのPPC版、Vine Linux

2.0 for PowerMac（ 以 下 Vine 2.0/

PPC）が、2000年7月3日に公開されま

した。Intel版とまったく同様に、各パ

ッケージが隅々まで日本語化／国際化

されており、インストール直後から快

適な環境を楽しめるようにデフォルト

の設定ファイルも整備されています。

つまり、PC/AT互換機ユーザーの

みが享受してきた、使いやすいと評判

のLinuxディストリビューションを、

PowerMac／iMac／PowerBookなど

で利用することができるのです。

■Intel版とは一部異なるパッケージ

先行して4月に公開されたIntel版2.0

より遅れてリリースされたこともあり、

一部のパッケージはIntel版よりも新し

いものが採用されています（表1）。ま

た、PPC版には必要のない一部のパッ

ケージ（I810Gtt、kon2、liloなど）が

外された代わりに、PPC版専用のパッ

ケージが収録されています（表2）。

特にMOL（Mac-On-Linux）が収録

されたことにより、Linux内からMac

OSを起動することができるので、少々

のアプリケーションならば、わざわざ

再起動してMac OSに切り替える必要

がありません（画面1）。

■動作対象機種

Vine/PPCは、CPUにPowerPCを搭

載 し 、 Open Firmwareを 備 え た

Macintoshで動作します。6100、7100、

8100といったNuBus搭載PowerMacで

は（現時点では）カーネルが対応して

いないため、動作させることができま

せん。また5300、1400のPowerBook

も同様の理由で動作しません。

逆に最新機種は、iMac DV、G4

AGP（Sawtooth）、PowerBook 2000

（FireWire、Pismo）などまで動作確

認しています。また、Vine 2.0/PPCリ

リース後に発売されたG4 CubeやG4

MPでも動作したと報告がありますが、

アーキテクチャ Intel（x86） PPC

kernel 2.2.14-1vl6 2.2.14-19vl3

(2.2.14) (2.2.15pre19-pmac)

glibc 2.1.2-17vl2 2.1.3-4vl1

gcc/egcs egcs-1.1.2-24vl1 gcc-2.95.3-0.2vl1

XFree86 3.3.6-13vl3 3.3.6-13vl8

gimp 1.1.17-0vl1 1.1.19-0vl1

Wanderlust 2.2.15-1（Beta版） 1.1.1-0vl2（正式リリース）

PostgreSQL 6.5.1_jp-1 6.5.3_jp-2

表1 Vine 2.0のIntel版（FTP版）よりPPC版のほうが新しい主なパッケージ
リリース時期の違いにより、一部のパッケージはより新しくなっています。
一部はPPC向け修正や、ソースが共通化できないPPC専用パッケージのための違いも含まれ
ます。

パッケージ名 簡単な説明

fbset フレームバッファ設定プログラム

gtk+perl perlからGTK+を使用するライブラリ

（PPC版Xインストーラで使用）

hfsutils HFSパーティションを操作するプログラム集

jfbterm 日本語フレームバッファコンソール

mol Mac-On-Linux

（Linux上でMac OSを動作するネイティブエミュレータ）

netatalk AppleTalkを扱うプログラム

（LinuxをMac OSのファイルサーバにできる）

pdisk Macintosh形式パーティションマップ編集ツール

pmac-utils 画面設定やADBデバイスの設定を行うプログラム集

yaboot NewWorld ROM機用Linuxブートローダ

表2 PPC版のみに含まれる主なパッケージ
ハードウェアやコンソールの違いによるパッケージ。Mac-On-LinuxなどPowerMac専用のパ
ッケージが収録されています。

画面1 Vine 2.0/PPC上で動作するMac-On-Linux
Intel版のVMwareのように、Linux上でMac OSを動作させることが可能なネイテ
ィブエミュレータ。Vine 2.0/PPCにはバージョン0.48を収録しています。フルス
クリーンモードでMac OSを動作させることもできます。

画面2 「ドライブ設定」（Drive Setup）によるパーティション設定
Mac OSに標準付属するディスクフォーマット／パーティショニングツールを使っ
て、Linux用にパーティションを捻出する必要があります。この例では4Gバイト
のハードディスクをMac OS用に1Gバイト、Linux Swap用に128Mバイト、Linux
/（root）用に2.9Gバイト割り当てるように再フォーマット／パーティションしよ
うとしています。

Vine Linux for PowerMacの特徴
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Vine 2.0/PPC付属のカーネルより新し

いカーネルでないと不具合があるかも

しれません。これらの機種でのテスト

は次期リリースまでに行いたいと思い

ます。

いったんインストールしてしまえば

Intel版とほぼ変わりない操作感を味わ

えますが、インストールの仕方はやや

異なります。以下、インストーラを起

動するまでに行う作業を概説します。

■Linux用パーティションを確保する

Intel版ではFIPSというパーティショ

ン分割ツールを使って、既存のFAT／

VFATパーティションの一部をLinux

用に切り出す作業から始まりますが、

Mac OS用には同等のツールは残念な

がら用意されていません（売り物のソ

フトならそのような作業が行えるもの

があるかも知れませんが……）。

そのため、ハードディスクが1台しか

ない場合には、まずハードディスク上

のMac OS用ファイルを全部バックア

ップしたあと、フォーマットしなおす

必要があります。バックアップが済ん

だらMac OSのインストールCD-ROM

から再起動し、ドライブ設定（Drive

Setup）アプリケーションを使ってパ

ーティションを切り直します。Swapに

128Mバイト程度、/（root）に1.5Gバ

イト以上を割り当てるとよいでしょう

（画面2）。

パーティション設定が済んだら、バ

ックアップしておいたMac OS用ファ

イルを、やや小さくなったMac OS用

パーティションに戻します。Macを買

った直後であれば、開封直後にこれら

の作業を行っておき、その後「システ

ムリストアCD」を使ってやや小さくな

ったMac OS用パーティションにMac

OSシステムを入れると簡単です。

もちろん、Linux専用にハードディ

スクを別途用意できる場合は、これら

の作業は必要ありません。なお、

Linux内からMac OS用パーティショ

ンを読み書きすることができますが、

HFS＋（Mac OS拡張）タイプのパー

ティションにはアクセスできません。

そこで、Mac OSとLinuxのファイ

ルやりとり用に、別途小さなHFS

（Mac OS標準）タイプのパーティショ

ンを作っておくとよいでしょう。

LinuxのHFSサポートは完全ではない

ようで、最悪の場合、Linuxから書き

込み／削除を繰り返すとパーティショ

ンが壊れる可能性があることが知られ

ていますから、ふだんMac OSで使う

パーティションとは別に、小さな専用

パーティションを用意しておくほうが

安全です。

■いざインストール開始

ここまでできたら、CD-ROMからイ

ンストーラを起動します。 V i n e

2.0/PPCのCD-ROMをドライブに入れ

ておき、Macを再起動します。この時

［C］キーを押し続けるとCD-ROMから

起動し、直接インストーラに入ります。

インストール作業の詳細については、

別セクションの解説を参照して下さい。

Intel版では、インストーラ内から

LILOのインストールと設定が半自動的

に行われますが、PPC版では、インス

トール終了後にブートローダの設定を

行う必要があります。なお、LILOとは

異なり、読み込むカーネルのサイズに

は制限がありませんので、ほとんどの

PowerMac版のカーネルは、よく使う

モジュールをカーネル組み込みにして

現在、日本向けに公開／販売されている

PPC向けディストリビューションには、

LinuxPPC 2000日本語版（Amulet）、Linux

for PPC Japanese Edition（マインド）、

Linux2000G（ホロン）などがあります。

Amulet版のみが、LinuxPPC英語版に対す

る日本語パッケージ集を別途追加する形態

をとるものの、そのほかは最初から日本語対

応パッケージが組み込まれています。また、

Amulet版はXインストーラ、そのほかはテキ

ストベースインストーラなどの違いがありま

すが、Vine 2.0/PPCを含めてパッケージの細

かい違いを除いては、その成り立ちからいっ

ても大きな差はないと言ってよいと思いま

す。逆に言えば、Intel版譲りの快適な日本語

環境がインストール直後から使用できるのが

Vine/PPCの最大の特徴となります。

Column

他のLinuxPPC
ディストリビューションとの違い

画面3 BootXコントロールパネル
Mac OS起動途中に現れるこのパネルからLinuxを起動
します。

画面4 Vine Linux 2.0 for PowerMacのログイン
画面（wdm）

Intel版とはちょっと違う
インストール方法

ブートローダの設定



おり、そのため比較的大きなサイズ

（3Mバイト程度）になっています。

■BootX（OldWorld Mac向け）

ベージュG3までの古いPowerMacで

は、BootXというコントロールパネル

を使いLinuxを起動します（画面3）。

Linuxの／（root）パーティション名、

カーネルに渡す引数などを指定します。

システムフォルダ内に「L inux

Kernels」フォルダを作り、その中に

カーネルファイルを入れておけば、ポ

ップアップメニューから起動カーネル

を切り替えることができます。

■yaboot（NewWorld Mac向け）

iMac以降の機種では、BootXが必ず

しも動作しなくなりましたので、まっ

たく違う方法で起動します。この

yabootを使うと、Mac OSに一切入る

ことなくLinuxを起動させることがで

きます。設定ファイルyaboot.confの書

式もLILOに似たものとなります（リス

ト1）。

ただし特殊な方法で行わない限り、

現時点ではOpen Firmwareの設定が

必要となります。Open Firmwareに

入るには、Macの再起動直後にキーボ

ードから、Command＋Option＋O＋

Fを押し続けます。あらかじめシステ

ムフォルダ内にyabootとyaboot.confを

入れておいて、

boot hd:,\\yaboot

と入力することによりyabootを起動し

ます。

そのほかにも、起動時にスペースキ

ーを押すとLinuxが、押さないとMac

OSが起動するようにする設定方法や、

Optionキーを押しておいて起動パーテ

ィションを選択する方法（最新機種の

みで有効）について、付録CD-ROMに

収録されたマニュアルに詳しく書かれ

ています。

Vine for PPCが動作するほとんどの

機種では、Xpmacサーバを使うことが

できます（インストール直後に自動的

にXpmacサーバが起動します）。設定

は、/etc/X11/Xpmac.confファイルを

介して行います。

Intel版のXほどではないものの、ま

ずまずの速度で動作しますし、何より

従来の繁雑な設定ファイルから開放さ

れるのが一番のメリットです。そのほ

か、フレームバッファ上で動作する

XF68_FBDevサーバもあります。これ

はIntel版と同様に、Xconfiguratorプ

ログラムを使って設定します。ホイー

ルマウスなどを有効に使いたい場合は、

こちらを選択するとよいでしょう。

ただし、iMac DVだけはXpmacサ

ーバがうまく動作しないため、別のX

サーバがインストールされるようにし

てあります。

■マウスだけは要注意

Macに標準付属のマウスはすべて1

ボタンとなっています。しかし、Xを

Linux magazineNovember 2000 91

Vine Linux 2.0
for PowerMac

1984年の初代Macintoshから、Mac OS用

APIはMac OS Toolboxとして、オンボード

のROMに納められてきました。このROM上

には、電源投入時のサウンドや、起動時の

ハードウェアテストルーチンなども納められ

ています。ところが1998年に発売された

iMacから、Mac OS Toolboxはシステムフォ

ルダ内のMac OS ROMファイルに納められ

るようになり、Mac OS起動時にRAMに読み

込まれるように変更されました。これが

NewWorld ROMです。これと同時にMac

OSの起動シーケンスも大きく変更されたた

め、必ずしもNewWorld機ではBootXが動作

しなくなってしまいました。そのため、

Open Firmwareから直接Linuxカーネルを読

み込み起動するブートローダが開発されまし

た。それがyabootです。

Column

OldWorld Macと
NewWorld Macの違い

▼リスト1 yaboot.confのサンプル

init-message = "\nWelcome to Vine Linux!\n\nHit <TAB> for boot

options.\n\n"

timeout=300

default=linux-fb

image = hd:8,\\\\Vine_Default

label = linux

root = /dev/hda10

novideo

image = hd:8,\\\\Vine_Default

label = linux-fb

root = /dev/hda10

append = " video=aty128fb:vmode:20,cmode:24"

image = hd:8,\\\\vmlinux-2.2.17pre20-ben3

label = linux-nox

root = /dev/hda10

append = " 3 video=aty128fb:vmode:17,cmode:24"

XFree86の設定



使ううえでは何かと不便です。USB搭

載機種の場合は3ボタンマウスが安価

で入手可能ですので、そちらを利用す

るのがよいのですが、ADBしか搭載し

ていない機種の場合は2ボタン／3ボタ

ンマウスは入手困難です。

特に現在流通しているADBの2ボタ

ンマウスの中 には、 右 ボタンが

Control＋左ボタンにハードウェア的に

固定されているものが多く、改造しな

い限りX上で2ボタンマウスとして使用

できません。

最悪1ボタンマウスしか用意できない

場合を考えて、Xpmacサーバでは、

Option＋F1で中ボタンを、Option＋

F2で右ボタンをエミュレートするよう

にしてあります。このキーボードによ

るマウスボタンのエミュレートは、前

述の設定ファイル（Xpmac.conf）によ

り割り当てを変更することも可能です。

Intel版とほぼ同様に各種周辺機器を

利用することができます。ただし、

Apple社製のインクジェットプリンタ

などはプリンタドライバがないので、

Linuxから使用することはできません。

そのほか、USB接続のフロッピード

ライブやMOドライブなども利用でき

ることが報告されています。また、内

蔵モデムも問題なく動作するようです

（幸いMacの内蔵モデムはソフトウェア

モデムではありません）。

■一部周辺機器は要注意

Intel版Linuxで動作が確認されてい

るからといって、PPC Linuxから問題

なく使えるとは限りません。特に

PCMCIAカードは注意する必要があり

ます。また、サードパーティのネット

ワークカードやSCSI-IDE変換ボードな

ども要注意です（カーネルにパッチを

当てれば動くという報告もあるようで

す）。これらの対応状況は本当に日進

月歩ですので、メーリングリストや

Webの検索を有効に使って情報を集め

ましょう。

現在、10月～11月リリースを目標に

してVine Linux 2.1の開発が進んでい

ます。Vine 2.0/PPCは、FTP版のみ

のリリースでしたが、2.1ではPPC版も

製品版として販売される予定です。

Vine Linux 2.1で は 、 同 時 に

SPARC版／Alpha版もリリースされる

ことになっており、製品版には、

Intel／PPC／SPARC／Alpha各アー

キテクチャ用のものが、1パッケージに

同梱されることになっています。

■Vine Linux 2.1の改良点

そのVine  Linux 2.1では、2.0に比

べて以下のような変更が行われる予定

です。

・ベースをRed Hat 6.1 → 6.2に変更

・最新カーネル（2.2.16または2.2.17）

の採用

・より新しいglibc 2.1.3の採用（PPC

版では移行済み）

・Sendmail → PostFix（PPC版では

移行済み）

・wu-ftpd → ProFTPD

・ncftp → lftp

・lynx → w3m

・その他マイナーバージョンアップ、

およびバグフィックス

PPC版でも、より新しい機種に対応し

たカーネルの標準収録やネットワーク経

由でのインストール対応など、さらなる

ブラッシュアップが行われる予定です。

XFree86 4.0やkernel 2.4、glibc 2.2

などは次期メジャーバージョンアップ

版であるVine Linux 3.0で採用される

予定となっています。なお、次期Vine

L i n u xのロードマップ（h t t p : / /

vinelinux.org/roadmap.html）が公開

されています。

■Vine開発協力者を随時募集

Intel版に比べると、他のアーキテク

チャ版の開発に携わる人数はどうして

も少ないため、テストもIntel版ほど十

分に行えなかったり、パッケージ作成

の人手も不足しがちです。Vine Linux

の開発版であるVineSeed（http://

vinelinux.org/vineseed.html）に、ふ

るってご参加ください。皆さんと一緒

にVine Linuxをより良いものにしてい

けたらと思います。
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インストーラだけはIntel版のAnacondaと

は大きく異なり、LinuxPPC 2000のXインス

トーラをベースに日本語化したものですが、

パッケージのほぼすべてはIntel版と共通です。

x86系CPUとPowerPCではバイトオーダ

が異なる（x86はLittle Endian、PPCはBig

Endian）ことに加えて、ハードウェア的にも

さまざまな違いがあります。またPPC向け基

本ライブラリやコンパイラも、Vine 2.0/PPC

に収録したものはx86版と若干異なります。

これらの違いをすべて加味し、パッチなど

を整備することで可能な限りIntel版とソース

を共通化し、その結果Intel版とほぼ同じ環境

を実現することができました。これらの作業

の多くは、広く国内外でPPC Linuxに携わっ

ている幾多の開発者の成果を取り込んだもの

です。

Column

Intel版とのソースの共通化、
Red Hat版とほぼ同じ環境の実現

Mac周辺機器の扱い

今後のVine for PPC
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for PowerMac

1
2

CD-ROMからの起動
Mac OSが起動しているPowerMacのドライブにVine Linux 2.0 for PowerMac
のCD-ROMを入れます。その後Mac OSを再起動させ、直後に［C］キーを押し続け
ます。
OldWorld ROM機（USBをオンボードで持たない機種、ベージュG3まで）ではそ

のままインストーラが起動します。NewWorld ROM機（iMac以降の機種）では
yabootの画面が現れますので、［TAB］キーを押してオプションを確認し、該当する
キーワードを入力して［return］キーを押してください。

キーボードタイプの選択
ここではキーボードタイプを選択します。［TAB］キーを押すことでトグルできます。

ADB接続のキーボードを使っている場合は「ADB」を、USB接続の場合は「USB」
をそれぞれ選んで［return］キーを押してください。

3
キーマップの選択
お使いのキーボードに相当するキーマップを、カーソルキーを使って一覧の中から

選択してください。
・mac-jp-jis 日本語キーボード（ADB）
・mac-us-ext 英語キーボード（ADB）
・usb-jp-jis 日本語キーボード（USB）
・usb-us 英語キーボード（USB）

その後、［TAB］キーを使って「OK」ボタンに移動し、［return］キーを押してくだ
さい。

Vine 2.0/PPCのインストーラは、ix86版に比べるとステ

ップ数が少ないため、インストール前に行うハードディスク

パーティションの準備を除いては、インストール作業自体は

特に問題なく終わると思います。

まず、CD-ROMに納めているHTMLマニュアルの「イン

ストールの準備」セクション以下にある、「ハードディスクの

構成を調べる」、「ハードディスクのスペースを確保する」を

熟読し、パーティションを設定しておいてください。操作を

間違えると、最悪Mac OS用パーティションのデータを消失

してしまうので、注意して行ってください。

Vine Linux 2.0 for PowerMac（アップデート版）のインストール
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4
5
6
7

マウスの選択
お使いのマウスを、カーソルキーを使って一覧の中から選択してください。
・Apple Desktop 1 Button Mouse（ADB）
・Apple Desktop 2 Button Mouse（ADB）
・Apple Desktop 3+ Button Mouse（ADB）
・Universal Serial Bus 1 Button Mouse（USB）
・Universal Serial Bus 2 Button Mouse（USB）
・Universal Serial Bus 3+ Button Mouse（USB）

その後、［TAB］キーを使って「OK」ボタンに移動し、［return］キーを押してく
ださい。

Xインストーラの起動
しばらく待つと、Xが起動し、画面のようなインストーラが表示されます。

ネットワークの設定
インストールするマシンに固定IPアドレスを割り振る場合は、全項目を設定して

「保存する」を押してください。ネットワーク接続されているがDHCPサーバからIP
アドレスを取得する場合は「DHCP設定」を押し、その後ホスト名を指定して「保存
する」を押してください。
ダイヤルアップ接続、あるいはスタンドアローンでの使用の場合は特に何も設定せ

ず「閉じる」を押し、次に進みます。ダイヤルアップ接続やPCMCIAネットワークカ
ード接続の場合は、インストール終了後に別途設定する必要があります。

パーティションの設定
Vine Linuxをインストールするためには、Swap領域用とLinux ／（root）用の

最低2つのパーティションが必要です。
まず、「ドライブパーティション設定」ボタンを押し、パーティション設定ウィンド

ウを表示させます。
次に、あらかじめ確保しておいた各パーティションを選択し、それぞれについて

「タイプ変更」ボタンを押し、Apple_UNIX_SVR2に変更し、パーティション名を指
定します。
画面の場合ならば、/ d e v / s d a の6番目のパーティションをタイプ

App le_UNIX_SVR2、名称swapに、7番目のパーティションをタイプ
Apple_UNIX_SVR2、名称／に変更しています。
変更が済んだら「終了」ボタンを押して、次に進みます。ただし、パーティション

数やパーティションサイズを変更した場合は、必ずここで再起動し、ステップ1から
やり直してください。再起動しないとパーティションマップの変更が認識されません。
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インストールするパッケージの選択
パッケージ選択ウィンドウが現れますので、ここでインストールしたいパッケージグ

ループを選択します。
「基本パッケージ」と「PPC用パッケージ」については必ず選択しておくようにし

ます。ほかに（default）と書いてあるパッケージグループが最小推奨パッケージ集で
す。
各パッケージグループの左の「＋」を押すと、グループ内の個別のパッケージにつ

いて選択／非選択が可能ですが、よくわからない場合はグループだけ選択しておきま
す。
パッケージの選択が済んだら「インストール」ボタンを押してください。選択したパ

ッケージの個数、CD-ROMの速度やCPUの速度などに依存しますが、10～30分程
度でインストールが終了します。

rootのパスワード設定
インストールが終わったら、rootパスワード設定ウィンドウが開きます。注意して

パスワードを入力し、「パスワード設定」ボタンを押してください。

11
インストール終了
パスワード設定が正しく行われるとインストールは終了です。
このあと、Linuxを起動するための設定を行う必要があります。いったん再起動し

てMac OSを起動し、CD-ROMに納めているHTMLマニュアルの「Linuxが起動で
きるように設定する」セクションに従い、BootXあるいはyabootの設定を行ってく
ださい。

8
マウントポイントの指定
次に「パーティションの選択」ボタンを押し、マウントポイント設定のウィンドウを

表示させます。画面の場合ならば、/dev/sda6をswapとして、/dev/sda7を／と
してマウントするように指定しています。設定したら「フォーマット、マウント」ボタ
ンを押します。
新規インストールの場合は、「フォーマット」や「mkswap」のチェックを入れて

おいてください。自動的にフォーマットされます。アップグレードインストールの場合
は、swapパーティション以外について、これらのチェックを入れないでください。チ
ェックを入れると、そのパーティション内のデータは全部消去されます。
なお、インストール後の起動設定を行う際に、／のルートデバイス名（ここでは

/dev/sda7）を指定する必要がありますので、控えておいてください。
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第2回　クラスタサーバを立てる（3回連載）第2回　クラスタサーバを立てる（3回連載）
複数のコンピュータを使用してクラスタシステムを構成することで、クライ

アントからの処理を分散して計算するロードバランシングや、サーバマシン

の故障が起こってもサービスを中断しないフェイルオーバーを実現できる。

今回は、TurboLinux Cluster Server 6.0と、Red Hat High

Availability Serverのインストールと設定を行う。

複数のコンピュータを使用してクラスタシステムを構成することで、クライ

アントからの処理を分散して計算するロードバランシングや、サーバマシン

の故障が起こってもサービスを中断しないフェイルオーバーを実現できる。

今回は、TurboLinux Cluster Server 6.0と、Red Hat High

Availability Serverのインストールと設定を行う。



今 回 は 、 TurboLinux Cluster

Server 6.0を使用して、図1のような2

台構成のスケーラビリティクラスタを

構築してみることにする。しかも最新

のバージョン6.0でチャレンジしてみる

ことにした。ただし、執筆時点ではβ

バージョンだったため、製品版とは若

干の違いがあることを留意していただ

きたい。

構築上の大まかな作業の流れは、

・ベースOSのインストール

・クラスタソフトのインストール

・クラスタの設定

・クラスタの動作確認

の4つである。

本来は、このあとに負荷テストや運

用テストを実施して、クラスタのチュ

ーニング作業をしなければならないが、

超入門編の範囲を超えているので今回

は割愛する。

■ベースOSのインストール

TurboLinux Cluster Server 6.0

（以下TLCS）は、ベースOSとして以

下の2種類に対応する。

TurboLinux Server日本語版6.1

Red Hat Linux 6.2（英語版）

ベースOSにTLCSをインストールす

ることで、フェイルオーバーとダイナ

ミックロードバランシングを実現する。

カーネルをクラスタ用の最新版2.2.16-

0.4に置き換えるので、既存のマシンを

利用しようと考えている人は、トラブ

ルに備えてデータや環境を、別の外部

ディスク領域やDATなどのバックアッ

プ媒体などに保存してから作業してほ

しい。

それでは、TLCSのインストール方

法を解説しよう。まず、ベースOSに

rootでログインする。そして、TLCS

のインストールCDをマウントして、イ

ンストーラを起動する。

# mount /mnt/cdrom

# cd /mnt/cdrom

# ./TLCS-install

正常に起動できると、コンソール画

面にWelcomeメッセージが表示され

る。あとはTurboLinuxのインストー

ラと同様に、対話式に進めていけばよ

い。ここでは、重要なポイントだけ紹

介する。

クラスタ用のカーネルに入れ替える

ため「Linux kernel v2.2.16-04」を選

ぶと、インストールするカーネルパッ

ケージの選択画面が表示される。すべ

て選択されているので、＊マークを消

して不要なパッケージを外しておく

（画面1）。なお、カーネルの再構築に

備えて「Kernel sources」は選択して

おこう。

インストール中の経過メッセージが
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図1 2台で構成されたスケーラビリティクラスタ
クライアントからのWebアクセスは仮想サーバ名で行い、マスタとスレーブで処理を分担する。

画面1 TurboLinux Clusterのインストーラ
Installing new kernelでインストールするカーネルを選
択する。

サービス 

メッセージ分配分配 メッセージ分配 

クライアント 

クライアント マスタ 

マスタ監視 

メッセージ入力 メッセージ分配 

ノード1 1 
sv1.cluster.localsv1.cluster.local

ノード2 2 
sv2.cluster.localsv2.cluster.local

ローカルノード1 1 
sv1local.cluster.localsv1local.cluster.local

ローカルノード2 2 
sv2local.cluster.localsv2local.cluster.local

サービス 

スレーブ 

トラフィック 
マネージャ 

トラフィック 
マネージャ 

ノード1 
sv1.cluster.local

ノード2 
sv2.cluster.local

ローカルノード1 
sv1local.cluster.local

ローカルノード2 
sv2local.cluster.local

仮想サーバ名：sv0.cluster.local

TurboLinux Cluster Server 6.0の
導入と設定

文：川村智 日立エンジニアリング（株）コミュニケーションシステム部
Text : Satoshi Kawamura

TurboLinux Cluster
Server 6.0のインストール



表示され、カーネルのインストールが

完了すると、クラスタパッケージの選

択画面が表示される（画面2）。ここで

は、すべてを選択しておく。

「SSHの設定に必要な情報をすべて

入力してください」という意味の画面

が表示され、［OK］を押すと、暗号キ

ーを生成するための基本データ入力画

面になる（画面3）。「Country code」

に日本を意味する“81”を入力し、そ

の他のフィールドは英語ですべての情

報を入力する。これらの情報はどこか

に送信されるわけではないが、正しい

情報を入力する必要がある。

LILOブートローダにTLCSの起動が

追加され、新カーネルがインストール

されたことを示すメッセージが表示さ

れたらTLCSのインストールは完了だ。

［Reboot］を押してマシンをリブート

しよう。起動時のLILOプロンプトが表

示されたときに、Tabキーを押せば旧

カーネルを選択して起動できる。

なお、当然のことだがクラスタを構

成するマシンすべてに、同じ手順で

TLCSをインストールする。

■インストール後の確認

再起動したらログインして、Linux

のバージョンとクラスタプロセスが立

ち上がっていることを確認する。

# uname -s  -r

Linux 2.2.16-0.4

# ps x |grep cluster

255 ?    S  0:00  clusterserverd

とクラスタデーモンの存在が表示され

ていれば、インストールはOKだ。

TLCSを利用するにはライセンスが

必要なので、ターボリナックスジャパン

より提供されるライセンスコードファ

イルを、/etc/clusterserver/.licenses/

ディレクトリにコピーしておく。

また、DNSがダウンしてもクラスタ
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図2 クラスタ定義に設定する各パラメータの内容

画面2 Package installation
インストールするパッケージを選択する。

画 面 3 Secure Connection Certificate and
Private Key
ユーザーの情報を登録する。

画面4 TurboLinux Cluster Server Configuration
TLCSの設定で表示される最初のメニュー。

メッセージを処理するサーバ群の名称とメッセー
ジを分配するサーバ群の名称の定義 

サーバ群に対する実サーバ名、サービス名称、
処理ウエイト数の定義 

メッセージを分配する実サーバの名称の定義 

サービス名に対するサービスポート番号、プロト
コル種別、エージェント名称の定義 

エージェント名称に対する実際のプログラムの
定義 

サーバプール名：HTTPserver

仮想サーバ名：sv0.cluster.local

サーバプール名：HTTPserver 
 
ATMプール名：router1 
 

ATMプール名：router1

対象ホスト名：sv1.cluster.local 
 

対象ホスト名：sv2.cluster.local 
 

サーバ名：sv1 
 

完全ドメイン名：sv1.cluster.local 
 

パケット転送方式：direct 
 

サービス名：HTTPservice 
 

ポート番号：80 
 プロトコル：TCP 
 

Stickyフラグ：－ 
 

Stability Agent：HTTPagent 
 

up：－ 

down：－ 

check：/usr/sbin/httpAgent 
 

サーバ名：sv1 
 サービス名/ウエイト：HTTPservice/1

Stability Agent：HTTPagent 
 

サーバ名：sv2 
 サービス名/ウエイト：HTTPservice/1

サーバ名：sv2

完全ドメイン名：sv2.cluster.local 
 

パケット転送方式：direct 
 



サーバが影響を受けないように、クラ

スタ化するホストのIPアドレス情報を

設定しておく。/etc/host.confを、

order  hosts,bind

multi  on

に修正しておく。こうすることで、ホ

スト名の名前解決を（1）/etc/hosts

ファイル（2）bind（DNS）の順で行

うようになる。/etc/hostsにクラスタ

対象ノードのアドレス、ノードのホス

ト名称、ホスト略称名などをすべて追

記しておくこと。

さて、いよいよTLCSの設定だ。

turboclusteradminコマンドを起動す

るとメニューが表示される（画面4）。

まず、一番上の［Cluster Server

Configuration］を選ぶ。初回だけは、

クラスタ定義を記録するclusterserver.

confファイルがないため、Warning画

面が表示されるが、気にせずに先へ進

もう。これから設定する各パラメータ

の内容を図2にまとめておく。

■ASA（Application Stability Agent）

「Application Stability Agent」で

は、他のノードのサービスをチェック

するエージェントを定義する。エージ

ェント名には“HTTPagent”、チェッ

ク用エージェントソフトには、標準で

提供される“/usr/bin/httpAgent”を

設定する（画面5）。

今回は話が複雑になるので詳細には

説明しないが、サービスポートが異常

になったり、正常に戻ったりしたタイ

ミングで独自のエージェントソフトを

起 動 したい場 合 には、「 E v e n t

Triggered when down:」と「Event

Triggered when up:」のところに、

独自プログラム名をフルパスで入力す

ることで可能だ。

■サービス設定

「Services Settings」では、クラス

タで実行するサービスとその各種パラ

メータをセットする（画面6）。

Service名:HTTPservice

ポート番号:80

Stability Agent:HTTPagent

を入力し、「Load Balance］にチェッ

クを入れておく。

■サーバコンフィグレーション

「 Servers Configuration」 では、

Setting server parameters（画面7）

で、サーバ名“sv1”とドメイン名

“sv1.cluster.local”を入力する。メッ

セージの転送方式「Forward Method:」

には、“（＊）direct”を選択し、かつ

“［＊］ping to see if alive”にも、＊

のチェックが入っているのを確認する。

同様にsv2についても行う。

■サーバプールの設定

「 Server Groups Configuration」
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画面5 Setting check method parameters
アプリケーションのチェックを行うプログラムを指定する。 画面7 Setting server parameters

各ノード（サーバ）の設定。

画面6 Setting services
クラスタで提供するサービスの設定。

画面9 Service Settings
ノードごとに実行するサービスと、負荷割合を設定する。

画面10 Setting ATM parameters
トラフィックマネージャ（ATM）のホストを設定する。

画面8 サーバプールの設定
サーバグループ名とチェック間隔を指定する。

クラスタ定義の設定



では、サーバプール（グループ）の設

定を行う。「Server pool name:」には

初期値として“ServerGroup1”が入

っている。このままでも機能的には問

題ないが、プール名称から内容が類推

できるように変更しよう。今回は

“HTTPserver”とする（画面8）。

次に、このHTTPserverを構成する

実際のサーバを追加する。「Choose a

server:」で［sv1］を選ぶと、このサ

ーバで提供（実行）しているサービス

名 が表 示 される。 前 に設 定 した

［HTTPservice］が出てくるのでこれ

を選択する（画面9）。

Weightパラメータは、そのノードの

メッセージを処理する割合（比率）を

示す。各ノードが均等に処理する場合

は、デフォルト値1のままでよい。ただ

し、サーバ間で著しく能力差がある場

合、たとえば能力が高いサーバに10を、

能力が低いサーバには3を定義すると、

10：3の割合で分散処理される。

今回は1つのサービスしか定義しなか

ったので間違えることはないと思う。

同様にサーバsv2の定義を行う。すべ

てのサーバの追加が完了したら、サー

バプールの設定は完了だ。

■トラフィックマネージャの設定

「 Advanced Traffic Manager Sys

tems」（ATM）では、ATMになるサ

ーバを設定する。今回は“sv1.cluster.

local”と入力する（画面10）。同様に

サーバsv2の情報も入力する。

［Advanced Traffic Manager Settings］

では、ATMを監視するパラメータを

入力する（画面11）。一般的にはデフ

ォルト値で問題ないが、参考までに各

パラメータの説明を表1に示す。今回

はデフォルト値のまま［OK］を押す。

■仮想サーバの定義

「Virtual Servers」は、初期状態

では何も定義されていないので、

「Virtual hostname or IP:」に、クラ

イアントからアクセスする仮想サーバ

名を入力する。今回は“sv0.linux.local”

と入力する（画面12）。

ここで、「Send e-mail alerts to:」

には、クラスタノードが異常のときに

通知する管理者のメールアドレスをセ

ットする。なにもセットしない場合は、

このノードのrootユーザーに送信され

る。「Server pool name:」には、サー

バプールのところで作成した名称

（HTTPserver）を設定する。

ここまでで、クラスタ定義は終了で

ある。

最初のメニューから「Configuration

Synchronization Tool」を選び、クラ

スタ定義ファイル（clusterserver.conf）

を、クラスタを構成する各ノードに転

送する（画面13）。

［Start］キーを押すと、リスト上の

ノード間で自動的に一致化される。

最後に、HTMLファイルなどのコン

テ ン ツ を 各 ノ ー ド に 転 送 す る 。

「Content Synchronization Tool」を

選ぶと、「クラスタとして登録されたホ

スト名」が表示されるが、この画面を

表示しているノードがsv1の場合、sv1

は自分自身なのでコピーは不要である
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項目 説明

Send ARP delay ATMが送信するARPパケットのインターバル（秒）

Heart Beat Frequency ATMマスタの生存信号をATMスレーブに送信する時間間隔（秒）

Max. missed heartbeats ATMスレーブ（待機側）がマスタを異常だと判断する未受信のHeart Beat数

Number of services HTTP、Telnetなどサービスの種類（Service Settingsでの登録の上限値）

Number of servers サーバ数の上限値

Number of connections 同時接続数

Connection Timeout クライアント無応答のタイマー値

表1 ATM Settingの設定パラメータ

画面11 Setting ATM parameters
ATMが監視するパラメータを設定する。

画面12 Virtual hosts for TLC server settings
クライアントからアクセスする仮想サーバの設定。

画面13 Configuration Synchronization Tool
ノード間のクラスタ定義ファイルを一致化させる。 画面14 Content Synchronization Tool

ノード間のコンテンツを一致化させる。

クラスタ定義ファイルの
一致化

コンテンツの一致化



ため削除しておく。

デフォルトの状態では、クライアン

トへのサービスポート（ネットワーク）

を使用してコンテンツをコピーするこ

とになっている。ノード間でコンテン

ツのコピーを行うために大量のデータ

が流れると、本来のサービスに支障が

起こる可能性がある。LANカードを2

枚準備したほうがよいのはこのためで

ある。

［Edit］で、ノード名を“localsv2”

に変更し、ローカル側のポート経由で

コンテンツをコピーするようにする。

コンテンツ同期化対象のディレクトリ

が、デフォルトのディレクトリと異な

る場合も同様に修正する（画面14）。

同期化対象のディレクトリと相手ノ

ードを変更したあと、［Start］を押す

とコンテンツの一致化が始まる。動作

しない場 合 は、 両 方 のノードの

/root/.rhostsに、相手ホスト名を記入

して実施してみてほしい。

クラスタ管理コンソール（CMC）か

らクラスタの動作状態を確認すること

ができる。Webブラウザを立ち上げ、

URLに、

https://sv0:910/

を入力する。ユーザーIDとパスワード

を聞いてくるので、入力するとCMCが

表示される（画面15）。このStatusア

イコンをクリックすると、クラスタの

プロセス状態が表示される（画面16）。

そのほか処理のロードバランスをビ

ジュアルに検証できるツールがある。

http://www.turbolinux.co.jp/product

s/turbocluster/

にアクセスするとJavaベースで動く検

証ツールが提供されている。

なお、コマンドによってクラスタノ

ードを停止するには、

# /etc/rc.d/init.d/clusterserverd

stop

と実行する。クラスタノードを起動す

るには、“stop”のところを“start”

に置き換える。

また、正常に動作しないときは、

・クラスタ関連ログ

/var/log/clusterserverd.log

/var/log/cmc.log

・カーネルログ

/var/log/messages

の3つのログを見れば問題点の切り分

けができるはずだ。

もしこれでも不明な場合は、

# echo 1 > /proc/net/cluster/debug

として、デバッグモードでクラスタを

再起動してみよう。より多くのクラス

タ関連ログを入手することができる。

さて、これでクラスタが動作し、2ノ

ードで動作するWebサーバを構築でき

た。クライアントのWebブラウザから、

仮想サーバ名「sv0.cluster.local」へア

クセスすれば、自動的に2台のマシンに

分散してアクセスされる。もし片方の

マシンが停止しても、もう1台のマシン

によってサービスは提供される。

●

クラスタシステムでは、ノード間の

制御情報のやり取りが頻繁になるよう

に定義すると、相手のクラスタを異常

だと誤認識したり、本来のクライアン

トに対する処理能力が低下したりする

ので注意してほしい。

今 回 は 、 TurboLinux Cluster

Serverを使った実際の設定と、動作検

証までを説明をした。次回は、クラス

タのユーザー事例やBeowulfクラスタ

のMPIの簡単な使い方、EnFuzionの

内容を紹介する。
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画 面 1 5 C l u s t e r
Management Console
Webブラウザでリモート管
理できるクラスタ管理コンソ
ール。

画面16 CMCのステータ
ス表示
各ノードの状態やログを表示
することができる。

クラスタの動作確認



Linuxは、安全なインターネットサ

ービスを安価で提供できることで急速

にその数を増やしてきた。また、最近

ではLinux上で動作する、ロータスド

ミノやSAP R/3のアプリケーションサ

ーバといったビジネスアプリケーショ

ンが増えてきており、ASPのサーバと

しても注目されている。

そういった世界の動きの延長線上で、

BtoC、BtoBのシステムや、IPベース

のビジネスアプリケーションサーバな

どへの応用を考えると、常に動作し続

けること、サーバの負荷に応じて負荷

分散ができることといった能力が

Linuxに求められるようになってきた。

そういった要求に応えるために誕生し

たのが、Linuxのクラスタリングシス

テムである。

ここでは、7月に米国レッドハットか

らリリースされた、Red Hat High

Availability Server（以下、HA Server）

の概要とその運用までを解説する。

HA Serverは、Linux Virtual Server

Project（画面1）で開発されているコ

ードを利用し、Red Hatのクラスタリ

ング技術Piranhaを組み込んだ高信頼

性クラスタリングサーバプロダクトで

ある。

実は、このPiranha自体はRed Hat

Linux 6.2J（以下、6.2J）にも、すで

に同梱されているが、Linuxのクラス

タリング機能に対する期待がますます

高まっており、そういったユーザーの

ニーズに応えるため、さまざまな改良

とともに、まったく別の製品として開

発された。

HA Serverの特徴を簡単に示す。

・インストールオプションがCluster

ServerあるいはCustomの2種類のみ

・セキュリティの強化

・HA Serverの機能概要とセットアッ

プ方法が解説されたマニュアルの同

梱

・6.2Jで判明した各種バグの修正

・年間サポート付属

・もちろんオープンソース

■Piranhaの概要

Piranhaは大きく分けて2つの機能に

分けることができる。1つはFailover

Service（FOS）、もう1つはLinux

Virtual Server（LVS）である。

FOSは、非常に単純な2ノードにお

けるサーバのフェイルオーバー機能を

提供する。したがって比較的負荷の低

いWebサーバ、イントラネット、DNS、

メールサーバなどに向いている。

対して、LVSは、フェイルオーバー

可能なルータを介し、ロードバランシ

ングも行えるため、大規模なWebベー

スシステムの構築に向いている。

FOSの特徴を以下に示す。

・2ノードクラスタリングのみサポート

・ダイレクトソケット接続をサポート

するIPサービスのモニタリング（ユ

ーザー作成のプログラムも含む）が

可能（HTTP、FTP、telnet、lpd、

SMTP/Sendmail、ssh、LDAPなど）

・モニタリングしているサービスを自

動で開始および停止することが可能

・クラスタノード用のIPアドレス以外

に、もう1つIPアドレスを利用し、

このIPアドレスでサービスの提供を

行う

次に、FOSの現時点での制限事項を

示す。

・フェイルオーバーさせるサービスは

グループとして扱う。個々のサービ

スをフェイルオーバーさせることは

できない

・NFS、NTPはフェイルオーバーでき

ない

・データ共有のための仕組みが存在し

ないため、NFSなどを利用してデー

タ共有をする

・プライマリ、バックアップ共にLinux

サーバでなければならない

■FOSのアーキテクチャ

図1のように、HTTPサービスは
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Red Hat Linux High Availability Server 1.0の
概要と運用

文：濱田充男 レッドハット株式会社
Text : Mitsuo Hamada (mhamada@redhat.com)

画面1 Linux Virtual Server Project
http://www.linuxvirtualserver.org/

HA Serverとは？
FOSの概要



Virtual IP（図では192.168.0.100）を

通して提供される。バックアップ側の

サーバは、プライマリサーバのHTTP

サービスを本来のIPアドレス（192.

168.0.1）を通してモニタリングする。

プライマリサーバになんらかの障害

が発生し、HTTPサービスが停止する

とフェイルオーバーが起き、図2のよう

になる。フェイルオーバーはVirtual IP

の移動とバックアップサーバ側でのサ

ービスの起動によって行われる。

■FOSのコンポーネント

フェイルオーバーを行うコンポーネ

ントは図3のようになっている。

pulseはPiranhaのメインのデーモン

プロセスで、ハートビート（一定周期

監視）によりクラスタノード同士で相

手のサーバが動作しているかを確認、

およびfosデーモンプロセスの起動、停

止を管理する。

fosプログラムは、pulseによって起

動され、2つのモードを持っている。ア

クティブノードでは、--activeオプショ

ンで起動され、IPサービスの起動、停

止を行う。

バックアップノードでは、--monitor

オプションで起動され、nannyサービ

スモニタリングデーモンを起動する。

バックアップノードがサービス停止な

どを検知すると、fosはフェイルオーバ

ー動作を初期化し、pulseにより--active

モードで起動されるように仕向ける。

nannyは、サービスモニタリングデ

ーモンで、定義されたIPサービスに対

してそれぞれ1つずつ起動される。

LVSは、複数の2台以上のサーバに

よって構成され、高可用性サービスを

提供する。LVSの典型的な構成例を図

4に示す。

つまり、FOSで動作するのと同時に、

サービス提供サーバの負荷分散をつか

さどるルータと、実際にサービスを提

供する複数のサーバという構成になる。

LVSの特徴は次のとおりである。

・複数のルーティング方法のサポート

NAT、IPトンネリング、ダイレクト

ルーティング

・複数の負荷分散アルゴリズムのサポ

ート（Round robin、 Least conne
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アクティブノード 
httpd

クライアントPC

インアクティブノード 
192.168.0.1:80を 

モニタリング 

プライマリ バックアップ 

eth0:   192.168.0.2eth0:192.168.0.1
eth0:1 192.168.0.100

図1 フェイルオーバ前の動作状態

クライアントPC

インアクティブノード 
192.168.0.2:80を 

モニタリング 

プライマリ バックアップ 

eth0:   192.168.0.2
eth0:1 192.168.0.100

eth0:192.168.0.1

アクティブノード 
httpd

図2 フェイルオーバ後の動作状態

アクティブノード 

FTP port 21

HTTP port 80

インアクティブノード 

ハートビート 

モニタリング 

モニタリング 

nanny

nanny

pulse

fos --monitor 
 

pulse

fos --active

図3 FOSを構成する各コンポーネント

プライマリ 

サービス提供 
サーバ1

パブリックネットワーク 

プライベートネットワーク eth0

eth1

サービス提供 
サーバ2

eth0

eth0
eth0:1

バックアップ eth1

バックアップ 
ノード 

eth0

サービス提供 
サーバ3

eth0

Internet

プライマリ 
ノード 

図4 LVSの構成例

LVSの概要



ction、Weighted round robin、Wei

ghted least connectionの4つをサ

ポート）

・サービスを提供するサーバはLinux

以外のOSもサポート

前述の4種類の負荷分散アルゴリズ

ムについて簡単に説明しよう。

Round robinでは、文字どおりすべ

てのサーバを同等に扱い、順番に利用

する。

Least connectionでは、その時点で

もっとも接続数の少ないサーバを利用

する。

Weightedというのは、それぞれのサ

ーバの能力に応じて重みづけをするこ

とができるというものだ。たとえば、

サーバが3台あり、1台だけ他のサーバ

の2倍のメモリを搭載しているとする。

この場合に、2：1：1といった重みづ

けを設定できるということである。

■LVSのアーキテクチャ

pulseは、FOSの場合と同じくlvsデ

ーモンの起動・停止を行い、ハートビ

ートによりプライマリルータとバック

アップルータの動作状況を監視する

（図5）。

lvsデーモンは、ipvsadmおよび

nannyデーモンの起動・停止を行う。

ipvsadmデーモンは、カーネル内の

ルーティングテーブルを更新するプロ

セスだ。

nannyデーモンは、サービス提供サ

ーバがアクティブか否か、また負荷の

状態を監視する。

ここまででHA Serverの概要は理解

できたと思うので、実際のインストー

ルと設定を紹介しよう。

■HA Serverのインストール

HA Serverも通常のRed Hat Linux

と同じインストーラを使用しているた

め、一度でもRed Hat Linuxをインス
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画面3 FOSのプライマリサ
ーバの設定
LVS typeはfos（フェイルオ
ーバー）を指定し、F i l e
Syncにはクラスタノード間
のファイル同期を指定する。
sshを選んで暗号化するほう
がセキュリティ上安全だ。

画面4 フェイルオーバーの設定
クライアントに対して行うサービス
を設定する。Addressには仮想サー
バのIPアドレスを入力する。

画面2 インストールオプション選択

バックアップルータ 

pulse

リアルサーバ2

プライマリルータ 
ハートビート 

pulse

lvs ipvsadm 
 

FTP port 21 
 

HTTP port 80 
 

リアルサーバ1

FTP port 21 
 

HTTP port 80 
 

ipvsadm 
 

ipvsadm 
 

nanny

nanny

nanny

ipvsadm 
 

図5 LVSを構成する各コンポーネント

HA Serverの
インストールから運用まで



トールしたことのある方なら簡単にイ

ンストールすることができるだろう。

インストールでの大きな変更点はイ

ンストールオプションの選択である。

通常のRed Hat LinuxではGNOMEワ

ークステーション、KDEワークステー

ション、サーバ、カスタムが存在する

が、Cluster Serverとカスタムの2種

類だけになっている（画面2）。通常は、

Cluster Serverでインストールすれば

問題はない。

■FOSの設定

FOSを実際に設定してみよう。ここ

ではもっとも便利なブラウザからの設

定を行う。設定された値は/etc/lvs.cf

ファイルに保存される。

まずプライマリサーバを登録する

（画面3）。LVS typeのfosボタンを押

したあと、Primary server IPにプラ

イ マ リ ノ ー ド の I P を 入 力 し 、

［ACCEPT］ボタンを押す。File Sync

の部分はクラスタノード間でファイル

シンクに利用されるコマンドとして、

好みのほうを選択すればよい。セキュ

リティのことを考えるとsshのほうが望

ましいだろう。

次にフェイルオーバーを設定する

（画面4）。ここでAddressに入れる値

は、サービスを提供するために利用さ

れるVirtual IPだ。Deviceのところに

“eth0:1”とあるのでVirtual IPである

ことがわかると思う。［ACCEPT］ボ

タンで設定完了だ。ここでGeneric

service scriptsの［EDIT］ボタンを

押すと、次の画面に変わる。

ここではサービスの起動・停止の方

法や、そのサービスが返す文字列を設

定する。この画面はhttpdを例にして

いる（画面5）。この情報文字列はフェ

イルオーバーのモニタリングに利用さ

れ、起動・停止の方法はバックアップ

サーバでサービスを起動する際に利用

される。このように、サービスが返す

文字列を入力することができるため、

ユーザーが作成した特殊なサービスも

クラスタリングで利用可能になってい

る。

そして、バックアップノードのIPア

ドレスを設定する（画面6）。Heartbeat

Interval（ハートビートモニタリング

の間隔）、Assume dead after（各ノ

ードがダウンしたとみなすまでの時間）

も秒単位で設定できるが、これらはデ

フォルトのままで構わない（ただし、

複数のFOSサーバ群がある場合には、

Heartbeat runs on portの値を変更す

る必要がある）。

最後に、同じ設定をバックアップノ

ードでも行うか、/etc/lvs.confをバッ

クアップノードにコピーすれば設定は

完了する。プライマリ、バックアップ

双方で、

# /etc/rc.d/init.d/pulse start

を実行すれば、FOSとして動作する。

クラスタリングサーバの構築という

と難しそうな雰囲気が漂うが、インス

トールもメニューで選ぶだけだし、実

際の設定はブラウザから行うことがで

きて意外に簡単であることがおわかり

いただけたと思う。今回割愛させてい

ただいたLVSの設定にも挑戦してみて

いただきたい。

HA Serverの入手方法は、現在

www.redhat.comから購入するか、あ

るいはftp.redhat.comからダウンロー

ドの2つの方法がある。
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画面5 ポートモニタリングの設定
サービスの起動、停止を行うプログラ
ムの設定と、サービスをモニタするた
めに送るメッセージと正常に動作して
いるときに返ってくるメッセージを登
録する。

画面6 バックアップノードの設定
サービスを提供している仮想サーバIPアド
レスと、その監視時間間隔を設定する。

参考文献：
http://www.linuxvirtualserver.org/
http://www.linux-ha.org/



前回構築した自動録音システムでは、録音済みのMP3形

式ファイルに図1のような形式のファイル名をつけ、番組ご

とのディレクトリに分けて保存するようにした。ファイル名

は、日付と時刻をもとにつけられているので、lsなどでディ

レクトリを一覧すれば、自動的に日付順に並び、ファイルの

数が少ないうちなら、目的の日時の録音ファイルを見つけ出

すのはそれほど難しくはない。しかし、録音を続ける期間が

長くなり、ファイルの数が100、200、……と増えてゆくと、

ディレクトリ一覧も大きくなり、ファイルを見つけ出すのは

かなり苦痛になってしまう。また、このシステムでファイル

につけられている名前は、日付、時刻の数値を羅列した形式

になっているので、人間の目にはかなり判別しづらい。

ところが、人間の目にはわかりづらい数値の羅列も、コン

ピュータにとっては逆に扱いやすい。実は、ファイルにこの

ような名前を付けたのは、録音ファイルへのアクセスや整理

なども、Linuxで自動化したいと考えていたからだ。番組、

録音日時の情報がファイル名そのものに含まれているので、

録音内容を管理するためのデータベースを別途作成したり、

ファイルに埋め込まれているデータを読み取ったりする必要

なしに、番組の検索やファイルの移動などの処理が簡単にで
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手作りサーバでMP3レコーディング

ラジオ自動録音システム（後編）
Webからのアクセス機能を追加する

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda

ラジオ番組の自動録音そのものは、前編で説明した手順です
ぐに始められる。しかし、ハードディスクに蓄積された録音フ
ァイルの中から、目的の講座、日付の番組を見つけ出すのは、
なかなかやっかいである。そこで、シリーズ後編では、録音済
みファイルへWebページ経由でアクセスできるように、Linuxに
付属するWebサーバとCGIスクリプトを活用した、簡単なユー
ザーインターフェイスを追加してみる。

ec 2000 08 01 15 45 _64K .mp3
番組コード 年号（西暦4桁） 月（2桁） 月（2桁） 時 

（24時間制、2桁） 
分（2桁） ビットレート 拡張子 

図1 自動録音されたファイルのファイル名
番組識別用コード、日付け、時刻、ビットレートなどの情報をファイル名に埋め込んである。人間にはわかりづらくなってしまうが、ファイル名から録音内容をすべて把握できるよ
うになっているので、後々の管理が楽になるのだ。



きるのである。

今回は、「音声の処理」から離れて、大量の録音済みファ

イルをPerlスクリプトを使って自動的に整理し、さらにWeb

サーバ（Apache）のCGI機能（こちらもPerlスクリプト）

を使って、クライアントマシンのWebブラウザから簡単にア

クセスできるようにする。

例によって、スクリプトにPerlを使っていることに特別な

意図はない。シェルスクリプト、Ruby、AWKなどのほか

のスクリプト言語でも、同じようなシステムが構築できるは

ずである。ただ、ファイル名の処理などには、Perlの特徴で

ある「ハッシュ」（連想配列）や「文字列置換」などの機能

を積極的に使っていて、ほかのスクリプト言語に比べてより

簡潔な記述ができていると思う。本記事の目的は「Perl入

門」ではないのだが、Perlの「パワー」の一端を感じてもら

えるかもしれない。

クライアント向けのユーザーインターフェイス提供には

CGI（Common Gateway Interface）機能を使っている。

「CGI」というと、すぐに「アクセスカウンタ」とか「掲示板

システム」を思い浮かべる読者も多いかもしれないが、CGI

やマイクロソフトのASP（Active Server Pages）といった

オンデマンドページ生成システムの本来の目的は、サーバの

上にあるさまざまな形式のデータを、クライアントからの要

求に応じて最新の状態で、かつ、わかりやすく整理して表示

する、というものである。そういう意味で、本記事で作成す

るユーザーインターフェイスは、見てくれはよくないのだが

（余計な飾りはなく、使っている機能も最低限のものだけ）、

CGI入門の良いサンプルになるのでは、と自負している。

本システムの構築にあたって、特別なハードウェアやソフ

トウェアは使っていない。すべて、Linuxのディストリビュ

ーションに付属するものばかりである。モデルとして筆者が

構築したシステムでは、TurboLinux Workstation 6.0を使

っているが、一般的なディストリビューションであれば、ほ

とんど同じ手順で同様のシステムが構築できるだろう（ただ

し、Webサーバのデフォルトのセキュリティ設定などは、デ

ィストリビューションによってかなり異なるので、注意が必

要だ）。また、前回構築した録音システムの基本部分に変更

を加える必要は、いっさいない。

ラジオの番組をMP3形式で録音することの利点は、なん

といっても、再生できる環境が広がることである。数年前は

ともかく、現在ならば、Windows、Macintosh、Linuxなど

を問わず、ほとんどどんな構成のPCでも、追加投資の必要

なしにすぐにMP3ファイルの再生ができる。また、ポータブ

ルタイプのシリコンオーディオプレーヤでも、（形式変換の

必要性や対応するビットレートなどの制限はあるものの）

MP3ファイルの再生ができない機器はないだろう。

家庭内でLANを構築していて、家族がそれぞれPCを使っ

ているような場合なら、録音したデータを家族で共有して

「バイリンガル家族」を目指すのもよい。このような場合で

も、MP3ファイルで保存しておけば、それぞれのPCやOSの

種類を問わずに、ファイルを利用できるようになる。

蓄積されたファイルの共有には、SambaやNFS、netatalk

などの、Linuxに標準的に付属する各種のファイル共有サー

ビスが使えるだろう。しかし、前述したようにファイルを共

有しただけでは、ユーザー（あるいは読者自身）が目的の録

音ファイルを探すのに、英数字の羅列であるファイル名と格

闘しなければならない（画面1）。自分1人だけが使うのなら

ともかく、家族にも使ってもらおうとする場合、長ったらし

いファイル名の「解読」方法を理解してもらうのは、教わる

ほうも教えるほうも苦痛でしかないだろう。

そこで、LinuxのWebサーバ（Apache）を利用して、ク

ライアントマシンからはWebページを使ってアクセスできる

ようにしたい。Webブラウザなら、ほとんどのOSで似たよ

うな操作でアクセスできるし、ページの構成やレイアウトを

工夫すれば、検索機能などがなくても、目的の情報にすばや

く到達できるようになる。また、LAN環境がなく、Linuxマ

シンをスタンドアローンで使っている場合であっても、Web

ページを使ったインターフェイスは有効である。
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ユーザーの利便を考える

画面1 ファイルを直接選択するのは面倒
録音ファイルを再生するときに、長いファイル名をコマンドラインに入力するのは苦
痛である（シェルの「補完」機能を使えば多少は楽になるが）。GUIを使って一覧から
選択する場合は、補完機能が使えないのでさらに苦痛が増す。



■どのような機能を持たせるか

ラジオの語学番組は、1週間単位でカリキュラムが組まれ

ていることが多い。このため、録音済みの番組は、1週間単

位のページに分けて表示されるようにすれば便利である。ま

た、もっとも新しい週（すなわち「今週」）の録音について

は、できるだけすぐにアクセスできるようになっていると便

利である。つまり、できるだけ「浅い」ページの階層に置い

ておいたほうがよい（図2）。

各ディレクトリの名前には、月と週の番号が含まれるよう

にしておく。これで、録音ファイル自身と同様に、ディレク

トリ名だけを見ればその内容がわかるようになる。

一定の期間（たとえば1週間）が経過して、録音済みのフ

ァイルがある程度たまってきた時点で、そのファイルを週ご

とのディレクトリに「分類」するわけだが、このような処理

も手作業ではなく、スクリプトで自動化したい。ファイル名

の中の日付から、そのファイルが「何月の第何週」に属すか

を判定して、必要ならディレクトリを作成し、そこに移動す

る。

このようにして、日々自動的に録音され、一定期間ごと

に「整理」されたファイルへのアクセスを、Webページから

行えるようにしたいわけだが、これにはいくつかのアプロー

チが考えられる。

1）特別なWebページは作らずに、Webサーバの「ディレク

トリ一覧」表示機能を利用して、ファイルに直接アクセ

スする（画面2）。

2）一定期間ごとに、録音済みファイル一覧のページを自動

生成して、そこからアクセスできるようにする。

3）CGI機能を使って、ユーザーからの要求があるたびに、

動的にページを生成する。
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 ./Language

 .Business/

 English/

 English2/

French

 Spanish/

wk0402

wk0403

番組別のディレクトリ 週別のディレクトリ 

最新の録音済みファイル 

 wk0401/

過去の録音済みファイル 
（１週間ごと） 

図2 ファイルを配置するディレクトリ階層
番組ごとのディレクトリの下に、さらに週ごとに録音ファイルをまとめるサブディレクトリを作成する。最新の録音（現在の週の録音）のみを番組の「ルート」ディレクトリに残し、
古いファイルはすべて週ごとのディレクトリに置いておけば、ファイルの管理がしやすくなるし、CGIで目次ページを生成するのも楽になる。

画面2 Webサーバの「ファイル一覧」ページ
Apacheを始め、多くのWebサーバには、サーバ上のファイル一覧をクライアントで閲
覧できるようにする機能を持っている。セキュリティの設定によって、この機能が使
えないようになっていることも多いが、インターネットで情報を検索しているときにこ
のような画面を目にすることも多いだろう。単にファイルの共有をしたいというだけ
なら、この機能を利用してもよいのだが、今回の目的には使いづらい。



もっとも簡単なのは1）の方法なのだが、これでは数字の

羅列でしかないファイル名から目的の番組を特定することに

なり、当初の目的には合致しない。2）の方法なら、よりわ

かりやすい方法でアクセスできるようになり、録音する番組

の数が少ない場合などは十分なのだが、スクリプト作成の手

間は3)と変わらない。また、ページを更新するまでの間、ア

クセスできない録音ファイルが存在することになり、どのよ

うなタイミングでページを更新するかの判断も難しい。3）

の方法については、「CGI」という難しそうなテクニックを

マスターしなければならないうえ、Webサーバ自体の設定も

面倒そうなので（セキュリティに関する心配ごとが多い）、

最初は躊躇したのだが、実際には2)の方法と比べて、作成す

べきスクリプトの内容はほとんど変わらず、Webサーバの設

定についても、LAN内部での利用に限るのであればそれほ

ど神経質になる必要はない。

正直に白状すると、筆者はCGIについては、基本的な知識

はあったものの、実用的なサイトを構築した経験はなかっ

た。しかし実際に挑戦してみたところ、完全なスクリプトの

作成には半日もかからなかった。フレームやフォームを使っ

たり、「動く」ページを作ろうとしたりなど、複雑なことを

しないのであれば、実用的なCGIスクリプトの作成はそれほ

ど難しくはないのだ。できあがったページは、見た目はそっ

けないものの、動作はきわめて軽快で使いやすいものになっ

た。もちろん、より洗練されたページをつくることもできる

だろうし、フレームやフォーム、テーブルを駆使した「カッ

コイイ」ページにするのも自由である。記事中のスクリプト

を「叩き台」にして、読者自身の納得のいくシステムにして

ほしい。

では、録音済みファイルの仕分けからWebサーバの設定、

CGIスクリプトの作成と、順を追って説明しよう。

前出の図2のようにディレクトリを分け、ファイルを配置

するわけだが、ここでひとつ大きな問題がある。ある日付

（たとえば9月1日金曜日）を取り扱うとき、それが「何月の

第何週」に属するかを決定するのが、意外と難しいのであ

る。どのような問題があるかについては、別掲のコラム「日

付の扱いの難しさ」にまとめたが、今回は機械的に「その月

の最初の月曜日が含まれている1週間を第1週」と決めること

にした。NHKラジオの語学番組の週分けと矛盾することも

あるのだが、ここではあえて無視して、プログラムの簡潔さ

を重視することにしている。個々の録音ファイルへは「日付」

でアクセスすることになるので、実用上は問題ないだろう。

■仕分け用スクリプトの作成

Per lで記述した仕分け用のスクリプトがリスト1の

weeklycleanupである（付録CD-ROMに収録）。全体で131
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録音した番組のファイルを管理するには、

月、週、日といった「日付け」の情報を使う

のがもっとも適している。しかし、この日付

けをコンピュータで扱うのは、なかなか厄介

である。

なによりも面倒なのは、「1週間」をどのよ

うに定義するかが決まっていないことである。

カレンダーによって、「月曜日」を1週間の始

まりにするか、「日曜日」をそうするかまちま

ちなのである。日本では「日曜日」を週の始

まりにすることが多いようだが、国によって

（あるいは宗教や「会社の都合」によって）

変わってくる。

「第1週」をどのように定義するかも難し

い。「1日」の含まれる週を第1週とすると、

たとえば、2000年9月の「第1週」は、（日曜

日を週の始まりとした場合）1日と2日の合計

2日間だけということになる。また、そうした

場合、2000年8月の「第5週」と9月の「第1

週」は同じ週を指すことにもなる（読者のお

手元にあるカレンダーを見ていただければわ

かるだろう）。

世間一般の会話の中で「何月の第何週」と

いう場合、上述したような方法で区分するこ

とが多いようだが、本記事で取り上げている

「語学番組」の放送スケジュールのような場

合は、「1週間」を単位に番組が編成されてい

るため、これでは都合が悪い。NHKラジオの

語学番組の年間スケジュールを見てみると、

おおざっぱには「その月の最初の月曜日のあ

る週」を「第1週」としているようだ。この

ような法則性があれば、コンピュータでの処

理も簡単そうに思えるのだが、よく調べてみ

ると、やっかいなことに、カレンダーの配置

によって、ひと月に月曜日が4回ある場合と5

回ある場合がある。そして、5回目の月曜日

がある場合は、その週は翌月の第1週に組み

込んでしまう場合と、その月の「第5週」と

して、翌月の頭の数日をその週に組み込んで

しまう場合の両方があるようなのだ。

もちろん、放送の年間スケジュールがわか

っているのなら、そのデータをプログラムに

組み込んでしまえはよいのだが、それではプ

ログラムの「汎用性」がなくなってしまって、

ほかへの応用が利きにくくなる。

そこで、今回は放送のスケジュール（テキ

ストでの週番号の表記）とは矛盾する場合が

あるのを承知のうえで、プログラムのわかり

やすさを優先して「第1月曜日のある週を第1

週とする」という方法で週の番号を割り当て

ることにした。

Column

日付の扱いの難しさ

録音済みファイルの仕分け



行（掲載したのはその一部）と、かなり長いスクリプトのよ

うに見えるが、多くの部分はファイル名から日付情報を取り

出すルーチンを「汎用化」するためのコードである。ここで

汎用化したコードは、後出のCGIスクリプトで利用している。

「日付」や「曜日」の処理は、「西暦2000年問題」や「う

るう年」の話を持ち出すまでもなく、コンピュータでもっと

もデリケートな領域なのだが、ここでは、Perlの組み込み関

数localtime()とライブラリ関数timelocal()を利用して、日付

からの曜日の取得などの日付け関連の処理を行っている。リ

スト中で、

$theday = timelocal(@theday);

@theday = localtime($theday);

となっている部分は、一見無意味な処理のように見えるが、

リスト形式の日付けデータ（曜日データを含まない）から、

timelocal関数を使っていったん数値形式の日付けデータに

変換し、それを逆にlocaltime関数でリスト形式に戻すこと

によって、曜日の情報を得ている。ある日付の曜日がわかれ

ば、その週の月曜日の日付がわかり、その月曜日が「何月

の第何回目の月曜日か」を計算することができるわけだ。

あとは、算出した月と週のデータをもとに、週ごとのディ

レクトリを（必要に応じて）作成し、ファイルを移動すれば

よい。以上の処理を、与えられたディレクトリの中のすべて

の＊.mp3ファイルごとに行う。

■仕分けスクリプトの自動運転

スクリプトの作成が済んだら、次のコマンドでスクリプト

ファイルに実行権限を設定する。

$ chmod +x ./weeklycleanup

次に、消してしまってもかまわないテスト用のファイルを

作って、実際にうまく動くかどうかを試してみる。

$ touch aa200009010100_32K.mp3 aa200009040100_32K.mp3

$ ./weeklycleanup ./

$ ls

weeklycleanup*    wk0804/     wk0901/

$ ls wk0804

aa200009010100_32K.mp3

$ ls wk0901

aa200009040100_32K.mp3

2000年9月1日は、その週の月曜日が8月28日でその月の4

回目の月曜日になるため、「8月第4週」にあたる。同様に、

9月4日の週は9月第1週に判定されるので、これら2つのファ

イルはwk0804、wk0901のディレクトリにそれぞれ移動され

ている。

うまく動くことが確認できたら、このスクリプトを適当な

ディレクトリ（たとえば、/home/zen-t/Language）にコピ

ーして、定期的に実行するように設定する。これには、前回

から何度も登場している「cron」機能を利用する。録音の

処理を行っているのと同じ、一般ユーザーとしてログインし

ている状態（ルートユーザーではない）で、

$ crontab -e

コマンドを実行し、起動したテキストエディタ上で、リスト

2のような行を追加する。

この例では、毎週日曜日の午前0時5分から1分ごとに、各

番組のディレクトリの中の整理を行うようにしている。設定

する時間は各自の判断で変えればよいが、録音を行っている

最中や、ユーザーが録音済み番組を利用する可能性のある時

間帯は避けるべきだろう。

Linuxマシン上にあるファイルを、LANで接続されたほか

のPCから閲覧できるようにするには、前述のようにファイ
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▼リスト1 weeklycleanupスクリプト（抜粋）

# get the date of last monday

@theday = (0,0,0,m_day($basename), m_month($basename) - 1,

m_year($basename),,,);

$theday = timelocal(@theday);

@theday = localtime($theday);

$monday = timelocal(@theday) - (86400 * ((@theday[6]+6)%7));

@monday = localtime($monday);

$date_of_monday = @monday[3];

$month_of_monday = @monday[4] + 1;

$week_of_monday = int(($date_of_monday - 1) / 7) + 1;

# get the weekly directory name.

$weekdir = "wk" . substr("00" . $month_of_monday, -2) .

substr("00" . $week_of_monday, -2);

※掲載のリストは前号掲載のradiorecも含め、すべて付録CD-ROMに収録されてい
ます

Webアクセスの実現



ル共有を使うのがもっとも簡単な方法である。しかし、それ

ではあまりにも不親切であるし、ファイル操作になれていな

いユーザーが、誤って録音済みのファイルを消してしまう可

能性もある。そこで、いまや事実上の世界標準になった情報

共有手段であるWebを使って、ブラウザから録音済みファ

イルにアクセスできるようにする。Webブラウザなら、マウ

スでリンクをクリックするだけの操作で利用できるので、フ

ァイルの操作に不慣れなユーザーでも使いやすい。

Linuxマシンのハードディスク上にあるファイルを、Web

ページ経由で閲覧できるようにするのにあたって、必要にな

るのはWebサーバだけである。MP3ファイルをネットワー

クで公開するのに、ストリーミングサーバのようなものが必

要になるのでは、と考える読者もいるかもしれないが、コラ

ム「ストリーミングシステム」で説明するように、クライア

ントPC側でWebページ上のリンクをクリックすると、MP3

再生ソフトで再生されるようにしたいだけなら、ストリーミ

ングサーバは必要ない。

一般的なLinuxディストリビューションなら、Apacheは

初めから付属している。Linuxのインストール時に「Webサ

ーバ」や「Apache」などと記述されたパッケージを選択し

ていれば、あらためてインストールする必要すらない。ただ

し、最近のディストリビューションの多くでは、デフォルト

のApacheの設定が「きわめて厳しい」設定になっている。

たとえば、TurboLinux Workstation 6.0の場合、ローカル

マシンからはWebサーバにアクセスできるが、同じLAN上

であっても、外部からのWebサーバへのアクセスは拒否する

設定になっている。このため、Apacheの設定、およびそれ

に関連するLinux側のネットワークの設定を変えなければな

らない。

■ネットワークの設定

本記事でサンプルとしているシステムでは、何度も述べて

いるようにTurboLinux Workstation 6.0を使用している。

Linuxのデフォルトのネットワーク設定の状態は、ディスト

リビューションによって、また、同じディストリビューショ

ンでも、インストール時のオプションの選択状況によってか

なり変わってくる。このため、ネットワークの設定やWebサ

ーバの設定方法は、各自の環境によって異なる場合があるこ

とを、あらかじめご了承いただきたい。

本記事の「ラジオ自動録音システム」では、インターネッ

トに常時接続していないLAN環境（あるいは、ダイヤルア

ップルータのNAT機能などを利用して、外部からは隔離さ

れた状態でインターネットに接続されている環境）を前提と

している。 より平たくいえば、 I P アドレスとして

「192.168.xxx.xxx」や「10.xxx.xxx.xxx」などのプライベー

トアドレスを使っている環境、と考えてもよいだろう。

LAN環境でのネットワーク設定の詳細については、ここ

ですべてを説明することはできない。本誌のネットワーク関

連の記事や、市販の参考書などを参考に、自分で設定して

もらいたい。ラジオ自動録音システムで必要になるのは、

LAN内部のクライアントに対してWebページを公開できる

ようにすることだけである。必要となるであろう設定項目だ

けを簡単に挙げると、次のようになるだろう（Apache自体

の設定については後述する）。

・サーバ／クライアントマシンへのIPアドレスの割り当て

（/etc/hostsなど）

・外部から接続できるようにする設定

（/etc/inetd.conf、/etc/hosts.allow、/etc/hosts.denyなど

の確認と設定）

・Webページ中で公開するディレクトリのアクセス権設定

（ユーザーのホームディレクトリのpublic_htmlディレクト

リ、および録音済みMP3ファイルを保存してあるディレクト

リを、すべてのユーザーから読み出し可にする）

これだけでは不親切かと思うので、設定のヒントを記して

おこう（あくまでも「ヒント」なので、すべての環境でこの

通りに設定できるというわけではない）。

・IPアドレスの割り当て

家庭内LANであれば、IPアドレスは「192.168.XXX.XXX」

のプライベートアドレスを割り当てる。たとえば、

「192.168.1.1」、「192.168.1.2」、「192.168.1.3」……、というよ

うに、サーバやクライアント各1台に1つずつ、アドレスを割
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▼リスト2 crontab -eで追加する行（weeklycleanupを定期的に起動する）

5 0 * * 0 /home/zen-t/Language/weeklycleanup /home/zen-t/Language/English

6 0 * * 0 /home/zen-t/Language/weeklycleanup /home/zen-t/Language/English2

7 0 * * 0 /home/zen-t/Language/weeklycleanup /home/zen-t/Language/Business

8 0 * * 0 /home/zen-t/Language/weeklycleanup /home/zen-t/Language/French

9 0 * * 0 /home/zen-t/Language/weeklycleanup /home/zen-t/Language/Spanish



り当てるようにする。

IPの世界では、「ネットワークアドレス」というものも重

要な意味を持つが、この例では、ネットワークアドレスは

「192.168.1.0」となる。このネットワークアドレスについて

は、各種設定ファイル中では「192 . 1 6 8 . 1 . 0 / 2 4」や

「192.168.1.0/255.255.255.0」というように、アドレスの数値

の中で「ネットマスク」を含めた書式で記述することが多い

ので、覚えておくとよいだろう。

・外部からの接続設定

Webサーバを公開するだけなら必要ないことが多いが、場

合によっては必要になることがある。まず、Webサーバにし

たいマシン上で、クライアントとなるマシンから接続されて

いない状態で、

$ ps ax

を実行してみて、表示されるプロセス一覧の中に「httpd」

というプロセスが含まれているかどうかを確認する。httpd

プロセスが起動している場合は、すでにWebサーバが利用

できるようになっているはずなので、クライアントマシンの

Webブラウザからサーバに接続してみる。たとえば、Web

サーバのIPアドレスが「192.168.1.1」ならば、ブラウザのア

ドレス入力バーなどに、

http://192.168.1.1/

と入力してみる。画面3のようなページが表示されれば、

Webサーバ（Apache）は利用可能な状態になっているので、
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インターネットのWebサーバ上にある音声

ファイルをクライアントマシンで聴取する場

合 、「 RealPlayer」 や 「 Windows Media

Player」などの「ストリーミングシステム」

が使われることが多い。とくに、128kbps以

下の比較的低速な接続手段を使っている場

合、数Mバイトもの音声ファイルをダウンロ

ードしてから再生する方法だと、ダウンロー

ドだけで相当の時間がかかり、再生が始まる

まで十数分間も待たされることになる。スト

リーミングメディアを使えば、「少しずつダウ

ンロードしながら再生する」ことができるの

で、音声ファイルへのリンクをクリックして

すぐに再生されるようになるのだ（図）。

ファイルをいったんクライアントに転送し

てから再生する場合、ネットワークやサーバ

に一時的に高い負荷がかかる。一方、ストリ

ーミングシステムなら、データを少しずつ転

送するので、ネットワークやサーバへの負荷

はそれほど高くならないという利点もある。

ストリーミングシステムを使えるようにす

るには、Webサーバとは別に「ストリーミン

グサーバ」と呼ばれるプログラムがサーバマ

シ ン に 必 要 に な る 。 L i n u x の 場 合 、

RealPlayer用の「Real Server」や、MP3形

式のオーディオストリームを供給できる

「icecas t」などのサーバが利用できる。

RealAudioのサーバは、いわゆる「商用ソフ

トウェア」なので、正式な製品はお金を出し

て購入する必要があるのだが、無償で利用で

きる機能限定版もある。icecastはフリーで利

用できるサーバなので、インターネットから

ソースファイルやRPM形式のバイナリファイ

ルをダウンロードすれば、すぐにでも利用で

きる。

ただし、Real Serverの場合、機能限定版

だと送信できる音声のビットレートがかなり

低い値に制限されるうえ、送信するファイル

をMP3形式から別の形式に変換する必要があ

る。また、どちらのサーバも、あらかじめ定

義された「プレイリスト」中の音声ファイル

を順に再生するような用途を想定しており、

ユーザーから要求されたファイルをその都度

再生するような使い方をする場合は、設定が

かなり複雑になる。

本記事の場合、LAN内部に限定したユーザ

ーを想定しているので、利用できるネットワ

ークの速度は、100Mbpsまたは10Mbpsのイ

ーサネットということになる。数Mバイト程

度のファイル転送なら、100Mbpsで2～3秒、

10Mbpsでも30秒程度で完了するので、待ち

時間はそれほど問題にならない。また、ネッ

トワークやサーバにかかる負荷ついても、家

庭内で利用するのであれば、これも問題には

ならないだろう。このため、あえて面倒なス

トリーミングシステムを使わなくてもよいと

判断したのだ。

Column

ストリーミングシステム

Webサーバ 
Web 

クライアント 

Web 
クライアント 

MP3ファイル 

通常のWebサーバで送信する場合 

ストリーミングシステムを使って送信する場合 

MP３再生 
ソフトウェア 

MP3ファイル 

MP３再生 
ソフトウェア 

MP3ファイル 

MP3ファイル 

ストリーミング 
パケット 

ファイル全体のダウン
ロードが完了してから、
ファイルがMP３再生ソ
フトウェアに渡される 

受信したパケットは直接再生ソ
フトに渡され、すぐに再生される ファイルを「細切れ」にして、

先頭から順に送り出す 

ストリーミング 
サーバ 

Webサーバ 
MP3ファイル 

MP3ファイル 

MP3ファイル 

図



後述する公開ディレクトリの設定以外は必要ないはずだ。

httpdプロセスが見当たらない場合でも、/etc/rc.d/init.d

ディレクトリの中に「httpd」というコマンドファイル（シ

ェルスクリプト）が存在するディストリビューション

（RedHat系ディストリビューションなど、多くのLinuxがこ

れに該当する）ならば、suコマンドでrootユーザーになった

状態で、

# /etc/rc.d/init.d/httpd start

を実行してhttpdを起動できる。

psコマンドでh t t p dが表示されない場合、かつ、

/etc/rc.d/init.dディレクトリに「httpd」が存在しないよう

な場合は、/etc/inetd.confファイルを参照して、次のような

行が含まれているかどうかを調べる（行の内容はディストリ

ビューションによって異なるかもしれない）。

http stream  tcp     nowait  ....（後略）

もし、上のような行の先頭に「#」記号がつけられて、設

定がコメントアウトされている場合は、suコマンドでrootユ

ー ザ ー に な っ て か ら 、 テ キ ス ト エ デ ィ タ な ど で

/etc/inetd.confファイルを開き、該当する行の先頭の「#」

を取り除いてから、次のコマンドを実行してみる。

# kill -HUP <inetdプロセスのPID>

inetdプロセスのPIDは「ps ax」コマンドで調べればよ

い。この状態で、先ほどと同じようにクライアントマシンの

Webブラウザから、サーバのWebページにアクセスできれ

ば、Webサーバは使用可能な状態である。

以上のどれにも該当しない場合は、ディストリビューショ

ンのマニュアルなどを参照して、Webサーバを利用可能な状

態に設定しなければならない。

・公開用ディレクトリのアクセス権設定

厳密には「ネットワークの設定」とはいえないが、マシン

上のファイルをWebサーバを介して他のPCから閲覧できる

ようにするには、そのファイルやファイルの存在するディレ

クトリの「アクセス権」の設定を確認する必要がある。

Apacheのプログラムは、「root」でも一般ユーザーでもな

い「nobody」というユーザーID（ディストリビューション

によっては別のユーザー名の場合もある）の権限で動作し

て、ローカルディスク上のファイルを読み出し、ネットワー

ク上のクライアントにデータを送信する。このため、Webペ

ージとして公開するHTMLファイルやその他のデータファイ

ルは、「nobody」ユーザーが読み出し可能な状態になってい

なければならない。今回のシステムでは、ユーザーに公開す

るページはすべてCGIによって自動生成するので、サーバ上

にHTMLファイルは存在しないが、肝心の「録音ファイル」

がnobodyユーザーに読み出し可能となっていないと、クラ

イアントからアクセスできなくなる。

「nobody」ユーザーの読み出しを可能にするのに、ファ

イルの所有権までも「nobody」にする必要はまったくない。

所有権はそのままにしておいて、「自分以外のユーザー」か

らの読み出し権限を「許可」するようにしておけばよい。ま

た、録音済みMP3ファイルを収めているディレクトリについ

ては、「自分以外のユーザー」が読み出し可能、かつ「実行

可能」になっている必要がある。なお、ディレクトリを作成

したりファイルを作成する場合に、特別な指定を行っていな

い限り、「その他のユーザー」に対する読み出し可能属性

（およびディレクトリの場合は実行可能属性）が有効の状態

になっているはずである。したがって、以下のアクセス権の

変更は必要ないはずだ。

今回のサンプルでは、MP3ファイルは/home/zen-

t/Languageというディレクトリ以下に収められているので、
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に変更することができる。



まずディレクトリの属性を確認する。

$ ls -ld /home/zen-t/Language

drwxrwxr-x   9 zen-t    zen-t   4096 Sep  5 18:27

/home/zen-t/Language/

このように、アクセス属性の最後の3文字が「r-x」になっ

ていれば問題ない。このディレクトリ以下のすべてのディレ

クトリについても、同様の属性になっているかどうか確認す

る。もし読み出し属性と実行属性がついていなかったら、次

のようなコマンドで属性を変更すればよい。

$ chmod o+rx 変更したいディレクトリ名

これらのディレクトリ中のMP3ファイルについても、同様

に「読み出し可能」属性が有効になっているかどうかを確認

する。

$ ls -l /home/zen-t/Language/English/*.mp3

■Apacheの設定

Apache側で必要になる設定は、公開ディレクトリに対す

る外部からのアクセスを許可することと、CGIプログラムを

配置したディレクトリでの「CGI実行」を許可することであ

る。また、今回はMP3ファイルを保存しているディレクトリ

が、通常のWebページ公開用のディレクトリ（各ユーザー

のホームディレクトリにあるpublic_htmlディレクトリ）と

は異なるので、そのディレクトリに対するシンボリックリン

クを公開用ディレクトリに作成することになる。したがって、

シンボリックリンクのリンク先へのアクセスを許可するよう

な設定が必要になる。

・公開用ディレクトリの準備

通常、公開用のWebページを作成する場合には、自分の

ホームディレクトリに「public_html」というディレクトリ

を作り、その下にHTMLファイルを作成する。今回は、あ

らかじめ作成するHTMLファイルはないのだが、MP3ファ

イルを一般ユーザーのホームディレクトリ上に保存している

関係から、「ユーザーのホームページのURL」経由でファイ

ルにアクセスするようにしたい。このため、該当ユーザーの

ホームディレクトリにpublic_htmlディレクトリを作成し、

そのディレクトリの中に、録音済みMP3ファイルを保存して

いるディレクトリへのシンボリックリンクを作成する。

$ cd /home/zen-t

$ mkdir public_html

$ cd public_html

$ ln -s /home/zen-t/Language ./language

・srm.confの設定

Apacheの各種動作の設定は、/etc/httpd/confディレク

トリにある設定用のファイルsrm.conf、access .conf、
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▼リスト3 srm.confの変更部分

.（前略）

.

.

# ScriptAlias: This controls which directories contain

server scripts.

# Format: ScriptAlias fakename realname

ScriptAlias /cgi-bin/ /home/httpd/cgi-bin/

.

.

.（後略）

▼リスト4 access.confの設定例（関連するディレクトリ部分のみ抜粋）

<Directory />

order deny,allow

deny from all

Options None

AllowOverride All

</Directory>

<Directory /home/httpd/html>

Options Indexes Includes FollowSymLinks

AllowOverride None

order allow,deny

allow from 192.168.1.0/24

</Directory>

<Directory /home/httpd/cgi-bin>

AllowOverride None

allow from 192.168.1.0/24

Options ExecCGI

</Directory>

<Directory /home/*/public_html>

order deny,allow

deny from all

allow from 192.168.1.0/24

Options All

Options +ExecCGI

</Directory>



httpd.confなどの記述を変更することで行う。このうち、

srm.conf、access.confが今回のシステムで設定が必要にな

る部分である。ただし、ディストリビューションによっては、

srm.conf、access.confの内容がすべてhttpd.confに書かれて

いて、srm.conf、access.confはコメントだけになっているこ

ともある。その場合はhttpd.confに書かれた同じ部分を変更

すればいい。なお、以下の作業はroot権限で行うこと。

srm.confではおもにWebサーバが内部的に使用するディ

レクトリの定義や、ディレクトリの別名などの設定、CGIな

どの特殊機能を処理する「ハンドラ」の設定などを行う。通

常、Apacheをインストールすると自動的に作成される

srm.confファイルには、設定の意味などを記した詳しいコメ

ント文がついており、それに従って設定を行えばよい。CGI

スクリプトを利用できるようにするには、リスト3のように、

CGIスクリプトのハンドラを定義している行のコメント記号

を外せばよい。srm.conf、および後述するaccess.confの設

定を変更したら、次のコマンドでhttpdを再起動する。

# /etc/rc.d/init.d/httpd restart

・access.confの設定

access.confでは、クライアント（すなわちWebブラウザ）

からのアクセスがあったときに、それをどのように許可した

り拒否したりするかを主に設定する。Apacheの場合、アク

セスの可否はディレクトリ単位で行うことができる。

TurboLinux Workstation 6.0では、デフォルトの状態で

は外部からのWebページへのアクセスはできないように設定

されている。このままではクライアントから一切利用できな

いので、access.confを編集して、必要なディレクトリに関

してのみ、外部からのアクセスを許すように設定する。今回

は、LAN内部からのアクセスしか想定しないので、LANで

利用しているネットワークアドレスからのアクセスに限っ

て、制約なしにアクセスできるように設定する。設定例につ

いては、リスト4を参照してもらいたい。要点としては、必

要なディレクトリに対して、

allow from 192.168.1.0/24

という設定を追加すること、/home/httpd/cgi-binディレク

トリに対して、

Options +ExecCGI

という設定を追加すること、そして、/home/*/public_html

ディレクトリ（各ユーザーのホームディレクトリ）に対して、

Options +FollowSymlinks

の設定を追加することである。

CGI（Common Gateway Interface）とは、平たくいう

と、Webクライアントからの要求を受けて、Webサーバ上

で別のプログラムを実行し、その実行結果をHTTPプロトコ

ルでWebクライアントに返す仕組みである（図3）。このよ

うに書いても、まだ難しそうに思えるかもしれないが、標準

出力にHTTP形式の文字列を出力するようなプログラムな

ら、どんなものでもCGIプログラムになるのである。使用す

るプログラミング言語としては、Perlの人気が高く、本記事

でもPerlを使っているが、実際にはシェルスクリプトでも、

コンパイル済みのC言語プログラムでもなんでもよい。

CGIプログラムの作成とインストールは簡単である。

HTML文字列を出力するようなプログラムを作成したら、

その実行可能なスクリプトファイル（あるいはコンパイル済

み実行ファイル）を、CGIプログラム用のディレクトリにコ

ピーするだけでよい。今回は、/home/httpd/cgi-binディレ

クトリをCGIプログラム用に設定してあるので、このディレ

クトリにプログラムファイルを配置する。クライアントから

サーバのCGIプログラムにアクセスするには、URLでそのプ

ログラムの位置を指定するだけでよい。たとえば、

/home/httpd/ディレクトリは、Webサーバの「ドキュメン

トルート」、すなわちURLでサーバ名のみを指定した場合の

「デフォルトページ」となり、/home/httpd/cgi-binは

「http://サーバ名/cgi-bin」でアクセスできる。したがって、

「langserv」という名前のサーバの「/home/httpd/cgi-

bin/mycgi」というCGIプログラムにアクセスするには、

http://langserv/cgi-bin/mycgi

というURLをWebブラウザに入力すればよいのだ。

■ページ構成

ラジオ自動録音システムでは、図4のようなページ構成を

とることにした。HTMLで直接記述したページは一切使用
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せずに、すべてCGIスクリプトで生成するページから構成す

る。録音している番組の一覧を表示する「目次」ページ、

各番組ごとに、その週に録音したファイルと過去の週別のペ

ージへのインデックスを表示するページ、そして、過去の録

音について、1週間単位でファイルのインデックスを表示す

るページの3種類である。

作成すべきCGIスクリプトは、それぞれの種類のページに

ついて1つ、つまり、合計3つのスクリプトファイルを作成す

ればよいことになる。

なお、スクリプトを単純化するために、番組の識別用コー

ドと番組名、番組の録音ファイルを保存するディレクトリ名

などの情報は、別のファイルにまとめるようにした。このた

め、録音する番組を変更したり、数を増減させたりした場合

でも、変更すべきスクリプトファイルは1つだけで済むよう

になっている。このため、実際に作成したスクリプトは、各

ページを表示する3つのファイル（langindex、language、

weeklyindex）のほかに、番組に関する定義を行っているフ

ァイル（programdef.pl）、そして、日付け関連の処理を行

うルーチンだけを抜き出したファイル（programdate.pl）の、

合計5つである（リスト5～9）。

■CGIスクリプトを作る

最初の「大目次」を表示するスクリプト「langindex」はき

わめて単純なもので、番組を定義している変数の内容に従っ

て、各番組の「タイトル画面」を表示するためのCGI（langu

age）を呼び出す「リンク」を並べているだけだ（画面4）。
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番組名一覧 

大目次ページ 
（langindex） 

・英会話入門 
・英会話 
・ビジネス英語 
・フランス語 
・スペイン語 

・英会話入門ー目次 

目次ページ 
（language） 

・今週の録音 
８月１日 
８月２日 
８月３日 

・過去の録音 
４月第１週 
４月第２週 

・英会話入門ー４月第１週 

4月３日 
４月４日 
４月５日 

週ごとの目次ページ 
（weeklyindex） 

クライアントマシン 

Webクライアント 
（ブラウザ） 

サーバマシン 

CGIプログラム 
（Perlスクリプトなど） 

結果出力 
（テキスト形式の 

HTML文書） 
プログラム起動 

結果データ 
（HTML文書） 

URL要求 
（http://192.168.1.1/cgi-bin/プログラム名） 

Webサーバ 
（Apache） 

図4 Webページの構成
Webページは3段階の「目次」ページで構成する。目次中の項目をクリックすれば、次の階層の目次ページへ移ったり、特定の日付の録音ファイルが再生されるようにする。前の階
層のページへ戻るための機能は特に設けずに、ブラウザの「戻る」ボタンなどを使うことを前提にする（そのほうがユーザーにとって使いやすいと考えたので）。

図3 CGIのしくみ
クライアントからサーバへは「URL」が渡されるが、この中にサーバに実行を依頼す
るプログラム（スクリプト）の名前が含まれている。サーバはクライアントから渡され
たURLがCGIプログラムを示していると判断すると、そのプログラムを起動して、実
行結果をHTML文書の形式で受け取ると、それをクライアントに返す。
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▼リスト6 programdate.pl（日付け処理ライブラリ）

require "timelocal.pl";

$fformat = "ppyyyymmddhhii_bb_";

sub m_extract { # $basename, $format, $pattern
local($bn) = @_[0];
local($ff) = @_[1];
local($ptn) = @_[2];
local($ll) = index($ff,$ptn);

if ($ll < 0) {die "format error!!!"};

local($ret) = substr($bn, $ll, length($ptn));
return $ret;

}

sub m_year {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "yyyy");
return $ret;

}

sub m_month {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "mm");
return $ret;

}

sub m_day {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "dd");
return $ret;

}

sub m_hour {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "hh");
return $ret;

}

sub m_minute {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "ii");
return $ret;

}

sub m_bps {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "bb");
return $ret;

}

sub m_program {
local($bn) = @_[0];
local($ret) = m_extract ($bn, $fformat, "pp");
return $ret;

}

▼リスト5 programdef.pl（番組タイトルやサーバなどの情報を設定）

# program and host definition

$webhostname = "zen02";

$librarydir = "/home/zen-t/Language";

$urldir = "http://$webhostname/~zen-t/language/";

@programid = ("ec", "ed", "be", "fr", "sp");

$programname{"ec"} = "英会話入門"; $dirname{"ec"} =

"English";

$programname{"ed"} = "英会話"; $dirname{"ed"} =

"English2";

$programname{"be"} = "ビジネス英語"; $dirname{"be"} =

"Business";

$programname{"fr"} = "フランス語講座"; $dirname{"fr"} =

"French";

$programname{"sp"} = "スペイン語講座"; $dirname{"sp"} =

"Spanish";

▼リスト7 langindex（大目次表示用CGIスクリプト）

#!/usr/bin/perl

# languageindex(.pl) - 
# user interface cgi script for radio recording system
# Copyright (c) 2000 by Zentaro Takeda
# NOT FOR CRITICAL OR FATAL PURPOSE
# PERSONAL USE ONLY

require "programdef.pl";

# Header

print "Content-type: text/html\n\n";
print "<HTML>\n";
print "<head><title>NHKラジオ語学番組ライブラリ --- 目次
</title></head>\n";

# title
print "<H1><center>NHKラジオ語学番組ライブラリ
</center></H1>\n";
print "<HR>\n";

# list

print "<H2>番組名一覧</H2>\n";
print "<UL>\n";
foreach $id (@programid) {

print "<LI>";
print "<A href = http://".$webhostname."/cgi-

bin/language?".$id.
">".$programname{$id}."</A>\n";

print "</LI>\n";
}
print "</UL>\n";

print "<HR>\n";

#footer
print "This page is provided for personal use only.\n";

#closing
print "</HTML>\n";



各番組ごとのタイトル画面（画面5）を呼び出すには、

languageスクリプトに、引数として番組の識別コード（2文

字の文字列）を与える。たとえば、「英会話入門」のページ

を呼び出すには、英会話入門の識別コード「ec」を追加し

て、

http://サーバ名/cgi-bin/language?ec

というURLを使えばよいわけだ。

番組ごとの目次画面には、その週に録音されたMP3ファ

イル（すなわち、前述のweeklycleanupスクリプトで週ごと

のディレクトリに分配される以前のファイル）の一覧と、過

去の週の一覧が表示される。MP3ファイルへのリンクは、

MP3ファイルそのものに直接リンクされているので、クライ

アントのWebブラウザでこのリンクをクリックすれば、ファ

イルのダウンロードや再生（クライアントの設定によって動

作は異なる）を行うことができる。各週へのリンクは、週ご

とのページを表示するスクリプト（weeklyindex）に対して、

引数として番組識別コード、月、週の番号の3つを与えるよ

うになっている。たとえば、「英会話入門」の「8月第1週」

のページを呼び出すには、

http://サーバ名/cgi-bin/weeklyindex?ec?08?01

というURLが使われるわけだ。
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▼リスト8 language（番組ごとの目次表示用CGIスクリプト）

#!/usr/bin/perl

# language(.pl) - 

# user interface cgi script for radio recording system

# Copyright (c) 2000 by Zentaro Takeda

# NOT FOR CRITICAL OR FATAL PURPOSE

# PERSONAL USE ONLY

require "programdef.pl";

require "programdate.pl";

$id = @ARGV[0];

# Header

print "Content-type: text/html\n\n";

print "<HTML>\n";

print "<head><title>NHKラジオ語学番組ライブラリ ---

".$programname{$id}.

"</title></head>\n";

# title

print "<H1><center>NHKラジオ語学番組ライブラリ
</center></H1>\n";

print "<HR>\n";

# get directory information

opendir (PROGDIR, $librarydir."/".$dirname{$id}) or die

"No Such Directory\n";

@thisweek = sort( grep /^$id.*\.mp3$/, readdir(PROGDIR));

closedir(PROGDIR);

print "<H2>$programname{$id} --- 今週の録音</H2>\n";

print "<UL>\n";

foreach $twprog (@thisweek) {

$p_month = 0 + &m_month($twprog);

$p_date = 0 + &m_day($twprog);

$p_bitrate = 0 + &m_bps($twprog);

print "<LI>";

print "<A href =

".$urldir.$dirname{$id}."/".$twprog.">".

$p_month."月".$p_date."日(".$p_bitrate."Kbps)</A>\n";

print "</LI>";

}

print "</UL>\n";

opendir (PROGDIR, $librarydir."/".$dirname{$id}) or die

"No Such Directory\n";

@alldir = sort( grep /^wk[0-9]*$/, readdir(PROGDIR));

closedir(PROGDIR);

print "<H2>$programname{$id} --- 過去の録音</H2>\n";

print "<UL>\n";

foreach $weeklydir (@alldir) {

$month= substr($weeklydir,2,2);

$week= substr($weeklydir,4,2);

print "<LI>";

print "<A href = http://".$webhostname."/cgi-

bin/weeklyindex?".$id.

"+$month+$week>".($month+0)."月 第".($week+0)."週
</A>\n";

print "</LI>";

}

print "</UL>\n";

print "<HR>\n";

#footer

print "This page is provided for personal use only.\n";

#closing

print "</HTML>\n";
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▼リスト9 weeklyindex（週ごとの目次表示用CGIスクリプト）

#!/usr/bin/perl

# weeklyindex(.pl) - 
# user interface cgi script for radio recording system
# Copyright (c) 2000 by Zentaro Takeda
# NOT FOR CRITICAL OR FATAL PURPOSE
# PERSONAL USE ONLY

require "programdef.pl";
require "programdate.pl";

$id = @ARGV[0]; $mt = @ARGV[1]; $wk = @ARGV[2];

# Header

print "Content-type: text/html\n\n";
print "<HTML>\n";
print "<head><title>NHKラジオ語学番組ライブラリ ---
".$programname{$id}.

" -- (".(0+$mt)."月 第".(0+$wk)."週)</title></head>\n";

# title
print "<H1><center>NHKラジオ語学番組ライブラリ
</center></H1>\n";
print "<HR>\n";

# get directory information
opendir (PROGDIR,
$librarydir."/".$dirname{$id}."/wk".$mt.$wk."/")

or die "No Such Directory\n";
@thisweek = sort( grep /^$id.*\.mp3$/,
readdir(PROGDIR));
closedir(PROGDIR);

print "<H2>".$programname{$id}." --- ".($mt+0)."月 第
".($wk+0)."週の録音</H2>\n";
print "<UL>\n";
foreach $twprog (@thisweek) {

$p_month = 0 + &m_month($twprog);
$p_date = 0 + &m_day($twprog);
$p_bitrate = 0 + &m_bps($twprog);
print "<LI>";
print "<A href =

".$urldir.$dirname{$id}."/wk".$mt.$wk."/".$twprog.">".
$p_month."月".$p_date."日(".$p_bitrate."Kbps)</A>\n";

print "</LI>";
}
print "</UL>\n";
print "<HR>\n";

#footer
print "This page is provided for personal use only.\n";

#closing
print "</HTML>\n";

画面5 各番組ごとのタイトル（目次）ページ
最新の録音ファイル一覧と、過去の録音の一覧（週ごと）が表示される。最新の録音
については、日付をクリックすればすぐに再生できる。週ごとの項目をクリックする
と、画面6に移動する。

画面4 タイトル（大目次）のページ
録音している番組の一覧が表示される。番組の情報は、リスト5のprogramdef.plで定
義しているので、録音する番組を変更した場合は、その定義を書き換えるだけで、こ
のページの内容も自動的に変わる。



週ごとのページは画面6のように、日付け順にMP3ファイ

ルへのリンクが並ぶようになる。ここでも、クライアント側

でこのリンクをクリックすれば、MP3ファイルに直接アクセ

スできるようになる。

各スクリプト内部の処理の流れはほとんど同じである。

Perlのopendir関数で目的のディレクトリをオープンし、

readdir関数でディレクトリ中のファイル一覧を取得して名

前順にソートし、その内容を元にリンクを作成しているだけ

だ。日付け関連の処理には、前出のweeklyindexで作成した

ルーチンを流用している。

いずれのスクリプトも、/home/httpd/cgi-binディレクト

リ上に配置した後に、次のようにアクセス権を設定する。

$ su

# cd /home/httpd/cgi-bin

# chmod o-w+r+x ./langindex ./weeklyindex ./language

クライアントマシンのWebブラウザから「http://サーバ

名/cgi-bin/langindex」にアクセスしてみて、各リンクへ正

しくジャンプできるかどうかを確認する。もし、「forbidden」

や「not found」などのエラーメッセージが表示されるよう

なら、スクリプトファイル自体のアクセス権（読み出し可能

属性と実行可能属性が必要）、/etc/httpd/access.confの設

定（/home/httpd/cgi-binディレクトリにExecCGIオプショ

ンと、ローカルネットワーク経由のアクセス権が必要）など

が間違っていないかどうか確認すること。

クライアントマシンからのアクセスには、Internet

Explorer、Netscape NavigatorなどのWebブラウザが利用

できる。このほか、MP3ファイルを再生するためのアプリケ

ーションが必要になる。たとえば、Windowsマシンでは、

WinAMPやWindows Media Playerがインストールされて

いれば、ブラウザ上で目的のファイルのリンクをクリックす

ると、自動的にそのファイルが一時ファイルとしてクライア

ントマシンにダウンロードされ、音声の再生が開始される

（画面7）。再生が終了すれば、ダウンロードされた一時ファ

イルは自動的に消去される。

クライアントがLinuxマシンなら、Netscape Navigator

とxmmsなどの音声再生ソフトウェアを利用することになる

だろう。ただし、デフォルトの状態では、ファイルの再生を

自動的に行えないことが多い。別掲のコラム「Netscape

NavigatorからMP3ファイルを再生する方法」を参照して、

設定する必要がある。
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画面6 週ごとの目次ページ
過去の録音を1週間単位に表示するページ。日付をクリックすると、再生が始まる。
前の画面に戻るには、ブラウザの「戻る」機能を使う。ページ中に「戻る」リンクを
作成することもできたのだが、スクリプトを少しでもシンプルにしたかったのと、筆者
自身が、Webページ中のナビゲーションリンクが好きではない（ページの作者によっ
て動作が異なるのが気に食わない）ので、あえてつけなかった。

画面7 Windows上のWinAmpで再生している状態
Windowsをクライアントしている場合は、MP3再生用ソフトウェアさえインストール
してあれば、ブラウザ中のリンクをクリックするだけで、すぐに再生が始まる。ただ
し、ファイルをダウンロードするか、その場で実行するかを選択するダイアログが表
示されることもある。MP3ファイルなら「この場所で実行」を選択しても問題ないだ
ろう。

クライアントの設定



「CGIを使ったWebページによる録音済みMP3ファイル

の公開」と表現すると、ずいぶん大げさになってしまうが、

実際にはたいしたことではないのがわかってもらえただろう

か。毎日決まった時刻に自動的に録音した数百ものMP3フ

ァイルも、簡単なプログラムを使って自動的に整理して、わ

かりやすいWebページのインターフェイスからアクセスでき

るようになるのだ。

本記事の自動録音システムを発展させれば、たとえば

Webページから新たな録音予約を追加したり、日付けから

番組ファイルを「検索」したりする機能を加えることもでき

るだろう。また、シリアルインターフェイスからの制御が可

能な無線受信機（アマチュア無線用の受信機には、そのよ

うな製品があるようだ）を使えば、複数の放送局の番組を切

り替えて自動録音できるシステムも作れるはずだ。読者自身

の興味と必要に応じて、チャレンジしてみてもらいたい。
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クライアントにWindowsマシンを使用して

いる場合、Windows Media PlayerやWinAMP

など、MP3ファイルの再生が可能なアプリケ

ーションがインストールされていれば、Web

ページからのMP3ファイルの再生を行うのに

特別な設定は必要ない。場合によっては画面

上にダイアログが表示されることもあるが、

それに従って操作すれば自動的に再生を開始

できる。

Linuxをクライアントに使っていたり、ある

いは録音を行っているLinuxマシン上で、

Webページからの再生を行おうとしたりする

場合、WebブラウザにはNetscape Navigator

を使うことになるのだが、Navigatorでは、イ

ンストールされたままの状態では、音声ファ

イルの自動再生はできないことがある。音声

の再生を行う「ヘルパーアプリケーション」

の場所などを、あらかじめ設定しておかなけ

ればならないからだ。

LinuxでMP3ファイルの再生を行うアプリ

ケーションには何種類かあるが、ここでは

「xmm s」を使用する場合を想定して、

Navigatorからそのアプリケーションを起動し

て、音声ファイルを自動再生できるようにす

る方法を説明しよう。

・X Windowを立ち上げた状態で、Netscape

Navigatorを起動する。

・［編集］メニューの［設定］を選択する。

・［Netscape: 設定］ダイアログが表示され

るので、左側のペインの［Navigator］と

いう項目の左側の三角印をクリックし、開

いた小項目の中の［アプリケーション］を

クリックする（画面A）。

・右側のリストボックスの中から［MPEG

Audio］という行を探してクリックし、リ

ストボックス下にある［編集］ボタンをク

リックする。

・開いたダイアログボックスの中の［拡張子］

というテキストボックスの最後に“, mp3”

を追加する（Netscapeのバージョンによっ

て、追加が不要なこともある）。さらに、

［アプリケーション］ラジオボタンをクリッ

クしてから、右のテキストボックスに

“/usr/local/bin/xmms %s”と入力する

（実際にxmmsがインストールされているパ

ス名を入力すること）（画面B）。

・［確認］をクリックして、ダイアログを閉

じる。

・もう一度、画面Aの状態で［新規］ボタン

をクリックする。

・開いたダイアログボックスの各フィールド

を、画面Cのように設定する。

・［確認］をクリックしてダイアログを閉じ

る。

・［Netscape; 設定］ダイアログの［確認］

ボタンをクリックする。

Linuxのマルチメディアシステムについて知

識がある読者なら、「aud i o /mpeg」と

「audio/x-mpeg」の2つのMIMEタイプを設定

するのは間違っているのではと考えるかもし

れない。「audio/x-mpeg」という設定は、

mpegデータの扱いが公式に決まっていなか

った頃の名残なのだが、Webサーバの種類や

バージョンによって、MP3データの種類を

「a u d i o / x - m p e g」として返すものと

「audio/mpeg」として返すものが混在してい

るのが現状なので、両方の設定を行っておい

たほうが都合がよいのだ。

ちなみに、現在のApacheでは「audio/

mpeg」を返すようになっているが、Navigator

のデフォルトの設定では、「audio/x-mpeg」

のMIMEタイプしか用意されていないので、

上述のように自分で追加する必要がある。

Column

NetscapeからMP3ファイルを
再生する方法

画面A

画面B 画面C

応用はアイデア次第
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●ビルドから起動まで

GnomeResは、tarボールとRPMパ

ッケージの両方が配布されている。

GNOME  1.0用の0.5.0とGNOME 1.2

用の0.6.0があるので、使用している

GNOMEに合わせて選択しよう。tarボ

ールからのビルドとインストールは、

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順だ。

コマンドラインで「gnomeres_

applet&」とするか、GNOMEパネル

上で右クリックし、ポップアップメニ

ューの[アプレット]－[ユーティリテ

ィ]－[GnomeRes]として起動しよう。

パネル上にGnomeResのアイコンが表

示され、クリックすると切り替え可能

な解像度のメニューが表示される（画

面1）。

●XF86Configの設定

画面モードを切り替えるには、Xの

設定ファイル（/etc/X11/XF86Config）

のScreenセクションで、複数の画面モ

ードの設定をあらかじめ済ませておく

必要がある。

Screenセクションは、画面の色深度

（Depth）ごとにDisplayサブセクショ

ンに分かれている。この中の画面モー

ド（Modes）として、Monitorセクシ

ョンで設 定 したモードライン名

（“1024x768”など）を並べて書けばい

い。

たとえば、色深度16のハイカラー

（65536色）で、1280×1024、1024×

768、800×600、640×480の4種類の

解像度を利用する場合は、

Subsection "Display"

Depth 16

Modes "1280x1024" "1024x768"

"800x600" "640x480"

EndSubsection

とする。

先頭の画面モードが起動時に使われ

るので、記述する順番に注意しよう。

解像度が低い場合は、最高解像度のサ

イズの仮想画面が用意される。

●マウスホイールによる切り替え

パネル上のGnomeResのアイコンを

右 ク リ ッ ク し 、 メ ニ ュ ー か ら

[Properties]を選択すると、設定ダイア

ログが開く（画面2）。ここでは、解像

度切り替えの禁止（ロック）や、起動

時の画面モードの設定などが可能だ。

たとえば、[Mouse wheel support]

をチェックすると、GnomeResのアイ

コン上でのホイールの回転操作により

解像度が切り替わるようになる。通常

は、手前にホイールを回すと、Modes

の設定の先頭から末尾方向に解像度が

順次切り替わる（これを逆向きにする

ことも可能）。

また、[Startup Mode]では、X起動

時の画面モードを、XFree86のデフォ

ルトのモードや、最後に切り替えた解

像度、指定した解像度の3通りから設

定することができる。

GnomeResは、GNOMEパネルから簡単にXの画面モード（解像度）

を変更できるようにするGNOMEアプレットだ。Xでは、もともと

Ctrl－Alt－＋／－（テンキー）で切り替えが可能だが、目的の解像度に

なるまで操作を繰り返す必要があるし、テンキーのないキーボード

（HHKなど）では利用できない。GnomeResを使えば、メニューから

の選択やマウスホイールの回転操作だけで解像度を簡単に変更できる。http://www.sci.fi/̃syrjala/gnomeres/

GnomeRes
画面モード（解像度）を変更するアプレット

バージョン：0.5.0／0.6.0 ライセンス：GPL

画面1
利用できる解像度がメニューに一覧表示される。

画面2
設定ダイアログでは起動時の画面
モードなどを設定できる。
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●ビルドとインストール

Glimmerは、ソースのtarボールと

RPMパッケージの両方が配布されてい

る。日本語対応のためにソースを修正

する必要があるので、tarボールを利用

したほうが簡単だ。

Glimmerでは、GTK＋標準のテキス

トウィジェットの代わりに、独自の拡

張テキストウィジェット（GtkExText）

を使用する。GtkExTextは日本語

EUCなどのマルチバイト文字に対応し

ていないため、そのままだとカーソル

移動や文字の削除の際に問題が生ず

る。また、XIMを利用した日本語入力

の際、変換前の文字列が隠れて見えな

いという不具合もある。

これらの修正に加え、日本語フォン

トを含むフォントセットを読み込むよ

うに変更を行い、日本語の表示や編集

を可能にするパッチ（g l imme r -

euc.patch）を用意した。

Glimmerのtarボールを展開したディ

レクトリで、

$ patch -p1 < glimmer-euc.patch

とすると、ソースが修正される。

その後、「./configure」→「make」

→「make install」という一般的な手

順でビルドとインストールを行えばい

い。

●画面と初期設定

「glimmer&」として起動すると、

メニューやツールバーを持つウィンド

ウが開く（画面1）。日本語カタログは

付属しないものの、GNOME共通のメ

ニュー項目（「開く」など）は日本語

で表示される。

ファイルを読み込むには、ツールバ

ーの[Open source file]ボタンを押し

て、独自のオープンダイアログから選

択する。また、gmcなどGNOME対応

ファイルマネージャからのドラッグ＆

ドロップにも対応している。

編集領域は上部のタブでファイルを

切り替えるタイプだ（タブ位置は変更

可）。1つのウィンドウで複数のファイ

ルを同時に編集できるほか、Glimmer

のウィンドウを複数開くことも可能だ。

GNOMEのセッション管理に対応して

いるため、終了時に編集していたファ

イルを覚えており、次回起動時に自動

的にオープンする。

最初に、日本語を表示するためのフ

ォントセットの設定を行おう。メニュ

ーの[Settings]－[設定]を選択すると、

設定項目のジャンルがツリー表示され

た設定ダイアログが開く。フォントの

設定は、[Style settings]－[Fonts]だ

（画面2）。

[Default font]ボ タ ン を 押 し 、

GTK＋のフォント選択ダイアログを使

って、既定値の「Courier」から、日

本語を含むフォントセット（「Fixed」

など）に変更しよう。

イタリック、ボールド、ボールドイ

タリックについても、同様に設定する。

これらはカラー構文表示で利用される

だけなので、該当するフォントセット

を用意できない場合は、初期設定のま

までも構わない。

●日本語EUCへの対応

パッチを当てたGlimmerを使用し、

http://glimmer.sourceforge.net/

Glimmerは、GNOME環境で動作する本格的なテキストエディタだ。

C／C++やシェルスクリプト、Perl、HTML、XMLなど各種のプログラ

ム言語やマークアップ言語のソースをカラー構文表示できる。また、マ

クロ言語としてPythonが採用されており、ファイルセレクタなどのス

クリプトが付属する。ソースの一部修正とフォントセットの設定により、

日本語EUCのテキストの表示や編集にも対応できる。

Glimmer
プログラム作成に適したカラー構文エディタ

バージョン：0.9.19 ライセンス：GPL

画面1
GlimmerはGNOME環境
で動作する本格的なテキ
ストエディタだ。

画面2
日本語を表示するにはフ
ォントセットの変更が必
要になる。
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日本語フォントを含むフォントセット

を設定すれば、日本語EUCのテキスト

が正しく表示される（画面3）。

また、カーソルキーによる1文字単位

のカーソル移動や、Ctrl－カーソルキ

ーによるワード単位でのカーソル移動、

Shift－カーソルキーによる範囲選択、

BackSpace／Delキーによる文字の削

除なども、日本語の文字を考慮した動

作をするはずだ。

GlimmerはXIMに対応しているた

め、Cannaなどを使った日本語入力が

可能だ。ただし、ウィンドウの端でテ

キストを折り返すことができないため、

長い文章をバリバリ入力する用途には

向いていない。あくまでプログラム作

成が主な目的だ。

なお、今回のパッチはこの記事を書

くに当たって筆者が急遽作成したもの

なので、大規模な修正が必要な部分に

は対処していない。たとえば、正規表

現ライブラリは日本語に未対応で、正

規表現を利用した日本語の検索・置換

は正常に動作しない。だが通常の検索

では日本語を検索可能だ。

●カラー構文表示を利用する

Glimmerの大きな特徴は、色分けや

フォント修飾により、プログラムソー

スの構造を理解しやすくするカラー構

文表示にある（画面4）。現時点で、

C ／ C + + ／ シェルスクリプト／

HTML／Java／LaTeX／Per l／

Python／SQL／XMLなど、計20種類

ものプログラム言語やマークアップ言

語に対応している。

言語の判別は、ファイルオープン時

に拡張子から自動的に行われるが、ユ

ーザーがツールバーのリストから選択

することも可能だ。たとえば、編集時

にカラー構文表示が必要ないなら、

[None]に切り替えればいい。

また、メニューの[Se t t i ng s ]－

[Hilight Colors]で開くダイアログで、

文字列やキーワード、変数、演算子な

どの対象別に、使用する色とフォント

修飾を設定できる（画面5）。これらの

設定は全言語で共通だ。

なお、イタリックやボールド、ボー

ルドイタリックのフォントセットを用

意できない場合は、ここで[I]や[B]など

のボタンが押されていない状態に変更

し、色の設定だけで区別できるように

すればいい。

●マクロ言語にはPythonを採用

Glimmerでは、Pythonをマクロ言語

として利用でき、ファイルのオープン

を容易にする「FileSelector」（画面6）

や、選択領域の英字を大文字に変換す

る「To_Upper」などのサンプルスク

リプトが付属する。

これらのスクリプトは/usr/local/

share/glimmer/scriptsに格納されて

おり、メニューの[Scripts]以下の項目

から選択する。新たなスクリプトを追

加したら、[Scripts]－[Regenerate

Menu]でメニューに登録しよう。

画面3
パッチを当てれば、日本
語の表示や編集も可能
だ。

画面4
20種のプログラム、マー
クアップ言語に対応する
カラー構文表示。

画面5
各部に対する色使いとフ
ォント修飾をカスタマイ
ズできる。

画面6
Pythonによるファイルセ
レクタ（左）とスクリプ
トメニュー。
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●ビルドとインストール

rCalcは、tarボールとRPMパッケー

ジの両方が配布されているので、使用

しているディストリビューションに合

わせて選択しよう。

なお、ソースからのビルドの際は、

「 ./configure --prefix=`gnome-config

--prefix`」として、/usr以下へのイン

ストールを指定する。/usr/local以下

にインストールすると、ヘルプが表示

されないので注意されたい。その後の

手順は、「make」→「make install」

という一般的なものだ。

●基本的な使い方

rCalcを起動すると、コマンドライン

を含むウィンドウが開く（画面1）。使

い方は簡単で、「rCalc> 」というプロ

ンプトに対して、計算式や代入式を書

けばいい。

四則演算の演算子（＋、－、＊、／）

は、ふだん私たちが使っている数式と

同じ優先順位（乗算・除算優先、左か

ら右）で計算される。たとえば、「2＋

3／4」と入力してEnterキーを押すと、

rCalc> 2+3/4

Ans = 2.75

と答（2.75）が表示される。優先順位

を変えるには括弧を使えばいい。この

ほか、累乗を表わす演算子（＾）も用

意されており、優先順位は乗算や除算

よりも上だ。

過去に入力した数式や計算結果は、

100行（変更可）までさかのぼって参

照できる。また、数式を入力する際は、

bash風の履歴の呼び出しやコマンドラ

インの編集が可能だ。以前入力した数

式を呼び出すにはCtrl－Pキーか↑キ

ー、内容を編集するにはカーソルキー

などを使用する（画面2）。

●変数と定数を活用する

rCalcでは、計算結果を保存するた

めの変数を、宣言なしで自由に利用で

きる。変数名は英数字1文字以上の文

字列（先頭は英字）で、大文字・小文

字は区別されない。

たとえば、計算結果を変数hogeに格

納するには、

rCalc> hoge=(2+3)/4

hoge = 1.25

とすればいい。以後、数式中でhogeを

使うと、その値（この例では1.25）が

計算に利用される。なお、計算結果を

変数に格納しない場合は、特別な変数

Ansに値が格納される。

現在利用されている変数名と設定値

を確認するには、組み込みコマンド

（リスト1）のlsを使う（画面3）。なお、

こうした変数とその値は、rCalc終了時

に自動的に保存され、次回起動時に復

元される。

http://rcalc.sourceforge.net/

rCalcは、いわゆる電卓ソフトと本格的な数学統合環境ソフトの中間

領域を目指した科学計算ソフトだ。専用のコマンドラインに通常の形式

で数式を記述でき、四則演算のほか、三角関数や平方根、対数関数など

の基本的な関数が用意されている。宣言なしで使用できる変数により、

以前の計算結果を再利用でき、変数の値はrCalc終了後も保存される。

動作にはGTK＋とGNOMEが必要だ。

rCalc
GNOMEの高級科学電卓

バージョン：0.2.2 ライセンス：GPL

画面1
コマンドラインに数式を記述するシンプルなインターフェイス。

画面2
bash風の履歴機能とコマンドライン編集機能で数式を修正できる。
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変数を削除するには、組み込みコマ

ンドのrmを利用して、

rCalc > rm hoge

などとすればいい。また、組み込みコ

マンドのclearを使うと、すべての変数

を一括削除できる。

このほか、科学計算で頻繁に利用す

る円周率（π）と自然対数の底（e）

は、最初から定数として定義されてお

り、それぞれpiとeで参照できる。この

ため、変数名としてpiやeは使えないの

で注意されたい。

●組み込み関数の利用

rCalcには、三角関数など基本的な

いくつかの関数が最初から組み込まれ

ている（リスト2）。これらは、

rCalc > sqrt(2)

Ans = 1.414213562373095

といった具合に、数式中で引数を指定

して計算を行える。

なお、三角関数における角度の単位

の既定値は度（deg）だ。これをラジ

アン（rad）に変更するには、組み込

みコマンドのmodeを使って、

rCalc > mode rad

とするか、組み込みコマンドのradを

使う。用途によって、適切な単位を選

択すればいい。

また、[ファイル]－[設定]で表示され

る 設 定 ダ イ ア ロ グ （ 画面 4 ） の

[Calculator]ページで、角度単位の既定

値を変更することも可能だ。この設定

ダイアログでは、ほかにも文字のフォ

ントや色使い、過去の出力を参照でき

る行数などを設定できる。

なお、組み込み関数やコマンド、変

数などの詳細については、GNOMEヘ

ルプブラウザに表示されるHTMLヘル

プ（画面5）を参照されたい。メニュ

ーの[ヘルプ]－[Help]や、組み込みコマ

ンドのhelpで表示される。

exit、quit rCalcを終了

help、man ヘルプを表示

helpwin、？ 同上

ls、who 変数などの一覧表示

rm、clear 変数の削除

mode 角度単位（deg、rad）の設定

deg 角度単位を度（deg）に設定

rad 角度単位をラジアン（rad）に設定

リスト1 rCalcで利用できる組み込みコマンド

リスト2 rCalcに用意された組み込み関数

int(x) xを四捨五入した整数

abs(x) xの絶対値

log(x) xの常用対数（10を底とする）

ln(x) xの自然対数（eを底とする）

sqrt(x) xの平方根

sin(x) xの正弦（サイン）

cos(x) xの余弦（コサイン）

tan(x) xの正接（タンジェント）

asin(x) xの逆正弦（アークサイン）

acos(x) xの逆余弦（アークコサイン）

atan(x) xの逆正接（アークタンジェント）

sinh(x) xの双曲正弦（ハイパボリックサイン）

cosh(x) xの双曲余弦（ハイパボリックコサイ

ン）

tanh(x) xの双曲正接（ハイパボリックタンジ

ェント）

asinh(x) xの双曲逆正弦

acosh(x) xの双曲逆余弦

atanh(x) xの双曲逆正接

画面3
組みこみコマンドのlsを使って、変数の一覧を表示。

画面4
設定ダイアログでは文字フォントや色使いなどを変更可能だ。

画面5
GNOMEヘルプブラウザに表示されるrCalcのヘルプ。
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●ビルドとインストール

OggEncとXMMSプラグインは、い

ずれもバイナリの状態で配布されてお

り、tarボール展開後に適当なディレク

トリにコピーするだけでインストール

が完了する。

OggEncの実行ファイル（oggenc）

は、PATHに設定されたディレクトリ

（/usr/local/binなど）、XMMSプラグ

イン（libvorbis.so）は、XMMSのプ

ラグイン格納先（/usr/lib/xmms/

Inputあるいは/usr/X11R6/ l ib/

xmms/Input）にそれぞれコピーすれ

ばいい。

ソースからビルドする場合は、CVS

を利用するか、プロジェクトサイトの

ダウンロードページからスナップショ

ットのtarボールを入手する。これには、

OggEncやXMMSプラグインのほか、

各種のサンプルコードやWinAmpプラ

グインなどが含まれる。

●エンコードを行う

コンソールアプリのOggEncの使い

方は簡単で、「oggenc WAVEファイ

ル名」とするだけでいい（画面1）。複

数のファイルを指定して、連続してエ

ンコードすることも可能だ。

入力するWAVEファイルの形式は、

「44.1kHz・16ビット・ステレオ」、つ

まり音楽CDから切り出した形式に限

定されている。あらかじめ、cdparanoia

などのCDリッパを利用して、WAVE

ファイルを切り出しておこう。出力さ

れるOggファイルは、WAVEファイル

の拡張子を除いたベース名に、拡張子

「.ogg」を付けた名前になる。

曲名（タイトル）、アルバム名、ア

ーティスト名は、エンコード時のコマ

ンドラインオプション（リスト1）でそ

れぞれ指定する。たとえば、

$ oggenc -t約 束 は い ら な い -

lHotchpotch -a坂本真綾 track01.wav

とすると、曲名「約束はいらない」、

アルバム名「Hotchpotch」、アーティ

スト名「坂本真綾」が埋め込まれた、

約束はいらない.oggが作成される。タ

イトルを指定すると、出力ファイル名

のベース名としても利用されることに

注意されたい。

なお、曲名などに日本語を埋め込む

場合、再生に使うプレーヤも日本語に

対応していなくてはならない。XMMS

の場合、国際化パッチやjconvパッチ

の当たったバージョンが必要だ。

●MP3エンコーダとの比較

Ogg Vorbisは可変ビットレート

（VBR）が標準のため、ビットレート

を指定する代わりに、「平均ビットレー

ト」に対応するモード値（1～6）を－

mオプションで指定する。既定値は3

（平均ビットレート160kbps）だ。

そこで、モード2（平均128kbps）、

モード3（平均160kbps）、モード4（平

均192kbps）を指定してOggEncでエ

ンコードした結果を、代表的なMP3エ

ンコーダの「LAME」および「午後の

こ～だ」（gogo）と比較してみた（リ

スト2）。なお、LAMEとgogoは可変

ビットレートのMP3をエンコードする

機能も持っているため、固定・可変ビ

ットレートのそれぞれの設定でエンコ

ードした結果を示している。

圧縮後のサイズは、ビットレート

128kbpsと160kbpsではそれほどの違

いは見られないが、192kbpsでは

OggEncが他の結果より小さいファイ

ルを生成している。Ogg Vorbisの可

変ビットレート処理は、MP3のそれよ

り優れているようだ。

エンコード時間については、アセン

ブラを駆使してチューニングされた

http://www.vorbis.com/
http://www.xiph.org/ogg/vorbis/（プロジェクトサイト）

Ogg Vorbisは、特許・特許料フリーで完全にオープンな仕様の音声

圧縮フォーマットだ。可変ビットレート（VBR）を標準採用しているの

が特徴だ。MP3に含まれる特許技術に基づく特許料の請求問題に伴い、

一躍注目を集めるようになり、Ogg Vorbisに対応したプレーヤも増え

つつある。今回は、オフィシャルサイトで配布されているエンコーダ

OggEncと、再生用のXMMSプラグインを紹介する。

OggEnc
完全フリーの音声圧縮技術を体感しよう

バージョン：0.4 ライセンス：GPL

-q メッセージ出力を抑制

-h ヘルプを表示

-r Rawモード（PCMデータ直接入力）

-m 平均ビットレートのモード指定（既定値3）

1:なし 2:128kbps 3:160kbps

4:192kbps 5:256kbps 6:350kbps

-o 出力ファイル名を指定（単独ファイル時）

-n 曲名・アルバム名・アーティスト名を含んだ出力ファイル名を指定。

-c コメントを付加（複数指定可）

-t 曲名（タイトル）を指定

-l アルバム名を指定

-a アーティスト名を指定

リスト1 OggEncのコマンドラインオプション一覧
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gogoの固定ビットレートには到底及ば

ないものの、LAMEの可変ビットレー

トとはいい勝負をしている。現在の

OggEncのエンコードには、演奏時間

の1割～2割増の時間がかかるようだ

（Dual Celeron 450MHz PCの場合）。

今後のチューニングに期待しよう。

●XMMSで再生する

ま ず は 、 Ogg Vorbis再 生 用 の

XMMSプラグインが正しく組み込まれ

ているか確認してみよう。XMMS起動

後にCtrl－Pキーを押して、オプショ

ン設定ダイアログを開く。[Audio I/O

Plugins]ページのリストに、「Ogg

Vorbis Player 0.1  [libvorbis.so]」と

表示されていればOKだ（画面2）。

あとは、MP3ファイルと同様の操作

でファイルを読み込んだり、プレイリス

トに登録して再生を行えばいい。再生

中のウィンドウを見ると、現在のビット

レートが刻々と変化し、可変ビットレー

トであることを実感できる（画面3）。

音質については、エンコードする曲

にもよるだろうが、筆者の場合は同程

度のビットレートでエンコードした

MP3ファイルとの違いはほとんど感じ

られなかった。ぜひとも自分の耳で確

かめていただきたい。

画面1
OggEncを利用して、WAVEファイルをエンコード中。

画面2
「OggVorbis Player」プラグインが組みこまれていることを確認。

画面3
XMMSでOggファイルを再生中。ビットレートが刻々と変化する。

（1）平均ビットレート128kbps前後

ファイルサイズ エンコード時間

OggEnc 3487073バイト（9.2%） 4分02秒

LAME（可変） 3468773バイト（9.1%） 3分24秒

gogo（可変） 3460332バイト（9.1%） 1分29秒

LAME（固定） 3449417バイト（9.1%） 1分10秒

gogo（固定） 3448871バイト（8.8%） 53秒

（2）平均ビットレート160kbps前後

ファイルサイズ エンコード時間

OggEnc 4433161バイト（11.7%） 4分14秒

LAME（可変） 4319665バイト（11.4%） 3分34秒

gogo（可変） 4341234バイト（11.4%） 1分54秒

LAME（固定） 4311771バイト（11.3%） 57秒

gogo（固定） 4310812バイト（11.3%） 47秒

（3）平均ビットレート192kbps前後

ファイルサイズ エンコード時間

OggEnc 4692310バイト（12.3%） 4分13秒

LAME（可変） 4990718バイト（13.1%） 3分23秒

gogo（可変） 5175546バイト（13.6%） 2分01秒

LAME（固定） 5174125バイト（13.6%） 51秒

gogo（固定） 5173202バイト（13.6%） 36秒

リスト2 OggEncとMP3エンコーダLAME、gogoとの比較
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●ビルドと起動方法

gtkdiffはファイル一式をtar＋gzip

したtarボールとRPMパッケージの両

方が配布されている。使用しているデ

ィストリビューションに合わせて選択

しよう。 ソースからのビルドも、

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順だ。

gtkdiffは、ktermなどのコマンドラ

インから、

$ gtkdiff ファイル1 ファイル2 &

と比較する2つのファイルを指定して起

動する。

あるいは、ファイル名を指定せずに

起動し、メニューの[ファイル]－[開く]

で選択してもいい。この場合、オープ

ンダイアログを使って、2つのファイル

を順番に選択する。

●相違点を色付き表示

gtkdiffのウィンドウは、初期設定で

は2つのファイルの内容が左右に並んで

表示される2画面表示モードになって

いる（画面1）。

一目で違いを判別できるように、内

容が異なる行は、左がオレンジ色、右

が空色の背景で表示される。さらに、

左側には相違点の位置がオレンジ色・

空色のバーで、対応関係がバーを結ぶ

線で示されている。

初期設定では、2つのファイルで内

容が変わらない行が同期する（真横に

並ぶ）ように、実際には含まれない空

行が補間される（薄緑色の背景）。[フ

ァイル表示]－[行の同期]のチェックを

外すと、空行が消えて実際のファイル

の内容だけが表示される。

画面が狭い環境では、[ファイル表

示]－[画面表示]－[1画面表示]を選択し

て、1画面表示モードに切り替えると

いい。こちらは、2つのファイルの内容

を1つにまとめ、相違点だけ背景色を

変えて上下に並べて表示してくれる

（画面2）。色使いは2画面表示の場合と

同じだ。

こうした色使いは、[設定]－[設定]で

表示される設定ダイアログで変更でき

る（画面3）。設定ダイアログでは、こ

のほか、「英字の大・小文字を区別し

ない」などdiffに関するオプションも設

定可能だ。

●前後の相違点へ素早く移動

2画面表示モードでは、左端のスク

ロールバーを操作することで、2つのフ

ァイルの内容を同時にスクロールでき

る。マウスのホイールを利用したスク

ロールも可能だ。

また、前後の相違点に素早くジャン

プする機能も用意されている。前方

（ファイル末尾方向）の相違点にジャ

ンプするには、Ctrl－Nキーを押すか、

ツールバーの▽ボタンをクリックすれ

ばいい。同様に、Ctrl－Pキーや△ボ

タンで後方（ファイル先頭方向）の相

違点にジャンプする。最初や最後の相

違点にジャンプすることも可能だ。

なお、[ファイル表示]－[行の折り返

し]をチェックした状態では、これらの

機能の動作が遅くなったり、動作しな

くなったりするため、通常は行を折り

返さない設定で使うことが推奨されて

いる。

http://www.ainet.or.jp/̃inoue/software/gtkdiff/

gtkdiffは、2つのファイルの内容を並べて表示し、異なる部分をカラ

ー表示するソフトだ。内容の一部が変更されることの多いプログラムの

ソースや設定ファイルなどに対して使うと、どの部分が変更されたのか

素早く把握できる。2つのディレクトリを比較して、追加・変更された

ファイルを一覧表示したり、2つのファイルを統合（マージ）する機能

も用意されている。動作にはGTK＋とGNOMEが必要だ。

gtkdiff
2つのファイルの違いをカラー表示

バージョン：1.6.0 ライセンス：GPL

画面1
2つのファイルが左右に並んで表示
される「2画面表示モード」。

画面2
両者の相違点が縦に並べて表示さ
れる「1画面表示モード」
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このほか、検索バーに入力した文字

列をそれぞれのファイルから検索でき

る。ファイル1、ファイル2それぞれに

対する検索ボタンが用意されており、

マッチした文字列は青く反転表示され

る（画面4）。同じボタンを繰り返し押

すことで再検索が可能だ。

●2つのファイルを統合する

gtkdiffには、2つのファイルの相違

点を対話的な操作で統合して、新たに

別のファイルを作成するマージ機能が

用意されている。独自に修正を加えた

2種類のプログラムソースを1つに統合

したり、古い設定ファイルの設定の一

部だけを再利用したりする場合に使用

すると便利だ。

まずは、[ファイル表示]－[画面表

示]－[マージ]を選択して、ウィンドウ

をマージモードに切り替える（画面5）。

3分割された上部の領域にはマージ後

のファイル、下部の2つの領域にはファ

イル1とファイル2の内容がそれぞれ表

示される。

マージ後のファイルには、2つのファ

イルの相違点が灰色の背景色の空行で

示されている。Ctrl－N／Pキーや▽／

△ボタンで前後の相違点にジャンプし、

右クリックメニューを使ってファイル1

とファイル2のどちらの内容を挿入する

か選択しよう。

挿入した内容は、オレンジ色・空色

の背景色で表示され、右クリックメニ

ューを使って削除できる。また、[マー

ジ]メニュー以下の項目により、いずれ

かのファイルの内容を一括挿入・削除

することも可能だ。

●ディレクトリの比較も可能

これまでは2つのファイルの内容を比

較してきたが、2つのディレクトリのフ

ァイル構成を比較することも可能だ。

この機能を使うと、よく似た構成の2

つのディレクトリの内容の違いを簡単

に把握できる。

ディレクトリ表示モードに切り替え

るには、起動時のコマンドラインで2つ

のディレクトリを指定するか、[ファイ

ル]－[開く]のオープンダイアログで、

[ディレクトリの比較]をチェックしてか

ら、2つのディレクトリを順次選択す

る。

すると、指定したディレクトリ以下

の全ファイルが検索され、片方にのみ

含まれるファイルや、内容の異なるフ

ァイルのリストが表示される（画面6）。

[ディレクトリ表示]メニュー以下の項

目により、バックアップファイルやオ

ブジェクトファイルを隠したり、内容

の異なるテキストファイルだけに絞り

込むことも可能だ。プログラマーには

有用な設定項目だ。

ディレクトリリスト中のファイルを

クリックすると、それらのファイルが

使用している画面表示モードで表示さ

れ、実際の相違点を確認できる。ディ

レクトリ表示モードに戻るには、ツー

ルバー左端のボタンをクリックすれば

いい。

画面3
文字や背景の色使いはこの設定ダイアロ
グで変更できる。

画面4
検索バーに入力した文字列を検索す
ることも可能だ。

画面5
対話的な操作で相違点の統合（マ
ージ）を行う「マージモード」

画面6
2つのディレクトリ構成の違いを示す
「ディレクトリ表示モード」
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●ビルドとインストール

RegExplorerは、ソース一式をtar＋

gzipしたtarボールのほか、ダイナミッ

クリンク版およびスタティックリンク

版のバイナリもtarボールで配布されて

いる。

ソースからのビルドとインストール

は、「touch Makefile」→「make」→

「make install」とする。あらかじめ、

環境変数QTDIRに、Qt 2やインクル

ードファイルのあるディレクトリ

（/usr/lib/qt-2.2.0など）を設定してお

こう。

一方、Qt 2のない環境では、Qt

2.2.0がスタティックリンクされたバイ

ナリを利用するのが簡単だ。tarボール

を 展 開 後 、 実 行 フ ァ イ ル

（regexplorer）を適当なディレクトリ

（/usr/local/binなど）にコピーすれば

いい。

●画面構成

「regexplorer&」として起動する

と、いくつかの領域に分かれたウィン

ドウが開く。初期設定のままだとサイ

ズが小さすぎるので、少し大きくした

ほうがいいだろう（画面1）。なお、最

初の1回に限り、自動マッチ機能（後

述）が動作しないという不具合がある。

これは、Ctrl－Aキーを2回押すことで

回避可能だ。

ウィンドウ一番上の[Pattern]が、正

規表現のパターンを記述する領域だ。

正規表現ライブラリは独自のものだが、

一般的な正規表現のメタ文字（リスト

1）はすべて使える（日本語を含む文

字列には対応していない）。

その下には、パターンマッチの対象

となるテキストを記述する領域（左側）

と、マッチした結果を表示する領域

（中央）、マッチした行などの情報を表

示する領域（右）が並んでいる。一番

下は、Perlなど他のソフトで現在の正

規表現パターンがどのように表現され

るかを示す領域だ。

●テキストとパターンの入力

簡単なパターンをマッチさせながら、

RegExplorerの使い方を説明しよう。

まず、左側の領域にテスト用のテキス

ト「This is a test.」を入力しておく。

これに連動して、パターンマッチの結

果を示す中央部の領域にも同じテキス

トが表示される。

続いて、上部の領域に「is a」とい

うパターンを入力する。まず、「i」を

入力した時点で、中央部のテキストの

最初の「i」（3文字目）が黄色太字に

変わり、「s」と「 」（スペース）を入

RegExplorerは、指定した正規表現のパターンがマッチする部分を、

色を変えて表示してくれるソフトだ。学習用のツールとして、またgrep

やPerlなどで複雑な正規表現を実際に適用する前のテストツールとして

最適だ。メニュー選択により細かな動作を変更できる。実行にはQtバー

ジョン2ライブラリ（以下Qt 2）が必要だが、Qt 2がない環境でも動

作するスタティックリンク版バイナリも用意されている。http://regexplorer.sourceforge.net/

RegExplorer
正規表現のマッチを目で確認

バージョン：0.1.6 ライセンス：QPL

画面1
RegExplorerは正規表現の学習とテストに最適のソフト
だ。

（1）1文字にマッチ

. （改行以外の）任意の1文字にマッチ

¥文字 メタ文字をリテラル（文字そのもの）として扱う。

（あるいは）通常文字の一部をメタ文字列にする

[…] 列挙した文字の1文字にマッチ

[^…] 列挙した文字を除く1文字にマッチ

（2）繰り返し

+ 1回以上無制限の繰り返し

* 0回以上無制限の繰り返し

? 0回または1回の繰り返し

{m,n} m回以上n回以下の繰り返し（一方を省略可）

{m} m回の繰り返し

（…） 文字列を繰り返しの対象とする

（3）選択

¦ 両側のパターンのいずれかにマッチ

（…） 選択範囲を変更

（4）位置指定

^ 行の先頭にマッチ

$ 行の末尾にマッチ

¥b 単語の境界にマッチ

（5）前方参照

¥1,¥2,… N番目に格納した文字列にマッチ

（…） カッコ内パターンにマッチした文字列を格納

リスト1 RegExplorerで使える正規表現の代表的なメタ文字（列）
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力すると3～5文字目の「is 」が黄色

太字になる。さらに、「a」を入力する

と、今度は6～9文字目の「is a」が黄

色太字になる（画面2）。

このように、入力したパターンにマ

ッチする部分が即座に反応するので、

正規表現の学習を行ったり、もっと複

雑な正規表現をテストする際にとても

便利なわけだ。

なお、テスト用のテキストの内容は

自動的に保存され、起動時に復元され

る。また、メニューの[File]－[Load

Text File]によって、ファイルから読

み込むことも可能だ。

●動作をカスタマイズする

英字の大小文字の区別など、パター

ンマッチに関するさまざまな動作は、

[Match Type]メニューの項目（画面

3）によりカスタマイズできる。

たとえば、初期設定ではパターンを

入力している途中でもマッチが行われ

るが、複雑なパターンや長いテキスト

に対しては処理が重くなってしまう。

こうした場合は、 [Match Type]－

[Automatic Matching]のチェックを

外せばいい（Ctrl－Aキーでも可）。こ

れで、パターン入力後にEnterキーを

押した時点ではじめてマッチ処理が行

われるようになる。

また、初期設定のノーマルモードで

は、「最左最長マッチ」（最も左側から

始まる最も長いパターンにマッチする）

という正規表現の原則に従って、テキ

ストの1カ所にしかマッチしない。

[Match Type]－[Multiple]を選択して

（Ctrl－Mキーでも可）、マルチプルモ

ードに切り替えると、マッチする部分

がすべて黄色太字で表示されるように

なる（画面4）。

●他のソフト用のパターンを生成

RegExplorerでは、Emacs Lispや

Perlなど、正規表現が使える他のソフ

トでのパターンや、検索コードの一部

を生成できる。これにより、「メタ文字

の前に￥が必要か」など、細かな部分

の仕様の違いを気にすることなく、

RegExplorerでテストしたパターンを

他のソフトで利用できる。

使い方は簡単で、[Output Type]以

下の項目から、目的のソフトを選択す

ればいい。現在、Lisp（Emacs Lisp）、

Perl、PHP、Qtを選択可能だ。選択し

たソフト用のパターンが下の領域に表

示される。また、[Output Type]－

[Conding output]がチェックされてい

ると、現在のモードに対応した検索用

コードが表示される（画面5）。

画面2
入力したパターンに
マッチする部分が黄
色太字で表示される。

画面3
パターンマッチに関
する動作はこのメニ
ューでカスタマイズ
可能。

画面4
複数カ所のマッチを
行うマルチプルモー
ド。

画面5
Emacs Lispで使える
パターンと検索用コ
ードを表示。
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●ビルドとインストール

Asteroids3Dは、ソース一式をtar＋

gzipしたtarボールのみ配布されてい

る。configureスクリプトは含まれない

ので、必要に応じてMakefileを直接書

きかえる。たとえば、Mesaライブラリ

が/usr以下にある場合は、Makefileの

3行目に「-I/usr/include」、4行目に

「-L/usr/lib」を追加する。

あとは、「make」とすればビルドが

行われる。Makefileにはインストール

用の設定が書かれていないので、実行

ファイル（asteroids3D）を、適当な

ディレクトリ（/usr/local/gamesなど）

に手動でコピーしよう。

●迫り来るアステロイドを破壊せよ

まずは、-numオプションでアステロ

イドの数を指定する。たとえば、5個

で開始するには、「asteroids3D -num

5&」とすればいい。指定しなかった場

合は100個で始まる。

ウィンドウには、宇宙を漂うアステ

ロイドのほか、魚雷の照準や連続発射

可能数を示すスロット、シールド残量

を示すグラフ、速度計、上下左右およ

び後方の危険を示すインジケータなど

が表示されている（画面1）。

操作にはマウスとキーボードを併用

する。マウスの移動で上下左右に回転

し、左ボタンで魚雷発射だ。前後への

加速はr／vキー、上下左右へのスライ

ドはe／t／d／gキー、ブレーキにはf

キーを使用する。テクスチャの切り替

え な ど の キ ー 操 作 に つ い て は 、

READMEを参照されたい。

自機とアステロイドが3D空間を移動

しているため、やみくもに魚雷を発射

しても命中させることは難しい。そこ

で、照準の中央にアステロイドを移動

させてbキーを押そう。すると、その

アステロイドを囲むように緑色の立方

体が表示され、黄（射程外）または赤

（射程内）の円と点が表示される（画

面2）。赤い円と点が重なるように移動

しつつ魚雷を発射すれば、アステロイ

ドに命中する（画面3）。

大きなアステロイドの場合は、破壊

すると小さなアステロイドに分裂する。

こうしてすべてのアステロイドを破壊

していこう。破壊した数に応じてスコ

アが記録される（画面4）。

http://www.pitt.edu/̃stuart/a3d/

Asteropids3Dは、宇宙空間を漂うアステロイドを避けつつ、光子魚

雷で破壊していく3Dゲームだ。アステロイドや背景には綺麗なテクス

チャが貼られて迫力満点だ。3D空間を移動するアステロイドの破壊は

難しいが、ロックオンと照準システムでサポートされる。動作には3D

ライブラリのMesaが必要で、テクスチャをオフにするといった工夫に

より、3Dアクセラレータカードのない環境でもプレイ可能だ。

Asteroids3D
アステロイドを破壊する3Dゲーム

バージョン：0.1.153 ライセンス：GPL

画面1
宇宙を漂うアステロイドを光子魚雷で破壊せよ。

画面2
ロックオンしたアステロイドは立方体で囲まれる。

画面3
アステロイドに魚雷が命中すると、さらに細かな破片に
なる。

画面4
ハイスコア画面。この点数は、まだまだ甘い。
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●ビルドから起動まで

xzgvは、ファイル一式をtar＋gzip

したtarボールのみ配布されている。

configureスクリプトは付属していない

が、通常はMakefileを書き換える必要

はない。「make」→「make install」

とすると、ビルドとインストールが行

われる。

「xzgv&」として起動すると、xzgv

のウィンドウが開いて、xzgvのロゴが

表示される（画面1）。表示したい画像

のあるディレクトリや、画像ファイル

自体をコマンドラインで指定すること

もできる。

●サムネイル作成と画像の表示

ウィンドウ左側の「セレクタ」には、

カレントディレクトリのサブディレク

トリと画像ファイルの一覧が表示され

ている。

最初は、それぞれの画像ファイルは

同一のアイコンで表示されている。u

キーを押すか、セレクタ上で右クリッ

ク し 、 メ ニ ュ ー か ら [ U p d a t e

Thumbnails]を選択すると、サムネイ

ルが作成（更新）され、各画像のイメ

ージを確認できるようになる。サブデ

ィレクトリも含めて再帰的にサムネイ

ルを作成することも可能だ。

なお、サムネイル用の画像ファイル

は、各ディレクトリの.xvpicsサブディ

レクトリに、画像ファイルと同名で作

成される。これはxvやGIMPと同じ形

式なので、いずれかのソフトでサムネ

イルを作成済みの場合は、最初からサ

ムネイルが表示される。

セレクタに表示されたサムネイルを

クリックすると、その画像が右側の

「ビューア」に表示される（画面2）。

あとは、SPACEキーを押すか、ビュー

ア上で左ボタンをクリックするだけで

次の画像に切り替わる。前の画像に戻

るにはbキーを押せばいい。

動作は軽快で、大量の画像を閲覧す

る際にもストレスを感じることなく利

用することができる。

zキーを押すと、現在のビューアのサ

イズに合わせて、自動的に画像が拡

大・縮小されるようになる（画面3）。

画像の縦横比は変わらない。再度zキ

ーを押すと元の状態に戻る。

このほか、コピー・移動・削除など

のファイル操作を行ったり、表示され

る画像の拡大・縮小・回転・反転など

を行うことも可能だ。

xzgvは、サムネイル（縮小イメージ）付きの画像ビューア。JPEG／

GIF／TIFF／PNGなど主要な画像形式に対応している。サムネイルの保

存形式がxvやGIMPと同じなので、これらのソフトと共有できる。画像

の縦横比を変えずに、ウィンドウに合わせて画像を拡大・縮小表示でき

るのが特徴だ。マウスやキー操作により、画像の切り替えや拡大・縮小、

ファイル操作などを行える。動作にはGTK＋とimlibが必要だ。http://rus.members.beeb.net/xzgv.html

xzgv
サムネイル付きの軽量画像ビューア

バージョン：0.5 ライセンス：GPL

画面1
起動時にはxzgvのロゴが表示される。サム
ネイルは未作成の状態。

画面2
サムネイルをクリックす
ると、その画像がビュー
アに表示される。

画面3
ビューアのサイズに合わせ
て画像を拡大・縮小して表
示できる。



●ビルドとインストール

WiredViewは、tarボールとRPMパ

ッケージの両方が配布されているので、

使用しているディストリビューション

にあわせて選択しよう。必要なライブ

ラリをあらかじめインストールしてお

くことも忘れずに。

なお、ソースにはconfigureスクリプ

トが含まれていないため、tarボールを

利用する際には、Makefileを書き換え

る必要がある。具体的には、10行目の

「CFALGS = …」の末尾に、「-I/usr/X

11R6/include -I/usr/lib/glib/include」

を追加する。RPMソースパッケージの

場合も同様の修正を行う必要があるだ

ろう。

●回転するノードとリンク

「wiredview&」として起動すると、

小さめのウィンドウが開いて、ノード

とリンクが表示される。IPに対応した

ノードは球、ノード間のリンクは線で

表現され、通信量に応じて球の色や線

の太さが変化する。

初期設定では、通信量の低いノード

は自動的に消えるようになっている。

ブラウザを起動してWebページを見た

り、FTPサイトからファイルを受信し

たりすると、それぞれのサイトに対応

したノードが離合集散し、刻々と色を

変えながら全体が回転するのが見られ

るはずだ（画面1）。なお、回転はマウ

スの中ボタンクリックで停止でき、左

ボタンのドラッグで回転方向や速度を

変えられる。

また、右ボタンクリックでメニュー

がポップアップし、[Preferences]で設

定ダイアログが開く（画面2）。このダ

イアログでは、ノードやリンクの色

（トラフィックに応じて5種類）の変更、

ノードのIPアドレス表示のオン・オフ、

各種情報の更新間隔の設定、背景の透

過処理やビットマップの貼り付けなど

が可能だ。

たとえば、[Transparent background]

をチェックすると、ルートウィンドウ

の画像がそのままWiredViewの背景と

して表示されるようになる（画面3）。

ただし、こうした背景の透過やビット

マップの使用は、CPUの負荷をかなり

増大させるので、常用する場合はお勧

めできない。
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http://www.redsails.org/files/
ftp://ftp.ee.lbl.gov/（libpcap）
http://www.student.oulu.fi/̃jlof/gtkglarea/（GtkGLArea）

WiredViewは、ネットワークトラフィックを3D表示するモニタソフ

ト。IPに対応するノードを球、ノード間のリンクを線で表現し、トラフ

ィックに応じて球の色や線の太さが変化する。実用性はないに等しいが、

くるくると回転しながら離合集散するノードや、刻々と色や太さが変わ

るリンクを眺めているだけで十分楽しい。動作にはMesa、libpcap、

GtkGLAreaの各ライブラリが必要だ。

WiredView
3D表示のネットワークトラフィックモニタ

バージョン：0.0.3 ライセンス：GPL

画面2
表示色などはこの設定ダ
イアログでカスタマイズ
可能だ。

画面1
ネットワークトラフィックをノードやリンクの色や太さ
で表示。

画面3
ビットマップを貼ったり、
背景を透過させることも
できる。
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●ビルドとインストール

Starfishは、ソース一式をtar＋gzip

したtarボールのみ配布されている。

configureスクリプトは用意されていな

いが、通常はMakefileを書きかえる必

要はなく、「make」→「make install」

とするだけでビルドとインストールが

行われる。

なお、starfishというよく似た（先頭

が小文字）の別ソフトが存在する。こ

のため、Starfishの実行ファイルは

「xstarfish」という名前でインストー

ルされるので注意しよう。

●表示する時間間隔も指定可能

使い方は簡単で、ktermなどのコマ

ンドラインで、

$ xstarfish

とすればいい。しばらくすると、生成

されたシームレスな（継ぎ目のない）

パターンがXのルートウィンドウにタ

イル表示され（画面1）、自動的に

xstarfishが終了する。

また、一定時間ごとにパターンを繰

り返し表示させるには、－dオプショ

ンに続けて、時間間隔（秒単位）を指

定する。たとえば、

$ xstarfish -d 300

とすると、300秒ごとにパターンが更新

される（画面2）。このとき、コマンド

ライン末尾に「&」を付けないことに

注意されたい。また、「minutes」や

「days」などを数値の後に書いて、分

単位や日単位の時間間隔を指定するこ

とも可能だ。

このほか、表示するタイルの大きさ

を指定するオプションなどが用意され

ている。通常は指定する必要はないだ

ろう。

●数式と乱数がパターンを決定

パターンの生成手順を簡単に説明し

ておこう。まず、それぞれ独自の数式

に基づく「ジェネレータ」（Branch

fractal、Bubble、Coswave、Flatwave、

Galaxy、Rangefractal、Spinflake）

により、グレイスケールのテクスチャ

が作成される。

続いて、Starfishの「エンジン」が

これにカラフルなグラデーションを付

ける。さらに、複数のテクスチャを重

ね合わせる際に使われるアルファ（透

明度）チャネルにも、これらのテクス

チャが使われる。

こうして、ある程度の数のテクスチ

ャが重ね合わされて、最終的なパター

ンが作成される。

ジェネレータの選択や重ね合わせる

数、色合いの選択などはランダムに決

定されるので、毎回異なるパターンが

得られるわけだ。

Starfishは、Xのルートウィンドウ（背景）に美しいパターンをタイ

ル表示するソフトだ。パターンは数式と乱数に基づいて作られるので、

起動するたびに異なった表示を楽しめる。また、上下左右が繋がるよう

になっており、タイルの継ぎ目が目立つことはない。タイルの大きさを

指定できるほか、デーモンとして動作させて、一定時間ごとに自動的に

パターンを変更する使い方も可能だ。http://www.redplanetsw.com/starfish/

Starfish
ルートウィンドウに美しいパターンを表示

バージョン：1.0b3 ライセンス：GPL

画面2
一定時間ごとに表示を更新させることも可能だ。

画面1
シームレスなパターンがルートウィンドウに表示される。



国内で販売されている多くのLinux

ディストリビューションには、商用ア

プリケーションとして、ジャストシス

テムのATOK12SEが添付されている。

これは、Windows用のATOK12を

Linuxに移植した簡易版である。

ATOK12SEの発表時に、ジャスト

システムはフル機能を持つATOKを自

社パッケージとして出荷すると発表し

ていた。そして、ようやく登場したのが

ATOK X for Linux（以下、ATOK X）

である。このATOK Xは、単にATOK

12SEに機能を追加しただけではなく、

GTKを使ったGUIを実現するなど、別

バージョンといってもいい製品だ。

こうした違いがあるために、製品名

もATOK＋バージョン番号という、従

来Windowsで踏襲してきた形式ではな

く、ATOK Xという名前になっている。

今回、このATOK Xを、バージョ

ンアップしてLinuxにも正式対応した

Javaで記述されたワードプロセッサ、

一太郎Arkとともにレポートしたい。

Windows用のかな漢字変換フロント

エンドプロセッサ（以下、FEP。最近

ではInput Method=IMということが

多いが）は、MS-DOS時代から開発さ

れ、長い歴史を持った製品が少なくな

い。その中でも、ジャストシステムの

ATOKシリーズは、NECのPC-9800シ

リーズのMS-DOS用ベストセラーワー

プロ「一太郎」のかな漢字変換エンジ

ンとしてスタートし、単独のかな漢字

変換FEPとなってからも多くのユーザ

ーに使われてきた。一太郎ユーザーは

もちろん、非一太郎ユーザーであって

も、かな漢字変換FEPにはATOKを使

うユーザーも少なくない。

余談だが、ATOKとは、Alpha TO

Kanjiの略 とも、 Awa TOKushima

（ジャストシステムの本社は徳島にあ

る）の略ともいわれている。

ATOKシリーズの最大の特徴は、吟

味された辞書と的確な変換候補の精度

である。単に辞書登録の単語だけでな

く、AI機能（変換文書中の直前の単語

との関連から適切な変換候補を選択）

などによる確かな変換にある。

Windowsのかな漢変換FEPでは、カ

スタマイズや辞書機能などの付加機能

といった部分での競争はすでに終わっ

ており、ある意味、変換が好みに合う

かどうかというレベルにまで達してい
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長い歴史と新しさを持つ

ATOK X & 一太郎Ark

価格 9800円／9800円
問い合わせ先 ジャストシステム

03-5412-3939
http://www.justsystem.co.jp/

長年愛されたかな漢字変換システムATOKのLinux版がリファインされた。
また、Javaで動くワープロ一太郎ArkもLinux対応としてリパッケージされ
た。そこで、今回はATOK Xと一太郎Arkのレポートをお届けする。

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

画面1 ATOK Xと
一太郎Ark
右下に見えるツール
バーがATOK Xだ。
表示しているのはジ
ャストシステムの
Webサイトである。

ATOK X



る。変換にはいろいろな方式が使われ

ているが、ユーザーは、変換技術の原

理よりも、実際の変換のフィーリング

でかな漢字FEPを選んでいる。もっと

も、最近では選択肢は事実上Windows

に付属するMicrosoft IMEとATOKの

2つに絞られており、比較的新しいユ

ーザーは、システムに標準で付属する

IME 98/2000を、古くからのパソコン

ユーザーは、ATOKという形になって

いるようだ。逆にいうと、かな漢字変

換FEPにある種のこだわりやフィーリ

ングを要求するユーザーは、わざわざ

ATOKを入手して使っているわけで、

そのぶん厳しいユーザーと愛用者が多

いともいえる。

ATOK Xは、そのATOKをベース

にして開発され、従来のLinux用のか

な漢字変換エンジンよりは厳しい環境

で育ってきたものであるといえる。

ATOK12SEは、かな漢字変換エン

ジン部分は独自のプロトコルを使い、

kinput2にこのATOK用のプロトコル

への対応を行ったkinput2xを使ってX

Window System用のアプリケーショ

ンからの利用を可能にしていた。つま

り、kinput2経由で日本語入力が行え

た従来のアプリケーションのほとんど

に対応できたわけである。

ATOK Xは、IIIMP（Internet-Intranet

Input Method Protocol）というプロ

トコルに対応し、エンジン部分とアプ

リケーションと通信を行うATOK Xク

ライアントの2つのモジュールで構成さ

れるようになった。

エンジンは、システム起動時に他の

サーバなどと同じく/etc/rc.d/init.d内

に置かれた「atokx」スクリプトで起

動される。ここでは、変換エンジンが

「/usr/lib/locale/ja/atokserver/atok

mngdaemon」によって起動する。

次に、X Window Systemが起動す

るときに、「/etc/X11/xinit/xinitrc.d/

xinput」などから、kinput2の代わり

に ATOK Xク ラ イ ア ン ト で あ る

「/usr/lib/locale/ja/atokserver/atokx

_client」が起動される。これはシェル

スクリプトになっており、実際には、

「/usr/lib/im/htt_xbe」が動く。

■ATOK Xを使ってみる

ATOK Xの標準の起動キーは、

Ct r l＋ SPACEキーで、このほか

Shift＋SPACEキーに変更することが

できる。これら以外のキーに割り当て

ることは残念ながらできない。

ATOK Xクライアントは、XIMを

使ってクライアントと通信を行うため、

たとえば、kterm内のviなどで入力を

行うためには、ktermに「-xim」オプ

ションを付けて起動する。

ATOK Xを起動すると、ATOK X

のGUI部分である小さなツールバーが

画面右下のほうに現れる（画面2）。こ

の状態でかな漢字変換が可能で、たと

えばローマ字などで入力していけば、

一般のかな漢字変換と同じく入力が可

能だ。変換候補表示は、縦に最大9つ

候補が表示され（画面3）、拡大表示

（画面4）や並べ替えなどが可能になっ

ている。

付属ツールとしては、

文字パレット

環境設定

カスタマイザ

単語登録

辞書ユーティリティ
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画面3 変換候補の表示
最大で9つまで表示される。左下の虫メガネアイコンをクリックすると拡大表示すること
ができる。

画面2 ATOK Xツールバー
Windows版のものとは若干形状が異なる。横だけでなく、縦に配置することもできる。

画面4 拡大表示
解像度を高くしていると変換候補が見にくくなるが、拡大表示すれば間違えない。なか
なか細かい配慮だ。



が用意されている。これらはATOK X

ツールバーから起動可能になっている。

■文字パレット

文字パレットは、読みの不明な文字

や記号などを表から検索するためのも

ので、「記号表」、「和文コード表」、

「Unicode表」に加え、部首や画数など

から検索が可能な「漢字検索」機能が

ある（画面5）。

■環境設定

環境設定は、標準の変換モードや入

力文字種などを設定するためのもので、

校正支援機能などの設定もここで行う

（画面6）。ATOK Xの動作設定を行う

ためのダイアログボックスである。

■カスタマイザ

カスタマイザは変換時のキーコマン

ドを設定するためのものだ（画面7）。

キーバインドの設定は、「スタイル」と

呼ばれており、ATOK12互換のスタイ

ルファイルが入っている。Windows版

では、ここにVJEなど他のかな漢字変

換FEPとキーバインドを同じにするス

タイルファイルが提供されているが、

ATOK XではCannaやWnnのスタイ

ルファイルが用意されている。今まで

CannaやWnnを使ってきたユーザーも

すぐに利用できるようになっているの

が嬉しいところだ。

■単語登録

単語登録はユーザーが辞書に単語を

登録するためのダイアログボックスだ

（画面8）。ここで、単語と読み、品詞

などを指定して、登録を行う。

■辞書ユーティリティ

テキスト形式の単語ファイルを使っ

て辞書に登録を行ったり、空の辞書を

作成するなどの処理を行う（画面9）。

他のFEPなどの辞書から単語と読みを

テキストファイルに書き出し、これを

辞書ユーティリティで処理することで、

他のシステムで使っていた登録単語を

まとめて登録することができる。

今回、多少遅めのPentium 133MHz

程度のノートマシンで使ってみたが、

実際の変換動作にはさほどもたつきを

感じなかった。もっとも、辞書アクセ

スがあると、ちょっとしたタイムラグ

が発生するが、これも変換キーを押し

てから一息入れるような使い方ではあ

まり問題にならないだろう。

すでにWindows版でATOKシリー

ズを使っているのなら、使いこなれた

辞書をもってきて使うことも可能であ

る。このあたり、Windows版があるメ

リットだろう。

変換は、さすがに古くから鍛えられ

ただけあって、ほとんどストレスを感

じさせない。ATOKでは、文脈を見て

同音異義語を判断しているため、初め
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画面5 文字パレット
Windowsでは当たり前の
この機能もLinuxでは新し
い。部首や画数から検索
できるのは非常に便利だ。

画面6 環境設定
校正支援機能の設定
や、かな漢字変換用
の辞書の指定などを
行う。

画面7 カスタマイザ
キーバインドが変更できる。
CannaやWnnと同じキーバイ
ンドで使うことができる。も
ちろん、独自のキーバインド
も可能だ。

画面8 単語登録
ここで単語の登録を行う。単
語を選択して起動することで
ダイアログに自動的に単語を
入力することができる。



て変換する単語でも、ある程度は正し

い候補が出る。また、逆に、とんでも

ない変換結果（たとえば文節の切れ目

をまったく間違えて変換してしまう）

などは少ない。

たとえば、同音異義語である「選挙

区」と「選曲」といった単語は、

「国会が解散した。国会議員は選挙に

向けて動き出した。各議員はセンキョ

クに向かった」

「音楽会を開くことになった。私が責

任者になり静かな音楽を選ぶことにな

った。今日、ようやくセンキョクが終

わった」

といった2つの文章を入力する場合に、

前者は「選挙区」が最初の候補となり、

後者では「選曲」が第一候補となる。

これは、直前に入力された単語を調査

して、関連のあるほうを第一候補とし

ているのである。なお、学習はこれに

優先するため、強制的に変更すること

も可能だ。

同音類義語、たとえば、「変える」、

「替える」、「代える」などの選択は、

いわゆるAI変換によりかなりカバーで

きる。たとえば、

「かみそりの刃をカエる」

「車の色をカエる」

という場合、前者では「替える」が、

後者では「変える」が第一候補として

表示される。

前述したように、ATOKクラスのか

な漢字変換では、文節の切れ目を間違

えることは少ない。文節の切れ目に関

しては、辞書の単語を多くするなどし

てかなりカバーが可能だからだ。

次に問題となるのは同音異義語の選

択である。ワープロで最も多いのは同

音異義語（前述の「選曲」と「選挙区」、

「選択」と「洗濯」など）や同音類義

語（たとえば、「変える」「代えるな

ど」）の間違いだが、これも第一候補

として適切なものを提示できれば少な

くなるわけだ。

このあたりが、ストレスの少ないか

な漢字変換の理由ともいえるだろう。

一太郎Arkは、100% Pure Javaで

記述されたワードプロセッサである

（画面10）。しかし、単なるワープロで

はなく、内部的にはXMLなどを使い、

HTMLやXML出力が可能なテキスト

プロセッサでもある。このため、URL

を指定してWebサーバ上のページを読

み込んで編集するといったことが可能

となっている。

この一太郎Arkは昨年、バージョン

1.0がWindows向けのパッケージとして

販売されたが、L i n u x でもJ a v a

Runtime Environmentなどをインス

トールすることで利用が可能である

（ただし、Linuxでの動作は一太郎Ark

パッケージの動作保証対象外というこ

とになっていた）。

この一太郎Arkは、もちろんATOK

Xと組合せての利用が可能である。日

本国内で作られたワープロパッケージ

でもあり、同じ開発元なので安心でき

る組合せといえるだろう。

なお、ジャストシステムでは、この

一太郎Arkに続き、プレゼンテーショ

ン作成ソフトMuffin（コード名）、表

計算ソフトChoco（同）も開発予定で、

現在Muffinのプレビュー版がダウンロ

ード可能となっている（画面11）。

一太郎Arkのソースコードは公開さ

れており、無償でダウンロードが可能

で、パッチであれば再配布が可能にな

っている（一太郎Ark自体の再配布は

禁止されている）。

なお、ソースコードが公開されてい

るのは、市販パッケージのバグFIX版

であるバージョン1.1である。

この一太郎Arkは、Javaアプリケー
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画面9 辞書ユーティリティ
テキスト形式の辞書登録や、
他のFEPの辞書をマージする
ことができる。登録されてい
る単語を確認したり、削除し
たりすることもできる。

画面10 一太郎Arkの画面
見た目はWindowsのワープ
ロとさほど違いはない。言
われなければJavaで記述さ
れていることに気が付かな
い。

一太郎Ark



ションの特徴でもある、「どのプラット

フォームでも動く」を実現しているた

め、WindowsやSolaris、Linuxといっ

たさまざまなプラットフォームで同一

のプログラムが稼働する。このため、

システムを移行したり、あるいは通常

とは違う環境を使わざるを得ない場合

でも、同じアプリケーションを利用で

きるというメリットがある。

Linuxに対応した一太郎Arkは9月22

日に発売された。旧パッケージとの大

きな違いは、Linux用のインストーラ

と、JREの追加である。旧パッケージ

でもLinuxで使用できなかったわけで

はないが、インストーラとJREが同梱

されることで簡単にインストールでき

るようになった。また、Linuxに正式

対応となった点も嬉しいところだ。な

お、旧パッケージのユーザーであれば、

ジャストシステムのホームページから

無料でLinux対応版をダウンロードす

ることができる。

■一太郎Arkを使う

あたりまえではあるが、一太郎Ark

では日本語フォントを使うため、X

Window Systemで日本語フォントが

表示できるか、あるいはJava環境で

TrueTypeフォントが利用できるよう

になっている必要がある。ただし、最

近の多くのディストリビューションで

は、このあたりの問題はないと思われ

る。

一太郎Arkでは、XMLとCSSを使っ

てドキュメントを作成する。最終出力

は、XHTML、HTML3.2、HTML4.0

（ZIP圧縮形式あり）、テキスト（gzip、

ZIP圧縮形式もあり）が可能だ。また、

基本的なページレイアウト機能は、

HTML+CSSの範囲となる。ただし、

表や画像の埋め込みのほか、フレーム

にも対応しているため、多くのWebサ

イトで使われているようなWebページ

の作成は可能になっている。

また、左右のマージンは、ページス

タイルとして用紙サイズを決めておき、

これに対して、マージンを設定すると

いう通常のワープロと同様な形式とな

っている（写真12）など特殊なもので

はないが、実際の印刷はJava側の機能

にまかされており、Javaで印刷できる

環境を構築しておく必要がある。

Javaアプリケーションであるため、

起動や処理などがバイナリプログラム

に比べるとちょっと遅いようだが、最

近の高性能なPentium II/IIIのマシン

でなら問題にはならないだろう。しか

し、最低でもPentiumの166MHz程度

は必要なのではないかと思われる。な

お、Javaで動作する分、メモリも少々

必要になるので、スワップが起こらな

いようにある程度のメモリ（48Mバイ

トではちょっと不足気味だろう。64M

バイト以上は必要だと思われる）を実

装しているほうがいいようだ。一太郎

Arkの動作中にスワップが起こるよう

だと、CPUクロックに関わらず、ちょ

っと使いにくい。

全体的に日本語処理機能には問題は

ないのだが、禁則処理が「送り」のみ

であり、たえとば、行末に句読点など

がきた場合、直前の文字が次の行に送

られてしまう（写真13）。一般的には

これが問題になることは少ないのだが、

たとえば、20文字で2行以内などとい

う文章を作る場合などにちょっとした

問題となる（もっとも、こういうのは

筆者のような仕事や編集者などが問題

にするだけだろうが）。このあたり、一

般のワープロは「ぶら下げ」禁則（行

の最後に句読点などの記号を1文字だ

けはみ出させる禁則処理）を可能にし

ているので、なんとかしていただきた

い点である。
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画面 1 1 一太郎 A r k のホームページ
（http://www.justsystem.co.jp/ark/）
一太郎Ar kのプラグインや、Mu f f i nの
Technology Preview版がダウンロードでき
る。

画面12 ページ
スタイルメニュー
ここで用紙サイズ
や左右マージンを
設定する。ただし、
実際の印刷はJava
側の機能による。



ジャストシステムは、国産ベストセ

ラーワープロ一太郎の開発元であるが、

最近では、マイクロソフトのオフィス

シリーズに押されぎみた。その中で同

社が打ち出したのが、LinuxやJavaへ

の対応である。少なくとも、マイクロ

ソフトが本気でアプリケーションなど

を展開することが考えにくい分野であ

ると同時に、アンチマイクロソフト派

からは、今後の成長を期待されている

分野でもある。また、同社がWindows

などで培った技術を転用することで、

この分野の成長を加速することも不可

能ではない。

ジャストシステムでは、昨年より国

内の各ディストリビュータに対して、

Linux版のATOK12SEを提供してい

る。このため、多くのユーザーが

ATOK12SEを使うことができるように

なった。 ATOK 1 2 S E のS E とは

Standard Editonの略で、いわばバン

ドル用の簡易版である。これに対して

ATOK Xは 、 Linuxや X Window

Systemに対して、最初から対応をする

ことを目的として作られた製品バージ

ョンである。

ジャストシステムのもうひとつの戦

略がJavaである。同社は比較的早くか

らJavaに取り組み、Java用のワープロ

の開発を公表していたが、その結果と

して登場したのが一太郎Arkである。

これは一太郎という名前を持つが、内

部的にも、GUIなどについてもまった

く別物である。Javaという性格上、数

多くの機能を持つ一太郎そのものを移

植することは難しいだろうし、一太郎

だからといって必ずしも受け入れられ

るわけでもない。そこで、XMLやCSS

といった最新技術を持ち込み、作られ

たのが一太郎Arkなのである。

このJavaへの取り組みは、ATOK X

が利用するIIIMPがJavaの入力メソッ

ドのフレームワークからきているなど、

相互に関連するものであり、ある意味、

Linuxなどをベースにした標準を基準

とした製品展開ともいえる。

また一太郎Arkについては、ソース

コード公開により、ユーザーの力を借

りて成長する方向をあえて選択してい

る。当初より、プラグインの機構を公

開して、ユーザーはJavaでプラグイン

を作ることができたのだが、これでは

ワープロの補助機能部分は作ることが

できても、ワープロの本質的な機能を

強化することはできない。また、プラ

グインから、編集中のテキストを操作

したいときなどは、一太郎Arkの内部

API（Javaのクラス）をほとんど公開

しないと、簡単なプラグインしか作る

ことができないということもあった。

どうせ内部のAPIを公開するならすべ

て公開して、さまざまな具体的な（ユ

ーザーのパッチなど）フィードバック

を受けようという方法である。これは、

バイナリのみを提供するWindowsなど

のアプリケーションとはまったく違っ

たアプローチであり、SunやNetscape

などが採用した方法でもある。

さて、英語環境向けには、いまや多

くのオフィス用アプリケーションが登

場しており、そのうちのいくつかは日

本語対応がアナウンスされていたり、

実際に日本語対応しているものもある。

しかし、かつてWindowsでも、英語版

のワープロを日本語化した場合、さま

ざまな問題点が指摘され、長い時間を

かけてようやく日本語ワープロとして

定着した過去を考えると、これら英語

版を日本語対応させたアプリケーショ

ンが十分な機能を持つと言われるまで

には多少時間が必要な気もする。

また、ジャストシステムは、プレゼ

ンテーション用ソフトや表計算ソフト

もJavaアプリケーションとして開発中

であり、これらがある程度の品質で登

場すれば、国内でもLinux環境が一般

利用に十分な能力を発揮できる可能性

がある。米国などでは、Linuxを使っ

たインターネットアプライアンスや安

価なパソコンがいくつか登場している

が、こうした製品も日本で利用できる、

あるいは開発できるようになるといっ

ていいだろう。

■一太郎Arkのソース公開について

一太郎Arkのソースコードが公開さ

れていると前述したが、これは一般的

なオープンソースとは異なる。

あくまで開発・評価目的に限定され

ている。つまり、ソースコードの公開

によって、無償で一太郎Arkが入手で

きるわけではないし、再配布すること

もできない。一太郎Arkを使用するに

は、パッケージを購入（使用ライセン

ス）する必要があるので注意しよう。
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画面13 禁則処理の例
画面では区点などがぶら下げ禁則にならず、次行に送られている。このため、右側が揃っていない。

Linuxの
アプリケーション環境



いまだ携帯電話を持っていない。それで生活に支障はな

いものの、持っててもいいかなと思わないでもない。しか

し iモードとなると話は別だ。iモードには、なにかと不

純なものを感じていて、それを支持する気持ちになれない

のだ。

iモードの契約者数が、この8月に1000万人を突破した。

これと前後して、iモードを使ったいたずら電話が問題に

なった。新聞を読んだだけでは、そのいたずらの手口はわ

からなかっただが、iモードが使っているHTMLでは、

URLに電話番号を指定できる。おそらく、<a href="tel:

110"> と書いてあったのだろう。

いたずら電話事件のほんとうの犯人は誰？

この事件には、iモードの抱える問題が集約されている

と思う。

hrefにhttpが指定されているリンクを選択した場合、

対応するページが表示されるだけですむが、mailtoのリン

クは、いたずらに悪用される危険がある。本来送られてく

るはずのないメールが大量に送り付けられてくるとした

ら、それはメール爆弾と同じことだ。この危険性は通常の

Webも同じように抱えている。だからといって、telのリ

ンクをmailtoと同じように扱っていいものだろうか。ひっ

きりなしに間違い電話がかかってくるとしたら、その被害

はメール爆弾による被害よりも、はるかに深刻だ。

mailtoのリンクは、メールの本文を入力する際に送信先

のメールアドレスを確認することができる。しかしtelの

リンクは、これからかけることになる電話番号が携帯電話

の画面に表示されないために、そうとは知らずに110番に

かけていたわけだ。

12月以降発売されるiモード対応の携帯電話では、リン

ク先の電話番号がダイアログ表示されるようになるらし

い。もちろん、リンク先の電話番号が画面に表示されると

しても、それで問題が本質的に解決されるわけではない。

110番であれば、すぐにいたずらとわかるだろうが、普通

の電話番号だったら、判断しようがないわけだから。

それにしても、リンク先の電話番号が表示されないとい

うことは、市内なのか市外なのかもわからないし、知らず

に国際電話をかけてしまうこともありえるわけだ。どう

して最初から電話番号表示の機能が設計に組み込まれて

いなかったのだろう。iモード対応の携帯電話機の仕様

が、NTTドコモと電話機のメーカーの間で、どのように

取り決められているのか、よくわからない。NTTドコモ
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の技術者が気づかなかったのか、メーカーの技術者がうっ

かりしたのか。まったく、携帯電話の技術に関しては、わ

からないことだらけだ。

NTTドコモは、iモード対応HTMLページにtelのリン

クを記述するときは、着信先相手の了解を得るように、と

いう注意喚起を実施するらしいが、実効性のある対応とは

思えない。そもそも、URLにtelを追加することの意味を、

もっと慎重に検討しておくべきではなかったのか。ボタン

ひとつで電話がかけられると便利だよね、くらいの安易な

発想だったとしか思えない。電話をかけさせるのに便利な

機能を、電話会社があえて盛り込まないはずがない。しか

し、メールアドレスをWebで公開している人はいても、

電話番号をWebで公開している人は少ない。それは、あ

きらかにメールアドレスと電話番号とでは、個人情報とし

ての意味に大きな違いがあるからだ。

掟破りのiモードを礼賛する欺瞞

インターネットは、それが通信手段として電話回線を使

うことはあっても、本質的にはコンピュータとコンピュー

タの通信である。そしてWebは、コンピュータでブラウ

ズされることを前提に発展してきた技術である。そのよう

なWebの世界に、iモードは異質な要素を持ち込んできて

いる。絵文字という機種依存文字や半角カタカナが使える

が、そのような機種依存文字はWebでは使わないのがイ

ンターネットのルールだったのではなかったか。

iモードが使っているCompact-HTMLは、HTMLのサ

ブセットだったため、WebのHTMLを知っている人であ

れば、簡単に作ることができた。これに対して、au

（DDI／IDO）のウェブサービスEZwebの記述言語であ

るWML/HDMLは、HTMLと異なり、カードとデッキと

いう概念が導入されたXMLベースの言語になっている。

J-Phone の J-SkyWeb の記述言語はMML（Mobi le

Markup Language）で、HTMLに独自の変更を加えた

もののようだが、正確な仕様は公開されていない。使用可

能な画像についても各社異なり、iモードがGIFを使うの

に対して、EZwebはBMP、J-SkyはPNGを使う。

iモード以外の2社がGIFを使っていないのは、GIFの圧

縮アルゴリズムに対する特許が絡んでいるのだろうか。そ

れはともかくとして、記述言語に対するアプローチとして

は、技術的観点から判断した場合、EZwebが採用してい

るWMLが正解であると思う。しかしながら、技術的な正

解がかならずしも市場でも成功するとはかぎらない。残念
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ながら、そのような歴史は携帯電話においても繰り返され

てしまいつつあるようだ。

EZwebもJ-SkyWebも、それぞれコンテンツ作成用の

エディタをWebで公開してはいるものの、Compact-

HTMLによるコンテンツ作成の手軽さと比べれば、どう

しても作りにくさは否めない。Web サーバの既存の

MIME設定のままでは、これらのコンテンツがそれぞれの

携帯電話機で正しく扱えない場合があることも、普及をい

まひとつ妨げる要因になっているのだろう。

携帯電話機とPDAの境界は今後ますます曖昧になって

いくとはいえ、やはり厳然としてその区別は残ると思われ

る。携帯電話機は、片手で握って、耳にあて、マイクで声

が拾える必要があり、そこから本体の大きさが決まる。フォ

ン部とマイク部の間に配置される画面とボタンの大きさも

そこから割り出されるのであれば、画面の解像度に限界が

あるのは明らかだ。この極端に小さな画面サイズをまず前

提にしなければならない。

画面が小さく、受信して記憶できるデータ量にも制限が

ある以上、そこで扱われる情報は、あらかじめコンテキス

トがかなりの部分決まっていて、極端に短いメッセージで

あっても意味が伝わるものに限定されるだろう。つまり、

携帯電話の電子メールは、郵便的ではなく、電報的である

ということだ。Webについても同様である。それはページ

ではなく、メニューでしかない。

ポケベルに毛がはえた程度のサービスを、インターネッ

トと同列に語るのは欺瞞的だ。携帯電話機で電子メールの

送受信もできるし、Webのごくごく一部がブラウズできる

としても、それはあくまでインターネットの周縁に繁殖す

るローカルでちっぽけな孤島でしかない。たかだか250文

字を送受信できるだけのメール、たかだか数Kバイトのペ

ージを表示できるだけのブラウザ。その程度のサービスが、

なぜこれほどまでに過大に評価されているのか、理解に苦

しむ。

携帯電話による電子メール利用は、パソコンに取って代

わるものではありえない。パソコンは難しすぎて使えない

と考えている中高年のおやじは、携帯電話だったら自分で

も使えると思っているのだろうか。もしそうだとしたら、

そのようなおやじこそ、まっさきにIT革命によって陶汰

されるだろう。

『iモード事件』の真相

松永真理『iモード事件』（角川書店）を読むと、iモー
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ドにおいてコンテンツがどういうものとして考えられてい

るのかが、よくわかる。

iモードの基本コンセプトは、携帯電話でメールを使い

たい、というところにある。「携帯を使う人同士のコミュ

ニケーションが最大のコンテンツ」と考えられていたらし

い。もしiモードが、「携帯を使う人同士」のメールのやり

取りとして閉じられていたら、これほどiモードを不快に

思うこともなかっただろう。しかし、不幸にして、iモー

ドはインターネットとのゲートウェイ接続サービスとして

実現されてしまった。

iモードは、電話とインターネットの野合である。「相手

の電話番号がわからない限りなにもできない」という「音

声コミュニケーションツールとしての携帯電話の難点」を

乗り越えるために、インターネットが利用されているのだ。

そこでは、インターネットは目的としてではなく手段とし

て扱われている。

「携帯電話の場合、ユーザーはある情報を得るために電

話を利用しているわけではない。電話を使うことで自然に、

そこに載っている企業のサービスを見ることになる」。そ

のようなサービスとは、銀行口座の残高照会、チケット予

約、ホテル予約（取引系）だったり、天気予報、株価情

報、タウン情報（生活情報系）だったり、レストラン・ガ

イド、乗り換え案内（データベース系）だったり、ゲーム、

占い、カラオケ情報（エンタテインメント系）である。そ

してこの分類は「4つのフェーズ」と呼ばれる。その情報

観・メディア観は、ぴあやリクルートを連想させる。「企

業にとっての広告が、ユーザーにとっては不必要なもの

ではなく必要な情報になるので、逆に料金を払って買い求

めてくれる」という発想だ。そこでは、ユーザーは消費者

として位置づけられている。コンテンツとは、消費のため

の情報なのだ。

iモード用語では、コンテンツのことを「番組」と読ん

でいるらしい。コンテンツを「番組」と呼ぶ発想は、テレ

ビのチャンネルを切り替えるような操作感を連想させる。

しかし、テレビのようなマスメディアでは、コンテンツを

発信する側に立てるのは、少数の限られた者だけである。

皮肉なことに、iモードの「番組」は、公認IP（情報プロ

バイダ）が提供する公式サイトだけに限定されなかった。

Compact-HTMLを採用したがために、インターネット上

にiモード対応のページが続々と増殖するに至ってしまっ

た。このことの良し悪しは別にして、それはもう現実とし

てそうなってしまった。大人だけのレストランに、子供た

ちが大挙して押し寄せ、お子様ランチを注文しているのだ。
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■GNOMEファウンデーション

■

GNOMEファウンデーション、なんだそうだ。

すでにご存じの通り、8月のLinuxWorldで、

Sun、HP、IBM、CompaqといったUNIXの大手

ベンダーを含む各社がGNOMEファウンデーショ

ンを結成した。GNOMEを核にLinuxの標準的な

デスクトップ環境を構築、Windows／Officeを打

倒しようという話らしい。

悪い話じゃない。大手ベンダーが足並みを揃え

て打倒Windowsに立ち上がった、という意味で、

これからが面白くなりそうな気がする。Linusの

世界征服の野望が実現にまた一歩近づいたわけ

だ。でもこの話を聞いた瞬間、ぼくは何だか妙に

複雑な気分になった。

複雑な気分その1は、なんたって'80年代の

OpenLook対OSFの不毛なバトルの記憶である。

SunにしろHPにしろIBMにしろ、大手のワーク

ステーションメーカーが'80年代後半に「唯一のオ

ープン」をめぐって、とってもくだらない競争を

していたことは、まだ記憶に新しい。

あの競争のくだらなさは、要するにユーザーも

技術も無視してひたすら肩書きをめぐって戦われ

たことにあった。

もっとも、当時のUNIXのユーザーなんて、1台

何百万円というワークステーションを何十台もま

とめて買うような組織がほとんどだったわけで、

今のLinuxユーザーとは質も量も違うけれど、そ

れでもユーザー無視のツケは結局、融通のきかな

い各社各様のオープンシステムとやらの蛸壺シス

テムを生んだだけだった。

で、GNOMEファウンデーションなんだけど、

GNOMEは悪くないし、各社が足並みを揃えて打

倒Windowsを目指すってのは頼もしい、でも、

ぼくは当のオープンソースソフトウェアのユーザ

ーの立場を忘れてやしませんか、と言いたいのだ。

確かにGNOMEは優秀なデスクトップ環境では

あるけれど、オープンソースソフトウェアの世界

には、KDEというもうひとつの優秀なデスクトッ

プ環境がある。そして、世界的に見れば、KDE

のユーザーはあるいはGNOMEのユーザーよりも

多いかもしれない。

ちなみに、最近、大手のハードウェアメーカー

はこぞってLinuxをサポートするようになったが、

これに疑問を感じる人は少ないだろう。FreeBSD

ではなくてLinuxなのは、圧倒的にLinuxのユー

ザーが多いからだ。つまりユーザーの支持がある。

だからLinuxがスタンダードになろうとしている

ことに違和感はない。

Apacheにしても、圧倒的なユーザーを持つ

Apacheだからこそ、Apacheファウンデーション

を結成してゴリゴリと攻めることに誰も文句を言

わないわけだ。

ところがデスクトップ環境の世界ではKDEも

GNOMEも、どちらもユーザーの数に大差はない。

また、技術的な面でも、どちらがズバ抜けて優秀

というものでもない。全体的には互角と言ってい

いと思う。それなのに、オープンソースのコミュ

ニティにも大きな影響を与えかねないGNOMEフ

ァウンデーションなんてものが突然降ってくるか

ら「これは何なんだ？」という気になるわけだ。

あるいは、KDEで使われているツールキット

Qtのライセンスの一部がフリーではなかった、と

いう点が問題だったのかなとも思うけど、それも

現在では解決されている。技術的な面でも、

GNOMEがいいとか、いやKDEだとかという議論

はあるが、使う側の末端ユーザーから見ればど

っちでも同じようなものだ。オブジェクトモデル

がどうこうという以前に、GNOMEもKDEも、も

っとGUIを洗練させる余地はあると思うんだけど

ねえ。

それはともかく、先日、KDEの開発グループ
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が、GNOMEファウンデーションに対抗してKDE

リーグとやらを結成するのしないのといううわさ

を見かけた。おかげでぼくの複雑な気分は、ます

ます複雑になってしまう。

これまで、ほとんどのユーザーは、どちらが優

勢になるにしても、いずれLinuxと＊BSDのよう

に、どちらかが「ユーザーの支持」を得て自然に

落ち着くだろうと思っていたはずだ。そこへ突然、

一方への大企業の肩入れで流れが急変してしまう

のは何とも不自然。ここで、KDEが「対抗上や

むを得ず」、別の企業を集めてユーザーの分捕り

合戦や、へたをしたら潰し合いのようなことが始

まってしまったら……。

あのときの「オープンシステム」のタイトルを

めぐるユーザー不在の抗争みたいなものにつきあ

いたいと思うユーザーなんて、どこにもいないだ

ろう。

■

■オープンソース開発グループと企業、

■そしてユーザー

どんな平和も永遠には続かない。まして動きの

速いデジタルの世界では、技術的な変化や環境の

変化で、すでに数え切れないほどのコミュニティ

が形成されては消滅していった。これまで、比較

的初期の志向を維持しながら平和に拡大してきた

オープンソースコミュニティも、そろそろ新しい

局面に突入しようとしてるのかもしれない。

打倒MSの悲願をオープンソースにかけるワー

クステーションメーカーは、慎重ながらもかなり

戦略的にオープンソースの世界に足を踏み入れて

きた。今回のコンソーシアム結成も、決して唐突

だったわけではなく、前からGNOMEに目をつけ

ていた各社が「あのときの二の舞はやめよう」と

大同団結した結果だとも考えられる。

大企業が本気になって参入してくれば、オープ

ンソースの普及は劇的に加速するだろう。その一

方で、必然的にトップダウンにならざるを得ない

大企業の製品戦略と、ボトムアップを身上とする

オープンソースの開発プロセスは、どこかで衝突

する可能性がある。何も言わないユーザーが、黙

ってGNOMEを選ぶ、またはKDEを選ぶという選

択だって、ボトムアップの開発プロセスの重要な

ファクターだ。今回のGNOMEファウンデーショ

ンの結成は、何年もデスクトップ環境の熟成を待

っていられない企業側の事情が先行した結果だっ

たのかもしれない。

もちろん、単に企業とユーザーといった二項対

立的な図式では、現在のオープンソースは成立し

ない。オープンソースの世界では、開発グループ

とユーザーの関係を基本に、企業がバランスの取

れた関係を維持していくことがオープンソースを

持続的に発展させていくポイントだろう。

その意味で、GNOMEファウンデーションは今

後、きちんとユーザーの支持を集め、他の開発グ

ループと十分な情報交換を行ってもらいたいもの

だと思う。

オープンソースは、ただ結果としてできあがっ

たソースだけをオープンにすればいいってもんじ

ゃないと、少なくともぼくは思っている。Linux

が成功したのも、開発のプロセスそのものが限り

なく透明だったことが大きな理由だ。そのことに

よって、いくつかの難しい問題も切り抜けること

ができた。

GNOMEファウンデーションにしても、ここに

参加する企業は単にGNOMEという特定のプロダ

クトばかりでなく、GNOMEファウンデーション

を通じてオープンソースコミュニティ全体に貢献

することを明確に示してほしいと思う。そうする

ことが、本当に「打倒Windows」につながる道

なんじゃないだろうか。
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このところ、Linuxのサーバが調子

悪くて、時々落ちてしまう。あり合わ

せの部品で組み立てたのが悪かったの

でしょうか。いきなり落ちるんで、原

因究明も難しいんだよねぇ。

■インテルは今月も大変な感じ

インテルは、いったん出荷した

1.13GHzのPentiumIIIを回収した。ど

うも、予定よりも大量に熱を発生して

システムが落ちる可能性があるらしい。

このところインテルにはバッドニュー

スが多く、端から見ていると、なんだ

かちょっと「ピンチ」のようにも思え

る。というのも、AMDのAthlonがか

なり「調子いい」からである。高クロ

ックが可能なAthlonは、大手メーカー

の採用が続いており、イメージ的にも

AMDのプロセッサを使ったパソコンは

一般ユーザーにとっても「普通のパソ

コン」という感じになってきている。

かつては、AMDのプロセッサを使った

マシンを「買うべきか？」という感じ

だったのだが、現在は、「インテル、

AMDどちらのプロセッサを使ったパソ

コンにするか？」というところまで来

ている。

インテルのほうでは、年内に出荷さ

せる予定の「Pentium4」でぶっちぎり

たいと思っているのだろうが、こうト

ラブルが続くと、ちょっと心配にもなっ

てくる。ここのところのトラブルには、

MTH（Memory Translater Hub）の

設計ミス、820チップセット自体の設

計ミスなどがあり、トラブルではない

が、インテルが予定していたRambus

メモリへの切り替えがうまくいってい

ない、などがある。

まあ、インテルの商売の話なので俺

が心配することでもないのだが、OEM

メーカーにとってみれば、かなりの不

安材料。これからどうフォローしてい

くかが問題だとは思うが、ある意味、

インテル自身がOEMメーカーのAMD

への傾斜を後押ししている感じもある。

インテルとしては、Pentium4が出る

まで、じっと「我慢の子」という感じ

だが、はたしてPentium4順調に出るん

でしょうか。

■AMDは、64ビットもうまくいく

か？

さて、かたやAMDのほうだが、独

自路線の64ビットプロセッサでようや

くLinuxをターゲットにしたようであ

る。AMDの64ビットプロセッサであ

るHammerシリーズは、インテルが16

ビットCPUである8086を32ビット化す

るときに使った方法を採用して、64ビ

ット化を行う。簡単にいえば、いまま

での命令の前に「後ろの命令は64ビッ

トで動いてね」というコード（プリフ

ィックス）を置いて、命令を64ビット

化する方法である。この方法では、ア

ーキテクチャ的に従来とほとんど同じ

で、演算対象が32ビットから64ビット

に切り替わるだけなので、プロセッサ

の設計が簡単になり、その結果、開発

コストが抑えられる可能性がある。ま

た、従来のプログラムへの互換性も高

い（プリフィックスがなければ、従来

通り動く）ため、移行が簡単というメ

リットもある。

8月のLinuxWor ldで、AMDは

Linuxサポートに関する発表を行い、

Red Hatなどからサポートの約束を取

り付けたようだ。

これに対してインテルの64ビット

プロセッサであるItaniumは、今まで

のPentiumIIIなどとはまったくアー

キテクチャが違うもの。一応バイナリ

互換の機能はあるが、少なくとも、

PentiumIIIで同じコードを動かすより
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も「効率的」ではない。しかし、すで

に64ビット化したLinuxやUNIXなど

が用意されつつあり、ある意味、

Itaniumの最初のメインOSは、Linux

などのUNIX系ではないかともいわれ

ている。

AMDもようやくそこに気が付いて、

遅まきながら、Linux対応を始めたよ

うだが、さて、どうなることやら。性

能によっては「速いAthlon」としての

使い道もないわけではないのでしょう

が、やっぱりちゃんと64ビット対応し

てくれなきゃね。

可能性としては、Itaniumマシンよ

りもコストが低くなる可能性はあるの

で、Linux対応が進めば、大規模アプ

リケーションを動かすような場合には、

ちょっとした需要があるかも。

■マイクロソフトはこのところおとな

しい

司法省との裁判が始まってから、マ

イクロソフトはマスコミ的には、おと

なしくなってきた。ビル・ゲイツが他

社製品について、過激な意見を吐くこ

ともなくなったし、プレスリリースは、

前から予定されていた製品のものだけ、

Windows Meの出荷開始もおとなしい

ものであった。

マイクロソフトは、企業内で使われ

るパソコンをメインに考えていて、

Windows 2000系を主流にしたがって

いる。しかし、自社内の技術的な問題

もあって、Windows 2000系を主力と

するのには、次期OSであるWhislerま

で待たねばならない。それまでは、

Windows95/98が使い続けられること

になる。そこで、95/98系の後継OSで

あるWindows Meは、ビデオ編集プロ

グラムなんかを付けて、「家庭用」とい

うイメージに仕立て上げた。

これだと、多くのビジネスユーザー

は、Windows Meに乗り換えるメリッ

トがあまりなくて、そのまま現在のOS

を使い続け、この次の買い換えでは

Windows 2000系しか選択肢がないと

いう状態になるわけだ。

■新しいCPUがいろいろ

さて、年内にもTr a n sMe t aの

Crusoeチップを採用したパソコンが登

場するようである。TransMetaのプロ

セッサは、低消費電力をうたい文句に、

ノートパソコンなどに最初に採用され

る。いまのところ、ソニー、日立が名

乗りを上げており、富士通も製品を出

すようである。

インテルはこれに対して、「もうプロ

セッサの消費電力はかなり小さくて、

消費電力のほとんどはほかのところで

使われている」というような主張を始

めた。これは、CrusoeのLongRunテ

クノロジーへの対応なのだが、ノート

パソコン用途でもパフォーマンスの追

求ばっかりだった方向を多少転換する

ようでもある。

インテルによると、ノートパソコン

の電力は主に液晶とバックライト、そ

してハードディスク、周辺回路などで

消費されていて、CPUが使っているの

は1割程度であるという。まあ、そう

いう部分もあるのだが、クロックを上

げ、ファンや巨大な冷却機構をノート

パソコンに要求していたのもインテル

自身である。

Crusoeでどれだけ長い間ノートパソ

コンが稼働できるようになるかは、実

際にモノが登場してみないとわからな

いが、ノートパソコンは全体として、

性能重視からバッテリライフ重視に変

わってきたような感じでもある。だけ

ど、多くのノートパソコンは、AC電

源があることろで使われることがほと

んどで、ほんとにバッテリで利用され

る時間はそんなに多くないという話も

あるので、一時的なブームで終わって

しまう可能性も。

Crusoeは、Mobile Linuxを使った

WebPadなんかのほうが気になるのだ

が、こちらはいつ頃出るんでしょうかね。

そういえば、インテルはStringARM

の後継であるXscaleプロセッサを発表

したけど、こちらもLinux的にはちょ

っと注目。なにせIDFのデモでは、

1GHzで動作してましたから。このとこ

ろ、PDAなんかでLinuxを走らせるの

が流行っているので、こういう低消費

電力で、高性能なプロセッサがあると、

ちょっと面白くなってくる。どこか

Windows CEマシンかなんかで採用し

てくれると、きっと誰かがLinux載せ

て、それはそれで面白いんじゃないか

と思います。
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ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot

マイクロソフトは
このところおとなしい

RSA暗号の特許が切れて、9月から誰でも使えるように
なった
http://www.rsasecurity.com/news/pr/000906-1.html

AMDの64ビットCPUアーキテクチャの解説はこちら
http://www.amd.com/products/cpg/64bit/overview.html

新しいCPUがいろいろ
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■

■JBuilder 4 Enterprise

■

米国ではすでに発表され、日本でも

ベータ版が配付され始めたのが、イン

プライズのJ a v a 開発環境である

「JBuilder 4」である。Jbuilder 4は、

それ自体がJavaのアプリケーションで

あり、Linux、Solaris、Windows上で

動作する。製品の特徴としては、①

JDK 1.3対応（JDKはユーザーが選択

可能）、②100% Pure Javaアプリケー

ション作成が可能、③ビジュアル開発

とソースコード開発の完全な同期（ビ

ジュアル画面で加えた変更は、即ソー

スコードに反映される。逆も同様）、

④ソースコードの履歴情報表示機能、

などがあげられる。

製品ラインナップだが、基本機能を

持ち、Javaの学習用と位置付けられた

「Foundation」、ServletやJSPの開発機

能を持った「Professional」、J2EE

（Java2 Enterprise Edition）を利用し

たEJB開発など、分散アプリケーショ

ンの構築からテストまでを行える

「Enterprise」の3つとなっている。こ

の3つの製品とも上記①～④までの機

能を備えている。Pro～とEnterprise

は価格が付くが、Foundationのみは無

償で12月頃に配付される予定である。

日刊アスキー編集部では、JBuilder

4 Enterprise（以下Enterprise）の日

本語版「フィールドテスト」版を入

手できた（画面1、2）。JBuilder 4

Enterpriseは、テスト環境として、

WebサーバやORB（VisiBroker 4.1）、

アプリケーションサーバ（Inpr ise

Application Server 4.1）を搭載して

いる。これにより、総合的なテスト環

境の中で開発を進めることができる。

■

■Kylix

■

Kylixは、LinuxのGUI上でプログ

ラム開発を行う「 R A D （ R a p i d

Application Development）ツール」

開発プロジェクトの名称である。取り

扱う予定の言語は、C、C++、Delphi

で 使 わ れ て い る Object Pascalだ 。

Kylix最大の特徴は、CLX（Component

Development with Kylix）というラ

イブラリを使うことにより、Windows

とLinux両方で動作するアプリケーシ

ョンを作成したり、Delphiで作成した

アプリケーションをLinux用にポーテ

ィングすることができるようになるこ

とだ（将来的には逆も可能になる）。

CLXはまずKylixに実装されるのだが、

Delphiの次のリリースにも搭載される

予定だ。Kylixについてより詳しく知り

たければ、 K y l i x のW e b ページ

（http://www.borland.com/kylix/）は

当然のこと、http://www.borland.nl/

bww/europe/norben/array/Linusem

/kylix.htmにアクセスしていただきた

い。ここには、Kylixの解説が、スラ

イドとともに簡潔にまとめられている。

日刊アスキー編集部では、Kylixに

ついてインプライズRADツール事業部

営業推進グループ・グループマネージ

ャー大野元久氏に話を聞く機会を得

た。「Kylixの情報に関しては、米国で

発表している以上の情報はまだ出せな

いが」という前提のもとではあるが、

今後の方向性や同社のLinuxに対する

日刊アスキー Linuxの舞台裏
～インプライズのLinux製品～

インプライズは、Borland C++ Builderなどの開発ツールをはじめ、アプリ
ケーションサーバやRDBMSを擁する一大ソフトウェアメーカーで、積極的
にLinux対応を行う企業でもある。また、カナダCore lとの合併発表
（http://www.linux24.com/linux/news/today/article/article378816-000.html）
から解消（http://www.linux24.com/linux/news/today/article/article458208-
000.html）といったニュースも記憶に新しい。今回は、12月に無償配布も予
定されているJavaの開発環境「JBuilder 4」とLinux上で動作するGUI開発
環境「Kylix」の情報についてレポートする。

（日刊アスキー編集部・吉川大郎）

日刊アスキーLinux
on Linux magazine

JBuilder 4 Enterprise

http://www.linux24.com/

Kylix



姿勢などを語っていただいた。

―Kylixについて

大野：基本的にはWindowsとの互換

性を重視する。そこでCLXという新し

いコンポーネントフレームワークを作っ

た。これを使うとLinux上のネイティ

ブアプリケーションをコンポーネント

ベースで作ることができ、さらに

WindowsでCLXをサポートすることに

より、同じコンポーネントアプリケー

ションを使うことができる。データベ

ースエンジンについても、新しい

「DBExpress」という技術により、

Delphi、Borland C++ Builderからし

かアクセスできないかわりに、非常に

高速でコンパクトなアプリケーション

が開発できるようになる。これはKylix

だけではなくて、将来のDelphi、C++

Builderにも採用されていくという形に

なる。

―Linuxというプラットフォームは、

Inpriseにとってどのような位置付けなのか

大野：我々は基本的にWindowsがい

い、Linuxがいいといったような見方

をとっていない。ただ、Linuxが成長

株であることは間違いなく、ここに

我々の主要なツールを移植しようとし

た。もちろんJBuilderもPure Javaに

対応している（Linuxで動作する）の

だが、ネイティブなDelphiや、C++

Builder（に相当する存在）を投入し

ていこうということだ。 それは、

Windowsを捨ててLinuxに行けといっ

ているわけではなくて、Windows上の

優 れたツールとして我 々 はC + +

Bui lderやDelphiを提供し続ける。

我々はさまざまなプラットフォームに

対して中立であり、製品の要望があっ

て、それが我々が答えるべきだと判断

すれば製品を投入していく。

―アプリケーション開発はエディタで十

分という方も多いと思うが、LinuxにRAD

ツールを投入する意義は?

大野：Windowsでも5～6年前に、そ

う仰っていた方はいらっしゃるのでは

ないかと思う。しかし、開発の目的は

アプリケーションを作ることであって、

コマンドラインで苦労することではな

い。もちろんコマンドラインを続けて

いく方を批判するというわけではない。

ただ、Linuxという新しい市場に、新

しい技術者がどんどん入っていくと考

えられる。そういう人たちは、コマン

ドラインでやりたいということは別に

なくて、生産性の高いツールがほしい

だろうし、新しいビジネスを目指すの

にコマンドラインの使い方から覚える

のではなくて、Delphiに慣れ親しんで

いればLinuxでもまったく同じような

スタイルで開発を続けていける。たと

えばWindowsからLinuxに移行したい

という人たちは、もうコマンドライン

のやり方がほとんどわからないかもし

れない。そういった人たちはビジュア

ルな開発ツールを求めているであろう

と思うので、市場は今後どんどん増え

ていくのではないか。つまり、我々は

「Linuxのコマンドラインでまったく問

題ない」という方“だけ”を見ている

わけではない。もちろんLinux市場の

広がりというものがあって、初めて

Kylixの市場があるとは思っている。

●

Kylixに関しては、年内に姿を現わ

す予定となっており、すでに米国では

デモンストレーションも行われた模様

だ。インプライズという一大メーカー

からLinux用のRADツールが出てくる

のも注目に値するが、CLXによって

Windows／Linux間の距離が縮まるの

も、見逃せない点だろう。
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画面1 「アーカイブビルダ」。

作成したプログラムを、配布用パッケージとして構成できる。配付形態は、Javaアプ
リケーションからアプレットまで選択可能。

画面2 ソースコードの差分表示。

ソースコードのバージョン管理が容易になっている。変更後の箇所は黄色で、変更前の
箇所は赤で表示される。



8年間以上乗りつづけてきた自家用

車の走行距離が、ついに20万キロを超

えてしまった（写真1）。ここまで、故

障らしい故障は1回もなく、エンジン周

りの消耗部品だけはまめに交換してき

たが、足回りなど新車のときからまっ

たく手を入れていない状態だ。国産の

いわゆる「リッターカー」で、だれも

見向きもしないようなつまらない
車なのだが、正直、ここまで走ってく

れるとは予想もしていなかった。あと5

万キロくらいは、問題なく走ってくれ

るだろう。

ボディーやサスペンションにへたっ

ているようすは感じられず、エンジン

のパワーも落ちていない。燃費にいた

っては新車のころよりも逆に良くな
ってきている。もちろん、内装はそ

れなりに色あせてきたような気はする

が、洗車をめったにしない（半年に1

回くらい）せいか、逆に、たまに洗車

してみると、塗装にほとんど変化がな

いのに驚かされる。

だからといって、とりたてて丁寧
に運転しているというわけではない。

それどころか、一般道の発進では、交

通の流れを滞らせてはならぬとアク
セル全開だし、高速道路の合流など

ではレッドゾーンまでエンジンを

回すのに躊躇することはない。悪路や

雪道では、大きな車体を持て余す

オフロード車をごぼう抜きしたり

（狭い日本の公道では、軽トラが最強

の車だと思う）、峠道では、鈍重なく

せにむやみに煽ってくる高級車を置
き去りにしたりなど、とにかく誉め
られたような運転はしていな
いのである。

自動車雑誌のちょうちん記事
や、ちょっと車にウルサイ人の言う

ことを聞くと、必ずといってよいほど

「国産車はつまらないし、長
く乗れない。やっぱり外車だ
よ」などと得意げに述べるのが鼻に

つくが、はっきりいってでたらめだ

と思う。外車も悪くはないのだが、性

能、耐久性、扱いやすさのどの点をと

っても、日本車、特に「エコノミー車」

は、ずば抜けていると思う。そして、

安心して乗れるからこそ、運転も思い

きり楽しめるのである。

自宅近辺の駐車場を覗いてみても、

10年以上乗っていると思われる国産車

は多いし、外見から判断する限り、み

な調子はよさそうである。不景気で
車が売れないせいだという見方

もあるようだが、10年前の車も今の車

も、性能にそれほどの違いはないし、

ガソリン車なら排出ガスの性状や燃費

に関して、カタログ値ほどの違いがあ

るとは思えない。買い替える必要のな

いものを、プロパガンダに踊らされて

買い替えるほど、民衆は愚かではない

のだ。

環境保護を名目に、車齢の高い自動

車の税金を上げて、無理やり排斥しよ

うとする動きがあるようだが、そんな

ことをするくらいなら、整備不良車や

不法改造車をなんとかしたほうがまし

だと思う。古い車に乗りつづけるには、

同じ車を1台くらい買えるだけの維持

コストがかかり、部品メーカーや修理

工場などの自動車産業にも貢献してい

るはずなのに、そういったユーザーを

裏切るような措置を行政に求める自動

車産業は卑怯だと思う。

ところで、PCの世界でも、やたらと

重いOSやアプリケーションを普及させ

て、古いハードウェアを駆逐しようと

する動きが常にあるが、それでも

Pentium以降のPCならば、まだしばら

くは十分に使えそうだ。ここで、古
いマシンを使うならやっぱり
Linux…といいたいところだが、
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正しきタコへの道

初級Linuxer養成講座
第14回　リダイレクトとパイプ
前回は、Linuxのコマンドラインにおける「入力と出力」について説明し、
プログラムの出力をファイルに保存する「リダイレクト」の方法について
説明した。今回はリダイレクトのさらに便利な使い方と、リダイレクトを
「進化」させた「パイプ」について説明する。この2つをマスターすれば、
Linuxのコマンドラインの「半分」は理解したといってよいだろう。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda
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初級Linuxer養成講座

Linuxの世界でも重いGUIやアプリケ

ーションが増えつつあって、ちょっと

心配ではある。でも、OS本体は昔と変

わらず軽く動いてくれるし、家庭内の

ファイルサーバやWebサーバとして使

うのであれば、重いGUIを動かす必要

もない。実際、筆者宅ではPentium

90MHzのマシンが、現役のサーバマシ

ンとして24時間運転を続けている。こ

ちらも、あと2～3年は使えそうだ。

「オンボロ」国産車とPentiumマシンの

どちらが長生きしてくれるだろうか。

■

■リダイレクトのいろいろ

■

前回は、プログラムの入出力を切り

替える「リダイレクト」について説明

した。リダイレクトを利用することで、

Linuxのコマンドにデータを与えたり、

結果をファイルに直接保存することが

できる。リダイレクトの使えないコマ

ンドも一部にはあるが、リダイレクト

の使い方を知らなければ、Linuxのコ

マンドラインを十分に使いこなすこと

はできない。

簡単におさらいすると、コマンドの

「入力」として、とあるファイルの内容

を渡したいときには、リダイレクト文

字<を、コマンドの「出力」をファイ

ルなどに保存したい場合は、リダイレ

クト文字>を使って、次のようにコマ

ンドを入力すればよい。

$ コマンド名 < 入力ファイル名

$ コマンド名 > 出力ファイル名

$ コマンド名 < 入力ファイル名 > 出力フ

ァイル名

入力ファイルや出力ファイルには、

通常のファイルだけでなく、デバイス

ファイルを指定できることがある。た

とえば、

$ cat < /dev/cua0 > serialinput.log

と入力すると、シリアルポート（COM

ポート）に受信したデータを、生のま

まserialinput.logというファイルに保存

できる。

リダイレクトには、このような単純

なファイルへの入出力以外にも、さま

ざまな使い方がある。その中から、と

くに覚えておいたほうがよい使い方を

紹介しよう。

■新規書き込みと追加書き込み

標準出力からファイルへのリダイレ

クトでは、リダイレクト文字「>」を

使用すると、指定したファイルがすで

に存在している場合もそうでない場合

も、ファイルが新たに作成されて、そ

の先頭から出力データが書き込まれる。

同じ名前のファイルがすでに存在して

いた場合は、以前の内容は破棄
されて、新しいデータがファイルの先

頭から書き込まれることになる。たと

えば、file1.txtとfile2.txtの2つのテキス

トファイルの中から、ある文字列を検

索して、その結果を保存しようとした

とき、次のように実行したとしよう。

$ grep "検索文字列 " file1.txt >

result.txt

$ grep "検索文字列 " file2.txt >

result.txt

1行目のコマンドを実行すると、

result.txtというファイルが作成され

て、その中に検索結果が保存される。

ところが、そのまま2行目のコマンドを

実行すると、1行目で保存したはずの

result.txtの内容は消去され、2行目の

検索結果だけがresult.txtに残ることに

なってしまう。これでは困る場合、す

なわち、もとのデータは残したまま、

新しい内容をファイルの末尾に追加し

たいようなときには、>>というリダ

イレクト文字を使う。

$ grep "検索文字列 " file1.txt >

result.txt

$ grep "検索文字列" file2.txt >>

result.txt

上の2つのコマンドラインを実行する

と、file1.txtの中から「検索文字列」

という文字列を含んだ行がresult.txtに

書き込まれ、さらにその内容を残した

まま、file2.txtで同じ文字列を含んだ行

リダイレクトのいろいろ

写真1 20万キロの瞬間

20万キロ達成の証拠写真。
オドメーターの「枠」が
狭くて、10万の桁の「2」
の数字の左側が一部欠け
て見える。20万キロ以上
は走ることを想定してい
ない「仕様」なのだろう
か？ いずれにせよ、ゼロ
が5つ並ぶのはなかなか壮
観だ。

新規書き込みと追加書き込み



を検索し、result.txtの後方にその結

果が追加される。このように、既存の

ファイルの末尾に出力を付け足すよ

うなリダイレクト機能のことを、追
加書き込みリダイレクトと呼ぶ

（図1）。

ところで、grepで複数のファイルの

内容を検索したいのであれば、

$ grep -h "検索文字列" file1.txt

file2.txt > result.txt

のように実行することもできて、こち

らのほうがスマートに見える。しか

し、「-h」などのオプションを覚えてい

ないと、目的どおりの結果が得られな

かったりする。Linuxのコマンドライ

ンを使うとき、各コマンドの細かいオ

プションを覚えているに越したことは

ないのだが、いきなり複雑なオプショ

ンを使おうとするのではなく、最初は

愚直と思えるような使い方から始め

て、徐々に高度なオプションを習得し

ていったほうがよいだろう。この場合

も、たとえばgrepコマンドの-hオプシ

ョンを覚えるより先に、リダイレクト

文字「>>」の使い方を先に覚えたほう

が、ほかのコマンドでの応用が利く。

■

■標準エラー出力

■

リダイレクトの使い方に慣れてきて、

いろいろなコマンドの出力をファイル

に保存するようになってくると、リダ
イレクトしているはずなのに、
ファイルに保存されないで画
面に表示されてしまうという場

面に遭遇するだろう。たとえば、コマ

ンドの使い方をコマンド自体のヘルプ

機能（--helpオプションや-hオプション

など）を使って表示させ、その内容を

ファイルに保存しておいて、あとでゆ

っくり読みたいことがある。

$ nkf --help > nkfhelp.txt

ちなみに「nkf」とは、テキストデー

タの日本語文字コードを変換するコマ

ンドのことであるが、このコマンドに

ついての詳細は抜きにして、上のコマ

ンドラインを実行しても、コマンドの

使用法のテキストは、nkfhelp.txtフ

ァイルに保存されるのではなく、画面

上に表示されてしまう（画面1）。

nkfhelp.txtファイルは作成されるもの

の、中身は空である。

実は、Linuxのコマンドからの出力

には「標準出力」とは別に、標準エ
ラー出力というものがあるのだ。ど

ちらも、通常はコンソール画面に一緒

に出力されるし、色分けされて表示

されるわけでもないので、ユーザーに

はまったく区別はつかない（図2）。し

かし、「>」や「>>」などのリダイレ

クト文字を使って出力のリダイレクト

を行う場合は、「標準出力」に出力さ

れた文字列だけがリダイレクトされ、

「標準エラー出力」の文字列はリダイ

レクトされないで画面に表示されるの

だ。これは、「エラー出力」という言

葉が示すように、プログラムの実行中

に発生したエラーや警告などのメッセ

ージ、あるいはヘルプメッセージなど

を、処理結果そのものと区別するため

の仕組みなのだが、「画面上に表示さ

れるものはすべてリダイレクトできる」

と信じていると、このように混乱させ

られることになるのだ。

このような場合に便利なのが、標準

出力と標準エラー出力をまとめてリ
ダイレクトするリダイレクト文

字&>である。

$ nkf --help &> nkfhelp.txt

上のコマンドラインを実行すれば、

晴 れ て n k f コ マ ン ド の 使 い 方 を

nkfhelp.txtに保存できるようになる。

標準出力はそのままにして、標準エ

ラー出力だけをファイルにリダイレク

トすることもできる。リダイレクト文

字として2>を使えばよいのだ。

$ nkf --help 2> nkfhelp.txt

ところで、なぜ唐突に数字の「2」
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図1 追加書き込みリダイレクト
追加書き込みリダイレクトは、同じ「バケツ」に別々の「蛇口」からデータを継ぎ足していくようなものと思えばよい。
ただし、追加される情報は、ファイルの「末尾」に継ぎ足される。

grep "文字列" file1.txt grep "文字列" file2.txt

ファイル result.txt ファイル result.txt

結果（その1） 結果（その1） 

結果（その2） 

標準エラー出力



が出てきたのかと不思議に思うかもし

れない。これは忘れてしまってもよい

ことだが、Linuxのコマンドの出力は、

標準出力、標準エラー出力のほかに、

プログラマーが必要に応じて、好きな

だけの種類の「出力」を定義すること

ができるのだ。プログラムの内部では、

これらの「出力」には、「標準出力は1

番」、「標準エラー出力は2番」、という

具合に数字で番号がつけられている。

この数字を「>」記号の前につければ、

何番の出力をリダイレクトするかを指

定できるのだ。だから、

$ コマンド名 1> ファイル名

とやると、1番の出力、すなわち標準

出力をリダイレクトできることになる。

つまり、

$ コマンド名 > ファイル名

とやったのと同じことである。プログ

ラムからの出力を、標準出力、標準エ

ラー出力に分類して別々のファイルに

保存したい場合は、

$ コマンド名 1> ファイル1 2> ファイル2

のように、続けてリダイレクト先を指

定することもできる。まあ、これはか

なり特殊な使い方になるので、参考程

度に覚えておくだけでよいだろう。通

常は、画面に表示されるテキスト全部

を一度に保存する&>だけで十分だ。

■

■パイプ

■

入出力のリダイレクトを使っている

と、複数のコマンドを組み合わせてデ

ータを処理するような際に、途中に
いくつものファイルを作るの
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標準出力 標準エラー出力 

リダイレクトしてない状態（すべての出力はコンソールに送られる） 

標準出力 標準エラー出力 

標準出力だけリダイレクトしている状態 
（標準出力はファイルに書き込まれるが、 
標準エラー出力はリダイレクトされない 
で、コンソールに表示される） 

ファイル（リダイレクト先） 

図2 標準出力と標準エラー出力

標準出力と標準エラー出力は、1つの「プロセス」にいくつもの「蛇口」がくっついている様子を考えればよい。リダ
イレクトしていない状態では、すべての「蛇口」からの出力は同じバケツ（コンソール）に注ぎ込まれるが、一方の蛇
口に「ホース」を接続すると（すなわちリダイレクトすると）、その蛇口に対する出力だけが、別のバケツ（ファイル）
に送り込まれるようになる。

画面1 nkfのヘルプ画面をリダイレクトしたい……

コマンドの出力をファイルにリダイレクトしたはずなのに、画面にテキストが表示されてしまうことがときどきある。
このとき作成されるファイルは、「空」のままである。これは、コマンドの出力が標準出力ではなく、標準エラー出力
に送られているからだ。

パイプ



は面倒と感じるようになるだろう。

このような場合、2つのコマンドの標準

出力と標準入力を直接つなげるこ

とができる。これがパイプと呼ばれ

る機能で、本連載の中でも何度か断り

なしに使ってきている。grepコマンド

の結果を前出のnkfコマンドで漢字コ

ード変換する場合、

$ grep "検索文字列 " file1.txt >

temp.txt

$ nkf -e < temp.txt > result.txt

とする代わりに、

$ grep "検索文字列" file1.txt | nkf

-e > result.txt

というように、コマンドラインを「¦」

（縦棒）で区切ってつなげることができ

るのだ（図3）。

パイプを使って複数のコマンドを組

み合わせる場合、単に、あるコマンド

の出力が別のコマンドの入力として使

われるだけでなく、これらの複数のコ

マンドは同時に実行されることに

なる。ちょっと難しい話になってしま

うが、これこそがLinuxの特徴のひとつ

であるマルチタスクの特徴なのだ。

パイプは、マシンの性能が許す限り

いくらでも長くつなげることがで

きる。たとえば、

$ cat data1.txt data2.txt | nkf -e

| grep "シロクマ" | sort | cut -f

1-3 | nkf -s > result.txt

などという長大なコマンドラインも

ありうるが、通常は2、3個のコマンド

をつなげるような使い方がほとんどだ

ろう。

■

■パイプの便利な使い方

■

「パイプ」という用語は、前回リダ

イレクトの説明をするのに「浄水フィ

ルタ」を例に取ったのと同じく、水道

設備や化学プラントなどで、構成要素

を「パイプ」を使って接続する様子に

たとえてつけられている。パイプラ
インと呼ぶこともよくある。

現実の水道パイプでは、中に水が流

れているわけだが、Linuxのパイプの

場合にはデータが流れることになる。

このデータの流れと変化を頭の中に想

像しながら、コマンドを一列に配列す

れば、パイプラインを完成させること

ができるのだ。

たとえば、さっきから何回も登場し

た「nkfコマンド」を使う場面として

よくあるのが、シフトJIS形式のテキス

トファイルをLinuxマシン上で加工し

て、再びシフトJISのテキストファイル

にしたい場合である。ここで日本語文

字コードの詳しい話はしないが、現在

のLinuxディストリビューションのほ

とんどは、日本語文字コードとして

EUCを使うのを前提に設定されている

ことが多い。このため、シフトJISのフ

ァイルをそのまま処理しようとしても、

うまくいかないことがあるのだ。

このようなときに便利なのがnkfコマ

ンドであり、このコマンドをパイプラ

インの中で使うようにすれば、いちい

ちファイルの中身をEUCに変換しなく

ても、1つのコマンドラインで目的の処

理ができることが多いのだ。

$ nkf -e file1.sjs | コマンド1 | コ

マンド2 … | nkf -s > result.sjs

このように、パイプラインの先頭と

末尾でnkfコマンドを使い、最初に

EUCに、最後にシフトJISに文字コー

ドを変換してやればよいのである。

パイプを利用するさらに一般的な例

としては、ファイルの内容を1ページご

とに区切って表示してくれるlessコ
マンドを忘れてはならないだろう。

lessコマンドについては、本連載中で

も何度か使っているが、このコマンド

なしに快適なコマンドライン生
活はないと言い切ってしまってよい。

lessコマンドを使う場面はいろいろ
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grep "検索文字列"

ファイル（file1.txt） 

ファイル result.txt

標準入力 

標準入力 

パイプ 

標準出力 

nkf -e

標準出力 

図3 パイプの概念

grepコマンドの出力（標準出力）は「パイプ」を通ってnkfコマンドの標準入力に「直接」渡される。このようにコマ
ンド同士を組み合わせることを「パイプラインを作る」ということもある。大元のファイル（file1.txt）と結果ファイル
（result.txt）は「リダイレクト」によってコマンドと結ばれるのだが、図でわかるように、これらもパイプラインの要素
である。

パイプの便利な使い方



ある。たとえば、単にテキストファイ

ルの内容を閲覧したい場合には、

$ less ファイル名

というように、直接ファイルを指定し

てやるだけでよい。lessコマンドは、

標準入力から受け取ったデータもペー

ジごとに表示してくれるので、

$ less < ファイル名

のように、ファイルをリダイレクトし

てやってもよい。そして本題であるパ

イプと組み合わせて使う場合には、別

のコマンドの最後にlessコマンドをつ

なげてやればよい。

$ nkf -e file1.sjs | grep "アナグマ

" | less

lessコマンド自身の使い方は、lessコ

マンド実行中に「h」キーを押せば操

作方法が表示されるが、スペースキー

で次のページ、bキーで前のページ、q

キーで終了ということだけを覚えてお

けば、当面はよいだろう。lessコマン

ドは、単にファイルの表示だけでなく、

文字列の検索や、テキストエディタの

起動などもできるのだが、これについ

ては今回は触れない。とにかく、「パイ

プの最後にless」という使い方を覚え

ておくだけで、コマンドライン生活が

とても快適になるということだけは保

証しよう。

ところで、パイプでもリダイレクト

と同じように「標準出力」と「標準エ

ラー出力」を切り替えられないかと考

えるかもしれないが、残念ながら、

Linuxで標準的に使われているbashで

は、「&｜」とか「2｜」というような使

い方はできない。ちょっと複雑になる

のだが、

$ コマンド名 2>&1 | less

というように、パイプ記号の直前に

2>&1というリダイレクト指示
をつけてやると、標準出力と標準エラ

ー出力の両方がパイプに出力されるよ

うになる。リダイレクト指示は、使い

方がちょっと難しいので、ここではあ

えて覚えなくてもよいが、なにかと便

利なので丸暗記しておいても損はな

いだろう。

ちなみに、bashと並んでよく使われ

ているシェル「tcsh」では、

% コマンド名 |& less

という、より簡単な記法が使える。

■パイプは「分岐」できる！

最後に、パイプを使ううえでちょっ

と便利なコマンドも紹介しておこう。

水道管では、パイプの途中にT字型を

した分岐用の部品をつけることで、水

の流れを2つに分けることができるが、

Linuxのパイプラインでも同じような

ことができる。その名もずばり、tee
（ティー）というコマンドを使えばよい

のだ。

teeコマンドは、標準入力の内容を指

定したファイルに保存すると同時に、

標準出力へそのまま出力するという、

一見無意味な動作をする。しかし、た

とえば、コマンドパイプラインの途中

結果を保存しておきたいような場合に、

次のように利用するととても便利で

ある。

$ nkf -e file1.sjs | tee file1.euc

| grep "アナグマ" | tee result.euc

| less

上のコマンドラインを実行すると、

fi l e1 . s j sをEUCに変換しただけの

file1.euc、そして、その中から「アナ

グマ」という文字列の含まれている行

だけを抜き出したresult.eucという2つ

の途中結果ファイルを残しながら、コ

マンドライン全体の結果をlessコマン

ドで見ることができる（図4）。
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grep "アナグマ"

ファイル（file1.txt） 

nkf -e

less

ファイル（file1.euc） 

tee file1.euc

tee result.euc

ファイル（result..euc） 

図4 teeコマンド

teeコマンドは、水道管に接続するT字型の「分岐パイプ」のようなものである。入力されたデータをそのままファイル
に保存すると同時に、同じデータを標準出力に流す。

パイプは「分岐」できる！





前回、InterBaseの概要とインストールについて説明し

ました。先月号のCD-ROMに製品が収録されていました

が、すでにWindows版については8月31日の時点でアッ

プデートされています。アップデートされたのはクライア

ントツールであるIBConsoleがメインで、IBConsoleのバ

ージョンが1.0.0.309に変更されまています。Linuxをデー

タベースサーバとして使用し、WindowsでIBConsoleを

使用されている方は必ずアップデートを行ってください。

また、さらに新しいIBConsoleを使用したい方はIBDI

（InterBase Developer Initiative）のページからIB

Console Build 319をダウンロードしてください。

InterBaseのソース、バイナリのダウンロードサイト

(米インプライズのWebサイト）

http://www.borland.com/interbase/downloads/

IBConsole Build 319のダウンロードサイト

（IBDIのWebサイト）

http://www.interbase2000.org/binaries.htm

データベースがデータ処理を行うとき、必ずトランザク

ションが発生します。トランザクション処理ではすべての

データ処理が必ず成功するか、あるいは元の状態に戻るか

のどちらかとなります。このトランザクションの概念を特

性を示す言葉の頭文字をとって、ACID特性と呼びます。

Atomicity (原子性) 

すべてが完全に実行されるか、処理が完結しない場合には

元の状態に戻る

Consistency (一貫性) 

処理の順番に関わらず結果が同じになる

Isolation (独立性) 

他のトランザクションの影響を受けない

Durability (耐久性) 

いったんトランザクションが完結したら障害が発生しても

データの状態が変化しない

失敗した場合の復元作業も含め、トランザクションが正

しく完了することがデータベースソフトの大前提です。こ

のトランザクションをどのように管理し、どの程度のパフ

ォーマンスで処理できるかでデータベースソフトの質が決

定されます。どんなに速いパフォーマンスを提供しても、

トランザクションが正しく処理されなければデータベース

ソフトとしての価値を持ちません。

簡単な例を説明しましょう。トランザクションを開始し、

テーブルAに1行データを追加し、フィールドBに100を

格納します。続いて、1レコード目のフィールドBのデー

タを50に書き換え、トランザクションを終了します。この

とき、1レコード目のフィールドBは50という値が格納さ
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前回は駆け足でInterBase 6を紹介してきましたが、
今回はもう少し詳しく説明していきましょう。まず、
データベースを使用するうえで必要になる重要な概
念であるトランザクションについて説明します。

InterBase 6.0
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第2回トランザクションを理解しよう

トランザクションを理解しよう



れています。通常、トランザクションを開始するときは

START TRANSACTIONなどの命令を発行し、トラン

ザクションを完了するときはCOMMITなどの命令を発行

します。トランザクション処理中に問題が発生した場合は

トランザクション処理前の状態に戻します。これを

ROLLBACK処理といいます。トランザクションは必ず

COMMITまたはROLLBACKで終了します。中途半端な

状態で終了することはありません。トランザクションは必

ず一貫性を持っており、他のトランザクションに影響され

ず独立性を持っています。この原理が守られているので複

数のクライアントからデータが更新されてもトラブルなく

処理が進むのです。

InterBaseなどのリレーショナルデータベースでは、通

常、データの追加・更新・削除などの処理はSQL文を利

用して操作します。SQLはStructured Query Language

の略で、「エス、キュー、エル」あるいは「シークェル」

と呼びます。海外では後者で呼ぶことが多いようです。

SQLはデータベースとの対話を効率よく実現するために

開発された言語で、1974年にIBMのサンノゼ研究所で開

発されました。

SQLを最初に採用した商用データベースエンジンは

Oracleで、これ以降ほとんどのリレーショナルデータベー

スがSQL言語に対応していきました。SQL言語はANSI

によって標準化され、現在ではほとんどのデータベースで

採用されています。しかし、製品ごとに拡張されており、

たとえば、Oracleの場合はPL/SQLと呼ばれるSQLに手

続き型のインターフェイスが提供されたものが装備されて

います。

InterBaseの場合は、Dynamic SQL（DSQL）と呼ば

れるSQL文にストアドプロシージャ／トリガー用に条件文

や繰り返し処理などが追加されたSQL言語が提供されてい

ます。InterBaseは他のリレーショナルデータベースに比

べ、SQL言語の拡張が少なく、他のデータベースへの移植

性が高くなっています。

これは別な面から見た場合、拡張が少ない＝機能が少な

いとよく判断されがちですが、基本的な機能がきちんと備

わっていて、かつ高速な処理が提供されているほうが使い

やすいデータベースといえるでしょう。

一般的にこのSQL言語を利用してトランザクション処理

を行いますが、トランザクション処理を速く行うために

API(Application Programming Interface)が用意されて

おり、この API をカプセル化しているのが ODBC、

BDE/SQL-LINK、JDBCなどで、これらのミドルウェア

を使用することで簡単にクライアント／サーバ型のアプリ

ケーションを開発することができます。

トランザクションの概念について簡単に説明しました。

それではInterBaseのトランザクション機能を見ていきま

しょう。前号でInterBaseは他のリレーショナルデータベ

ースとは異なるアーキテクチャを使用していると説明しま

した。このアーキテクチャの違いを説明しながら、

InterBaseのトランザクション機能について見てみましょう。

トランザクションを確実に行うため、トランザクション

中に他クライアントが同時に同じデータを使用しないよう

に排他処理を行います。排他処理はテーブルロックまたは

レコードロックを伴います。テーブルロックとは、あるト

ランザクションが実行中に、更新されているテーブルをト

ランザクションの間、文字通りロックしてしまい、他のク

ライアントがアクセスできないようにすることです。レコ

ードロックは現在のトランザクションがレコードをロック

し、他のクライアントがそのレコードを読めないようにす

ることを指します。この排他処理があることで、トランザ

クション中に他のクライアントからの操作、つまり他のト

ランザクションの影響を受けません。

では、異なるクライアントがそれぞれトランザクション

を実行し、同一データを更新した場合はどうなるのでしょ

うか？　InterBaseの場合、先に実行されたトランザクシ

ョンが優先されます。たとえば図1のように、クライアン

トAとクライアントBが、テーブルAAAのレコード1の

データを更新しようとした場合、先にトランザクション処

理を開始したクライアントAのトランザクションが優先さ
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クライアントA

クライアントB

テーブルAAA

レコード 
番号 
 
1

フィールド 
A 
 

100

更新 

更新 

図1 同一データの更新によるトランザクションの失敗

InterBaseのトランザクション機能



れ、クライアントBのトランザクションは失敗します。こ

のとき、クライアントBのトランザクションはROLL

BACK処理を行うことになります。

InterBaseにはトランザクション処理が衝突した場合の

方法がモードとして用意されています。デフォルトは

WAITモードで、トランザクションが衝突したときに実行

されているトランザクションが終了するまで待機し、その

後でトランザクション処理を行います。待機せずにエラー

を返すモードがNO WAITモードです。このモードをう

まく使いこなすことで処理したいトランザクションを確実

に実行することができます。

排他処理と同じようにトランザクション処理を確実に行

うために提供されている機能として、排他レベル（アイソ

レーションレベル）の設定があります。排他レベルとは、

あるトランザクションがテーブルにアクセスする場合の、

トランザクションの独立性を指定することです。もう少し

簡単に説明すると、あるトランザクションと他のトランザ

クションの関係を決定する要因となります。InterBaseに

は次の3つの排他レベルのオプションが用意されています。

■SNAPSHOT 

デフォルトの排他レベル。この設定では、トランザクシ

ョンが起動したときのデータベースのビュー（ユーザーが

望む形のデータベースのサブセット）が用意されます。こ

のビューは、COMMIT済みのビューで変更されることは

ありません。データベースの行に対しては、他のトランザ

クションからも更新と挿入が可能ですが、その変更はビュ

ーに一切影響しません。この設定で開始されたトランザク

ションにとっては、トランザクションの開始時に保存され

ていた行が現在見える行、すなわち読み取り可能な行とい

うことになります。また、この設定で開始されたトランザ

クションによって行の更新や削除が試みられた場合、その

行が別のトランザクションによってすでに変更が加えられ

ていた場合には、更新衝突が報告されます。

■SNAPSHOT TABLESTABILITY

この設定では、この設定で開始されたトランザクション

以外のトランザクションは、同一のテーブルに対して挿入

や更新、削除ができなくなります。ただし、テーブルの行

の読み取りだけは、他のトランザクションからも可能です。

■READ COMMITTED 

この設定では、データベース中のCOMMIT済みのデー

タ全部に対して読み取りが可能になります。

また、他のトランザクションによって更新、COMMIT

された行に対しても更新が可能になります。この場合、更

新はCOMMIT済みデータに対して行われるため、更新喪

失は発生しません。

この3つの排他レベルを使い分けることで、他のトラン

ザクションがどのように処理されるかが決定されます。こ

の排他レベルとWAIT／NO WAITモードの組み合わせ

で非常にバラエティに富んだトランザクション処理が可能

になっています。

前号からInterBaseは他のリレーショナルデータベース

とは異なるアーキテクチャを採用していることを書いてき
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SNAPSHOT/READ COMMITTED SNAPSHOT TABLE STABILITY

UPDATE SELECT UPDATE SELECT

SNAPSHOT/ UPDATE △（注） ○ × ×

READ COMMITED SELECT ○ ○ ○ ○

SNAPSHOT TABLE UPDATE ×　 ○ × ×

STABILITY SELECT ×　 ○ × ○

○：衝突することなしにデータ処理を実行

×：データ処理の衝突が起こり、エラーとなる

注：同一範囲をアクセスするときのみ衝突
表1 InterBaseのトランザクションのパターン一覧

図2 書き込みトランザクションと読み取りトランザクションが重なった場合

データ更新 

他のRDBMSInterBase

更新完了まで 
待機 

LOCK



ました。すでに何らかのデータベースを使用している経験

がある方は、表1のパータン一覧を見て不思議に思うかも

しれません。InterBaseは他のクライアントが書き込みの

トランザクションを行っているときに、同じデータを読み

取ることのできる排他レベルを持っているのです。

InterBase以外の製品では、トランザクション（書き込

みトランザクション）がデータを書き込んでいる場合、排

他処理が行われロックが働いているため、他のトランザク

ション（読み取りトランザクション）が同一データを読む

ことはできません。しかし、InterBaseの場合、データを

履歴として管理しているため、最新の履歴を読み取ること

で、書き込み中でも読み取りが可能になります（図2）。

もちろん、他のリレーショナルデータベースのように排

他処理を行い、読み取りができないようにすることも可能

です。SNAPSHOT TABLE STABILITYの排他モード

が他 の製 品と同 一の動 きを示 し、 デフォルトの

SNAPSHOTの排他モードが、書き込みと読み取りトラン

ザクションの共存を可能にしています（図3）。

それでは、実際に行ってみましょう。Windowsから

InterBaseがインストールされているLinuxにtelnetで接

続できる人はtelnetを2つ、Linux上で行いたい人はKDE

またはGNOME上でTerminal(端末）を2つ開いてくださ

い。InterBaseのコマンドラインユーティリティである

isqlを使用します。isqlはSQL文ベースでデータベースの

管理ができるユーティリティです。-Uはユーザー名、-Pは

パスワードを指定するオプションです。ここでは

Terminal AとTerminal Bで同じ処理を行います。ただ

し、Terminal Aが先に実行するものとします。isqlが実

行されたらデータベースを開きます。

まず、デフォルトの状態で両方で更新のトランザクショ

ンを実行してみましょう。デフォルト状態では、WAITモ

ードで排他レベルはSANAPSHOTです。そのため、同じ

テーブルの同じレコードに書き込もうとするとトランザク
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図3 トランザクションの共存

他のRDBMS

InterBase OK OK

OK NG NG

NG

読み込み 
＆ 

読み込み 

書き込み 
＆ 

読み込み 

書き込み 
＆ 

書き込み 

画面1 デフォルトでのトランザクションの衝突

Terminal A

$ cd /opt/interbase/bin
$ ./isql -U SYSDBA -P masterkey
Use CONNECT or CREATE DATABASE to specify a database
SQL> CONNECT /opt/interbase/examples/employee.gdb;
Database:  /opt/interbase/examples/employee.gdb, User: SYSDBA
SQL> UPDATE EMPLOYEE SET FIRST_NAME='DAIJU';
SQL>
SQL> ROLLBACK; ROLLBACK処理を実行

Terminal B

$ cd /opt/interbase/bin
$ ./isql -U SYSDBA -P masterkey
Use CONNECT or CREATE DATABASE to specify a database
SQL> CONNECT /opt/interbase/examples/employee.gdb;
Database: /opt/interbase/examples/employee.gdb, User: SYSDBA
SQL> UPDATE EMPLOYEE SET FIRST_NAME='DAIJU';
■
SQL>
SQL> ROLLBACK;

Terminal Bはトランザクションを待機。プロンプトが表示

Terminal AがROLLBACKされたのでトランザクションが開始

isqlの実行

データベースに接続

データベースを変更

ROLLBACK処理を実行

Terminal Aはすぐにプロンプトが表示

画面2 トランザクションの衝突によるエラー

Terminal A

SQL>SET TRANSACTION NO WAIT SNAPSHOT TABLE STABILITY;
SQL>UPDATE EMPLOYEE SET FIRST_NAME='DAIJU'
SQL>

SQL>ROLLBACK;
SQL>QUIT;

Terminal B

SQL>SET TRANSACTION NO WAIT SNAPSHOT TABLE STABILITY;
SQL>SELECT * FROM EMPLOYEE;
Statement failed, SQLCODE = -901

lock conflict on no wait transaction
SQL>ROLLBACK;
SQL>QUIT;

排他レベル、モードの設定

isqlの終了

データの閲覧

ロックエラー発生

ROLLBACK処理を実行

コマンド待ち状態

データの更新

ディレクトリの移動



ションの衝突が発生し、Terminal BはTermial Aのトラ

ンザクションが終了するまで待機します。待機中はプロン

プトが点滅しています。

Terminal AのトランザクションをROLLBACKすると

Terminal Aのトランザクション処理が終了するので、

Terminal Bにコンソールが表示され、待機していたトラ

ンザクションが処理され、コマンド待ち状態となります。

WAITモードが正しく動作していることを確認できたと思

います（画面1）。

ここではサンプルデータベースを更新したくないので両

方ROLLBACK処理をしています。

それでは続いて排他レベルを変更してみましょう。排他

レベルを変更するには、SET TRANSACTIONコマンド

を指定してトランザクションを開始します。デフォルトの

場合は、明示的にSET TRANSACTIONコマンドを実行

しなくても問題ありませんが、排他レベルやモードを指定

したいときは必ずSET TRANSACTIONコマンドを実行

します（表2）。

NO WAIT SNAPSHOT TABLE STABILITYでトラ

ンザクションを実行した場合、書き込みトランザクション

と読み取りトランザクションが衝突し、すぐにエラーが発

生することが確認できるでしょう（画面2）。表1のパター

ンをいろいろと確かめてみることで、InterBaseの提供し

ている多彩なトランザクションの機能を実感することがで

きます。

isqlはこのように簡単なテストを行ったり、SQL文ベー

スで処理する場合に非常に便利なツールです。isqlをうま

く使いこなすことでtelnetを利用したデータベースサーバ

のリモートメンテナンスを実現することができます。

isqlにはさまざまなコマンドラインオプションがあり、

SQL文が書かれたテキストを指定することで、複数の処理

を一度に行うようなことも可能です。この機能はデータベ

ースやスキーマ設計を行うときに非常に便利な機能で、

SQL文が書かれたテキストファイルを保存しておくことで

いつでもスキーマ構造を持つデータベースを作成すること

ができます。

InterBaseにはisql以外にもデータベースのバックアッ

プ／リストアを行うためのgbak、データベースの検査を

行うgfix、CやPASCALなどの言語で埋め込みSQLを使

用するときのプリプロセッサであるgpre、ユーザーやグル

ープの追加・管理を行うgsec、データベースの分割と復元

を行うgsplitなどが用意されています。

InterBase 3.3時代までに付属していたQLIやGDEFな

どのツールも付属していますが、これらのツールはまった

く改良されていないため、現時点ではほとんど使えません。

これらのコマンドラインツールの使い方の詳細は、IBDI

のWebサイトからInterBase 6.0のβ版のドキュメント

（英語）を参照するか、インプライズのWeb サイト

（http://www.inprise.co.jp/）にある、InterBase 5.6 for

Windows 95/NTのトライアル版に付属するPDF形式の

ドキュメントを参照するとよいでしょう。

InterBase 6.0のβ版のドキュメント

(英語。IBDIのWebサイト)
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表2 SET TRANSACTIONコマンドの構文

SET TRANSACTION [NAME transaction]

[READ WRITE ¦ READ ONLY]

[WAIT ¦ NO WAIT]

[[ISOLATION LEVEL] {SNAPSHOT [TABLE STABILITY]¦ READ COMMITTED [[NO] RECORD_VERSION]}]

[RESERVING <reserving_clause>¦ USING dbhandle [, dbhandle …]];

<reserving_clause> = table [, table …]

[FOR [SHARED ¦ PROTECTED] {READ ¦ WRITE}] [, <reserving_clause>]

引数 説明

NAME transaction トランザクション名を指定する(SQL のみ)。transactionは初期化された宣言済みホスト言語変数

READ WRITE テーブルの読み込みと書き込みができるトランザクションであることを指定する（デフォルト）

READ ONLY テーブルの読み取りだけが可能なトランザクションであることを指定する

WAIT 他のトランザクションとロックが衝突した場合、アクセスできるまで待機する（デフォルト）

NO WAIT ロックが衝突した場合、即座にエラーを返す

ISOLATION LEVEL 同一のテーブルを、他の並列トランザクションと同時にアクセスした時の排他レベルを指定する（デフォルトはSNAPSHOT）

RESERVING アクセス範囲を一部のデータベースだけに限定する（SQL のみ）

reserving_clause 

USING dbhandle [, 

dbhandle …]



http://www.interbase2000.org/ib_doc.htm

InterBase 5.6 for Windows 95/NT Trial Editionのダウ

ンロードサイト（インプライズのWebサイト）

http://www.inprise.co.jp/download/ibase.html

InterBaseなどのリレーショナルデータベースを使用す

るときは、一般的にSQL言語を使用することを説明しま

した。それでは実際にSQL言語を使って新規にデータベー

スを作成してみましょう。

SQL言語にはDDL（Data Definition Language）文と

DML（Data Manipuration Language）文があります。

DDL文はテーブルの作成などに使用し、DML文はデータ

の追加・削除・編集に使用します。

データベースの作成はCREATE DATABASE文で行

います。CREATE DATABASE文にはたくさんの引数

が指定できますが（表3）、よく使う引数がファイル名、ペ

ージサイズ、デフォルトキャラクタセットです。キャラク

タセットについてはのちほど詳しく説明しますが、ここで

はEUCを設定しています（画面3）。

データベースはデータ、テーブル、インデックス、プロ

シージャなどが格納されている器のようなものです。ペー

ジとはサーバが扱う最少の入出力のI/Oの単位です。ペー

ジサイズは1024バイト（デフォルト）、2048バイト、4096

バイト、8192バイトの4種類が指定できます。

ページを大きくするとデータベースのサイズは大きくな

りますが、一度にアクセスできるバイト数が多くなるので

パフォーマンスが若干良くなります。デフォルトの1024バ

イトはInterBaseの最初のバージョン（プロトタイプ)であ

るPDP 11というマシン上で使用されていたときの名残で

す。現在は一度にたくさんのバイト数を読み取ることがで

きますので、データベースを作成するときはページサイズ

を大きく指定するといいでしょう。

SHOW DATABASE文でデータベースの属性を見た場

合、ページサイズやキャラクタセットの情報だけでなく、

スイープ(SWEEP)についても表示されます。InterBaseは

トランザクションが発生するとトランザクション番号を設

定し、トランザクションを実行します。COMMITも

ROLLBACKもされていないトランザクション番号と最新

のトランザクション番号の差が一定の数値を超えたとき、

InterBaseはデータベースのサイズが大きくなるのを防ぐ

ためガーベージコレクションを実行して、古いトランザク

ション番号を持つデータの履歴を削除します。このガーベ

ージコレクションを行うことをスイープといい、デフォル

トで2万トランザクションの差がスイープ間隔となってい

ます。データが削除されるのではなく、履歴がクリアにな

ることに注意してください。

スイープはデータベースの拡大を防ぐのと履歴が多すぎ

てデータの取り出しに時間がかかるのを防ぐために実行さ
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表3 CREATE DATABASE構文

データベースの新規作成

CREATE {DATABASE ¦ SCHEMA} '<filespec>’

[USER 'username' [PASSWORD 'password']]

[PAGE_SIZE [=] int]

[LENGTH [=] int [PAGE[S]]]

[DEFAULT CHARACTER SET charset]

[<secondary_file>];

<secondary_file> = FILE '<filespec>' [<fileinfo>] [<secondary_file>]

<fileinfo> = LENGTH [=] int [PAGE[S]] ¦ STARTING [AT [PAGE]] int [<fileinfo>]

引数 説明

'filespec' 新しいデータベースのファイルを指定する。ファイル名の表記規則はプラットフォームによって異なる

USER 'username' 任意項目。ユーザー名を入力すると、データベースが常駐するサーバのセキュリティデータベースに格納されている有効な

ユーザー名とパスワードの組み合わせと照合される

PASSWORD 'password' 最大8文字のパスワードを入力すると、データベースが常駐するサーバのセキュリティデータベースに格納されている有効

なユーザー名とパスワードの組み合わせと照合される

PAGE_SIZE [=] int データベースページのサイズをバイト単位で指定する。intには1024（デフォルト）、2048、4096、8192のいずれかを指定

できる

DEFAULT CHARACTER データベースのデフォルトキャラクタセットを指定

SET charset charsetにはキャラクタセット名を指定し、省略するとデフォルトのNONE に設定される

FILE 'filespec' 1次ファイルの容量が限界になった時にデータベースページを格納する2次ファイル名を指定する。リモートサーバでデー

タベースを作成する場合は2次ファイルの指定にノード名を使用することはできない

STARTING 2次ファイルの開始ページ番号を指定する

[AT [PAGE]] int LENGTH [=] int [PAGE[S]] 1次ファイルまたは2次ファイルの長さを指定する。同一の文で2次ファイルを設定する場合は1次ファイルの長さを指定する



れるものです。 このスイープ間 隔 は C R E A T E

DATABASE文を実行するときに設定することもできます

し、IBConsoleなどで簡単に変更することができます。

InterBaseは日本語、英語、フランス語、ドイツ語、中

国語など、非常にたくさんの言語をサポートしています。

日本語にはWindowsで使用されているシフトJIS、

LinuxやUNIXで使用されているEUC、メールなどで使

用されているJIS の 3 つのコード体系がありますが、

InterBaseはシフトJISとEUCをサポートしています。

コード体系が異なると文字コードが異なりますので、正

しいコード体系を使うことが必要であり、データを格納す

るときに指定されたコードに変換してやる必要があります

（データベースで使用しているコードに変換）。

たとえば、データベースがEUCベースでできていると

き、WindowsであればシフトJISベースのコードをEUC

ベースのコードに変換してから、データの格納を行う必要

があります。

何の言語を格納するかを決定するために、データベース

にはデフォルトキャラクタセットという概念があります。

CREATE DATABASE文を実行したとき、何も指定し

ないと「NONE」というキャラクタセットになります。

NONEは文字コードの変換を一切しません。単に送られて

きたデータを格納し、格納されているデータを返すだけで

す。日本語を扱わない場合はこれでもOKです。

日本語を扱う場合は、必ずシフトJIS（SJIS）かEUC

（EUCJ）を指定する必要があります。Windowsのクライ

アントからアクセスされる場合なら、使用するデータベー

スのデフォルトキャラクタセットはシフトJISを、Linux

で使用する場合はEUCを指定すると扱いやすいでしょう。

デフォルトキャラクタセットをシフトJISまたはEUCに

すると、InterBaseは1文字を2バイトベースで扱います。

そのため、30文字のフィールドには60バイトのデータを

格納できることになります。キャラクタセットが正しく設

定されていないと、文字列の検索、並べ替え、順番の判定

などが正しく行われません。特に日本語を扱う場合、

NONEの状態で使用すると検索時に間違った文字列がヒッ

トするなどの不具合が発生しますので、データベースを作

成する場合は、必ずシフトJISまたはEUCのどちらかをデ

フォルトキャラクタセットに指定してください。

InterBaseはデフォルトキャラクタセット以外に、フィ

ールドごとにキャラクタセットを設定することができます。

先ほど、データベースのキャラクタセットをシフトJISか

EUCにした場合、1文字が2バイトベースで扱われると説

明しました。日本語を格納する場合はこれでいいのですが、

商品コードなどを格納するフィールドの場合、文字数の2

倍のデータが格納できるのはムダといえます。こういうと

きにはフィールドごとにキャラクタセットを指定します。

たとえば表4のような商品マスタテーブルを作成する場合、

商品コードや単価のフィールドのキャラクタセットに

ASCIIを使用すれば、バイト数とフィールドに格納できる

最大文字数が一致します。

■コレーションオーダー

キャラクタセットには必ず文字の順番があります。文字

順をコレーションオーダーと呼びます。シフトJISのデー

タベースの場合はシフトJISの文字コード順、EUCの場合

はEUCの文字コード順が使用できます。表5はInterBase

のサポートしているキャラクタセットとコレーショオーダ

ーの一部です。全世界で使用できるように、ほとんどの国

の文字を扱うことができるようになっています。国際化が

進むにつれてさらに多くのコレーションオーダーがサポー
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$ ./isql -U SYSDBA -P masterkey
Use CONNECT or CREATE DATABASE to specify a database
SQL> CREATE DATABASE '~/sampledb.gdb'
CON> PAGE_SIZE 8192 DEFAULT CHARACTER SET EUCJ;

SQL> SHOW DATABASE;

Database/home/db/sampledb.gdb
Owner: SYSDBA

PAGE_SIZE 8192
Number of DB pages allocated = 131
Sweep interval = 20000
Default Character set: EUCJ
SQL> QUIT;

作られたデータベースを確認

isqlの実行

isqlの終了

画面3 CREATE DATABASE文による新規データベースの作成

InterBaseのサポートする
キャラクタセット
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また、辞書データベースなどを作成したい場合、フィー

ルドごとのキャラクタセット機能を使用して英語のフィー

ルド、フランス語のフィールド、日本語のフィールドなど

を1つのテーブルに格納できるだけでなく、その言語のコ

ード順で並べ替えることができます。多国語対応に優れて

いるのもInterBaseの特徴のひとつです。ただし、同じデ

ータベース内にシフトJISとEUCの両方のテーブルを格納

することはお勧めできません。同一言語の場合は必ず1つ

のコード体系を使用するように指定してください。

また、このフィールドごとにキャラクタセットを設定で

きる機能はBDE/SQL-LINK、ODBC、InterBase

Expres s などのミドルウェアでは使用できません。

Windowsでこの機能を使用したい場合はAPIベースでク

ライアントを作成するか、あるいはBorland Delphiや

Borland C++ Builder用 の コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る

IBObjectsを使用するようにしてください。Linuxでこの

機能を使用するためには、埋め込みSQLを使用するか

APIベースでクライアントを作成する必要があります。

オープンソース化によって、ツールのマルチキャラクタ

対応も進んでくると思います。ヨーロッパ圏では複数の言

語を格納したいという要望が強いからです。

InterBase 6.0からSQL-99（旧SQL-3)をサポートしま

した。次回は、InterBase 6.0からサポートされたデータ

型を中心に、InterBaseのサポートするデータ型について

解説し、リレーショナルデータベースを使用する場合に一

番重要な要素となるスキーマ設計について解説します。ス

キーマ設計を説明するとき、必ずといっていいほど正規化

という用語を使用します。正規化に関する知識がない方は

正規化に関する文献を一読されることをお勧めします。ま

た、SQL言語についても同様で、筆者が推薦する参考文献

を記載しておきます。

参考文献

・「標準SQL」 C.J.デイト、ヒュ－・ダ－ウェン著

アスキー ISBN 4-7561-2047-4

・「標準SQL -JIS/ANSI/ISO準拠(改訂第2版)」

C.J.デイト著トッパン ISBN 4-8101-8019-0

・「C/Sデータベース設計実際編」鷲崎早雄著

日経BP ISBN 4-8222-8024-1

・「データベースちょー入門」栗林誠也著

広文社 ISBN 4-8777-8016^5

・「実践！！データベース設計バイブル」 鈴木昭男著

ソフト・リサーチ・センター ISBN 4-8837-3117-0

キャラクタセット キャラクタセットID 最大文字サイズ 最小文字サイズ コレーションオーダー

ASCII 2 1バイト 1バイト ASCII

BIG_5 56 2バイト 1バイト BIG_5

CYRL 50 1バイト 1バイト CYRL、DB_RUS、PDOX_CYRL

OS437 10 1バイト 1バイト DOS437、DB_DEU437、DB_ESP437、DB_FIN437、

DB_FRA437、DB_ITA437、DB_NLD437、DB_SVE437、

DB_UK437、DB_US437、PDOX_ASCII、PDOX_INTL、

PDOX_SWEDFIN

ISO8859_1 21 1バイト 1バイト DA_DA、DE_DE、DU_NL、EN_UK、

EN_US、ES_ES、FI_FI、FR_CA、FR_FR、IS_ISIT_IT、

NO_NO、PT_PT、SV_SV

EUCJ_0208 6 2 バイト 1 バイト EUCJ_0208

NONE 0 1バイト 1バイト NONE

OCTETS 1 1バイト 1バイト OCTETS

SJIS_0208 5 2バイト 1バイト SJIS_0208

UNICODE_FSS 3 3バイト 1バイト UNICODE_FSS

WIN1250 51 1バイト 1バイト WIN1250、PXW_CSY、PXW_HUNDC、PXW_PLK、

PXW_SLO

WIN1251 52 1バイト 1バイト WIN1251、PXW_CYRL

WIN1252 53 1バイト 1バイト WIN1252、PXW_INTL、PXW_INTL850、

PXW_NORDAN4、PXW_SPAN、PXW_SWEDFIN

WIN1253 54 1バイト 1バイト WIN1253、PXW_GREEK
表5 InterBaseのサポートするキャラクターコードとコレーションオーダー（抜粋）

フィールド 文字数 キャラクタセット

商品コード 10 ASCII

商品名 50 EUCJIS

単価 10 ASCII

商品説明 200 EUCJIS
表4 商品マスタテーブル

次回に向けて
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最近、再びJavaが取り沙汰されるよ

うになってきました。大手企業が

「Javaプログラマー求む」といった募

集を行っているという話もよく聞きま

す。話題のXMLなどもJavaと相性が

よく、XMLのシステムをJavaで構築

するのがトレンド（？）のようです。

もちろん、Java本来の強味でもある組

み込み用途でも人気は高く、携帯電話

にJavaが搭載されるという発表もあり

ました（コラム参照）。

こうなると本連載も、もはや趣味の

日曜プログラマー養成ではなく、最先

端のプログラミング技術講座というこ

とになるのでしょうか。もちろん、本

連載が最先端！　と大声で言っている

わけではなく、あくまでもJavaがとい

うことですから……。

前回、クラスとインスタンスの話を

しました。厳密に考えると、ちょっと

ややこしい話なのですが、アプレット

クラスとアプレットオブジェクト（イ

ンスタンス）とは、変身前、変身後み

たいなもので、つまり、状態の違いと

いったようなものです。プログラム上

ではクラスといっていたものが、実行

時にはオブジェクトとなって実在する

だけのことで、どちらも同じものの裏

表です。

また、インスタンスとオブジェクト

は単なる呼び方の違いで、どちらもク

ラスが実体化したものです。

プログラム言語によって、インスタ

ンスと呼んだり、オブジェクトと呼ん

だりしますし、「実体化」というイメー

ジからは、「インスタンス化」と呼ぶほ

うがしっくりいくような気もするので

すが、「オブジェクト」のほうが、今後

いろいろな局面で耳にすることが多い

と思われるので、本連載ではインスタ

ンスのことを「オブジェクト」と呼ぶ

ことにします。

■クラス間のアクセス

プログラムを見てもわかるように、

各クラスは基本的に独立しています。

クラスの記述は、

class ...... {

...

...

}

というように、クラスごとに｛ ｝で括

られているので、アプレットクラスの

中に他のクラスを記述することはあり

ません。

とはいえ、クラス同士がお互いにま

ったくアクセスできないとなると、た

だ単にいくつかのクラスがオブジェク

トとして存在するだけで、なんの意味

もないことになって困ります。

クラス間のアクセスとは、たとえば、

ball.process();

のように、アプレットからBallクラス

のメソッドを呼び出して実行すること

をいいます。ですから、アプレットか

らなんらかの方法で、process()という

メソッドを持つBallクラスにつながる

必要があるのです。

オブジェクトの状態で考えてみまし

文：おもてじゅんいち／かざぐるま
Text : Junichi Omote／Kazaguruma

今回はクラス／オブジェクトの参照について解説します。ク
ラスからクラスをどのようにアクセスするのか。これが、前
回の宿題のツボでもありました。また、クラスの変数にアク
セスするメソッドについても解説します。
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第5回　クラス／オブジェクトの参照

Javaプログラミング入門
Javaで3Dゲームを作ろう

クラスとオブジェクト再び



ょう。まず、アプレットクラスのオブ

ジェクトはアプレットの起動時に、シ

ステム（ブラウザ）によって自動的に

生成されます。次に、Ballクラスです

が、前回に出てきた、

new Ball(....);

のnewというキーワードによって、オ

ブジェクトが生成されます。しかし、

これだけでは単にそれぞれのオブジェ

クトが存在するだけで、アプレットオ

ブジェクトとBallオブジェクトがつな

がっていません。そこで、

ball = new Ball(....);

と、ballという変数にとりあえず代入

します。このballは「参照」と呼ばれ

るもので、newによって生成されたオ

ブジェクトを、文字通り「参照」する

ための取っ手みたいなものです。この

ballがBallオブジェクトへの参照になっ

ているために、アプレットオブジェク

トは、

ball.process();

というように、Ballオブジェクトにア

クセスすることができるのです。

図1のように、Racketオブジェクト

に対しても同様で、Ballオブジェクト

とRacketオブジェクトは、アプレット

オブジェクト内でそれぞれball、rcと

いう参照のための変数が用意されてい

るため、アプレットオブジェクトから

自由にアクセスすることができます。

ただしこれは、各クラスでpublic宣言

されているメソッドに限られることに

注意してください。

ちょっとまぎらわしい名前をつけて

しまったので申し訳ないのですが、こ

こでも、Ballというのは、あくまでもク

ラスの種類のことで、実在のオブジェ

クトを参照するものではありません。で

すから、最初が大文字のBallを使って、

Ball.process();

ということはできません。メソッドを

実行するときは、そのオブジェクトの

参照である小文字のballを使うことに

なります。

さて、ここでやっと前回の宿題につ

いてです。宿題の内容は、「Ballクラス

内部でラケットの座標を知る」という

ものでした。つまり、Ballクラス内部

からRacketクラスにアクセスできるか

どうかということになります。

賢明な読者諸氏はもうお気づきかと

は思いますが、「参照」がこの問題の

鍵なのです。

図1ではアプレットクラスからBallク

ラスやRacketクラスへはアクセス可能

ですが、BallクラスからRacketクラス

にはアクセスできません。なぜでしょ

う？　そうです「参照」がないからな

のです。つまり、Ba l lクラスから

Racketクラスのメソッドを呼び出すた

めには、Ballクラス内にもRacketクラ

スへの参照が必要になるのです（図2）。

「わかった、アプレットクラスと同

じように、Racketクラスへの参照を作

ればいいんだ」とばかりに、Ballクラ

スに、

rc = new Racket(...);

と考えてしまった方、残念ながら大間

違いなのです。

Ballクラスにこのような記述をして

しまうと、悲しいことに図3のようなオ

ブジェクト構成になってしまいます。

つまり、Ballオブジェクト内に、また
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アプレットオブジェクト 

rcball

Ballオブジェクト Racketオブジェクト 

アクセス 
不可 

アクセス可 アクセス可 

参照 参照 

アプレットオブジェクト 

rcball

Ballオブジェクト Racketオブジェクト 

アクセス可 

参照 

参照 

参照 

rc

図1 オブジェクト（クラス）間のアクセス 図2 参照があればアクセス可能

BallクラスとRacketクラス



別のRacketオブジェクトが生成されて

しまうのです。

確かに、rcという変数で参照するこ

とができますが、それは本来参照した

いはずのアプレット内のRacketオブジ

ェクトではなく、新たに生成された、

まったく別のRacketオブジェクトへの

参照になってしまうのです。

newというキーワードに気をつけま

しょう。本ゲームにラケットは1つで十

分ですから、Racketオブジェクトに対

するnewは全プログラムを通して1カ所

でなければなりません。

前回、マウスの動きをRacketクラス

につなげて、ラケットを自由に動かせ

る部分をプログラミングしましたが、

その際にマウスと連動しているラケッ

トは図3の右側にあるRacketオブジェ

クトですから、Ballオブジェクト内部

に生成されたもうひとつのRacketオブ

ジェクトは、出現するものの、まった

く動かないオブジェクトになってしま

います。

ようするに、Ballオブジェクトが必

要としているのは、図3の右側にある

Racketオブジェクトへの参照なので

す。ということは、新しく作るのでは

なく、すでにあるものを誰かに教えて

もらってこなければならないのです。

では、そのRacketクラスへの参照は

どこで手に入れればよいのでしょうか。

面白いことにというか当然というか、

当のRacketクラス（オブジェクト）は、

自分自身の「参照」を持っていません。

たとえ持っていたとしても、まだBall

クラスとRacketクラス同士でアクセス

ができない状態ですから、手渡すこと

ができません。ということは、アプレ

ットクラスから渡してもらえばいいの

です。アプレットクラスなら、すでに

Racketクラスへの参照をrcという変数

に持っていますし、Ballクラスへのア

クセスも可能ですから、簡単に受け渡

しすることができます。

そのためのプログラムがリスト1です

（前回のリスト4）。Ballクラス内での

Racketクラスへの参照は、今後いつで

も使えるようにBallクラス全体で使え

る変数として用意します。Ballクラス

の最初のほうの、
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アプレットオブジェクト 

rcball

Ballオブジェクト 

Racket 
オブジェクト 

Racketオブジェクト 

参照 

rc

参照 

参照 

図3 Ballオブジェクト内のRacketオブジェクト

▼リスト1 Racketクラスへの参照を渡す

//---------------------------
// Applet Class
//---------------------------
public class ball3d_racket extends Applet

implements Runnable,MouseMotionListener  {

……
（省略）
……

public void init() {
addMouseMotionListener(this);

buffer = createImage(400,400);

rc = new Racket(400,400);
ball = new Ball(400,400,rc);
bg = new Background(400,400);

t = new Thread(this);
t.start();

}

……
（省略）
……

//---------------------------
// Ball Class
//---------------------------
class Ball extends Disp3D {

int vx,vy,vz;
int x,y,z;
int gx,gy,gr;
int sgx,sgy,sgr;
Racket rc; // ラケットへの参照

Ball(int w, int h, Racket rc0 ) {
super(w,h);
rc = rc0;
init();

}
……

（省略）
……



Racket      rc;

がそれにあたります。しかしこの時点

では、まだrcに参照は代入されていま

せんので、

Ball(int w, int h, Racket rc0)

という、Ballクラスのコンストラクタ

のパラメータとして、アプレットクラ

スから渡してもらうようにします。

コンストラクタは、

new Ball(....);

のように、Ballクラスのオブジェクト

が生成されるときに、同時に呼び出さ

れるメソッドです。コンストラクタで

受け取れば、Ballオブジェクトが生成

されたときに、一緒にRacketオブジェ

クトへの参照を受け取ることができ、

以後、Ballオブジェクト内でいつでも

Racketオブジェクトへの参照を使うこ

とができます。

コンストラクタBall(...)のパラメータ

では、rc0として参照を受け取ったので

すが、パラメータとして使われる変数

はそのメソッド内だけでしか有効では

ないので、先ほど宣言したオブジェク

トが存在する限りクラス全体で有効な

変数rcに、

rc = rc0;

と、移しておきます。これで、Ballメ

ソッドから抜け出たときに、rc0が無効

になっても、rcにRacketオブジェクト

への参照が保存されています。

参照を渡す側、すなわちアプレット

クラスからは、Ballクラスをオブジェ

クト化するときに、

ball = new Ball(400,400,rc);

というように、パラメータとして

Racketオブジェクトへの参照を渡して

やるだけです。注意しなければならな

いのは、このときにすでにrcにRacket

オブジェクトへの参照が格納されてい

なければならないので、

rc = new Racket(400,400);

という、Racketクラスのオブジェクト

化を先に行っておかなければならない

ということです。

今までにも、paint(Graphics g)など

のように、外部（システム）からのパ

ラメータとして、オブジェクトへの参

照を受け取る場面がありました。これ

までは、受け取るばかりで、参照を渡

すという場面がなかったのですが、こ

こで受け渡しの両方ができるようにな

りましたから、今後どんどんクラスを

増やしていって連携をとることができ

ますね。

めでたくBallクラスからRacketクラ

スにアクセスすることができるように

なりました。あとは、Racketクラスか

ら現在のラケットの座標を取得すれば

いいだけです。

マウスの動きに合わせて動いたラケ

ットの座標は、Racketクラスの最初に

ある、

int gx,gy,gr;

といった変数に格納されています（リ

スト2）。このような変数をクラスのメ

ンバ変数と呼びます。

Ballクラスからこれらの値を取り出

すには、

rc.gx

などと記述することでもできるのです

が、メソッドと同様にクラス外部（こ

こではRacketクラス外）からアクセス

するためには、変数でもメソッドでも

宣言時にpublic宣言しておかなければ

ならないのです。

変数が、

public int gx,gy,gr;

とpublic宣言されていれば、クラス外

部からアクセスできますが、これはあ

まりよくないやり方です。

本連載のこれまでにも触れてきたこ

となのですが、クラスというのは別の

プログラムなどでも再利用ができる、

いわば部品のようなものなのです。

Javaのような言語では、このクラスを

中心としてプログラミングするのです

が、クラス単位でうまく部品化してデ

バッグや再利用に役立てるためには、

できあがったクラスの内部機構と外部

とのインターフェイスをできるだけ切

り離しておくほうが賢明です。あるク

ラスの内部機構を変更する場合でも、

外部とのインターフェイスが変わらな

ければ、そのプログラム全体のほかの

部分は変更しなくて済むからです。ま
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//---------------------------

// Racket Class

//---------------------------

class Racket extends Disp3D {

int           x,y,r;

int           gx,gy,gr;

……
（省略）
……

▼リスト2 Racketクラスのメンバ変数

メンバ変数のメソッド化



た、クラスを再利用する場合には、内

部の構造がどうであれ、外部とのイン

ターフェイスだけがわかっていれば、

別のプログラムで使うことができます。

このような観点からすると、クラス

内部のメンバ変数を外部から直接アク

セスするようにプログラミングしてし

まうと、内部機構を修正する場合に変

数の構成が変わったりすると不都合が

発生しますし、うっかりしてクラス外

部でその変数を直接書き換えたりして

しまって、不具合が生じたりするかも

しれないために危険なのです。

ですから、クラス中心のプログラミ

ング（オブジェクト指向と呼ばれる）

では、メンバ変数を直接参照したり書

き換えたりせずに、そのためのメソッ

ドを用意します。外部インターフェイ

スとしてメソッドが決まっていれば、

クラス内部の変数の構成が変わっても、

外部からは変化がないように見えます

し、メソッド内で値のチェックなどを

行えば、メンバ変数が予想外の値に書

き換えられることを防止することがで

きます。

ここでは、ラケットのX座標、Y座

標、直径を受け取るために、メンバ変

数を直接参照せず

get_gx();

get_gy();

get_gr();

というメンバ変数を用意します。これ

らのメンバ変数がそれぞれの値を返し

ますから、Ballクラスからは、

x = rc.get_gx();

y = rc.get_gy();

r = rc.get_gr();

と、メソッドを呼び出せばいいことに
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▼リスト3 ボールとラケットの当たり判定

//---------------------------
// Ball Class
//---------------------------
class Ball extends Disp3D {

int vx,vy,vz;
int x,y,z; // 3D座標
int gx,gy,gr; // 2D座標、直径
int sgx,sgy,sgr; // 影2D座標
Racket rc; // ラケットへの参照

……
（省略）
……

int attack() {
int gx,gy,gr;
int dx,dy,d;
int dvx,dvy;

gx = rc.get_gx(); // ラケットの2D座標
gy = rc.get_gy();
gr = rc.get_gr();

dx = d2x(x,y,150) - gx; // ボールの2D座標
dy = d2y(x,y,150) - gy;

d = (int)Math.sqrt(dx * dx + dy * dy);
if ( d > (gr/2) ) return 1;

dvx = (int)(Math.abs(vz) * 0.577 * dx / (gr/2));
dvy = (int)(Math.abs(vz) * 0.577 * dy / (gr/2));

vx += dvx;
vy += dvy;

vz = -vz;

return 0;
}

}

//---------------------------
// Racket Class
//---------------------------
class Racket extends Disp3D {

int x,y,r;
int gx,gy,gr;

Racket(int w, int h) {
super(w,h);

x = 0;
y = 0;
gx = d2x(x,y,0);
gy = d2y(x,y,0);
r = 200;
gr = d2r(r,0);

}

public int get_gx() { return(gx); }// 座標を返す
public int get_gy() { return(gy); }
public int get_gr() { return(gr); }

public void set(int x, int y) { // 座標取得
gx = x;
gy = y;

}

public void disp(Graphics g) { // 表示
……

（省略）
……

}
}



なります。

これらのメソッドを利用してできた、

ボールとラケットの当たり判定を行う

attack()メソッドがリスト3です。

Racketクラスの網掛け部分が、メン

バ変数の数値を返すだけのメソッドで

す。このメソッドをpublic宣言して、

メンバ変数はpublicにしないというと

ころがミソです。

ひとくちにボールをラケットで打つ

といっても、壁での反射とは違って、

いろいろと処理することがあります。

attack() メソッドが「ラケットでボー

ルを打つ」処理を一手に引き受けてい

るのですが、

・ボールがラケットに当たったか

・ボールの反射

・ラケット上のどの位置かによって反

射角度を変える

といった3つの処理を行っています。

まず、ボールがうまくラケットに当

たったかどうかはどのように判定すれ

ばいいのでしょうか。

ラケットが四角形であれば、X座標、

Y座標のそれぞれがある範囲内にあれ

ばよいということで判定できますが、

ラケットは円ですからそうもいきませ

ん。ここでちょっと昔に（今？）習っ

た数学を思い出してください。

円とは、ある点（中心）から等距離

にある点の集まりです。そしてこの距

離が円の半径になります。ということ

は、円の内部にある点はすべて、中心

点との距離が半径より短いということ

になるのです。逆に中心点との距離が

半径より長い点は、すべて円の外部に

あるといえます。

つまり、ボールの座標とラケットの

中心の座標との距離が、ラケットの半

径より短ければ、そのボールはめでた

くラケットに当たったことになります。

リスト3を見てください。その処理が、

d =(int)Math.sqrt(dx * dx + dy * dy);

if ( d > (gr/2) ) return 1;

になります。その前の処理で、dxとdy

にそれぞれ、ボールの座標とラケット

の中心座標との差が計算されています。

横方向にx、縦方向にyだけ離れた2点

間の距離は、三平方（ピタゴラス）の

定理から、

X2 + Y2

となります。Math.sqrt() は、ルート

の計算を行うメソッドで、Javaに用意

されています。この結果をdに格納し、

それがラケットの半径gr/2よりも大き

ければ、ボールはラケットに当たらな

かった（空振り）として、メソッドか

ら抜けます。

当たったと判定されたら、次はボー

ルを反射させるのですが、このとき単

に反射するだけではおもしろくないの

で、ラケットの当たった位置によって

反射する角度を少し変えるようにして

います。

dvx = (int)(Math.abs(vz) * 0.577

* dx / (gr/2));

これはX方向ですが、ラケットの中心

点から離れるにつれてdvxの絶対値は

大きくなります。ただしその変化は、

最大でも30度の角度になるように、

vz * tan(30°)

を掛けています（tan(30)=0.577）。

つまり、このdvxをvxに加算するこ

とにより、vzのスピードに対して最大

30度分の横方向の加速を受けることに

なります。vzそのものは変化しません

から、一定のvzに対してvxが加速され

るので、結果として角度が変わること

になります。

ラケットの中心に当たったときは
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ボールの方向（vz） 

ラケット面 

0°で反射 

ラケットの中心 

30° 

gr/2

dx

図4 ラケットの位置による反射角度

反射に角度をつける

√



dvxは0になるため、角度の変化はあり

ません。

このあたりは、数学の「ベクトル」

を復習してみると理解が深まります。

などとえらそうに言っていますが、実

はこの式では中心から遠ざかるにつれ

ても、あまりリニアに角度は変化しま

せん。とりあえず0～30度で変化する

ように、擬似的に作った式です。

実際に動かしてみると、角度は変化

するものの、ちょっと自然ではないよ

うな気もします。皆さんもいろいろ試

してみてください。

■
■　とりあえず遊ぼう

■

これで、ボールとラケットの当たり

判定ができ、とりあえずはボールを打

って遊ぶことができそうです。まだ、

くずすべきブロックがありませんが、

まずはこのあたりで自分のJavaプログ

ラミング習熟の度合いを実感するため

にも、また、きたるべきゲーム完成の

日のためにもこの辺で少し遊んでみて

ください。

全プログラムリストは掲載できませ

んが、前回までの（先月号の付録CD-

ROMに収録）ソースリストに、リスト

3のattack()メソッドとRacketクラスの

3つのメソッドを追加して、リスト4の

網掛け部分を修正すれば、とりあえず

遊べるアプレットができあがります。

これだけでもラケットさばきの練習

用として遊べますが、できることなら

スピードや反射の角度などを自分なり

に調整して、プログラムとアプレットの

動きをじっくり理解してみてください。

次回はいよいよ「ブロック」をくず

します。プログラムもいよいよ完成に

近付いてきました。次回までに、ブロ

ックをくずすプログラムをあれこれ考

えてみておいてください。
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▼リスト4 遊べるボール＆ラケット

//---------------------------
// Applet Class
//---------------------------
public class ball3d_attack extends Applet 

implements Runnable,MouseMotionListener  {
……

（省略）
……

public void init() {
addMouseMotionListener(this);

buffer = createImage(400,400);

rc = new Racket(400,400);
ball = new Ball(400,400,rc);
bg = new Background(400,400);

t = new Thread(this);
t.start();

}

……
（省略）
……

}

//---------------------------
// Ball Class
//---------------------------
class Ball extends Disp3D {

int vx,vy,vz;
int x,y,z; // 3D座標
int gx,gy,gr; // 2D座標、直径
int sgx,sgy,sgr; // 影2D座標
Racket rc; // ラケットへの参照

Ball(int w, int h, Racket rc0) {
super(w,h);
rc = rc0;
init();

}
……

（省略）
……

void process() {
int res = 0;

x += vx;
y += vy;
z += vz;

int lim = 500 - gr / 2;

if ( x > lim ) vx = -vx;
if ( x < -lim ) vx = -vx;
if ( y > lim ) vy = -vy;
if ( y < -lim ) vy = -vy;

if ( z > lim ) vz = -vz; // ブロック面
if ( z < 150 ) res = attack();

if ( res == 1 ) x = y = z = -9999;

gx = d2x(x,y,z);
gy = d2y(x,y,z);
gr = d2r(100,z);

sgx = gx;
sgy = d2y(x,500,z);
sgr = gr / 2;

}

int attack()   ……（省略　リスト3参照）

……
（省略）

}

とりあえず遊ぼう
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もうすぐ、iモード端末(携帯電話）にJavaが搭

載されます。つまり、Javaプログラムが携帯電

話上で実行できるようになるのです。元来、組

み込み型に適していて、ネットワークに強い

Javaですから、携帯電話に採用されるのは自然

なことかもしれません。

いよいよJavaの利用範囲が広まって、皆さん

の開発するプログラムが身近なところで実用的

に利用できるようになりますね。

PCがどんどん性能アップして、OSがGUIなど

を搭載してどんどん複雑になってくるにつれて、

手軽にプログラミングできて、なおかつできたア

プリケーションを実際に使うといったことは、も

はやPC上では少なくなってきています。しかし

一方、携帯電話のような今まではユーザーが手

を加えるようなことができなかった製品が、かえ

ってプログラミング可能になるというのもおもし

ろいかもしれません。

このような多種のプラットフォームへの対応

と、コンパクトな実行環境という面では、現在

のところJavaが一番適しているため、iモードだ

けでなく他の製品でも採用されることになると思

います。

今こそ、Javaをマスターしておけば、あなたも

いちはやく「家電製品プログラマー」になれるか

もしれません。いろいろなユーティリティやゲー

ムを自分の携帯電話に搭載したり、iモードでサ

ービスを行ったりすることができることでしょう。

■J2SEとJ2ME

現在リリースされているJavaの開発／実行環

境はバージョン1.3ですが、これはJava2と呼ば

れ、Java2からは各種環境に合った本格的な環境

が提供されています。

本連載のように、PCベースで実行させるアプ

レット／アプリケーションの開発環境は、J2SE

（Java 2 Standard Edition）ですが、前述の携帯

電話などでの開発と実行環境はJ2ME（Java 2

Micro Edition）と呼ばれるものです。そのほか、

サーバ環境としてのJ2EE（Java 2 Enterprise

Edition）などがあります。

PC上でJavaアプレットを実行する環境は、

JVM（Java Virtual Machine）ですが、J2MEで

は、KVM（K Virtual Machine）といって、頭文

字のKは、Kバイト単位ということを意味します。

すなわち、このJava Virtual Machineは、携帯電

話などの限られたメモリ容量内に組み込まれる

必要があるため、非常にコンパクトにまとめられ

ていて、実際のところ数十Kバイト内に収められ

ています。最近のPCアプリケーションが数Mバ

イトの容量を必要とすることに比べれば、もの

凄い集積技術だということがわかります。

J2ME、J2SE、J2EEいずれの環境においても、

同じJavaのソースプログラムが実行可能である

ということは、Javaの根本思想であり、事実そ

のようになるはずです。もちろん、ディスプレイ

画面の大きさやその他のデバイス類によって、

プログラムの動きは当然のことながら変える必要

はありますが、基本的にはPCであろうが携帯電

話であろうがJavaのプログラミング自体は同じ

です。プラットフォームの違いを、JVMやKVM

が吸収してくれるのです。

サンマイクロシステムズでは、J2MEを携帯電

話だけではなくその他の携帯端末類、双方向ペー

ジャ（ポケットベル）、各種セットトップボックス

などへの組み込み用途向けにと提唱しています。

もちろん、携帯電話のような実用的な用途も

おもしろいのですが、最近はやりの電子犬（？）

などのように、プログラミング可能な玩具がいろ

いろと発売されてくれば、そしてそれらにKVM

が搭載されていればプログラミングが自由自在

になります。

また、Java搭載だからこそ生まれてくる発想

としては「ネットワーク対応」です。電子犬同

士がネットワークで通信したり、ビデオの予約

を電子犬に頼んだり……？

コンピュータゲームの様相も変わってくるかも

しれません。今でこそ1台のPCやゲーム機で複

数のソフトを動かしていますが、KVMが搭載さ

れたゲーム盤が安価に発売されれば、野球盤に

サッカーゲームにボーリング……。銃で的を狙

うおもちゃなどもJava対応なんてことになれば、

子供部屋は再び昔のようにおもちゃの山になる

でしょう。「テレビゲーム機ばかりに熱中して…

…」と嘆く大人たちも、ゲーム盤になれば懐か

しがって文句も言わなくなるのでは？

子供達の創作意欲も、「組み込みJavaをいじ

る」ことで育っていくのかもしれません。学校教

育でも、そんな勉強なら面白くて役立ちますよ

ね。先生方、ぜひお願いします。

さて、ちょっと脱線してしまいましたが、

J2ME、KVMについての詳しい情報は、サンマイ

クロシステムズのサイトで知ることができます。

日本語のサイトも用意されていますのでぜひご覧

になってください。現在はまだ、実行できる携

帯電話は発売されていませんが、とりあえず事

前準備としてどうぞ。

J2ME、KVMについて

http://www.sun.co.jp/software/consumer-

embedded/kvm/

■Java搭載iモードについて

Java搭載iモードに関しては、9月20日と21日

に開催されたゲームデベロッパー向けのカンファ

レンスCEDEC 2000で、今年12月に発売される

と発表されました。

Javaのアプリケーションは10Kバイトで、アプ

リケーション用のデータ領域として各5Kバイト

づつ用意されています。アプリケーションはJAR

ファイルで圧縮されるとのことです。

また、携帯でのJavaの利用という点で、セキ

ュリティが強化されているようです。Javaの実行

環境と、メモリダイヤルなどのプライバシー情報

が分離され、Javaを使ってこれらの情報にアクセ

スすることはできません。そのほかにも、さまざ

まなセキュリティ対策が行われているようです。

まだあまり詳細は明らかにされていませんが、

本誌が発売されているころには詳しい仕様が公

表されるということなので、興味のある方はNTT

ドコモのホームページをチェックしてください。

Column

Javaと携帯電話

画面1 J2ME、KVMについてのWebサイト（サン）



最初にカーネルのコンパイル方法について説明しよう。

ここでは、linux-2.4.0-test5.tar.gzをVine Linux 2.0のフ

ルインストール環境でコンパイルすることにする。

まず初めに、付録CD-ROMのプログラミング工房ディ

レクトリ（Linuxmag/Programming/）から、linux-

2.4.0-test5.tar.gz、usb-xscsi-2.4.0-test5.patch（パッチフ

ァイル）、および今回のデバイスドライバ本体である

xscsi.cを、/usr/srcディレクトリにコピーする。

コピーが終わったら、ルート権限で次のコマンドを実行

する。

# cd /usr/src

# rm linux

# tar zxvf linux-2.4.0-test5.tar.gz

# mv linux linux-2.4.0-test5

# ln -s linux-2.4.0-test5  linux

# patch -p0 < usb-xscsi-2.4.0-test5.patch

# cp xscsi.c linux/drivers/usb

ちなみに、今回のデバイスはUSBからSCSIへの変換

（Xchange）を行うものであるので、デバイスドライバを

「usb-xscsi」という名前にすることにした。

Linuxではカーネルのサイズをむやみに大きくしないた

め、必要でないデバイスはカーネルに組み込まないように

なっている。そのため、どのデバイスを使うかの設定を行

う必要がある。この設定を行うには、X上のktermなどか

ら、

# cd /usr/src/linux ; make xconfig

を実行することにより、設定メニューを表示することがで

きる（画面1）。

デフォルトでは、実験的なデバイスについては表示され

ないようになっているが、左上の「Code maturity level

options」の中で、実験的なデバイスも選択できるように

設定可能だ。今回作成したドライバも実験的なものなので、
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第11回　カーネルのプログラミング（2）

画面1 make xconfigによるカーネル設定画面

カーネルソースの準備 カーネルの設定



これを有効にしておく必要がある。

次に、設定メニューの［USB support］を選択し、

［support for USB］を有効にしてから、［UHCI(Intel

PIX4,VIA, ...) support］を有効にする。そして、下のほ

うへスクロールして、先ほどのパッチファイルにより追加

された［ USB Xchange SCSI Adapter support（ EX

PERIMENTAL）］を有効にする。

今回のデバイスを使うには、デフォルトの設定のままに

しておくほうがいいので、自分の環境で絶対に必要な部分

だけを設定して、［Save and Exit］を選んで終了する。

新しいカーネルの実験時には、カーネルパニックを起こ

してOSが立ち上がらなくなることがよくある。したがっ

て、必ず起動できる安全なカーネルを保存しておき、その

カーネルで立ち上げられるようにしておく必要がある。

このためには、/etc/lilo.confをリスト1のように設定す

るとよい。

カーネルのコンパイルは、上記の/etc/lilo.confの設定を

したあとで、

# cd /usr/src/linux ; make dep ; make install

を実行する。なお、上記のカーネル設定ではモジュールも

組み込まれるので、

# make modules ; make modules_install

も行っておこう。あとは、リブートするだけで新しいカー

ネルが立ち上がるはずだ。

スキャナの場合、/dev/sg?という名前のSCSI Generic

デバイスを用いてアクセスされることが多い。したがって、

USB-SCSIの変換デバイスの場合は、この/dev/sg?をエミ

ュレーションする形で実装するのがベストである。

このようなSCSIのエミュレーションを行うデバイスの

例としては、先月説明したUSBストレージクラスドライ

バがあげられる。

しかしながら、このドライバではエミュレーションを行

うためにカーネルスレッドやセマフォなどをたくさん使っ

ており、雑誌の記事で解説するには難しすぎる。

そこで、今回はSCSIの処理はドライバ内だけで行い、

アプリケーションとは単純なデータのRead/Writeだけを

行うという、最も簡単な構成をとることにした。

その場合、スキャナをアクセスするアプリケーション側

でも、このようなRead/Writeでの入出力を行うことが要

求されることになるが、今回実験に使ったフィルムスキャ

ナKonica Qscan用の最新アプリケーション（xqscan-

2.51）では、この入出力（/dev/qscan-io）がサポートさ

れている。しかし、これ以外のスキャナでは、SANEなど

のアプリケーション側の改造が必要である。

なお、このような構成ではアプリケーション側から

SCSI-IDを受け渡すことができないので、SCSI-IDはカー

ネル内で固定的に決めることとした。今回は、2番の

SCSI-IDを設定することにしたので、スキャナ側もSCSI-

IDを2番に設定する必要がある。

linux-2.4.0からは、/devの構造が大きく変更されている
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boot=/dev/hda2

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

append="apm=on"

default=linux

image=/boot/vmlinuz-2.4.0-test5

label=linux

initrd=/boot/initrd-2.2.14-1vl6.img

read-only

root=/dev/hda2

image=/boot/vmlinuz-2.2.14-1vl6

label=safe

initrd=/boot/initrd-2.2.14-1vl6.img

read-only

root=/dev/hda2

other=/dev/hda3

label=freebsd

other=/dev/hda1

label=dos

▼リスト1 /etc/lilo.conf

LILOの設定

カーネルのコンパイルとインストール

今回のデバイスドライバの実現方法

メジャー番号とマイナー番号



が、互換性のため伝統的なメジャー番号とマイナー番号に

よるアクセスもできるようになっている。たとえば、

% ls -l /dev/hda

を行うと、

brw-rw---- 1 root disk 3, 0 May 6 1998 /dev/hda

と表示される。この表示から、IDEディスクはブロックデ

バイス（b）であり、メジャー番号が3、マイナー番号が0

であることがわかる。USBのメジャー番号は180に決めら

れていて、マイナー番号は各デバイスごとに定められるよ

うになっているが、ここでは実験のため、暫定的に128番

をマイナー番号として使うことにした。

また、このデバイスはキャラクタデバイス（c）なので、

デバイスファイルを作成するためには、たとえば、

# /bin/mknod /dev/qscan-io c 180 128 

というコマンドを実行することになる。

ここまで準備ができたら、フィルムスキャナにUSB-

SCSI変換ケーブルを接続したあとに、PCにUSBケーブ

ルを差し込む。そして、dmesgコマンドを実行してみれ

ば、usb-xscsiデバイスが認識されているはずだ。その状

態でxqscan（ver2.51以上）を起動すると、フィルムのス

キャンを行うことができる。

このデバイスドライバは、UHCIチップのUSBコントロ

ーラを用いた下記の3台のPCで、USBハブを使わずに直

接PCのUSBコネクタに接続して、動作を確認してある。

・SONY VAIO PCG-Z505GR/K（ RAM256Mバイト）

・SONY VAIO R-50（RAM192Mバイト）

・富士通FMV DESKPOWER S-II 167（RAM96Mバイト）

一方、OHCIチップを用いたマザーボードのPCと、PCI

のOHCIチップUSBカードでも実験してみたが、カーネル

のOHCIの処理部分に問題があるせいか動作しなかった。

なお、現在のドライバでは、先月紹介したロジテック社

製以外のUSB-SCSI変換ケーブルを使うことはできない
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USB開発用にもう1台マシンが必要にな

ったが、自宅にある5台のマシンはどれもひ

どく古く、肝心のUSBコネクタはどのマシ

ンにも付いていない。そこで、PCIスロット

に増設するUSBカードを買ってきたのだが、

購入したカードはチップがOHCIであるため

か、linux-2.4.0-test5と今回のデバイスの組

み合わせではうまく動作しなかった（UHCI

チップを搭載しているPCIカードを探して、

秋葉原を徘徊したが見つからなかった）。

これらのマシンは古すぎて、マザーボー

ドだけを置き換えるわけにはいかないので、

この際新しいマシンを買うことに決めた。

ライカのレンズなら何十万円出しても惜し

くはないが、すぐにモデルチェンジしてし

まうPCには、あまりお金をかけたくない。

そこで、型落ちのVAIO-R50を友人経由で

安く買うことにした。

このVAIO-R50には空きPCIスロットが1

つしかなく、ネットワークカードを差すと

SCSIカードを差すスペースがなくなってし

まう。つまり、SCSI-USB変換アダプタの

ドライバを開発する動機がまたひとつ増え

たことになるのだ。

ちょっと余談になるが、このPCには

MPEGエンコーダボードが内蔵されていて、

テレビドラマなどの録画ができる。標準モ

ードでも、テレビの画面に表示するには十

分満足な画質で、オプションの赤外リモコ

ンを使うとまさに家電感覚で使える。

あまりに感激したため、速攻でPCショッ

プへ走り、80Gバイトのディスクを買って

きて増設した。AWARD BIOSの33.8Gバイ

トの壁にぶちあたって、ハードディスクが

認識できないというトラブルがあったが、

BIOSをごまかすソフトをMBR（マスター

ブートレコード）へ入れて回避し、無事50

時間の録画ができる状態になった。

読者のなかには流量の多いメーリングリ

ストやニュースをとりあえず購読して、あ

とで興味のある記事だけ見るという人も多

いと思う。50時間の録画ができると、まさ

にこのような視聴形態になり、いままでと

は世界が変わる。

こうなると、「FreeBSD／Linuxで全チャ

ンネル 24 時間」を実現したくなるが、

VAIOのMPEGボード解析は特許問題など

があり難しそうである。

一方、NECからはUSB接続のMPEGエ

ンコーダ装置が数万円で発売されている。

USBバスアナライザがあれば、こちらのほ

うが近道かもしれない。USBの帯域はたか

だか1Mバイト／秒なので、この装置を5個

買って、PCIのUSBカードを4枚増設する。

そして、複数のSCSIディスクを用意し、

Linuxのような高性能OSを利用すれば、も

しかしたら1台のPCで5チャンネル同時録

画が可能ではないか……、と夢想している

今日このごろである。
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USB開発用マシンの購入

USBデバイス接続と動作について



（コラムで紹介した3社の製品はすべてプロトコルが異

なる）。

また、このドライバは、あくまでもデバイスドライバの

解説を行う記事のサンプルプログラムとして書かれたもの

であり、その動作を保証することはできない。

したがって、USB-SCSI変換ケーブルやフィルムスキャ

ナを入手する場合は、動かないことがあることを覚悟のう

えで購入する必要がある。もちろん、このデバイスドライ

バについては、ケーブルやスキャナのメーカーもまったく

保証していないので、本記事に関してメーカーに問い合わ

せを行うことは避けてほしい。

なお、kernel-2.4.0-test7での実験も行ったが、このバー

ジョンのカーネルでは下層（UHCI）の通信がうまくいか

ないようで、正常に動作しなかった。USBはまだまだ開発

中のデバイスであり、安定した動作はなかなか難しいよう

である。

さて、いよいよプログラムの解説であるが、まずはカー

ネルにデバイスドライバを組み込む方法について述べる。

自分が作成したドライバを、先ほどのカーネル設定画面

で選択するようにするためには、/usr/src/linux/drivers

/usb/Config.inというファイルに1行加えるだけである。

このファイルの書式はたいへん簡単であり、たとえば、

73行目にある、USB FM radioデバイスは、以下のよう

に定義されている。

dep_tristate '  D-Link USB FM radio support

(EXPERIMENTAL)' CONFIG_USB_DSBR $CONFIG_USB

$CONFIG_VIDEO_DEV

この行でシングルクオートで囲まれた文字列がカーネル

コンフィグ（make xconfig）時に表示される。また、

CONFIG_USB_DSBRという文字列は後述のヘルプや

Makefileでの指定に用いられる。

さらに、このデバイスを使用するには、 USBサポート

と、VIDEOデバイスのサポートが有効になっている必要

があるため、$CONFIG_USBと$CONFIG_VIDEO_DEV

が定義されている。

以上の例から類推されるように、今回のUSB-SCSI変換

デバイスの場合は、以下の行を追加すればよい。

dep_tristate '  USB Xchange SCSI Adapter support

(EXPERIMENTAL)' CONFIG_USB_XSCSI $CONFIG_USB

$CONFIG_SCSI

なお、今月号ではSCSIエミュレーションを行わないの

で、SCSIサポートが有効になっている必要はない。しか

し後での拡張を考え、SCSIサポートが有効になっていな

いと、このデバイスが選択できないようにするため

$CONFIG_SCSIも追加してある。

この1行を追加するだけで、カーネル設定時にこのデバ

イスの選択ができるようになるが、設定時のヘルプ画面に

適切な情報を表示するためには、/usr/src/linux/Document

ation/Configure.helpというファイルのUSB Bluetooth

の説明の次（10418行目）にリスト2のような数行の説明

を追加するとよい。なお、このリストにあるCONFIG_USB
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USB Bluetooth support

CONFIG_USB_BLUETOOTH

Say Y here if you want to connect a USB Bluetooth device to your  

computer's USB port. You will need the Bluetooth stack (available

at http://developer.axis.com/software/index.shtml) to fully use

the device.

This code is also available as a module ( = code which can be

inserted in and removed from the running kernel whenever you want).

The module will be called bluetooth.o. If you want to compile it as

a module, say M here and read Documentation/modules.txt.

USB Xchange SCSI ADAPTER support

CONFIG_USB_XSCSI

※ここに「USB-SCSI変換アダプタ」に関する説明を記述する（複数行でもかまわない）。

▼リスト2 Configure.help

デバイスドライバを追加する方法



_XSCSIは、先ほど指定した文字列である。

そして、この文字列を/usr/src/ l inux/dr ivers

/usb/Makefileの95行目に、

obj-$(CONFIG_USB_XSCSI)  += xscsi.o

という形で、加えることによりカーネルのメイクができる

ようになる。最後にデバイスドライバ本体（xscsi.c）を、

/usr/src/linux/drivers/usb/ディレクトリに置けば完成

である。

これらの、具体的な記述については、付録CD-ROMに

収録したパッチファイルを参照してほしい。

今回のデバイスドライバは、カーネルの中でどのように

して認識されるのだろうか？ このあたりを理解するために

は、xscsi.cの最後のほうから順に見ていくとよい。xscsi.c

にある最後の2行は、

module_init(usb_xscsi_module_init);

module_exit(usb_xscsi_module_cleanup);

となっていて、module_init、module_exitというマクロ

が使われている。ここで指定するのが、モジュールの登録

と削除のときに呼ばれる関数である。ここでは登録時に、

int __init

usb_xscsi_module_init(void)

{

return usb_register(&driver_table)<0 ? -1 : 0;

}

が呼ばれる。また、削除時には、
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USBとSCSIの変換アダプタには、先月

紹介したロジテック社製以外にも、アダプ

テック社から新しく発売された USB -

Xchangeという製品がある。

この製品はSCSIのトップメーカーである

アダプテック社製ということもあり、どの

ような仕様であるかを調べてみたいという

誘惑には勝てず、ついつい買いものカゴに

入れてしまった（写真1）。

別のショップへ行くと、今度はMicrotech

社のUSB-SCSI変換ケーブルが隅に1個だ

け置いてあった。9000円近い価格でちょっ

と躊躇したが、秋葉原では物があるときに

買わないと、売り切れてしまい後悔するこ

とが多い。これまでに何度もそういう経験

をしたので、思いきってこれも買うことに

した（写真2）。

さらに別のショップへ行くと、今度は

Xircom社のUSB-SCSI変換ケープルが置い

てあった。これは3900円と安かったことも

あり、「毒食わば皿まで」の心境でレジに持

っていってしまった（写真3）。

結局、気がついてみると、4種類のUSB-

SCSI変換ケーブルを買ったことになり、財

布がずいぶんと軽くなってしまった。しば

らくのあいだは胃袋を満たせない生活にな

ったものの、この4種の製品を比べてみる

といろいろと興味深く、知的好奇心のほう

は十分に満たすことができた。

今月号ではこれらについて詳しく説明す

るスペースがないので、来月号でまた取り

上げてみたい。

Column

USB-SCSI変換ケーブル

デバイスドライバの構造

写真2 マイクロテック製USB-SCSI変換ケーブル

写真3 ザーコム製USB-
SCSI変換ケーブル

写真1 アダプテック製
USB-XChange SCSI



void __exit

usb_xscsi_module_cleanup(void)

{

usb_deregister(&driver_table);

}

が呼ばれることになる。このとき、usb_register関数に渡

される引数は、下記のような構造体となっている。

static struct usb_driver

driver_table = {

"usb-xscsi",
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static unsigned int

scsi_read(struct file *file, unsigned char *buf, int len)

{

unsigned char cdb_read[0x0c] = {

/* 0x00 */ 0x08,        /* SCSI READ_COMMAND */

/* 0x01 */ 0x00,

/* 0x02 */ 0x00,        /* len[2] */

/* 0x03 */ 0x00,        /* len[1] */

/* 0x04 */ 0x00,        /* len[0] */

/* 0x05 */ 0x00,

/* 0x06 */ 0x00,

/* 0x07 */ 0x00,

/* 0x08 */ 0x00,

/* 0x09 */ 0x00,

/* 0x0a */ 0x00,

/* 0x0b */ 0x00

};

int     r;

int     sense_key;

pdata_t *pdata;

int     rest_len, cur_len;

cdb_read[0x02] = (unsigned char)( 0xff & (len >> 16));

cdb_read[0x03] = (unsigned char)( 0xff & (len >>  8));

cdb_read[0x04] = (unsigned char)( 0xff & (len      ));

while( (r=send_cdb(file, cdb_read)) < 0 ){

if( r != -EPIPE ){

err_msg(_("ERR send_cdb EPIPE\n"));

return r;

}

/* Now Endpoint was STALL, send clear feature */

if( (r = send_clear_feature(file))  < 0 ){

err_msg(_("ERR send_clear_feature\n"));

return r;

}

if( recv_err_status(file) != err_status_read_retry ){

err_msg(_("ERR!! not READ_RETRY\n"));

return -EFAULT;

}

sense_key=scsi_request_sense(file);

if( sense_key != SENSE_KEY_READ_RETRY ){

err_msg(_("sense_key NG 0x%02x\n", sense_key));

return -EFAULT;

}

err_msg(_("now retry scsi_read\n"));

}       /* リスト3-2へ続く*/

▼リスト3-1 xscsic.のscsi_read関数

ファイルアクセスのための構造体
読み込むバッファ（ユーザー空間メモリ）

読み込みを指示するCDBパケット

デバイス情報を保持するプライベートデータエリア

読み込むべき残りのバイト数

読み込むべきバイト数（24ビット）
CDBをUSBへ送信する関数

USBエンドポイントがSTALL以外はエラー

エンドポイントのエラーを回復

送ったCDBコマンドの結果を取得

SCSIプロトコルにおけるセンスキーを取得

1回で読み込めるバイト数をセット

読み込むバイト数

読み込みを意味するコマンド番号



device_probe,

device_dissconnect,

{ NULL, NULL },

&usb_xscsi_file_operations,

USB_XSCSI_MINOR_BASE

};

この構造体では、このドライバの名称“usb-xscsi”や、

USBケーブルが抜き差しされたときに呼ばれるdevice

_probe関数およびdevice_dissconnect関数が定義されて

いる。

また、アプリケーションからファイル関係のシステムコ

ールが発行された場合に、それらを処理するための関数群

を定義した、usb_xscsi_file_operationsという構造体への

ポインタも定義されている。そして、この構造体の最後の

メンバ（USB_XSCSI_MINOR_BASE）が、上で説明し

たデバイスのマイナー番号である。

上記の構造体中にあるusb_xscsi_file_operationsの中

身は、下記のように定義されている。

static struct file_operations

usb_xscsi_file_operations = {

owner:          THIS_MODULE,

read:           file_operation_read,

write:          file_operation_write,

open:           file_operation_open,

release:        file_operation_release,

};

たとえば、アプリケーションからopenシステムコール

が発行されると、file_operation_open関数が呼ばれ、

readシステムコールが発行されると、デバイスからの読み

込みを行うためにfile_operation_read関数が呼ばれる。

アプリケーションプログラム側では、ファイルをアクセ

スする際に、

int fd = open("/dev/qscan-io", O_RDWR);

という記述でデバイスをオープンする必要がある。この

openシステムコール（関数）は、“/dev/qscan-io”のメ

ジャー番号とマイナー番号から、適切なデバイスドライバ

を 選 択 し 、 最 終 的 に 上 で 説 明 し た 構 造 体 の

file_operation_open関数を呼ぶことになる。

そして、file_operation_open関数では、そのデバイス

ドライバで必要とするデータ領域の確保などを行う。
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pdata = (pdata_t *) file->private_data;

rest_len = len;

while( rest_len > 0 ){

cur_len = ( MAX_TRANS_BYTES < rest_len )

? MAX_TRANS_BYTES : rest_len ;

if( (r=recv_data(file, pdata->buf, cur_len )) < 0 ){

err_msg(_("ERR recv_data r=%d\n", r));

return r;

}

if( copy_to_user(buf, pdata->buf, cur_len) ){

err_msg(_("ERR copy_to_user\n"));

return -EFAULT;

}

buf      += cur_len;

rest_len -= cur_len;

}

return len;

}

▼リスト3-2 xscsic.のscsi_read関数（リスト3-1の続き）

ファイルオペレーションの構造

open()システムコールの処理

デバイスにおけるプライベートデータエリア

アプリケーションから要求されたバイト数

残りの転送バイト数がある限りループする

USBからデータを受信する

カーネル空間からユーザー空間へコピー

転送した分だけポインタを進める

転送した分だけ減らす

今回転送が終わったバイト数

1回に転送する量をMAX_TRANS_BYTES以下にする
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アプリケーションプログラムでは、デバイスからデータ

を読み込むときは、openシステムコールから返されたフ

ァイル識別子fdを用いて、

read(fd, buffer, length );

というようにして読み出しを行う。このreadシステムコ

ールでは、fdの値によって適切なデバイスドライバを選択

し、そのデバイスドライバのread関数を呼ぶ。つまり、

今回の場合はfile_operation_read関数が呼ばれることに

なる。この関数の中では、リスト3-1に示すscsi_readと

いう関数を呼んでいる。

USB-SCSI変換アダプタでは、PCからのSCSIパケット

をそのままSCSIデバイスへ中継する。ここで送られる

SCSIパケットはCDBと呼ばれ、中身はリスト3-1で定義

されているcdb_readという12バイトの配列である。これ

を、send_cdb関数を使って、PCからUSB-SCSI変換アダ

プタへ送信している。

send_cdb関数はリスト4で定義されているが、この関

数ではusb_control_msgというUSBの下層関数を用いて、

コントロールエンドポイントへ送信される。

ここで、もし送信時にエラーが起きたらsend_cdb関数

の戻り値が負になるが、この場合はUSBのエンドポイン

トがSTALLしているので、CLEAR_FEATUREを送っ

てエラーから回復するなどの処理が必要になる。

これを行っているのが、リスト3-1にあるsend_clear

_feature関数である。このあと、SCSIのREQUEST

SENSE処理を行い、再度send_cdbを試みている。

無事にCDBが送出されると、次はデータの読み込みだ

が、ここではrecv_data関数を使って、アプリケーション

から指定されたバイト数のデータの読み込みを行う。なお、

ここで読み込むのはカーネル空間内のメモリであるので、

copy_to_user関数を用いて、ユーザー空間内のメモリに

コピーしている。

今回はカーネルのデバイスドライバのしくみとその動作

について解説したが、デバイスドライバを作成するという

ことは、open／close／read／writeの関数を作成すると

いう単純なことであるのがご理解いただけたのではないか

と思う。

USBデバイスドライバについては、引き続き次号でもと

りあげてみたい。

static int
send_cdb(struct file *file, unsigned char *cdb)
{

struct usb_device *udev;
unsigned int       pipe;
__u8               requesttype = 0x21;
__u8               request     = 0x00;
__u16              value       = 0x0000;
__u16              index       = 0x0000;
__u16              size;
int                timeout     = 60*HZ; /* 5sec */
int                r;
udev   = ((pdata_t *)(file->private_data))->dev;
pipe   = usb_sndctrlpipe(udev, 0);
size = 0x0c; /* always 12bytes */
for(;;){

r = usb_control_msg(udev, pipe, request, requesttype,
value, index, cdb, size, timeout);

if( r >= 0 ){
return r;

}
if( r != -EPIPE ){

err_msg(_("ERR send_cdb r=%d\n", r));
return r;

}
if( send_clear_feature(file) != 0 ){

err_msg(_("ERR send_cdb clear feature\n"));
return -1;

}
}

}

▼リスト4 xscsi.cのsend_cdb関数

read()システムコールの処理

次号について

USBケーブルの情報が入っている構造体

送信用コントロールパイプの識別番号を取得

このUSBデバイ
スでは、CDBは
必ず12バイトで
やり取りされる

送るデータの先頭アドレス

エンドポイントのSTALL状態を解除する

送るデータのバイト数

コントロールパイプ（エンドポイント0）
へデータを送信

パイプの識別番号



Debian、Red Hat、SuSE、FreeBSD portなどには、

Rubyのパッケージが用意されていますが、Perlのように

ほとんどのディストリビューションに最初から付属するよ

うになるまでにはしばらくかかりそうです。

最新のRuby 1.6.0は、付録CD-ROMに収録されていま

す。また、以下のURLからソースアーカイブを入手する

こともできます。

ftp://ftp.netlab.co.jp/pub/lang/ruby/1.6/ruby-

1.6.0.tar.gz

netlab.co.jpは、Rubyの作者まつもとさんの勤務先で

す。以下のミラーサイトも利用できます。

ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/lang/ruby/

ftp://ftp.TokyoNet.AD.JP/pub/misc/ruby/

ftp://ftp.krnet.ne.jp/pub/ruby/

ftp://ftp.nctu.edu.tw/computer-languages/ruby/

ソースを入手すれば、以下のステップによりインストー

ルできます。

$ tar zxvf ruby-1.6.0.tar.gz

$ cd ruby-1.6.0

$ ./configure

$ make

<rootになる>

# make install

標準では、rubyは/usr/local/bin/rubyにインストール

されます。

$ type ruby

ruby is /usr/local/bin/ruby

$ ruby -v

ruby 1.6.0 (2000-09-11) [i686-linux]

各ステップについてもう少し解説しましょう。

■configure

configureはautoconfツールが生成するシェルスクリプ

トで、各プラットフォームでのコンパイルに必要な情報を

収集します。configureの実行経過を画面1に示します。

いろいろな項目をチェックしているのがわかります。

コンパイル時の設定を変更するためには、configureス

クリプトにオプションを指定します。configureに指定す

るオプションのうち、重要なものは以下のとおりです。
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第11回　新たなる未知へ

インストール



--prefix=PREFIX

インストール先のディレクトリを指定します。デフォルト

は/usr/localです。プログラムはPREFIX/bin、ライブラ

リはPREFIX/lib/ruby/1.6以下にインストールされます。

多くのパッケージでは/usrが指定されてコンパイルされて

います。root 権限でインストールできない場合には、

PREFIXとして自分のホームディレクトリを指定するワザ

が使えます。その場合、$HOME/binをPATHに含める

ことを忘れずに。

--with-default-kcode=CODE

デフォルトの文字エンコーディングを指定します。CODE

の部分にはutf8、euc、sjis、noneのいずれかを指定しま

す。デフォルトはnoneですが、日本語をよく使うならeuc

を指定するのが便利かもしれません。

--enable-shared

ダイナミックリンクライブラリlibruby.soを用意します。

ダイナミックリンクライブラリを使うと、インタプリタの

バイナリサイズが劇的に小さくなり、メモリ効率が若干向

上します。

--with-sitedir=DIR

非標準のライブラリをインストールするディレクトリを指

定します。デフォルトは、PREFIX/lib/ruby/site_ruby

です。

--with-search-path=DIR

ライブラリのロード時の検索パスに追加するディレクトリ

を指定します。

そのほかの“--with”で始まるオプションは、拡張ライ

ブラリのコンパイル時に使われます。標準添付の拡張ライ

ブラリが受け付ける主なオプションは、以下のとおりです。

--with-xxx-include=DIR

拡張ライブラリxxxのコンパイル時にヘッダファイルを検

索するディレクトリを指定します。DIRがコンパイラの-I

オプションに指定されます。

--with-xxx-lib=DIR

拡張ライブラリxxxのリンク時に、ライブラリを検索する

ディレクトリを指定します。DIRがリンカの-Lオプション

に指定されます。

--with-xxx-dir=DIR

拡張ライブラリxxxがコンパイル・リンク時にアクセスす

るディレクトリを指定します。DIR/includeがコンパイラ

の-Iオプションに、DIR/libがリンカの-Lオプションに指

定されます。

D e b i a n や K o n d a r a では、“ - - w i t h - d b m -

include=/usr/include/db1”を指定する必要があるよう

です。これはndbm.hのあるディレクトリを指定します。

また、インストールされているTclのバージョンによっ

ては、“--with-tcl-include=/usr/include/tcl8.3”のよう

にヘッダファイルtcl.hの存在するディレクトリを指定する

必要がある場合もあります。そのほか、ディストリビュー

ションによっては、gdbmやreadlineについても同様の指

定が必要な場合もあります。

拡張ライブラリのコンパイルがうまくいかないようでし

たら、Rubyのインストール後に、

$ cd ext/dbm

$ ruby extconf.rb

とすると、ちゃんとヘッダやライブラリを検出できている

か試してみることができます。拡張ライブラリに対する

“--with”で始まるオプションはextconf.rbに渡すこともで

きます。たとえば、

$ ruby extconf.rb --with-dbm-include=/usr/include/db1

のように指定します。
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$ ./configure

creating cache ./config.cache

checking host system type... i586-pc-linux

checking target system type... i586-pc-linux

（中略）

checking whether OS depend dynamic link works... yes

creating config.h

updating cache ./config.cache

creating ./config.status

creating Makefile

creating ext/extmk.rb

画面1 configure実行経過



■make

実際のコンパイルとリンクを行います。念のためテスト

もしておきます。

$ make test

いろいろな試験をして、問題がなければ、“tes t

succeeded”と出力されます。

■make install

標準のインストール先にインストールするには、root権

限が必要です。configureでprefixを自分の書き込み権の

あるディレクトリに指定していれば、root権限は不要です。

必要な権限が用意できたら、makeを使ってインストール

します。

これでインストールは完了です。sampleディレクトリ

の中のキャラクタ版マインスイーパ（mine.rb）を実行し

てみます（画面2）。

hjklのvi風キーバインドでカーソルを動かし、mキーで

爆弾を置き、スペースキーでマスをオープンします。終了

するためにはqキーを使います。mine.rbはわずか175行

のプログラムですが、なかなか燃えますね。

例題としてURLチェッカを作ってみます。このプログ

ラムは、コマンドライン引数で指定したURLのページが

存在するかどうかをチェックします。なんらかの理由でペ

ージにアクセスできなかった場合には、理由も含めて表示

します（リスト1）。

実行例は以下のようになります。

$ ruby urlcheck.rb http://localhost/index.html

http://localhost/index.html does exist

$ ruby urlcheck.rb http://localhost/noexist.html

http://localhost/noexist.html does not exist

404 Not Found

$ ruby urlcheck.rb http://www.ruby-lang.org/ja

http://www.ruby-lang.org/ja does not exist

301 Moved Permanently

ブラウザで表示できるMoved Permanentlyなども、存

在しないことにしてしまうのはダメですが、とっかかりと

してはこんなものでしょう。HTTPクライアントがこれだ

け（アクセスは実質1行）で書けるのは、気分が良いです

ね。net/httpライブラリについては来月（か、その次）に

もう少し詳しく解説します。

1.4系から1.6系へは、それほど影響の大きな変化はない

ようです。1.4系で動いていたプログラムのほとんどは、

1.6系でも問題なく動くでしょう。

しかし、1.4.0が1999年8月に出てから1年以上、1.5系

として並行に開発されてきたので、細かな変化はたくさん

あります。1.5系の開発中のバグ修正などは1.4系にも取り

込まれましたが、1.6.0にしか含まれない修正点も数多くあ

ります。この連載では、1999年5月号から「今月のRuby
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画面2 マインスイーパ

▼リスト1 簡易URLチェッカ（urlcheck.rb）

#! /usr/bin/env ruby

require 'net/http'

# URLを解析（正規表現による簡易版）
url = ARGV[0] || "http://localhost/"

if %r!http://(.*?)(?::(\d+))?(/.*)! =~ url

host = $1

port = Integer($2) if $2

path = $3

end

begin

Net::HTTP::new(host, port).get(path)

rescue => err

printf "%s does not exist\n", url

print err.message, "\n"

else

printf "%s does exist\n", url

end

プログラムしてみよう

変更点はどこ？



1.5」で、1.5系の変化をウォッチしてきました。1.5系での

変化を示すまとまった文書はいまだに出ていませんから、

価値あるコラムであったと自画自賛しています。

無事1.6.0もリリースされたことですし、少々重複します

が、ここで1.6.0の変更点をまとめてみることにしましょ

う。1.6.0のドキュメントやソースを1.4.6のものと比較す

ると、かなり差があります。見落としがありそうですが、

それでも80項目はありました。本文中では主なものだけを

説明します。それ以外のものは表1に簡単にまとめておき

ました。数は多いですが、ほとんどは上位互換か、ささい

なものです。

1.6.0の変更点のうち、場合によってはスクリプトの修正

が必要になる非互換なものは以下のとおりです。

■Objectのinitializeが0個の引数を取る

以前は任意個の引数を受け付けていました。これにより、

newが引数を受け取る場合には、initializeをきちんと再定

義する必要があります。いいかげんにしていたプログラム

は、書き換えが必要になります。
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変更点 変更点

クラス変数 initializeの仕様の明確化

Objectのinitializeが0個の引数を取る 多重代入がto_aを使わない

block_given?(iterator?の新名称) エラーメッセージがちょっと親切に

例外メッセージで非表示文字をエスケープ RangeError例外

rescue => 変数 rescue修飾子

メソッド本体のrescue節 より柔軟な文法

ScriptError例外 全オブジェクトがfreeze可能

-eで一時ファイルを使わない -Xが-Cに変更

環境変数RUBYOPT 環境変数RUBYLIB_PREFIX

セキュリティ機能のデバッグ getrlimitでスタックの最大値を計算する

GCの頻度が変更 nil,true,falseに特異メソッドが定義できる（FixnumとSymbolには相変わらずできない）

cloneとdupの仕様の統一 dyna_var構造体をリサイクル

require 'final'が組み込みに Thread.joinがなくなった

ThreadGroupができた Thread.startが引数を取るようになった

Threadのpriority スレッド対応デバッガ

selectがbusy waitしないように waitpidがbusy waitしないように

新正規表現“¥G”、“(?>...)” regexの“¥<”と“¥>”が正式になくなった

regexが割り込みを理解する 正規表現オプション“/p”→“/m”

$KCODEでNONEがデフォルトに（以前はEUC） offsetがマルチバイト文字の途中でも検索する

コンパイル時文字列結合 文字列操作のパフォーマンス向上

slice、slice! kconvがString#kconv,tojis,toeuc,tosjisを定義する

String#index == で$=の値を使う String#dupのlazy copy

Kernel#scan pack/unpackでw(BER)が使えるように

Bignumがpackできるように pack指定子が増えた

Array#concatが配列のみを受ける Array#+が配列のみを受ける

Array#replaceがto_aを使わない Array#at、first、last

Array#filter -> Array#collect! %w()の実装でエスケープできるようになった

ブロックなしのcollect grepの戻り値

Numeric#truncateが追加 Float nan? infinite? finite?

moduloが導入された %、divmodの挙動が明確化された

Hashの値としてのnil 再帰的ワイルドカード展開

fnmatch(わたなべ版)の採用 Dir::globがブロックを受ける

newはブロックを取らず、openは取る printfで$による順番の指定

バッファリングされたIOはsysreadがエラー IO#pid

IO#seekの引数が省略可能(SEEK_SET) IO#rewindで行番号が0に

Proc#callがnilと引数なしを区別する statの戻り値は構造体からFile::Statオブジェクトに

rand関数の引数が省略可能 シンボルのオブジェクト化

dateライブラリがdate2と統合 Time::local、Time::gmでマイクロ秒が指定できる

Time::utc、Time#utc、Time#utc? Process#wait2、waitpid2

rb_scan_argsでブロックを取り出せる

表1 1.6.0での変更点

非互換なもの



■多重代入がto_aを使わない

以前は多重代入は右辺が配列でなければ、to_aメソッド

で配列化してから代入を行っていました。1.6.0では、

・to_aryメソッドがあればそれを使う

・なければそのまま先頭の左辺式に代入

というルールになりました。右辺として構造体などを使っ

ていた場合には修正が必要です。

■ScriptError例外

LoadEr r o r、NameEr r o r、Syn t axEr r o r が、

StandardErrorのサブクラスではなくなりました。これら

は、クラス名を指定しないrescueでは捕捉されません。

■Thread.joinがなくなった

以前から、使うと警告が出ていました。

■Hashの値としてのnil

ハッシュの値としてnilが使えるようになりました。特

別扱いが減ったのは良いことですが、nilをセットすること

で削除していたプログラムは書き換えが必要です。

■Arrayクラスの型変換

Arrayクラスの暗黙の型変換が減りました。暗黙の型変

換はわかりづらいエラーの原因になります。

・Array#concatが配列のみを受ける

・Array#+が配列のみを受ける

・Array#replaceがto_aを使わない

・Array#filter -> Array#collect!

filterメソッドはまだ使えますが、警告が出ます。

■Enumerable#indexがなくなった

Enumerableは順序がなく、indexメソッドに意味がな

いので削除されました。Arrayクラス以外のindexメソッ

ドを使っているプログラムはないと思われるので、この変

更はほとんど影響はないでしょう。

■クラス変数

定数をクラス変数代わりに使うというのが、長らく

Rubyのイディオムでしたが、とうとうクラス変数が導入

されました。これでプログラムがもっと自然に記述できま

す。クラス変数は名前が@@で始まる変数です。ただ、ク

ラス変数はアクセス範囲が限定されるだけで、本質的には

グローバル変数のようなものですから、使い過ぎは禁物で

す。

■rescue => 変数

rescue節の末尾に「=>変数」という形で、$!で得られ

る例外情報を変数に格納できるようになりました。これで、

記号変数の使用頻度がさらに減ります。

begin

...

rescue ScriptError => err

STDERR.print err, "\n"

exit

end 

この「=>」の部分に何が来るかは、メーリングリスト

でinはどうだとか、intoだとか、かなりモメたのですが、

結局は「=>」に決まったようです。

■rescue修飾子

rescueの修飾子形式が使えるようになりました。

codeA rescue codeB

1.4系では必ず、

begin

codeA

rescue

codeB

end

と書く必要があったので、例外処理がかなり手軽にできる

ようになります。ただ、修飾子形式では例外種別を指定で

きませんので、いつもStandardErrorのサブクラスすべて

を捕捉してしまいますし、ensureを指定することもできま

せん。そういうことが必要な場合には、やはり以前からの

形式を使ってください。
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■メソッド本体のrescue節

メソッドの定義本体は、全体としてbegin..endでくくら

れているとみなして、直接rescueやensureが書けるよう

になりました。

def foo(a, b, c)

...

rescue NameError

STDERR.print "unknown name\n"

exit

ensure

a.close

end

■より柔軟な文法

以下のような表現が許されるようになりました。

a,b = File::split "foo/bar"

a = yield b

[1,2,3].sort do|a,b| b<=>a end.reverse

[File::dirname "foo/bar"]

これらはいずれも1.4系ではエラーになります。あらゆ

るパターンを網羅して、だんだんシンタックスエラーが出

にくくなっているような気がします。

■コンパイル時文字列結合

文字列リテラルを複数並べると、コンパイル時に結合さ

れるようになりました。

print "foo" "bar" "\n"

ANSI Cなどにもある機能です。マクロ機能のない

Rubyでこれができて何が嬉しいのかはさっぱりわかりま

せんが、とにかくできるようになりました。長い文字列を

複数行に渡って記述する場合には、文がそこで切れないこ

とを明示するため、行末にバックスラッシュが必要です。

print "this is a " \

"very long " \

"line which "\

"spans many "\

"lines\n"

■“%w()”の実装でエスケープできるようになった

1.4系では、%wはsplitを使って空白で分割していたの

で、分割結果に空白を含むことはできませんでした。1.6.0

では、バックスラッシュを使って空白をエスケープできま

す。

%w(foo\ bar baz)  # => ["foo bar", "baz"]      1.6.0

# => ["foo\\", "bar", "baz"] 1.4系

■Thread.startが引数を取るようになった

スレッドに値を引き渡すため、startクラスメソッドに

引数を与えることができるようになりました。引数はその

ままスレッドのブロックパラメータとして渡されます。以

前の仕様で、ローカル変数を使って値を引き渡すと、スレ

ッドが値を取り出す前に別スレッドが変数の値を書き換え

る場合がありましたが、引数を使って値を引き渡すことに

より、この問題を避けることができるようになりました。

■スレッド対応デバッガ

デバッガdebug.rbが、スレッドを操作することができ

るようになりました。

■エラーメッセージがちょっと親切に

たとえば、メソッドの引数に間違ってローカル変数以外

のものを指定した場合、以前なら単なる文法エラーですが、

1.6.0で は “ formal argument cannot be a global

variable”のように、より明確なエラーを報告します。こ

のようなメッセージの変更がほかにも数カ所あります。

■initializeの仕様の明確化

1.6.0では、すべてのクラスがnewメソッドを使ってオ

ブジェクトを作るときに、initializeメソッドを呼びます。

以前は、組み込みクラスはほとんどinitializeメソッドを呼

びませんでした。このことにより組み込みクラスのサブク

ラスを作りやすくなります。

■バッファリングされたIOはsysreadがエラー

IOクラスのsysreadメソッドはreadシステムコールを
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直接呼ぶため、そのIOがすでにバッファリングを行う読

み出しを行っていると、思ったような入力が得られません。

1.6.0では、sysreadの呼び出し時にバッファをチェックし、

誤ってバッファリング呼び出しがすでに行われている場合

にはエラーにします。

■再帰的ワイルドカード展開

zshで使えるような再帰的ワイルドカードが使えるよう

になりました。これにより「カレントディレクトリ以下の

拡張子が.rbのファイル」を「＊＊/＊.rb」のようなパター

ンで指定できます。

■printfで$による順番の指定

printfのフォーマット指定子の%とフォーマット文字の

間にn$（nは数字）を挟み込むことによって、引数の順番

どおりでなく、n番目の引数をフォーマットします。これ

は、gettextなどで引数の順番と出力の順番が変わってし

まう場合などに活用します。

■cloneとdupの仕様の統一

1.4系では「cloneはオブジェクトのできるだけ完全な複

製を作り、dupは完全でない可能性のある簡易な複製を作

る（cloneと同じものを返す可能性もある）」という比較的

いいかげんな仕様でしたが、1.6.0では「cloneは特異メソ

ッドも含めたできるだけ完全な複製を返し（従来どおり）、

dupは特異メソッドなどは含まない内容だけの複製を返

す」という仕様に統一されました。

■Proc#callがnilと引数なしを区別する

1.4系ではProc#callで手続きオブジェクトを呼び出すとき、

proc = Proc.new{|a,|...}

proc.call(nil)

proc.call()

を区別できませんでした（両方とも引数なしとみなされて

エラーになる）。1.6.0では、両者を区別しますから、前者

はエラーになりません。

■pack指定子が増えた

必ずしも「親切」ではないかもしれませんが、

pack/unpackで指定できるフォーマット文字が増えまし

た。増えたものは表2のとおりです。

■環境変数RUBYOPT

環境変数RUBYOPTにオプションを指定しておくと、

インタプリタ実行時にそのオプションも指定したとみなし

てくれるようになりました。たとえば、インタプリタのデ

フォルト文字コードをいつもシフトJISにしたい場合には、

export RUBYOPT="Ks"

とします。-Tオプションでセキュリティレベルを1以上に

指定すると、RUBYOPTからの読み込みは行いません。

1.6.0では、仕様には影響を与えないものの、パフォーマ

ンスが改善されています。全体としてはさほど変化したよ

うには思えませんが、極端に遅かったいくつかの状況に対

応したようです。

■String#dupのlazy copy

文字列をdupするときに内容のコピーを行わず、本当に

コピーが必要なときまで実際にはコピーしません。文字列

のdupは内部的にもかなり数多く行われますので、コピー

の削減は実行速度に影響を与えます。

sub、gsub、trなど！の付かないメソッドは、内部で

dupを使って文字列の複製を作っています。これらのメソ

ッドを使って、かつ実際の更新がさほど行われない場合に

は、かなり実行速度が速くなります。しかし、複製のほと

んどが更新されるような場合には、結局内容のコピーも行

われるので、さほど変わらないようです。

■文字列操作のパフォーマンス向上

dupのほかにも、gsubなどの文字列操作が若干高速化
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文字 意味

D d(double)の別名

e リトルエンディアンのfloat

E リトルエンディアンのdouble

F f(float)の別名

g ビッグエンディアンのfloat

G ビッグエンディアンのdouble

M Q-encodingされた文字列

U UTF-8文字列

w BER（Basic Encoding Rule）圧縮された整数

Z ASCII文字列（nullを詰める/unpackでは末尾のnullを削除する）
_ sSiIlLに続く場合には機種固有のフォーマットで格納

表2 pack/unpackで新たに指定可能になったフォーマット文字

パフォーマンスの改善



されているようです。ただ、普通の使い方ではほとんど差

は出ないようです。

■dyna_var構造体をリサイクル

ブロック内ローカル変数を実装しているdyna_var構造

体を、明示的に開放するようになりました。これにより、

GCの呼び出し頻度が下がって、パフォーマンスが改善さ

れます。

■GCの頻度が変更

1.4系では、大量のオブジェクトを割り当てる場合など

に、GCが必要以上に頻繁に呼び出されることがありまし

たが、GCの起動条件の変更によりこの問題は回避されま

した。

■getrlimitでスタックの最大値を計算する

1.6.0では、getrlimitシステムコールを使って得たプロ

セスが使えるスタックの最大値を基に、再帰呼び出しの限

界チェックを行います。

■新正規表現“¥G”、“(?>...)”

正規表現が若干増えました。

“¥G”は、前回のマッチの末尾にマッチします。連続

してマッチを行うgsubやscanにおいて有効です。

“(?>...)”は、独立正規表現です。この範囲内でマッチ

したパターンはバックトラックしません。ですから、

“(?>a＊)ab”は決してマッチしません。というのも“a＊”

がすべてのaの並びを「飲み込んで」しまうので、abにマ

ッチできないからです。“(?>)”で囲まれていなければ、

バックトラックによりaを1つ戻った地点でマッチできます。

■regexの“¥<”と“¥>”が正式になくなった

Emacs由来の“¥<”（単語の始まりにマッチ）と“¥>”

（単語の終わりにマッチ）がなくなりました。ドキュメン

トにこれが使えると載ったことはないと思うので、影響は

ないでしょう。この変更により、Perlと同じ「記号（非ア

ルファベットの）メタ文字にはバックスラッシュが付かな

い」という統一ルールができました。

■正規表現オプション“/p”→“/m”

“/p”を使っていると警告が出ます。ほとんどの場合は

“/m”への置き換えだけで済むはずです。ただ、“/m”は

“^”や“$”が改行を無視しないので、それぞれ“¥A”、

“¥Z”に書き換えてください。以前のpオプションでは、

“^”は文字列の先頭に、“$”は文字列の末尾にマッチし

ていました。mオプションでは、これらは文字列中の改行

ともマッチします。

■regexが割り込みを理解する

1.4系では正規表現エンジンが割り込み禁止状態で動作

していたので、複雑にバックトラッキングするパターンマ

ッチでは、Ctrl＋Cキーを押しても停止せず、困ったこと

になっていました。1.6.0では、そのような場合でもCtrl＋

Cキーなどが有効です。

■KCODE_NONEがデフォルトに（以前はEUC）

configureで指定する$KCODEのデフォルトがNONE

になりました。海外でのRubyユーザーが増えてきたこと

が理由のようです。必要に応じて明示的に-Kオプションか

$KCODEを指定するか、コンパイル時に--with-default-

kcodeで指定してください。

バージョン1.5を開発している間に発見されたバグのほ

とんどは、同時に1.4系にも反映されていました。そのた

め、1.4.6から1.6.0に移行することで減るバグはそれほど

ありません。しかし、$SAFEを使ったセキュリティ関係

のバグは、1.4系には一切フィードバックされませんでした

から、セキュリティ機能を使いたい場合には移行を考えた

ほうがよいでしょう。まつもとさんによると「1.4系のセ

キュリティ機能は穴が多くて使いものになりません。1.6.0

なら大分マシではないでしょうか」とのことでした。

；；
；；まとめ

今回は1.6.0リリースを受けて、インストールと移行につ

いてまとめてみました。自画自賛ではありますが、バージ

ョン間の差分については、Rubyの歴史上最も詳しい文章

ではないでしょうか。これらの調査はたいへんでした。皆

さんが活用してくださることを望みます。

次回からは、1.6.0を使って、具体的なプログラムを開発

して行きたいと思います。

（編集部注：原稿執筆後に1.6.1がリリースされました。）
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Linuxを含むUNIX系OSでは、ユーザーの入力を解釈

してコマンドを実行するプログラム「シェル」が特別な位

置を占めている。UNIXの標準シェルであるsh（Bourne

シェルとも呼ばれる）をはじめ、csh、tcsh、ksh、zshな

どさまざまなシェルが作られており、各ユーザーの好みに

応じて選択できる。Linuxでは、shとの互換性を保ちつ

つ、コマンドライン編集などの便利な機能を追加したbash

（Bourne Again Shell）が標準シェルとして使われている。

GNOMEやKDEなどのグラフィカルな環境が普通にな

った現在でも、最低限のshの知識は必要だ。というのも、

個人のPCでLinuxを使用する場合、管理者としての仕事

もある程度こなさなければならならず、そうした場面では

shの知識が求められるからだ。たとえば、LinuxやXの起

動時の処理は、shの「シェルスクリプト」に記述されてい

る。何らかの問題が起こった場合、シェルスクリプトを読

めれば、問題解決の糸口を見つけられるはずだ。

シェルスクリプト（単に「スクリプト」と書くこともあ

る）は、コマンドラインにキー入力する代わりに、実行す

る内容をあらかじめファイルに列挙したものだ。長いコマ

ンドラインや、複数のコマンドの組み合わせなどをいちい

ちキー入力することなく実行できる。

DOSの知識がある人は「バッチファイルに似ている」

と思われるかもしれない。基本的には同じ概念と言ってよ

いが、シェルスクリプトの場合、ファイルの有無など各種

の条件判断や、複数のファイルを順番に処理する繰り返し

処理、数値や文字列を保存するシェル変数など、バッチよ

りプログラム言語としての側面が強く、それだけ柔軟で強

力な処理が可能だ。

また、自分で作成したスクリプトを、他のコマンドと同

様に実行できるのも大きな特長だ。複数のコマンドを組み

合わせたり、条件判断などのシェルの機能を利用するだけ

で、新たな機能を持つコマンドを簡単に作成できる。つま

り、C言語などの知識がなくてもプログラミングを楽しめ

るわけだ。

この連載ではbashを利用して、いろいろなシェルスク

リプトを作成する。最初はごく簡単なスクリプトから始め、

しだいにプログラム的な処理を行うスクリプトへと発展さ

せて行こう。基本的にはsh互換の機能のみを利用し、

bashの拡張機能を利用すると便利な場合は、その後で説

明を加えることにする。

シェルスクリプトには、コマンドラインには出てこない

注意すべき点がいくつかある。また、作成したスクリプト

を他のコマンドと同じように実行するには、ファイルのパ

ーミッションやコマンド検索パスの変更が必要だ。

今回は、わずか3行の短いスクリプトを作成し、スクリ

プト特有の注意点と、他のコマンドと同じように実行でき

るようにするための操作を順を追って説明する。操作に関

Linux magazineNovember 2000 193

文：大池浩一
Text:Koichi Oike

Linuxの標準シェルであるbashのシェルスクリプト
について学ぶ本連載。初回である今回は、シェルス
クリプトとは何かといった知識や、基本的なスクリ
プトの書き方、スクリプトに実行パーミッションを
与える方法などについて説明した後、ktermを利用
して別ウィンドウでlessを実行するスクリプトを作
成する。
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最初のシェルスクリプトを作る



しては、次回以降は特に説明しないので、今回しっかりマ

スターしておきたい。

●シェルスクリプトに何を書くか

基本的にはコマンドラインと同じように、実行するコマ

ンドをそのまま書けばいい。スクリプトの1行がコマンド

ラインの1行に対応し、複数のコマンドを列挙すると上の

行から順に実行される。

ここで作成するスクリプトは、ktermなどの端末画面に

「最初のスクリプト」という文字列と、現在の日時の2行

を表示するという簡単なものだ。文字列の表示には、bash

の組み込みコマンドであるecho、日時の表示にはコマンド

dateを利用する。コマンドラインなら、それぞれ、

$ echo '最初のシェルスクリプト'

$ date

とすればいい（「$」はシェルのプロンプト）。

これをシェルスクリプトにすると、

#!/bin/sh

echo '最初のスクリプト'

date

となる。Emacsなどのテキストエディタを使って上記の内

容のテキストファイルを作成し、「hoge」というファイル

名で保存しよう。

スクリプトhogeの2～3行目は、コマンドラインとまっ

たく同じなので説明の必要はないだろう。問題は、1行目

に「#!/bin/sh」という見なれない行があることだ。これ

は、「このファイルは/bin/shにより実行されますよ」とい

うことを表しており、スクリプトの1行目に必ず書かなけ

ればならない。また、「#!」の前後や間にはスペースやタ

ブを入れてはいけない。

スクリプトを利用するコマンドは、シェル以外にもPerl

やAWK、Rubyなど数多くあるが、どのコマンドのスク

リプトでも1行目は「#!」で始まり、それに続けて実行す

るコマンドが書かれている。たとえば、Perlの場合は

「#!/usr/bin/perl」といった具合だ。

シェルスクリプトの場合、実行するコマンドは/bin/sh

（つまり、ディレクトリ/binにあるsh）である。lsの-lオ

プションを使って、

$ ls -l /bin/sh

とすると、ファイル名の部分が「/bin/sh－>bash」と表

示されるはずだ。これは、/bin/shがbashのシンボリック

リンクであることを意味する。つまり、/bin/shには実体

はなく、その代わりにbashが使われるということだ。も

ちろん、シェルスクリプトを実行する際にもbashが使わ

れる。なお、shとして起動されたbashの動作は、通常の

場合と細かな点で違いがあるのだが、ここでは触れない。

この節での要点をまとめると、

・シェルスクリプトの1行目には「#!/bin/sh」と書く

・2行目以降には実行するコマンドを列挙する

ということになる。

●シェルスクリプトを実行するには

作成したシェルスクリプトを実行するには、

（a）bash（sh）の引数としてスクリプトを指定する

（b）スクリプトを実行する組み込みコマンドを使う

という2種類の方法がある。

（a）の方法は、コマンドラインから新たにbash（ある

いはsh）自体をコマンドとして起動し、その引数としてス
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スクリプトの1行目に書かれた「#!」は、

bashなどのシェルが解釈して、それに続く

コマンドを実行しているように思えるが、

答えは「No」だ。

実際には、Linuxカーネル内でコマンド実

行処理を司る部分（execveシステムコール）

が処理している。

このシステムコールは、ファイル先頭の

数バイト（「マジックナンバー」と呼ばれる

部分）からファイルの種類を判断する。「#!」

で始まる場合はスクリプトであると見なし

て、それに続くコマンドを実行するわけだ。

それでは、bashなどのシェルはこの行を

どのように解釈しているのだろうか。シェ

ルに限らず、多くのスクリプト言語では、

「#」で始まる行はコメントとして扱われる。

つまり、bashから見れば「#!/bin/sh」は単

なるコメントに過ぎない。

Column

「#!」を解釈するのはシェル?



クリプトを指定するというものだ。たとえば、カレントテ

ィレクトリにあるスクリプトhogeを実行するには、

$ bash hoge

とすればいい（「sh hoge」でも可）。その結果、

最初のスクリプト

Sun Oct  7 14:00:48 JST 2000

のように、「最初のスクリプト」という文字列と、現在の

日時が2行にわたって表示される。

一方、（b）の方法は、スクリプトの内容を読み込んで実

行する組み込みコマンドsource（あるいは「.」）を利用し、

引数としてスクリプトを指定するというもの。たとえば、

カレントディレクトリにあるhogeを実行するには、

$ source hoge

とする（「. hoge」でも可）。このスクリプトでは、得られ

る結果は（a）の場合とまったく同じだ。

2つの方法の違いは、スクリプト内に記述されたコマン

ドを実行するために新たなシェル（「サブシェル」と呼ば

れる）が起動されるか、現在のシェルがそのまま使われる

かという点にある（図１）。この違いが異なる結果を生む

場合もあるのだが、今回は取り上げない。

bashにしろsourceにしろ、いちいちコマンド名を指定

するのは面倒なので、実際のシェルスクリプトでは、（a）

の応用として、

（c）通常のコマンドと同じようにスクリプトを起動する

という方法をとることが多い。Xを起動する際に使う

startxや、Netscape Communicatorを起動する際に使う

netscapeなどのコマンドも実はこうしたシェルスクリプト

だ。

たとえば、シェルスクリプトhogeを実行するには、た

だ単に、

$ hoge

とだけ入力すればいい。

ただし、この方法を利用するには、シェルスクリプトに

「実行」パーミッション（使用許可）を付け、なおかつコ

マンド検索パス（PATH）に含まれるディレクトリにシェ

ルスクリプトを置く必要がある。続いては、その手順につ

いて説明しよう。

UNIX系OSでは、各ファイルに対して、

・読み込み（ファイルの内容を見る）

・書き込み（ファイルの内容を変更する）

・実行（ファイルをプログラムとして起動する）

という3種類のパーミッション（使用許可）情報を、

・所有者（オーナー）であるユーザー

・所有者と同じグループに属するユーザー

・その他のユーザー

という3カテゴリーのユーザー別に設定できる。

シェルスクリプトを他のコマンドと同じように直接コマ

ンドラインで実行できるかどうかは、そのユーザーに対す

る「実行」パーミッションがスクリプトに付けられている
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図1 シェルスクリプトの実行方法

シェル bash hoge

サブシェル  echo date 

（a）bash（sh）の引数としてスクリプトを指定する 

シェル      source hoge echo date  

（b）source（.）の引数としてスクリプトを指定する 
 

シェル hoge

サブシェル  echo date

（c）実行パーミッションを付けたスクリプトを起動する 
 



かどうかによる。

ファイルのパーミッション情報は、lsを-lオプション付

きで実行したときの先頭の記号列で確認できる。たとえば、

先ほど作成したhogeの場合は以下のようになる。

$ ls -l hoge

-rw-r--r--   1 daichi  daichi  45 Oct 07 14:00 hoge

「-rw-r--r--」のうち、最初の「-」は通常のファイルで

あることを示し、残りの記号は3個ずつに分かれてユーザ

ーカテゴリーごとのパーミッションを表す。初めの「rw-」

は所有者に対して「読み込み、書き込み可」であること、

次の「r--」は所有者と同じグループのユーザー、最後の

「r--」はその他のユーザーに対して、いずれも「読み込み

のみ可」であることを意味する。

このように、エディタなどで設定したテキストファイル

には、「実行」パーミッションは付いていない。これが付

いていると、中身が単なるテキストの場合でも実行できて

しまうからだ（当然、起動時にエラーになる）。

シェルスクリプトの場合は、ファイルのパーミッション

情報を変更するコマンドchmodを使って、「実行」パーミ

ッションを付ける必要がある。chmodによるパーミッショ

ンの付加や削除は、数字や記号列を使った面倒な指定が必

要だが、この場合はごく単純に、

$ chmod +x hoge

とすればいい。「+x」は、3カテゴリーのユーザー全てに

対して「実行」パーミッションを付けることを意味する。

この操作を行ったあとで、先ほどと同じように、

$ ls -l hoge

-rwxr-xr-x   1 daichi  daichi  45 Oct 07 14:00 hoge

とすると、パーミッション情報が「rwx」「r-x」「r-x」に

変わり、どのカテゴリーのユーザーに対しても「実行可」

に変更されていることがわかる（図2）。

まとめると、

・シェルスクリプトを直接実行可能にするには「chmod

+x」を使って実行パーミッションを付ける

ということになる。
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chmod実行前のパーミッション情報 

- r w - r - - r - -

実行不可     

書き込み不可 その他のユーザー 

所属グループの 
ユーザー 

所有者のユーザー 

読み込み可 

実行不可 

書き込み不可 

読み込み可 

実行不可 

書き込み可 

読み込み可 

chmod実行後のパーミッション情報 

- r w x r - x r - x

実行可       

書き込み不可 その他のユーザー 

所属グループの 
ユーザー 

所有者のユーザー 

読み込み可 

実行可       

書き込み不可 

読み込み可 

実行可 

書き込み可 

読み込み可 

図2 シェルスクリプトを直接実行可能にする



●シェルスクリプトをどこに置くか

気の早い読者の中には、直接実行可能になったシェルス

クリプトを実行しようとして、

$ hoge

bash: hoge: command not found

とエラーをくらった人もいるのではないだろうか。

実は、bashを含むUNIX系OSのシェルでは、カレント

ディレクトリのコマンドを、コマンド名だけ指定して起動

することはできないのだ。コマンド名だけ指定した場合に

は、「コマンド検索パス」と呼ばれるディレクトリの集合

からコマンドが検索される。通常、一般ユーザーが作業す

るようなディレクトリはコマンド検索パスには含まれてい

ないので、上の例のように「コマンドが見つからない」と

いうエラーが表示されるわけだ。

それでは、カレントディレクトリのコマンドを起動する

にはどうするかというと、ディレクトリも含めてコマンド

を指定すればいい。コマンドにディレクトリ部分が含まれ

る場合は、コマンド検索パスは利用されないからだ。たと

えば、カレントディレクトリが/home/daichiなら、

$ /home/daichi/hoge

とすることでhogeを実行できる。

また、UNIX系OSのファイルシステムでは、「.」でカ

レントディレクトリを表すから、これを利用して、

$ ./hoge

としてもいい。カレントディレクトリのファイルを実行す

るこの方法はよく使われるので覚えておこう。

しかし、いちいち「./」を付けなければならないのでは、

「他のコマンドと同じように直接実行できる」と言うには

語弊がある。次の作業は、「コマンド検索パスに含まれる

ディレクトリにhogeを格納する」ことだ。

まずは、現在のコマンド検索パスを確認してみよう。コ

マンド検索パスは、PATHという環境変数（詳しくは次回

以降で取り上げる）に設定されている。PATHの内容を表

示するには、組み込みコマンドechoを使って、

$ echo $PATH

/bin:/usr/bin:/usr/bin/X11:/usr/local/bin

とすればいい。PATHの前に「$」を付けると、「PATH

の内容」という意味になる。

PATHの内容は、「:」（コロン）を区切りとしたディレ

クトリの集合だ。上の例では、「/bin」「/usr/bin」

「/usr/bin/X11」「/usr/local/bin」がコマンド検索パス

に含まれており、これらのディレクトリにあるコマンドは、

コマンド名だけの指定で実行できる。検索は先頭のディレ

クトリから順に行われ、たとえ同名のコマンドが複数のデ

ィレクトリに存在するとしても、先に見つかったものだけ

が実行される。

なお、PATHの内容は、一般ユーザーとスーパーユーザ

ー（root）では異なる。また、ディレクトリの順番などは、

Linuxのディストリビューションによって異なることがあ

るので、自分の結果が上の例と違っていても気にすること

はない。

今回作成したスクリプトを、コマンド検索パスに含まれ

るディレクトリのいずれかに移動（あるいはコピー）すれ

ば、コマンド名だけを指定して実行できるようになるわけ

だが、ひとつ問題がある。一般ユーザーでは、上の例で挙

げたようなディレクトリにファイルを書き込むことができ

ないのだ。

これは、lsに-ldオプションを付けて、それぞれのディレ

クトリのパーミッション情報を見ればわかる。たとえば、

/binの場合、

$ ls -ld /bin

drwxr-xr-x   2 root  root  2048 Jul 26 04:26 /bin

のようになる。なお、-dオプションを付け忘れると、/bin

自身の代わりに、/binに含まれるファイルの一覧が表示さ

れてしまうので気を付けよう。

「drwxr-xr-x」のうち、最初の「d」はディレクトリで

あることを示す。ユーザーカテゴリーごとのパーミッショ

ンを見ると、初めの「rwx」は所有者（root）に対して

「読み込み、書き込み、実行可」であること、次の「r-x」

は所有者と同じグループのユーザー、最後の「r-x」はそ

の他のユーザーに対して、いずれも「読み出し、実行可」

であることを意味する。

このようなディレクトリのパーミッション情報は、ファ

イルの場合と違って、そのディレクトリに格納されている

ファイルへのアクセスを制御する。

・読み込み（ディレクトリ内のファイル情報を調べる）
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・書き込み（ディレクトリ内でファイルの作成・削除を行う）

・実行（ディレクトリ内の「検索」を行う）

実行パーミッションの「検索」とは、そのディレクトリ

にcdしたり、ファイルの一覧を取得したり、ディレクト

リ内のファイルを実行することを意味する。

一般ユーザーは、/binに対しては「その他」のカテゴリ

ーに属するので、パーティションは「読み出し、実行可」

だ。つまり、/binに含まれるファイルをlsで表示したり、

/binに含まれるコマンドを実行したりすることはできるも

のの、/binにファイルを作成したり、削除したりすること

はできないのだ。

自分のPCでLinuxを使っている場合は、スーパーユー

ザー（root）のパスワードを当然知っているわけだから、

いったんrootになって/binや/usr/binにシェルスクリプ

トを作成することは可能だ。しかし、こうしたディレクト

リにシェルスクリプトを置くということは、すべてのユー

ザーがそのシェルスクリプトを実行できるということにほ

かならない。未完成のスクリプトや、今回のようにあまり

意味のないスクリプト、あるいは注意して使わないと危険

なスクリプト（たとえば、「カレントディレクトリを丸ご

と消去する」といったもの）などは、こうした共通のディ

レクトリに置くべきではない。

もちろん、みんなの役に立つスクリプトはこの限りでは

ない。ただし、Red Hat系ディストリビューションでは、

/binや/usr/binはRPMパッケージが利用するディレクト

リなので、独自に作成したスクリプトは置かないほうがい

い 。 こ う し た 場 合 は 、（ r o o t に な っ た 状 態 で ）

/usr/local/binに移動・コピーするといいだろう。

一方、一般ユーザーが自分でしか使わないようなスクリ

プトは、各ユーザーの「ホームディレクトリ」に適当なサ

ブディレクトリ（binなど）を作って、そこに置くといい。

ホームディレクトリは、ユーザーがログインした直後のカ

レントディレクトリで、Linuxの場合は「/home/ユーザ

ー名」であることが多い。

ディレクトリの作成にはコマンドmkdirを使用する。た

とえば、binというディレクトリを作るには、カレントデ

ィレクトリがホームディレクトリの状態で、

$ mkdir bin

とすればいい。

続いて、スクリプトhogeをbinに移動しよう。hogeは

ホームディレクトリにあるだろうから、ファイルの移動を

行うコマンドmvを利用して、

$ mv hoge bin

とする。

最後の作業は、コマンド検索パスに、このディレクトリ

を追加することだ。ただし、Red Hat系ディストリビュ

ーションでは、最初からこのディレクトリがコマンド検索

パスに含まれていることがあるので、その場合は以下の作

業をする必要はない。

コマンド検索パスにホームディレクトリのbinを追加す

るには、

$ PATH=$PATH:~/bin

とすればいい。「̃ 」（チルダ）は、各ユーザーのホームデ

ィレクトリに置換される記号だ。たとえば、ホームディレ

クトリが「/home/da i ch i」の場合、「̃ / b i n」は

「/home/daichi/bin」になる。

なお、こうしたPATHの変更は一時的なもので、現在

のシェルを終了すると失われてしまう。恒久的な変更には、

ログイン時に実行されるスクリプト「.bash_profile」で設

定する必要がある（.bash_profileについては次回以降で取

り上げることにしよう）。

以上の作業により、シェルスクリプトhogeは、

$ hoge

として、直接起動できるようになった。

この節での要点をまとめると、

・カレントディレクトリのシェルスクリプトを実行するに

は、「./ファイル名」とする

・個人で使用するスクリプトは、ホームディレクトリの

binに格納するといい

・コマンド検索パスの末尾に、ホームディレクトリ下の

binを追加する

ということになる。

Linux magazine November 2000 198

Sc
ri

pt
in

g



後半は、既存のスクリプトの内容を解説する「スクリプ

トを読む」と、与えられたテーマを実現するスクリプトの

作成手順を説明する「スクリプトを書く」で構成する。今

月の「スクリプトを読む」は、

gzipで圧縮されたファイルの内容をlessで閲覧するスク

リプト「zless」

で、スクリプト実行時のコマンドラインの内容（引数）を

スクリプト内で参照する方法を説明する。

一方、「スクリプトを書く」のほうは、

指定したファイルを別ウィンドウ（kterm）のlessで閲覧

するスクリプト「wless」

を作成する。どちらのスクリプトも、内容は2行だけなの

で、理解するのはそれほど難しくないだろう。

●スクリプトを読む

zlessは、gzipのパッケージに付属するシェルスクリプ

トで、gzipで圧縮されたテキストの内容をlessで閲覧する

ために使われる。

たとえば、hogehoge.txtというテキストファイルを、

$ gzip hogehoge.txt

として圧縮すると、hogehoge.txt.gzというファイルが作

られる。圧縮されたhogehoge.txt.gzはテキストではなく

なるわけだが、zlessを使うと、

$ zless hogehoge.txt.gz

として、圧縮前の内容をそのまま閲覧できる（画面1）。

zlessの内容はわずか2行からなる（リスト1）。1行目の

「#!/bin/sh」は、前半で説明したようにシェルスクリプト

に必須の1行だ。実際に実行されるのは2行目のみという

ことになる。

2行目の内容は、パイプ（｜）によって2つのコマンドが

接続されている。前半では、圧縮されたテキストの内容を

出力するコマンドzcat、後半では、そのテキストの内容を

閲覧するためのlessがそれぞれ起動される。どちらのコマ

ンドもフルパス（/bin/zcat、/usr/bin/less）で記述され

ているのは、実行時のシェルのPATHの内容に影響され

ずに、確実にコマンドを起動するためだ。

ここで注意すべき点は、zcatが表示するファイル名の部

分に「"$@"」と書かれていることだ。これは、「スクリプ

ト実行時のコマンドライン引数を、それぞれ二重引用符

（"）で囲って並べたもの」に置換される。たとえば、

$ zless foo.gz 'hoge hoge.gz'

とすると、スクリプト中の「"$@ "」は、実行時に

「"foo.gz" "hoge hoge.gz"」に置換される。両側の二重引

用符は、スペースをファイル名の一部に含むファイルを正

しく処理するために必要だ。これがないと、ファイル名の

一部であるスペースを、シェルが区切り文字と間違えてエ

ラーの原因となる。上の例だと、「hoge」と「hoge.gz」

が別々のファイルとして処理されてしまうのだ。

要点をまとめると、

・スクリプト中で、実行時のコマンドライン引数すべてを

参照する場合は"$@"を使う

となる。
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#!/bin/sh

/bin/zcat "$@" | /usr/bin/less

▼リスト1 スクリプト「zless」の内容

画面1 圧縮されたテキストの内容をlessで閲覧

今月のスクリプト



●スクリプトを書く

zlessを読んだ経験を生かして、今度は指定したファイ

ルを別ウィンドウ（kterm）のlessで閲覧するスクリプト

wlessを書いてみよう。

まず、ktermのウィンドウを開くと同時に、指定したコ

マンドを実行するには、-eオプションに続けて実行したい

コマンドとその引数を指定する。たとえば、

$ kterm -e less hogehoge.txt

とすると、ktermのウィンドウが開き、そこでlessが起動

されてhogehoge.txtの内容がウィンドウ内に表示される。

lessを終了すると、ktermのウィンドウも自動的に閉じる。

なお、ktermのオプションをさらに指定する場合は、必ず

-eオプションより前で指定すること。さもないと、起動す

るコマンド（上の例ではless）のオプションと区別できな

くなってしまうからだ。

ところで、上の例だと、別ウィンドウが開いている間は、

元のコマンドラインはプロンプトが現れず、次のコマンド

を実行できない状態になっている。そこで、

$ kterm -e less hogehoge.txt &

と末尾に「&」を付けて、バックグラウンドジョブとして

ktermを起動しよう。これで、元のコマンドラインでもす

ぐにプロンプトが表示されて、続けてコマンドを実行でき

るようになる。

ktermのウィンドウのサイズは、起動時に-geometryオ

プションで指定可能だ。具体的には、ウィンドウ内部の表

示領域の桁数、小文字のエックス（x）、行数の順番で指定

する。たとえば、

$ kterm -geometry 80x25 &

とすると、80桁×25行の表示領域を持つktermのウィン

ドウが開く。

また、ktermのウィンドウの文字や背景の色は、それぞ

れ-fg、-bgオプションで指定できる。色は、RGBの数値に

よる指定も可能だが、代表的な色の名前による指定を使っ

たほうが簡単だ。色の名前は、/usr/X11R6/lib/X11/rgb

.txtに書かれている。たとえば、

$ kerm -fg black -bg white &

とすると、文字が黒、背景が白の表示のktermのウィンド

ウが開く。

以上の内容を踏まえて、作成したスクリプトwlessをリ

スト2に示す。1行目は例によってシェルスクリプトに必

須の1行なので、実際に実行されるのは2行目だけだ。

まず、ktermのオプションにより、表示領域が80文

字×25行、文字が黒、背景が白のウィンドウが開き、less

が起動される（画面2）。ktermやlessをフルパスで指定

するのは、zlessと同じ理由からだ。

また、lessが表示対象とするファイル名の部分には、

zlessの場合と同様に「"$@"」を記述して、スクリプト起

動時のコマンドライン引数すべてをlessで表示するように

している。もちろん、bashにはコマンドライン引数を個

別に参照する方法も用意されているのだが、それについて

は次回以降で説明することにしよう。

最後に、末尾に「&」を付けてバックグラウンドジョブ

としてktermを起動していることに注意。これを忘れる

と、wlessを実行中は元のコマンドラインにプロンプトが

現れなくなってしまう。

ちなみに、「/usr/bin/less」の部分を「/usr/bin/man」

に変えると、指定したコマンドのマニュアルを別ウィンド

ウのmanで参照するスクリプトになる。
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#!/bin/sh

/usr/X11R6/bin/kterm -geometry 80x25 -fg while -bg black -e /usr/bin/less "$@" &

▼リスト2 スクリプト「wless」の内容

画面2 テキストの内容を別ウィンドウのlessで閲覧



Emacsには、外部のプログラムを駆動する能力、つま

りEmacsからプログラムになにかデータを渡したり、処

理結果を受け取る能力があります。また、離れた場所にあ

るコンピュータとのあいだでTCP/IPを使った通信機能を

利用すれば、Emacsにいながらにしてほかの機能を使うこ

とができます。

今回紹介する機能のなかには、「なに？　どうしてこれ

をEmacsから使わなきゃならんの？」と思われるものも

あるでしょう。しかし、メリットも多いのです。

まず第一に、新しい端末（xtermなど）を開かなくてよ

いということがあげられます。きょうび X Window

Systemが普及しているので、まさかコンソールでEmacs

を使っているからほかのコマンドが使えないということは

ないでしょうが（Xがなくたって、C-zで一時停止すれば

いいんですよね……）、新しいktermを開くためにコマン

ドを入力したりマウスを操作するのが嫌になっちゃうくら

い仕事に脂が乗っていることもあるでしょう。Emacsのウ

ィンドウにXのカーソルを置いたままで1日を過ごすつも

りでなければ、真のEmacserとはいえません。というの

は冗談ですが、なるべくウィンドウを切り替える手間を減

らして、同じような操作でいろいろなことができれば仕事

がはかどると思いませんか。

次に、Emacsは元々テキストエディタですから、実行

結果を加工して次のコマンドに渡したり、あるいは文書の

一部として利用したり（もちろんメールでやり取りしたり）

ということも楽勝なわけです。Xを利用しているとマウス

によるコピー（左ボタンドラッグ）＆ペースト（中ボタン

クリック）も使えますが、これによる機能は限られていた

り、時として意図しないところで行が分断されることがあ

ります。

最後に日本人にとっては何よりも、日本語入力が簡単で

賢く、自分に合ったカスタマイズができるEmacsのかな

漢字変換（Wnnやかんな）が使えることは大きな魅力で

あり、この点だけでもEmacsを外部のツールのフロント

エンドとして使う価値があります。

何はともあれ、一度はこれらの機能を試してみて、自分

のライフスタイルに合っているかどうか確認してみる価値

はあるでしょう。たまに便利な機能を知らずに苦労してい

る若者を見かけて「こーゆーことができるんだよ」と教え

てあげると「知らなかった……」（以下絶句128秒、頭の

中は走馬灯）とあぜんとしてしまう人もいるようですから。

まずは、Emacsからシェルを使ってみましょう。これは

Emacsがバッファ内にタイプした文字をふだんお使いのシ

ェルに渡して、結果をまたバッファ内に返すものです。
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都合3回にわたって紹介してきた電子メールというテ
ーマの主旨は、ほかのツールでできることをEmacsを使
うことでより便利にしようというものでした。今回はそ
れをさらに推し進め、Emacsの中からテキストの編集以
外のいろいろなことをしてみます。「えっ、Emacsでそ
んなこともできるの？」とびっくりするかも。

Emacsはじめました
第8回　アプリケーション　アラカルト

知ると知らぬでは大違い
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Emacsでシェル



最近のシェル（bash、tcshなど）はヒストリ機能が充

実しているので、以前の入力を再利用するだけならかなら

ずしもこういった機能は必要ありません。ただし古典的な

シェルではヒストリ機能がほしいことがあります。筆者は

いまだにシェルスクリプトはshで書くことが多いのですが

（どんなOSでも動くように……ってほんとかな）、shの動

作を確かめているとヒストリ機能が使えなくていらいらす

ることがあります。しかし、標準のシェルが古典的なsh

となっているOSや、Windows環境などでも、Emacsさ

えあればEmacs流のヒストリ編集ができて楽です。

さて、Emacsからシェルを利用するのに使うバッファは

シェルモードと呼ばれますが、このモードはEmacsに標

準で装備されているので、インストールの必要はありませ

ん。M-x shellとしてみましょう。＊shell＊というバッフ

ァが開いて、タイプしたシェルコマンドが実行されます。

Emacsにはできないことをシェルコマンドで実行させて、

結果をテキストに貼り込むのも楽勝です（画面1）。

ヒストリを遡って再実行するときには、C-c C-p （次

に行くのはC-c C-n）で編集もできますし、〈Enter〉（C-

m）をタイプすると該当行のコマンドがシェルに渡されて、

再実行した結果がバッファの末尾に追加されます。バッフ

ァの末尾にコマンドをコピーするだけならC-c〈Enter〉

としてからゆっくり編集することもできます。tcshや

bashのように入力行だけが遡って表示されるのではないの

で、場合によってはそれより快適です……といいたいとこ

ろですが、その前にちょっとした工夫が必要です。ここま

で述べたことを試してみるとわかりますが、プロンプトが

再入力の一部とみなされるので、プロンプトが悪さをしな

いように、変数shell-prompt-patternにプロンプトのパタ

ーンを入れておいてください。この設定値には正規表現も

使えます。.emacs に、

(setq shell-prompt-pattern "tcsh> ")

などと書いておけば、ふだんのプロンプトがそのまま使え

ます。Emacsのシェルモードでだけ実行させたいシェルの

初期設定ファイルは、shの場合は̃/.emacs_sh（通常の

shの初期設定ファイル.profileの後ろに読まれる）、cshの

場合は̃/.emacs_csh（.cshrcの後ろに読まれる）……の

ようになります。したがって「ふだんのプロンプトじゃ、

Emacsの中から使ったときうっとうしい」っていうん

で、.emacs_cshの中に、

set prompt=""

と書いておくと、これはこれでC-c C-pが誤動作したり、

人間が表示を見誤ったりする原因になります。

set prompt="tcsh> "

くらいにしておくのが「吉」でしょう。ただし最初1回だ

けは、通常使用しているプロンプトが表示されてしまうた

め、リターンを空打ちしてから使い始めるとよいでしょう。

このほか、シェルモードでよく使われるキー操作を表1に

まとめておきます。

GNUのツール群のなかには、tcsh以外にもこれと同じ

ような編集機能を備えたものがたくさんあります。GNU

では、コマンド行から面倒なコマンドを打ち込むようなツ

ールが共通に使えるように、入力行の編集やヒストリ機能

をサポートするありがたいライブラリ（readline）を公開

しています。そのため、GNUのツール群の恩恵を多分に

受けているLinuxでは、かなり古典的なコマンドでも「^P

をタイプすれば直前に入力したものを呼び出せる」のです。

Emacsとは直接関係はありませんが、Emacserならば覚

えておいて損はない操作でしょう。

次は遠くのコンピュータを使ってみます。「TELNETが
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コマンド 説　明

C-c C-c コマンドの実行を中断（シェル環境での^Cと同等）

C-c C-o 1回ぶんの実行結果を消去
表1 シェルモードでのキー操作（抜粋）

TELNET／rlogin

画面1 シェルモードの利用



あるじゃないの」ってそのとおりなんですが（泣）、要す

るにローカルコンピュータのシェルに対してシェルモード

があったように、TELNET（rlogin）に対してもtelnet

モード（rloginモード）があるのです（画面2）。

この副産物として、遠方のコンピュータのシェルがろく

ろくセットアップされていなくても、Emacs流のヒストリ

編集のお世話になることが……というのは、もう言わなく

てもわかりますね。

使い方はM-x telnetまたはM-x rloginとするだけです。

リモート側のコンピュータがパスワードを聞いてくる局面

では、ちゃーんとエコーバックなしになり、パスワードが

表示されないようになるという気の効きよう。ただし、ダ

イヤルアップなどで使用していてやり取りに時間がかかる

場合、画面がにょろにょろ動くのがちょっと気になるかも

しれません。使用できるコマンドとキー操作はおおむねシ

ェルモードと同じですので、いろいろ試してみてください。

遠くのコンピュータにあるファイルをやり取りしたいと

き、どうしますか？　EmacsにはFTPに相当するftp-

modeというコマンドもあるにはあったのですが（最近の

Emacsでは使えないものもあるようです）、転送したファ

イルをあとから編集することも多いもの。こんなとき、

ange-ftp（Emacs19/Emacs20）やefs（XEmacs21）と

いうマクロを使えば便利です。これらのモードも、

Emacs19以上ならデフォルトで組み込まれているはずです

ので、あとは皆さんが使い方を覚えるだけです。

ange-ftpやefsは、ローカルにあるファイルシステムと

リモートにあるファイルシステムを「透過的に」使えるよ

うにという発想で誕生したEmacsのマクロです。

たとえばfind-file（C-x C-f）のときミニバッファに、

Find file: /hoge:~/moge.txt

とか、

Find file: /hoge@oresama:~/moge.txt

と入力してやることで、ホストhogeのmoge.txt（後者の

場合は、hoge上のユーザーoresamaとして）を編集でき

るようになります。

パスワードの入力を求めたりログインする過程がユーザ

ーからなるべく見えないように行われるので、

1. リモートホストからファイルを一時ファイルにFTPして

くる

2. 一時ファイルを編集する

3. セーブするときは一時ファイルをリモートホストにFTP

で転送する

という操作が自動的に行われることを意識しておかないと

戸惑うでしょう。

たとえば上の例で/hoge@oresama:̃/moまでタイプし
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シェルモードは使われなくなってきたと

書きましたが、これはbashやtcshなどの近

代的なシェルが、Emacsの真似をしてヒス

トリー編集ができるようになってきたこと

が大きな理由でしょう。

tcshのヒストリ編集機能はカスタマイズ

ができますが、デフォルトでは下の表に示

すようなEmacsのコマンドと一致していま

す。また複数のキーカスタマイズをEmacs

もどきにセットするだけならbindkey -e一

発です（viもどきにセットするのはbindkey

-v）。

Column

Emacsのシェルモードとtcshの
emacsモード コマンド 説　明

complete-word （TAB） ファイル名を補完する

delete-char-or-list-or-eof （^D） 1文字削除または補完可能なファイル一覧

down-history （↓／^N） ヒストリの次へ移動

up-history （↑／^P） ヒストリの前へ移動

history-search-backward（M-p） 入力行に一致するヒストリを検索（前方）

history-search-forward（M-n） 入力行に一致するヒストリを検索（後方）

i-search-back（割り当てなし） インクリメンタル検索（前方）

i-search-fwd（割り当てなし） インクリメンタル検索（後方）

self-insert-command（文字入力） 文字を入力する

forward-char（^F） ヒストリの右の文字へ移動

backward-char（^B） ヒストリの左の文字へ移動

kill-line（^K） カーソルより左をカット

yank（^Y） カットした文字列をペーストする

*1 （ ）内はデフォルト（bindkey -e）でのキー割り当て
■tcshのEmacsモード

ファイルを転送する



て〈TAB〉で補完しようとすると、その時点ではじめて

“Password for oresama@hoge:”とパスワードの入力を

求められ、ファイルの一覧がFTPによって得られた時点

で該当ファイル名を補完（あるいは表示）してくれます。

リモートファイルシステムでなくても、ローカルのMS-

DOSファイルシステムをマウントしているときには、

UNIXとMS-DOSのファイル名のルールの違いを吸収して

くれて、ファイル名をよきに計らって変換してくれるので

便利です。

さらに、プログラマーにはvcモードが便利でしょう。

これはバージョン管理システム（RCSまたは集団開発に適

したCVS）をEmacsが自動的に駆動して、あるバージョ

ンのソースプログラムを取り出して編集可能にし（必要な

らロックをかけ）、編集が終わったら新バージョンとして

登録、という一連の手続きを代行してくれます。ユーザー

は、この手順を意識することなくバージョン管理されてい

るファイルを更新できます。プログラマーの皆さん向けの

話題はまた回を改めてまとめたいと思いますが、Emacsを

単なるテキストエディタとして使っていたら損をします。

すでにバリバリEmacsを使っている人は、気づいて使

っているかもしれませんが、Emacsの使用中にどこかのデ

ィレクトリのファイルの一覧が見たくなったらどうしまし

ょうか。シェルモードでls……でもいいんですが、実はフ

ァイル同様、ディレクトリの編集もできるのがEmacsの

強いところです。

ホームディレクトリにディレクトリdocがあるとして、

find-fileするときに̃/docなどとしてみてください。この

場合̃/doc/とスラッシュを付けないのがミソ
・ ・

です。ディ

レクトリ名を補完するときは、自動的にスラッシュが付い

てしまいますが1文字消しましょう。このモードはdired

モードと呼ばれ、lsの出力に似ていますが、ファイルの移

動やコピー機能が強力です（図1）。

ファイルにカーソルを合わせて（C-n／C-pや〈↑〉／

〈↓〉のほか、〈n〉／〈p〉も使えます）〈e〉をタイプす

れば、そのままファイルが編集できますし（find-file同様）、

〈v〉をタイプすれば、読み出し専用モードで開きます。〈v〉

で開いたときは〈SPC〉と〈BS〉でスクロールでき、〈q〉

で抜けられますので、わざわざページャ（lessやmore）

を開かなくてもOKです。

ディレクトリ名の上で〈e〉をタイプしたときは、ファ

イル同様そのディレクトリがdiredモードで新たに開きま

す。また、親ディレクトリは〈^〉で新たに開きます。

移動や名前の変更は〈R〉で、コピーは〈C〉で可能で

す。これらは、カーソル行のファイル（ディレクトリ）名

を第1引数として、またミニバッファで求められた入力を

第2引数として、mvコマンドやcpコマンドを実行してい

るだけなので、mvとcpの複雑な規則（“mv FILE DIR”

は単なる移動だが“mv FILE1 FILE2”とすると名前の

変更、“mv FILE DIR/FILE”ならディレクトリを移動し

つつ名前を変更できる）を理解したうえで使ってください。

削除する場合は、〈d〉で削除マークを付けてから〈x〉

で削除を実行します。複数のファイルを移動／コピー／消

去するときは、〈m〉でマークを付け、その後〈R〉／

〈C〉／〈D〉でそれぞれ移動／コピー／消去を実行します。

削除マークの取り消しには〈u〉を使用します。

ユニークなのは、ディレクトリ中の̃ で終わっているフ

ァイル（Emacsなどのバックアップファイルですね）がい

らなかったら、〈̃ 〉とタイプしてまとめて削除マークを付

けられることです。また緊急セーブ用ファイル（#……#

というファイル名になっている）には同様にして〈#〉と

タイプして削除マークを付けられます。もっとも、このフ

ァイルが残っているのにはなにか理由があるはずなので、

手作業で消すのはあまりお勧めできません。さらに% d

¥.dvi$（“¥.dvi$”は正規表現です）とすると、.dviで終

わるファイルすべてに削除マークを付けられます。

MS-DOSから持ってきた（持っていく）ファイルは大文

字／小文字の区別がいい加減で悩まされますが、これも

〈%〉〈SPC〉〈u〉（大文字化）や〈%〉〈SPC〉〈l〉（小文

字化）で変更することができます。

以上のうち大半のコマンドには引数（C-u 数字）を指
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ディレクトリの編集

画面2 TELNETの利用



定可能で、カーソル行から指定した数だけまとめて操作で

きます。同時に使用しているほかのアプリケーションでフ

ァイルを操作して、ディレクトリ中のファイルが増えたり

減ったりすることがありますが、〈g〉とタイプして実際の

ディレクトリと再度合わせられます。diredモードの必要

がなくなったら〈q〉で脱出できます。

これはお察しのとおり、Emacsの中からUNIXのman

コマンドを起動してマニュアルを閲覧しようというもので

す。Emacsにはinfoという、manより一段すぐれたマニ

ュアル閲覧方法がありますが、すべてのコマンドに完備し

ているわけではありません。

使い方はM-x manです。起動するとどのマニュアルを

見るか聞いてきます。たとえばtcshのマニュアルなら

“Manual entry （default man）: ”と聞いてきたときに

“tcsh”と答えます。残念ながら、補完は効きません。こ

れは、manコマンドに問い合わせてみてはじめてどんなマ

ニュアルがあるかがわかるためでしょう。

UNIXのマニュアルは、1～8章（その他ローカルなど）

に分かれていますが、同じ見出しのマニュアルがいくつか

の章にあるときは、たとえば“crontab（1）”“crontab（5）”

のように章を指定します。表示はmanコマンドと変わりま

せんが、コピー＆ペーストを使った再利用が楽なこと、い

くつかお手軽コマンドが用意されていることが利点です。

〈n〉／〈p〉で、次／前の見出しに飛ぶことができます。

manコマンドを利用したことがあればおわかりでしょう

が、マニュアルにはNAME、SYNOPSIS、DESCRIPTION

などの見出しが付けられていて、それらのあいだを行き来

できるのです。〈m〉コマンドは別のマニュアルを見るの

に使えます。〈m〉とタイプした時点でカーソル位置の単

語をデフォルトで拾ってくれるので、マニュアル中でほか

のコマンドに言及している場合は、そこにカーソルを合わ

せて〈m〉〈Enter〉とタイプするだけです。

〈r〉は〈m〉コマンドと似ていますが、特にSEE

ALSO（関連して参照すべきマニュアル）にリストアップ

されているマニュアルに一発でジャンプできて便利です。

マニュアルを読んでいると、往々にして別のマニュアルを

参照し、その最中にまた別のマニュアルを参照して……と

いうことが多いものです。シェル環境でマニュアルを参照

するのに比べて、かなり便利だといえましょう。

といってもEmacsが喋るわけではありません……実は

Emacs が本当に喋る（テキストを読み上げさせる）

Emacspeakというソフトウェア（マクロ＋音声合成の駆

動部分）も実在してとても興味深いのですが、まだ日本語

を読めるように改造した人はいないようです。いずれにし

てもあとの回でこの話題は取り上げましょうかね。

さて本章の主旨は、Emacsを使ってチャットをしようと

いうものです。ネット上のチャットのプロトコル（方式）

というとIRCがもっとも有名かつ大規模なものです。チャ

Linux magazineNovember 2000 205

E
m
a
c
s
は
じ
め
ま
し
た

manマニュアルを参照する

Emacsでお喋り

図1 diredモードでファイルを整理する

マークしたファイルの削除を実行したあと

〈̃〉でまとめて削
除マークを付ける

〈d〉で削除マーク

を付ける

〈x〉とタイプすると、削除するファイ

ルの一覧が表示され、確認を促される



ットそのものにあまりなじみのない方もいらっしゃるかも

しれないので、まずそこから説明しましょう。

IRCは、クライアント（我々のコンピュータ）がサーバ

（お喋りを取り持つコンピュータ）と接続して、同じIRC

ネットワークに接続しているほかのクライアントとお話が

できるシステムです。IRCネットワークはサーバとサーバ

がバケツリレー式に接続されているので、世界規模で張り

巡らされたネットワーク上にいる数万人の人と同時に会話

ができます。IRCネットワークの大規模なものといえば、

IRCnetとEFnetでしょう。日本国内でオープンなサーバ

はたぶんほとんどがIRCnetなので、ネットニュースなど

で「詳しい話はIRCの#hogehogeでしようぜ」などと書

いてあっても、これはIRCnetのことだったりします。

またIRCサーバのいくつかは、ネットワーク上のどこに

いるクライアントにも接続が開放されています（国名など

によって接続を制限していることがあります）。日本で接

続が自由に開放されているサーバとしては、irc.kyoto-

u.ad.jpなどがあります。

各クライアントのユーザーはニックネームで識別されま

す。IRC開始時に適当に付けることができますが、すでに

そのとき存在する他人と同じニックネームは使えません。

同じIRCネットワーク上の数万人が一度に会話をしたらわ

けがわからなくなってしまうので、ネットワーク全体はチ

ャネル（部屋と考えればよいでしょう）に分かれていて、

同じチャネルにいるユーザーだけが会話に参加できます。

チャネルは“#linux”などのように“#”で始まる名前で

区別されます。チャネルには現在の話題に応じてタイトル

が付けられていて、チャネルの一覧をながめていると、結

構興味のある分野が見つかったりするものです。

面白いのは、チャネルを開いた人がチャネルを制御する

権利をもっていて（ニックネームの前に“@”が付きま

す）、チャネルのタイトルを設定したり、チャネルに参加

する人を制限したり、制御権をほかのユーザーにあげたり

剥奪したり、チャネルから追い出したりということまでで

きるようになっています。

Webの掲示板を頻繁に更新してメッセージを交換するチ

ャットもどきもよく見かけますが、それに比べてはるかに

スピーディで多機能、かつ大規模です。また用途がほとん

ど1対1の通信に限られるIPメッセンジャー（ICQなどが

有名です）と違って、共通の話題に興味のある人みんなで

チャットができます。さらに、Web掲示板やIPメッセン

ジャーではホストコンピュータ1台がすべてを取り仕切っ

ているので、そこが停止したらおしまいですが、IRCのネ

ットワークではクライアントはどのサーバに接続しても

OK（接続資格さえあれば）という利点もあります。

さて前置きが長くなりました。Emacsにはirchatとい

うマクロがあります（外部プログラムは起動しません）。

Emacsを用いずとも多数のIRCクライアントが知られて

いますが、それらに比べて、

●日本語の入力が容易である

●ログの（お喋りした）内容を加工・保存できる。逆にファ

イルからコピー＆ペーストしてチャットの相手に示せる

●仕事しているふりをしてチャットができる（笑）

という利点があります。

irchatがデフォルトで組み込まれているのはVine Linux

だけですので、このほかのディストリビューションをお使

いの方はインストールする必要があります。

irchatはすべてEmacs Lispで書かれているので、先月
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画面3 Irchatの起動直後の画面 画面4 C-cjでチャンネルにjoinしたところ



号で説明したようにマクロをしかるべきところに置くこと

でインストールできます。

まずはirchat一式を持ってきましょう。FTPツールや

Webブラウザなどでftp://ftp.kyoto.wide.ad.jp/IRC/irchat/

からirchat-jp25a12.tgzを持ってきます。インストール先

は以下、/usr/local/lib/mule/site-lisp/irchat/というデ

ィレクトリを想定していますが、お使いのLinuxのディス

トリビューションに合わせてローカルマクロのインストー

ル先パス名を変えてください。次にrootの権限で、

# mkdir -p /usr/local/lib/mule/site-lisp/irchat

# cd /usr/local/lib/mule/site-lisp/irchat

# tar xvzf 〈持ってきたファイルのパス・ファイル名〉

とします。muleをお使いの方は、Makefileの、

EMACS = emacs

となっているところを、

EMACS = mule

と変更します。あとは、

# make

とするだけです。

またirchatを立ち上げるユーザーの.emacs（または共通

の設定ファイル）には、すくなくともリスト1のような設

定をしてください。

さてirchatの操作ですが、まずM-x irchatで起動しま

す（画面3）。チャネルに参加しなければ意味がないので、

次にC-c jでjoin（参加）します（画面4）。このあと、ま

ずは新しいチャネルを自分で作って練習してみればよいの

ですが、おもな操作を表2にあげます。

このほか、特定の人と1対1で会話するモードや、特定

の人をあるチャネルに招待する機能がありますが、これら

は使っているうちに次第に覚えるでしょう。

特定の操作については、IRC上にいる人に聞くのがいち

ばんですが、IPメッセンジャーなどと違ってIRCは「オー

プンなプロトコル」、つまりOSやソフトの垣根を越えて共

通にお話しできるのが特徴ですから、教えるときも教わる

ときもどこまでがIRC共通の概念で、どこからがEmacs

上のirchat特有の操作なのか区別しなければいけません。

ネットニュースは、最近でこそメーリングリストやWeb

の掲示板に圧倒されているようですが、地球規模で専門分

野の討議ができる場（compやsciなど）としての機能は、

まだまだ失われていないと思います。

ネットニュースは古代、rnewsやrn、vnといったスタ

ンドアロンのツールで読み書きされていました（ちょうど

/bin/mail でメールを読み書きするのと、 Mewや

Wanderlustで読み書きするのに相当するでしょう）。

Emacsからネットニュースを読むための手段としては、

古典的なgnusというマクロがありますし、最近では前々

回紹介したWanderlustなどがあります。いずれにしても

Emacsを使えばIRC同様、日本語が入力しやすいなどの

利点があります。

ニュースは通常、プロバイダや学校の管理者が指定した

ニュースサーバ（NNTPサーバ）とEmacsが対話しなが

ら、ニュースグループの一覧、記事のタイトルや内容を取

り出していくことになります。このサーバをまず設定しな

いといけません。.emacsに、
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(setq load-path (cons "/usr/local/lib/mule/site-lisp/irchat" load-path)) ……パス名は irchat一式がある場所に設定
(autoload 'irchat "irchat" nil t )

(setq irchat-server "irc.tohoku.ac.jp") …… IRCサーバ。仕組みがわかってきたら近くのサーバにしよう
(setq irchat-name "SASAKI Taroh") ……本名。漢字も使えるが相手は日本人だけではないことに注意
(setq irchat-nickname "俺様")                   ……ニックネーム
(setq irchat-startup-channel-list '("#linux" "#linuxmag"))  ……はじめから joinしておきたいチャネル

▼リスト1 irchat.elの設定

コマンド 説　明

C-c j 別のチャネルに参加する。複数のチャネルに参加して（バ

ッファを移動すれば）同時にお喋りできる

C-c n ニックネームの変更

C-c C-n そのチャネルにいる人の一覧を表示

C-c f 指定したユーザーの詳細情報を表示

C-c C-p カーソル位置のバッファのチャネルを終了

C-c q irchatの終了
表2 irchatのおもなコマンド

ニュースを読む



(setq gnus-select-method '(nntp "news.hoge.ne.jp"))

と書くと、NNTPサーバマシンにnews.hoge.ne.jpが指定

さ れ た こ と に な り ま す 。 こ の ほ か 、 環 境 変 数

NNTPSERVERにマシン名をセットしておくという方法

もあります。

さて、設定はこれだけなので起動してみましょう。gnus

は標準で提供されているので、M-x gnusで起動します。X

Emacsでは起動後のモード行の牛さんが可愛いいですね。

起動後は、グループバッファ（Wanderlustではフォル

ダバッファに該当）、サマリバッファ、アーティクルバッ

ファ（Wanderlustのメッセージ）というバッファを行き

来しながら使うことになります（画面5）。Wanderlustを

お使いの方にはおなじみですね。

グループバッファにいるとき注意しないといけないのは、

グループによって読む（購読）・読まない（非購読）を指

定できることです。はじめはほとんどのグループが表示さ

れませんが、読みたいグループがあるのにみすみす見逃す

のもしゃくです。かといって全部のグループを表示させる

とうっとうしくなりそうです。

読めるニュースグループがどれだけあるかは、NNTPサ

ーバがどれだけのニュースを購読可能にしているかにより

ます。信じられないかもしれませんが、世界中の有名なニ

ュースグループを購読可能にしているサーバでは、数万の

グループが購読可能です。もし十分な時間があるか、ニュ

ースサーバの管理者に尋ねてみて、たかだか数百程度のニ

ュースグループしかないようであれば、思い切ってグルー

プバッファで〈L〉または〈A〉〈SPC〉〈k〉とタイプし

てみてもよいかもしれません。サーバが購読可能なすべて

のリストが作られますので、あとはグループバッファで

〈u〉をタイプして非購読にするか、gnus終了後にできて

いるファイル̃/.newsrcのニュースグループ名の後ろの

“:”を“!”に置換すれば、そのグループは非購読になりま

す。たとえば、“hoge:12-34”となっていたら“hoge!12-

34”としてみましょう。次回からは、グループモードにい

るとき〈l〉とタイプすれば、自分が読みたいグループのみ

を表示してくれます。

Wanderlustを使ってニュースを購読する場合も、まず

サーバの設定をしましょう。̃/.wlに、

(setq elmo-default-nntp-server "news.hoge.ne.jp")

(setq wl-nntp-posting-server elmo-default-nntp-server)

のように書きます。ここでは、投稿先と購読元のサーバを

同じnews.hoge.ne.jpとしています。

あとは単純に、フォルダ一覧に読みたいニュースグルー

プを追加していくだけです。たとえばニュースグループ

fj.unixを追加したいときは、フォルダモードの追加したい

位置で〈m〉〈SPC〉〈a〉をタイプし、-fj.unixを指定しま

す。または、.foldersを手で編集するのがお好きな方は、

unix{

%#mh/linux

-fj.unix

}

などとしてもかまいません。

Emacsから何かしようという例は、このほかにもいろい

ろあるのですが、次回はおもにEmacsでWebを見るとい

うテーマでお送りいたします。WebページをEmacsで

楽々と作る方法を紹介しますのでお楽しみに。あわせて今

回紹介しきれなかった、小物の数々も取り上げたいと思い

ます。
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さて次回は……

画面5 gnusでニュースを読む
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この記事を読者が読むのは秋だろう

が、これを書いているのは8月下旬、

連日気温が30度を超えている日々であ

る。筆者は神奈川の海沿いに住んでい

るので、都心ほどの気温にならないの

がせめてもの救いだ。SETI絡みでエア

コンをどうするかという問題は、なし

くずし的に準24時間運転という形にな

っている。風の通る日は窓を開けて、

エアコンを止めるという運用である。

そんなある日、寝る前に新作のプレ

ステのゲームをやっていた時のことで

ある（ここしばらく建設機械の運転に

はまっている）。エアコンからドボドボ

と水が落ちてきた。急遽エアコンを止

め、真夜中に雑巾やらタオルやらで後

始末をする羽目になった（このどたば

たで、パワーショベルの運転は時間切

れゲームオーバーになってしまった）。

24時間ほど前にも少し水が漏り、フィ

ルタまわりの掃除をして試運転中のこ

とだった。もう10年も使っているエア

コンなので（しかも稼働率は一般家庭

やオフィスよりはるかに高い）、そろそ

ろ買い換えかなとも思っていたのだが、

とりあえずどうにかしなければならな

い。コンピュータを使っている場合、

冬場はエアコンが止まってもどうにで

もなるが（人間はちと寒いが）、夏場

のエアコン停止は致命的である。不幸

中の幸いは、春にやった模様替えによ

り、エアコンの下にコンピュータ類が

なかったこと（かつては、真下にメール

サーバがあった）、そして、エアコンに

たどり着くための空間があった（かつ

てはたどりつけなかった）ことである。

前日の水漏れでフィルタを掃除した

と書いたが、フィルタ掃除はエアコン

メンテの基礎である（まめにすればな

およい）。フィルタが目詰まりするとエ

アコン内部の圧力が低くなる。内部か

らファンで空気が吸い出されているの

に、外から十分な空気が流入しないか

らだ。その結果どうなるか？　外部に

通じている排水管からも空気を吸い込

もうとするのである。これにより水の

排出が悪くなり、最悪の場合、水受け

皿が溢れて水が落ちてくる。特に、排

水管の水平配管部が長いとこの症状が

出やすい。最初の水漏れのときはまず

これを疑った。実際、フィルタには目

一杯ホコリが詰まっていた。フィルタ

をきれいにし、内部のフィンを掃除し

て直るかなと思ったのである。

しかし、運転を再開するとまた水漏

れである。しかも前回よりひどい。最

初の水漏れはポタン、ポタンという感

じだったのだが、今回はドボドボとき

た。フィルタがきれいになり、冷却能

力が高まったぶん、水もいっぱい取れ

たのだろう。こうなると原因はひとつ、

排水管の詰まりである。一般に配水管

の入口と出口は詰まりやすい。入口は

ホコリやカビなどが詰まり、出口は泥

がたまったり虫が巣を作ったりする。

あと、パイプが曲がっているところも

詰まりやすい。出口のほうは取りあえ

ず異常なし。配管途中の曲がっている

部分は調べようがない。入口は室内機

の内部である。かくして、真夜中のエ

アコン分解が始まった。

水受け皿は、熱交換フィンの下にあ

Linux日記
第14回　メール配送（1）

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

今回からはメール配送のしくみを解説します。基本
的なインターネットサービスであり、利用者も多い
メールはどのように配送されるのでしょうか。



る。もちろん、表からは見えない。脚

立を持ち出すと、パネルに貼ってある

注意書に従ってコネクタ、ネジを外し

てフロントベゼルを取り外した。少し

見えた水受け皿は、怪しげな物体でい

っぱいだ。恐らく、ホコリとカビの集

合体だろう。見ないほうが幸せといっ

た類いのものである。こりゃ詰まるわ

なと思いつつ、排水管の接続部を探す

が、どうやら室外機の電源接続端子の

裏のほうのようだ。端子部は簡単には

外れなかったが、ネジを外してちょっ

とずらすと排水口がのぞけるようにな

った。案のじょう怪しげな物体が詰ま

っている。角度が悪くてピンセットな

どは届かない。そこで、部屋に落ちて

いた直径8mm、長さ数センチのスプリ

ングをビローンと伸ばしたものを使っ

た。先端の輪の部分で異物をこそぎ落

とし、流してしまおうという作戦だ。

スプリングなので、適度な弾性と剛性

があり、手の届かないところでもうま

くゴソゴソとこすれるのである。これ

がうまくいって、室外機のそばの排水

口から細かく砕かれた異物がわらわら

と流れ出し、排水管は無事開通した。

その後、手の届く範囲で水受け皿を掃

除し、分解した部分を組み立て、運転

を再開した頃には、すっかり外が明る

くなっていた。

水漏れは直ったものの、長年の酷使

で冷房能力がかなり低下していること

が判明し、結局、この2週間ほど後に

エアコンを交換した。

■システム管理者の仕事

もし読者がシステム管理者になりた

いと考えているのであれば、コンピュ

ータ以外の知識、ノウハウもかなり知

っておく必要がある。エアコンのメン

テもそのひとつだ。最終的には修理業

者を呼ぶにしても、とりあえずどうに

か運用を続けるための方策を講じなけ

ればならない。「エアコントラブルだか

らシステム止めるよ」でユーザーが許

してくれる環境なら幸せである。「あし

た締め切りだから、今晩だけはどうに

かして」と泣きつかれるのが普通だ。

サーバそのものが動かないのならあき

らめもつくが（というかどうにもなら

ない）、エアコンが動かないだけとなる

と、どうにかしてくれとなってしまう

のだ。実際、小規模なサーバルームな

ら、真夏でなければ、窓を開けて扇風

機を回すといった方法で運用すること

も不可能ではないし、勧められること

ではないが、水漏れを受けるために、

大きなサーバコンピュータの上に洗面

器を置いて運用したこともある。

もちろん、知らなければならないの

はエアコンのメンテだけではない。建

物内の電源系統、弱電信号配線の配置

や引き回しなどにも詳しくなければな

らない。システム管理には、総務部営

繕課的業務がかなりあるのだ。現在の

オフィスは、床を数センチかさ上げし

たフリーアクセスフロアが多いが、こ

うなっていないオフィスでは、天井裏

に配線を通すことが多い。某A社が初

台に引っ越して来る前にいたビルは、

天井裏配線が多かった。当時システム

管理者をやっていた筆者は、やれマシ

ンの増設だとか移動だとかいうと呼び

出されていた。システム管理者がそう

いう作業を行うといえば、ノートPCだ

とかソフトウェアのインストールメデ

ィアだとかを持って颯爽と出かけると

いうイメージがあるかもしれないが、

実際にはかなり違うスタイルだった。

「ショムニ」の江角マキ子のように脚立

をかつぎ、京野ことみのように台車を

押して出かけるのである。

一般に、天井には点検口があり、天

井裏をのぞけるのだが、常に作業場所

のそばに点検口があるわけではない。

また、何メートルもケーブルを這わせ

なければならない。たとえば、点検口

がない場所で作業を行うなら、天井に

埋め込んである蛍光灯などの照明器具

を外して、そこから天井裏にアクセス

しなければならない。何メートルもケ

ーブルを引っ張る時は、経路上の蛍光

灯をすべて外すわけにもいかないし、

天井裏を這いずり回るのも大変なので、

ケーブルキャッチャという特殊な道具

を使う。これは伸縮式の釣り竿の先に

フックが付いているような道具だ（業

務用の配線工具などを扱っているお店

で入手できる。インターネットで調べ

たら、秋葉原の愛三電機（http://www

.aisan.co.jp/）では扱っているようだ）。

縮んでいるときは1m程度の長さなのだ

が、ロッドを伸ばすと5mくらいの長さ

になる。伸ばした状態でフックにケー

ブルを引っ掛け、縮めればケーブルを

手繰り寄せられるという仕組みだ。ま

た、縮めた状態でケーブルをフックに

とめ、ロッドを伸ばせば遠くまでケー

ブルを送るといった応用的な使い方も

できる。慣れれば、天井裏を通るハリ

の貫通穴の中にケーブルを通すといっ

た作業なども簡単にこなせるようにな

る。およそ読者の想像するシステム管

理者の姿ではないだろう。気分はすっ

かり電気工事屋さんである。実際、こ

の辺のノウハウは、出入りの工事屋さ

んから盗んだものだ。新米管理者は、

先輩管理者の技を盗むだけでなく、各

種営繕作業のノウハウも盗むとよい。

実際問題としては、オフィスの配線

作業をすべて管理者が行う必要はまっ

たくない。まとめて作業をする場合は、

業者に委託したほうがはるかに簡単だ

し、費用も安い。電源工事や電話工事

を行うには、資格も必要だ。しかし、

ケーブル障害やマシンの移設などで、
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数本のネットワークケーブルを急遽敷

設しなければならないといったときに、

その作業を自分で行えれば、時間と費

用を大きく節約できるだろう。

さて、本編である。DNSの話がやっ

と終わった。せいぜい2、3回かなと思

って書き始めたのに、なんと半年にも

渡ってしまった（余計な話をたくさん

書いたからという説もある）。次はどう

したものか。あえてマイナーなUUCP

の話とか、王道を進んで（禁断の）

Sendmailの話なんて声も編集部からち

らほら聞こえてくる。

筆者は、比較的最近までUUCPを使

っていた。今はOCNエコノミーの常時

接続環境で、ネームサーバ、メールサ

ーバを自宅で運用しているが、以前は

IIJのUUCPサービスを使っていた。こ

れは契約者側でUUCPとメールサーバ

をセットアップし、IIJと接続して使う

という形である。XX.co.jpといった独

自ドメインを持っていればそれを使用

し、持っていなければIIJのサブドメイ

ン名を使って、メールやニュースを運

用できるというものだ（知り合いのIIJ

の人間は、早くこのサービスを止めた

いといっていた）。

■UUCP

UUCPはUnix to Unix Copy Program

の略で、いくつかのユーザープログラ

ムやシステムプログラムの総称である。

ファイルをリモートコピーするuucpと

いうプログラムもあるが、大文字で

UUCPと書いた場合は、これらを総称

したシステムの名称とするのが一般的

だ。この一群のプログラムを使うこと

によって、モデムやISDN TAを使っ

てダイヤルアップ接続したUNIXホス

ト間で（DOSなどにも互換プログラム

が移植されている）、ファイルのコピ

ー、プログラムのリモート実行ができ

る。また現在のバージョンでは、IP接

続されたホスト間でもこれらの処理を

行うことができる。これとメールサー

バ、ニュースサーバを組み合わせるこ

とにより、ダイヤルアップ接続環境で

メールやニュースの配信が可能になる。

UUCPのユーザーコマンドは、さま

ざまなコマンドリクエスト（ファイル

のコピーやコマンドのリモート実行な

ど）と必要なファイルを、UUCP用の

スプールディレクトリに投入するとい

う形で処理を行う（各種UUCPコマン

ドの実行により相手側に接続されるわ

けではない）。実際にリモートホストに

接続を行い、スプールに投入されたジ

ョブを実行するのは、uucicoというプ

ログラムである。これはcronによって、

ジョブの有無に関らず、定期的に実行

される。

uucicoは、モデムなどを使ってリモ

ートマシンに接続し、適当なユーザー

名で受信側ホストにログインする。受

信側では、このユーザー名によるログ

インに対して、ログインシェルとして

uucicoプログラムを実行する。これに

より、発信側と受信側でuucicoが対話

できるようになる。

発信側のuucicoは、自身のスプール

上にあるリクエストとデータを相手側

のuucicoに送る。受信側はこれを処理

し、コマンドを実行したり、ファイル

のコピーを行う。発信側の処理が完了

すると、今度は受信側のuucicoが自身

のスプール上にあるリクエストとデー

タを発信側に送る。つまり、発信は一

方から行うが、この接続セッションで、

双方にスプールされているジョブが実

行されるのである（図1）。

今でこそ電子メールは、IP接続でサ

ーバ間をリアルタイム配信するという
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発信側 受信側 

UUCP接続は発信側から受信側に対して行われるが、接続後の双方の関係は対
等なもので、最初に発信側が受信側にリクエスト、データを送った後、関係が逆
転して受信側が発信側にリクエスト、データを送る。接続中、この処理を繰り返
し、双方の処理がすべて終わると接続が切断される。 

UUCPのユーザープログラムは、
リモートホストで行われる処理内
容、必要なファイルをスプール
に投入する 

uucicoはダイヤルアップ接続を行い、
相手側にジョブの内容、データを送る。
また、相手側からのリクエストを処理する。 

cron

UUCPスプール 

uux

コマンドをリモート実行する 

uucp

ファイルをリモートコピーする 

受信側では、ログインシェル
としてuucicoが実行される。 

UUCPスプール 

指定されたコマンド 

ファイルのコピー 

指定されたコマンドを実行
し、その結果をスプールに
投入する。 

指定されたファイルのコピ
ー処理を行う。 

uucico uucico

図1 UUCP



運用が当たり前だが、常時接続が一般

化する前は、ダイヤルアップ接続の

UUCPを使ったメール／ニュース配信

環境が大学、研究機関、一部の会社組

織などで運用されていた。この当時

（1980年代中ごろ）は、通信事業者以

外が第三者の通信を媒介するというこ

とが法的に禁止されており、組織間の

メールのやり取りはあくまで研究、実

験という形で行われていた。また、運

用の中心だった組織が大学や公立研究

機関であったため、商用利用はできな

かった。

もはや過去のものという感もあるが、

UUCPが便利に使える状況というのが

ないわけでもない。ある程度（数十人

程度）のユーザーがメールだけを使っ

ているといったサイトなら、各人がば

らばらにダイヤルアップ接続を行うよ

りは、UUCPを使ってバッチ形式でメ

ール配信を行うほうが安価である（常

時接続が安価になってきたので、もは

やメリットはないかもしれないが）。

■UUCPが先かメールサーバが先か

UUCPのことがわかっても、それで

メールを運用するとなると、どうして

もメールサーバ設定についての知識が

必要になる。メールサーバについて知

っていれば、UUCPのことは知らなく

てもIP接続の電子メールを運用するこ

とができる。また、IP接続のメール転

送しか行わないという設定は比較的簡

単だが、UUCPが関与するとなると、

多少複雑になる。というわけで、先に

メールサーバの話をしておくべきだろ

う（はたして、あとで本当にUUCPの

話をするのだろうか？）。

ここではSendmailについて解説す

る。qmailなど、ほかにもいくつかメー

ルサーバソフトウェアがあるが、筆者

は昔からSendmailを使っているので、

ここで取り上げるのはSendmailだけで

ある。

Sendmailの設定（特にsendmail.cf

の記述）が複雑なことは有名だが、そ

れについて解説する前に、まず電子メ

ールの基本的な動作について知ってお

く必要があるだろう（また長くなりそう

な気がする）。例によって、Sendmail

について正確な知識を理解し、実際に

Sendmailを使ってシステムを運用した

いのであれば、オライリーのコウモリ

の本（オライリージャパン発行の『send

mailシステム管理』と『sendmailリフ

ァレンス』）を読むことを勧める。とい

うか、これを読まないことにはどうに

もならないだろう。

UUCPについては、やはりオライリ

ーの『UUCPシステム管理』（これはア

スキー発行）というクマの本が役に立

つが、ちょっと古い本なので、本屋で

探すのは難しいかもしれない。改訂版

が出ていないということからも、もは

やUUCPは世間の主流からは外れてい

るということになるのだろう。

■ローカルホスト上のメール送受

多くの人にとって、インターネット

電子メールを使うということは、自分

のマシン（UNIXでもMacでもWindows

でも）をなんらかの方法でプロバイダ

や会社、学校のネットワークに接続し、

ネットワーク上のメールサーバとやり

取りするという形になる。しかし、電

子メールをこのような形で運用すると

いうのは結構高級なやり方なのだ。こ

こではもっと単純な形式の電子メール

から話を始めよう。

コンピュータの端末を使って、別の

ユーザーにメッセージを送るという電

子メールの歴史は古い。大型のホスト

コンピュータに多数の端末を接続し、

それを複数のユーザーが対話的に使っ

ていたTSS（Time Sharing System）

環境（図2）（LAN接続のワークステー

ション環境に移行する前は、UNIXも

このような使い方だった）では、たい

ていは何らかの形の電子メールプログ
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大学、研究機関、企業の間でUUCPを使

ったメール、ニュースの配信実験を行うため

にJUNETという組織が作られた。活動内容

からすると、Japan UUCP Networkとか

Japan Unix Networkといった意味だと思う

かもしれないが、当時の人間の多くは、中心

メンバーだった村井 純先生のネットワーク

だからジュンNET、JUNETだったと信じて

いる。

Column

JUNET

UUCPを使った通信実験が始まったころ

は、第三者の通信を媒介できるのは、NTT

など、通信網を自前で持ち、免許を受けた

通信事業者だけだった。その後、規制緩和

により、自前の通信回線を持たない事業者

も、免許を受けて第三者の通信を媒介でき

るようになった。また、事業の認可手続きも

簡略化された。このような業者は、NTTなど

の通信回線を使って顧客間の通信を媒介す

る。多くのインターネットプロバイダは、こ

の形で業務を行っている。

自前の通信網を持つNTTのような事業者

を第1種通信事業者、自前の通信網を持たな

い事業者を第2種通信事業者という。

Column

通信事業者



ラムが提供されていた。このような電

子メールプログラムの基本機能は今の

電子メールと変わらない。メールを送

る相手を指定し、適当なテキストメッ

セージを送るという形である。宛て先

として指定されたユーザーが電子メー

ルプログラムを起動すると、自分宛に

届いたメールを読むことができる。1台

のコンピュータ上ですべてのやり取り

が行われるので、このようなメールシ

ステムの構造は直感的に理解できるだ

ろう。送信側のメールプログラムは、

ホストマシン上の適当なディレクトリ

にある相手のメールボックスにメッセ

ージを書き込むだけでいい。メールを

読む側は、自分のメールボックスを見

るだけでいい。多少頭を使う部分があ

るとしても、書き込みと読み出しの排

他制御程度だ（図3）。

UNIXにも初期の時代から電子メー

ルプログラムがあった。そのものずば

り、mailというプログラムである。こ

れは現在のmailプログラムとは違うも

のだ。今のUNIXでmailとタイプして

起 動 されるプログラムは、 通 称

ucbMail（ユーシービーメール）と呼ば

れるものである。それに対して、ここ

でいうmailは、binMail（ビンメール）

と呼ばれるものだ。これはもともと、

/usr/ucb/mailと/bin/mailというパス

だったことに由来している。現在は

binMailに相当するユーザープログラム

はなく、mailといえばucbMailである。

しかし、内部処理において、かつての

binMailが行っていた機能が必要なた

め、同等な機能を持つmail.localという

プログラムが使われている。これは

Sendmailの内部から呼び出されるプロ

グラムで、ユーザーが直接使うことは

ない（この解説記事では実際に使うが）。

そのため置かれているディレクトリも、

/usr/libexecなど、パスの通っていな

い場所である。

■binMail

binMail、すなわちmail.localの働き

はさほど複雑なものではない。このプ

ログラムにメールを与えると、宛て先

ユーザー名に基づいて、そのユーザー

のメールボックスファイルに与えられ

たメールテキストを書き込むだけだ。

メールに使われる宛て先の名前は

UNIXのユーザーアカウント名である。

メールそのものは、適当なスプールデ

ィレクトリ（/var/mailなど）の下に、

ユーザー名と同じ名前のファイルとし

てスプールされる。あるユーザー宛の

メールが複数スプールされる場合も、

ファイルは1つだけで、各メールが順に

つながれて1つのテキストファイルの形

で保存される。

ためしに、直接mail.localを実行して

みよう（画面1）。宛て先ユーザー名を

指定し、標準入力でメール本文を送る。
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端末は文字の入力と
表示を行うだけである。 

端末とホストコンピュータは
シリアル回線で接続される。 

各ユーザーは端末を使ってホス
トコンピュータにアクセスする。
ホストコンピュータは多くのユー
ザーの処理を時分割でこなす。 

ホスト 
コンピュータ 

端末 

端末 

端末 

端末 

図2 TSS環境

メールボックス 

発信ユーザーが作成したメー
ルは、相手のメールボックス
ファイルに書き込まれる。 

メール受信者は、自分のメー
ルボックスにアクセスして、
受信メールを読む。 

メール送信プログラム メール閲覧プログラム 

図3 ローカルホスト上でのメール送信

メール送信、受信がすべて1台のホストコンピュータ上で行われる。 画面1 mail.localを直接実行してみる

% /usr/libexec/mail.local test

To: test

From: masa

Subject: test

test message

%

標準入力を受けるので
メールをタイプする



宛て先はtestというユーザーである

（このような実験をするときは、安全の

ためにテスト用のアカウントを使った

ほうがよいだろう。ここではtestとい

うユーザーアカウントを使っている）。

本文には、To:やFrom:といったヘッダ

を手でタイプしている。リスト1に、

これを実行した後のユーザーtestのス

プールファイルの内容を示す（Linux

magazine上の「Linux日記」という連

載であるにも関らず、以降の結果はす

べてBSD 3.3で実行したものに基づい

ている。あしからず）。

各ユーザーのスプールファイルは、

そのユーザーしか読み書きできないパ

ーミッションになっているが、mail.local

はrootにSUIDされているので、他のユ

ーザーのスプールファイルに書き込む

ことができる。

■メールボックス

mail.localに与えたメール本文の前

に、“From masa Mon Sep 4 14:02:30

2000”という行が付加されているのが

わかる（mail.localはmasaというユーザ

ーが実行した）。これはmail.localが付

加した行である。また、よく見ると、

メールの最後に空行が1行付加されて

いることもわかる。mail.localを何度も

実行すると、同じファイルにこの形式

でメールが追加されていく。

複数のメールは連結されて1つのファ

イルになるが、空行に続けて行頭から

始まる“From ”という文字列によっ

て 境 界 が 判 定 さ れ る 。 こ れ が 、

mail.localが末尾に空行を追加する理由

である。何らかの理由によって、メー

ルの本文中にこれと同じパターンの文

字列が現れる場合は（英文テキストな

ど）、メールの区切りと区別するため

に、“From”の前に“>”という文字が

自動的に挿入される。

このスプール形式は今でもUNIXの

標準のメールスプール形式であり、

UNIX上で動作する各種メールプログ

ラムは、この形式のスプールファイル

を処理できるように作られている。

UNIXのメールのスプールディレクト

リの下は画面2のようになっている。

このファイルを見れば、自分宛のメー

ルを読むことができる。

ここでは、この形式で複数のメール

を保存したファイルをメールボックス

ファイルと呼び、特にシステムのメー

ルスプールディレクトリに置かれたも

のを、システムメールボックスファイ

ルと呼ぶことにする。ucbMailなどは、

ユーザーのホームディレクトリなどに

置いたこの形式のプライベートメール

ボックスを扱えるので、それと区別す

るために「システム」と付けている

（メールアプリケーションが管理するプ

ライベートメールボックスの形式は、

本来、そのアプリケーションが自由に

定義できるものだが、ここではメール

アプリケーションには触れないので、

あえてこの形式を指してメールボック

スファイルと呼ぶ）。

システムメールボックス中にスプー

ルされたメールをどのように扱うかは、

各ユーザーの環境しだいである。同じ

ホスト上で各種メールプログラムを使

って読む場合は、そのプログラムがこ

のメールボックスにアクセスすること

になるし、ネットワークを介して別の

マシン上から見る場合は、また別のプ

ログラムを使ってメールボックスの内

容をユーザーのマシンにダウンロード

することになる。

ヘッダも含めて、メールはすべてテ

キスト形式で扱われる。メールアプリ

ケーションを使ってテキスト以外の形

式のファイルをメールに添付した場合

は、テキスト形式にエンコードして本

文中に埋め込まれる。

プログラムの実装に依存することで

あるが、テキストの各行には長さの制

限がある。通常は数百バイト以上の長

さであるが、長い文章などを途中に改

行を入れずに入力するとこの制限にひ

っかかり、文字が化けたりすることが

ある。問題なくメールを送るためには、

70文字程度で適宜改行することが必要

である（今のメールアプリケーション

なら、自動的に改行を入れる機能があ

るはずだ）。どうしても改行を入れたく

ない場合は、バイナリファイルとして

エンコードし、添付ファイルとして扱

う必要がある。

■次回は

次回は、ucbMailの使い方、メール

の中身、リモート配信の基本的な考え

方などについて説明するつもりだ。
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画面2 メールのスプールディレクトリ

% ls -l

total 131

-rw-------  1 masa user 0 Sep  4 09:47 masa

-rw-------  1 root wheel 69002 Apr  1 05:30 root

-rw-------  1 test user 85 Sep  4 14:03 test

-rw-------  1 tetsu user 63447 Sep  2 20:23 tetsu

From masa Mon Sep  4 14:02:30 2000

To: test

From: masa

Subject: test

test message

▼リスト1 ユーザーtestのスプールファイル

最後の空行に注意
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今回は、前回に引き続きNetfilterフレームワークの詳細

をやる予定だったのだけれど、オリンピックとか、個人的

な諸般の事情から、ちょっとインタラプト発生ということ

で、ハードディスクについて見てみたいと思う。

それにしても、時差のほとんどない地域でのオリンピッ

クというのは、生活が夜型の僕にとっては、テレビ観戦す

るのもひと苦労で、サッカーの時間を何度も寝過ごしそう

になってしまった。特別肩入れしている競技とか、アスリ

ートはいないんだけど、不思議なもので、どれも見逃した

くないという感覚におちいるんだよね、オリンピックって

（もちろん日本人に関係なく）。

だから、だらだらとまどろみながら見ちゃいました。か

なり寝不足気味で、脱力感に苛まれてしまっているけど…。

しかし、それにしても、実況とインタービューアはどれ

も酷かったね。どれだけ、ないほうがいいと思ったかわか

らない。競技が終わったあとには、独特のアンニュイな浮

かれ気分があるわけだけど、ものすごくその気がそがれち

ゃうんだなぁ、これが。最悪だった。それに、よどんだ空

気のような嫌悪を感じさせるメダルの数を気にする連中の

発する言葉。毎度のこととはいえ、あきれるばかりだ。

とにかくオリンピックは、大人たちのエゴイズムを満た

すための場としてだけじゃなく、これからを担う子供たち

にスポーツの本当の魅力を伝える場でもあるのだから、も

う少し考えてほしいと思う。たいして純粋でもなく、無垢

でもない僕でさえ、こんな風に感じちゃうんだよ。

さて今回、ハードディスクについてとりあげようと思っ

たのは、単に僕が新しいハードディスクドライブを入手し

たからなんだけど、ちょうどよい機会なので、それを導入

して、設定する過程で考えたこと、というか、一応少しは

役に立ちそうなハードディスクにまつわる話を綴っておき

たいと思う。

ハードウェアにしろ、ソフトウェアにしろ、日進月歩、

日々進歩なわけだけど、最近のハードディスクの大容量化

にはすさまじいものがある。40Gバイトのハードディスク

が2万円を切り、100Gバイトの製品が5万円ちょっとで入

手できるのである。1GHzのCPUもそうだけど、まさにち

ょっと前の夢が現実となっているのだ。

今のところ、メモリは高値安定（今のが適正なのかもしれ

ないけど）で停滞気味だし、CPUは小刻みなクロックア

ップだけで、そもそも最低レンジの500MHzクラスと最高

レンジの1GHzクラスでの性能の違いは、一般的な使用に

おいて、如実に実感できるほど効果があるものではないと

きている（確かに速いんだけど、ベンチマーク上はね。でも

それだけなんだよ、CPUロードの高くないシステムでは）。

ハードディスクとて、そんなサイズが本当に必要なのか、

という問題があるわけなんだけど、メモリやCPUに比べて

コストパフォーマンスがよいし、利用価値も優れていると

ハードディスクにまつわるいろんな話
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いう面は、強調していいと思う。高価な大容量は、考え直

せと指南すべきだが、手ごろな大容量は、手放しで歓迎し

てもよいものであろう、無理強いするものではないけれど。

で、まぁ、今回の結論というか、重要な結実ポイントは、

大容量ディスクを使うのにCHSアクセスベースのブートコ

ードはないだろう、LBAベースじゃないとね、というこ

とと、/bootのような動作中1度しかアクセスしないパー

ティションはディスクの後尾に配置しちゃおう、というこ

とになるんだけど、それだけだと面白くないから、少しハ

ードディスクをめぐる話をしておきたいと思う。

まず、ハードディスクのインターフェイスについて。今

のところIDEの場合、基本的に互換性を重んじて、40ピ

ンで16ビットデータバスでの接続が使い続けられている。

転送モードに関しては、ディスク性能に合わせて改良が

行われ、PIO、DMA、そして現在ではUltra DMAとい

う方式が採用されている。詳細は省略するが、PIOは転送

処理をCPUが行うモード、DMAは転送処理をディスクコ

ントローラが行うモード、Ultra DMAではDMAと同様

の手法で、さらにダブルデータレート（DDR／ひとつの

クロック周期にデータを2回乗せる）でもって、動作周波

数をそのままに、2倍の高速データ転送を実現している。

現在は、IDEコントローラ、ハードディスクドライブと

もUltra DMAが主流で、UltraATA／33（33MHz／秒）、

UltraATA／66（66MHz／秒）、UltraATA／100（100M

Hz／秒）がサポートされている。このUltra DMAの各

モードの転送速度の違いは、動作周波数と、データをクロ

ックに乗せるタイミング（サイクルタイム）によるもので、

それぞれ120ns、60ns、40nsというサイクルタイムが採用

されている。理論的な転送速度の求め方は次のようになる。

1/40ns×16ビット（データバス幅）×2（DDR）＝100Mバイト／秒

IDEの場合、動作周波数には33MHz（1クロックあたり

3 0 n s） を使用している。 U l t r a A TA ／ 3 3 から

UltraATA／66へは、データをやり取りする間隔、クロ

ックカウントを半分にしており、UltraATA／100では、

UltraATA／66と同じクロックカウントのまま、動作周

波数を50MHz（1クロックあたり20ns）に上げることで、

サイクルタイムを40nsに縮めている。

UltraATA／66以降は、80線ケーブルを使用すること

になっているが、これはデータバス幅を広げるためではな

く、高シールドのケーブルでノイズによる影響を軽減する

ためだ。上記のサイクルタイムを見れば納得できると思う。

とりあえず、これらインターフェイスの注意点としては、

IDEコントローラとハードディスクドライブの両方が対応

していなければそのモードは利用できない、また両方が対

応していたとしてもケーブルがきちんとしたものでないと、

UltraATA／66やUltraATA／100が有効にならない、

といったことが挙げられる。多くの場合、80線ケーブルか

どうかはBIOSレベルでも検出しているのだが、きちんと

仕様を満たした80線ケーブルでないと、たとえ80線であ

ったとしても40線ケーブルとして検出されてしまうことが

ある。これでは、UltraATA／66やUltraATA／100を

有効にすることはできない。単に80線ケーブルというだけ

の粗悪なケーブルが多く出回っているようなので、十分に

注意する必要があるだろう。

■Linuxでの対応

LinuxでUltraATAを利用するには、各デバイスドライ

バが対応していることが必須となる。これには、カーネルの

パッチレベルを上げるなどの対処が必要となる場合もある。

さらにもう一点、忘れがちなんだけど、一番重要な転送

モードのネゴシエーションの問題にも気をつけたい。最近

のカーネルは、DMA転送を有効にするようコンパイル時

に指定できる。要するにハードディスクの検出結果に応じ

て、転送モードを自動的に設定できるようになるわけだが、

これが意図しないモードに設定されてしまうことがある。

UltraATA／66までに対応したIDEコントローラに

UltraATA／100対応ハードディスクドライブを接続した

場合、調停によってUltraATA／66での転送モードが適

用されるべきなのだが、デバイスドライバによっては、ハ

ードディスクのUltraATA／100対応フラグの処理が適切

でなく、PIOモードを選択してしまうことがあるのだ。

そこで、新しくディスクを接続した場合は、Dmesgコ

マンドやhdparmコマンドで、どのモードが実際に適用さ

れているか必ず確認するようにしたい。

たとえば、UltraATA／100が可能な環境で、dmesg

の内容が次のような場合は、UltraATA／33モードが適

用されているようなので、hdparmコマンド（-Xオプショ

ンなど）で調整してみるとよいだろう。

ide: Assuming 33MHz system bus speed for PIO modes;

override with idebus=xx
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ide0: BM-DMA at 0xfcb0-0xfcb7, BIOS settings:

hda:DMA, hdb:pio

hda: IBM-DTLA-307030, ATA DISK drive

hda: 60036480 sectors (30739 MB) w/1916KiB Cache,

CHS=3737/255/63, UDMA(33)

ちなみに、UltraATA／100は、UDMAモード5に該

当するが、これをセットするには、hdparm-3.6以降が必

要となる（-X 69でUDMAモード5の指定を意味する）。

コマンドのバージョンを確認して、必要に応じて最新版を

入手しよう（ftp ://suns i te .unc .edu/pub/Linux/

system/hardwareなど）。最新は3.9aだったと思う。

ざっと転送モードの説明をしたが、これはハードディス

クドライブの読み書き性能をきちんと引き出せるかどうか

の問題に関わってくる。現在ディスク1枚あたり10Gバイ

ト～20Gバイトの記録密度となっているのだけれど、10G

バイトであれば、だいたいドライブ性能としては、30Mバ

イト／秒前後なので、UltraATA／33でも何とか物理ド

ライブ性能を犠牲にすることなく操作できる。しかし、そ

れ以上の記録密度のディスクを採用したドライブでは、性

能が 40M バイト／秒前後まで向上しているので、

UltraATA／33では、インターフェイスが完全に足を引

っ張ることになる。

じゃあ、UltraATA／100が必須かというと、単発のド

ライブ性能では、そこまではまだ言い切れる状況ではない。

でも、同じインターフェイスのマスタとスレーブに接続し

て 、 同 時 に 大 量 の ア ク セ ス が 発 生 す る 場 合 は 、

UltraATA／100でないと困ってしまうわけだが、普通の

ユーザーがそんな使い方をするとは思えないので、

UltraATA／66をサポートしている環境であれば、無理

にUltraATA／100にすることもないだろう。ただ、

UltraATA／33までしかサポートしていない環境では、

新しいハードディスクを購入するときに、IDEコントロー

ラもいっしょにUltraATA／100対応にすべきであること

は間違いないと思う。

ちなみに、UltraATA／66からUltraATA／100のよ

うに転送モードが向上すると、実際の性能がどのように変

化するかは気になるところだろう。今回はテストを紹介し

ないが、結論だけ言っておくと、レスポンス性能は確実に

向上する、しかし、ユーザーがもっとも気にするいわゆる

転送速度は微々たる向上でしかない、ということになる。

UltraATAの場合、各モードで異なるのは、サイクルタイ

ムだけなので、このような結論となるわけだ。

あと、各モードの転送レートは理論値なわけで、実際に

はどの程度まで性能が引き出せるかという点に関しては、

PCIバスの性能によるものの、理論値の90～95％程度は

実レートでも到達可能なようだ。

転送モードに関しては、さほどユーザーが“制限”を感

じる部分ではない。では、ユーザーが“制限”を感じるの

はどんなことだろうか。たぶん、もっとも制限を感じるの

は、ブート制限やサイズ制限であろう。

これらはすべてハードディスクのコマンドインターフェ

イスが関係している。

ハードディスクに対してアクセスを行う場合、ユーザー

はIDEコントローラにコマンドを発行し、そのコントロー

ラから該当するディスクドライブにコマンドが渡る。コマ

ンドは、セクタとその操作を指定するものだが、ここで問

題となるのはセクタの指定方法だ。

現在、ハードディスクドライブに対するセクタ指定方法

には、CHSアクセスモードとLBAモードの2種類がある。

■CHSアクセスモード

セクタ（C）、ヘッド（H）、シリンダ（S）の3つのパラ

メータで目的のセクタを指定する方法。ドライブのインタ

ーフェイスでのパラメータの上限は、それぞれ63、16、

16383。つまり、アクセス可能範囲は、63×16×16383×

512（セクタサイズ）＝約8Gバイト。これを超える位置の

セクタには、CHSアクセスモードではアクセスすることが

できない。

■LBAモード

論理ブロックアクセスモード。セクタに論理的な通し番

号を割り当てて、目的のセクタを指定する方法。現状は、

28ビットの通しセクタ番号が使用されている。つまり、ア

クセス可能範囲は、2の28乗×512（セクタサイズ）＝

128Gバイト（ハードディスク業界では1Kを1024ではな

く、1000で計算することが多いので、137Gバイトの制限

とも呼ばれる）。僕自身、少し前までLBAのパラメータは、

32ビット長だと思っていたが、実はATA規格では28ビッ

ト長。容量100Gバイトのディスクドライブがすでに製品

化されているというのに、かなりヤバイ状況。近々に

ATAでLBAのパラメータを拡張した規格が策定される模

様（聞くところによると48ビット？程度にするとか）。
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これらは、ハードディスク自体のコマンドインターフェ

イスの問題で、実際にユーザーが直接制限にぶち当たるの

は、コマンドを発行するフロント部分、BIOSルーチンと

デバイスドライバルーチンということになる。

CHSアクセスモードの8Gバイトの制限は、ブート制限

としてよく知られているので、BIOSルーチンはCHSアク

セスモード、OSのネイティブデバイスドライバルーチン

はLBAモード、と思っているユーザーも少なくないと思

うが、これは間違い。BIOSとデバイスドライバに関係な

く、CHSアクセスとLBAモードのどちらかを選択して利

用することができる。よく勘違いされているのは、デバイ

スドライバのLBAモードへの対応は迅速だったにも関わ

らず、BIOSルーチンを利用するブートコードの対応が後

回しにされたためだ。だから、1024シリンダの問題が根強

く残されてしまっているのだ。

さて、先ほどのCHSアクセスモードでは、シリンダの

パラメータ制限は16383なのに、パーティションを構成す

る際には、1024シリンダの問題と呼ぶ。これはどうしてだ

ろう。

実は、ディスクドライブのCHSアクセスモードのコマン

ドパラメータと、BIOSルーチンに対して行うCHSアクセ

スモードのコマンドパラメータは、歴史的な経緯から異な

ってしまっているのだ。

本来のCHSアクセスモードのパラメータ制限は、先ほ

ど説明したとおりなんだけど、BIOSルーチンでは、パー

ティションテーブルの構成情報との整合性もあって、63セ

クタ、255ヘッド、1024シリンダというパラメータ制限に

なっている。BIOSルーチンでは、これを本来のCHSアク

セスモードのパラメータに変換してコマンドを発行してい

るというわけだ。

ディスクアクセスにLBAモードを利用することで、下

らないブート制限もディスクが128Gバイトを超えるまで

は気にしなくて済むようになる。古いOSはともかく、現

状のOSでデバイスドライバがLBAモードに対応していな

いものはないので、ここではブートシーケンスにだけ注目

したいと思う。

ここでいうブートシーケンスは、マシンに電源を投入し

てからOSのコアコンポーネントがロードされ、実行処理

がそちらに移管されるまでの処理のこととする。OSに実

行処理が移されれば、ディスクアクセスもネイティブなデ

バイスドライバ経由なので特に問題はない。

PCの場合、ブートシーケンスはすべて16ビットのリア

ルモードで行われ、ディスクアクセスにBIOSルーチンを

利用することがほとんどだ。ブートコードに専用デバイス

ドライバを使用しているケースは希である。

BIOSルーチンにLBAモードを利用するディスクアクセ

スファンクション（Int13エクステンション）が追加され

始めたのは、5年近くも前のことなので、現在使用されて

いるPCのほとんどが対応しているといっても問題はない

と思う。ただ、今でもLinuxはi386やi486でも実用的に

使えることがウリという面もあるので、古いBIOSの場合

は少し注意したほうがいいだろう。

Linuxでのブートコードの役割は、通常、目的の圧縮カ

ーネルファイルをメモリにロードして実行することだ。

Linuxには、いろいろなカーネルローダプログラム（ブー

トコード）が存在するが、僕はLILOとSYSLINUX以外

は触ったことがないし、特に市販のOSローダプログラム

を使いたいと思ったこともなく、またその必要性もなかっ

たので、それらのLBAモードへの対応状況がどうなって

いるかはよくわからない。調べてみようかとも思ったのだ

が、今回はあきらめた。というわけで今回はLILOのみ取

り上げることにする（でもまぁ、Linuxユーザーの多くは、

LILOを利用しているだろうから問題はないよね、きっと）。

■LILO

LILOの場合、2段階のブートコードに分かれていて、

まず最初のブートコードでは、次のブートコードと必要な

ファイルの在りかを記録したマップファイルをロードして

実行する処理を行う。次のブートコードは、ブートローダ

本体で、設定された情報に基づき、カーネルなどを選択す

る機能をユーザーに提供するとともに、最終的にそのカー

ネルをロードして実行する処理を行う。これらすべての段

階で、ブートコードは、ファイルシステムを経由せず、そ

の存在をいっさい意識しない。つまり、セカンドブートコ

ード、マップファイル、カーネルなどのファイルは、ディ

スクのジオメトリ情報として扱われるようになっている。

すなわち、ここで、CHSアクセスモードであれば、その3

種のパラメータ情報、LBAモードでは論理セクタ番号で

の指定ということになる。

LILOでは、最初のブートコードをMBRに導入するか、
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パーティションブートセクタに導入するか選択できるが、

これによって上記の処理が変わるわけではない。MBRに

導入した場合は、システムによって最初にロードされるの

がLILOのブートコードになる。パーティションブートセ

クタでは、標準のMBRブートコードでパーティションテ

ーブルの解析が行われ、ブートフラグのついたパーティシ

ョンのブートセクタが読み出され実行されることになる。

ブートフラグのついたパーティションのブートセクタに

LILOの最初のブートコードが導入されていれば、上記の

作業が継続され、そうでなければ別のブートコードが処理

を行うことになる。よくLILOをMBRに導入する際には気

をつけろと言われるが、僕はむしろパーティションブート

セクタに導入するほうが、面倒が増えて嫌だなと常々思う

んだけど…。でも、実際問題として、LILOがLBAに対応

したのはつい最近のことで、Windows 9xのLBAモード

で管理されているディスク（パーティションテーブル）の

MBRにLILOを導入するのは、トラブルの原因であった。

■Windows系ブートコード

DOS／Windows系OSの場合のブートコードは、基本

的に共通の処理を行う。MBRのブートコードでパーティ

ションテーブルを解析して、ブートフラグのついたパーテ

ィションのブートセクタをロードし実行する。次にパーテ

ィションブートコードによって、Windows 9xの場合は

IO.SYS、Windows 2000の場合はNTLDRをロードし実

行するのである。特にNTLDRは、自身に専用のデバイス

ドライバを含んでいるので、この時点でBIOS経由のディ

スクアクセスではなくなる。

では、現状これらのブートコードがどこまでLBAモー

ド対応になっているかというと、Windows 95 OSR2以

降、Windows 2000は標準でサポート、LILOは2000年3

月にリリースされたバージョン21-3以降でのサポートとな

っている。逆に言うと、Windows NTやLILO 21では対

応していないということだ。これらを利用する場合は、残

念ながら昔のように1024シリンダのことを引きずり続けな

ければならないということである（ご愁傷様）。

Windows NTと Windows 9xを同 居させる場 合、

Windows NTだけでなく、Windows 9xのインストール

パーティションも8Gバイト以内に作成しなければならな

かったが、これはすべてWindows NTのブートコードが

LBAに対応していなかったことに起因する。一方に問題

がなくても、主となるブートコードに問題があるとダメと

いうトホホな一例だ。

LILOの場合も同様にLBAモードに対応するまでは、通

常/boot以下のカーネル／ブートファイル群を8Gバイト以

下に配置する必要があった。

しかし、これらのブートコードがLBAモードに対応し

たことで、少なくともブート制限は緩和され、パーティシ

ョン設計の自由度も増したわけだ。

なお、LILOの場合、明示的にLBAモードで処理を行う

ことを指定しなければならないので注意したい。LILOの

最新バージョンはftp://brun.dyndns.org/pub/linux/lilo

などで入手可能。9月上旬時点の最新バージョンは21.5.1。

INT13というのは、ディスク操作のBIOSコールファンク

ションで、ブートコードではこれを利用してディスクにアク

セスしている。基本的にはCHSアクセスモードでのパラメ

ータ指定なのだが、LBAモードをサポートするために拡張

され、それらはINT13エクステンションと呼ばれている。

たとえば、ハードディスクの先頭セクタを読み出すには

次のようなコードが実行されている。

・CHSアクセスモード

MOV  DL,80 ＃ドライブ番号

MOV  DH,00 ＃ヘッド番号

MOV  CH,00 ＃シリンダ番号

MOV  CL,01 ＃セクタ番号

MOV  BX,1000 ＃ES:BX／データバッファ

MOV  AL,01 ＃セクタ数

MOV  AH,02 ＃セクタリードファンクション

INT  13

・LBAモード

MOV  DL,80 ＃ドライブ番号

MOV  SI,?? ＃DS:SI／ディスクアドレスパケット

MOV  AH,42 ＃拡張リードファンクション

INT  13

ディスクアドレスパケット（開始ブロック番号／データバッファ／

ブロック数）

00h BYTE 10h (size of packet)

01h BYTE reserved (0)

02h WORD number of blocks to transfer

04h DWORD -> transfer buffer

08h QWORD starting absolute block number
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LBAモードを使用したLILOを導入するには、設定ファ

イルにlba32オプションを指定するだけでよい。もちろん

LBAモードに対応したバージョンであることが必須条件だ

が、これ以外に特別なことは必要ない。このオプションに

より、インストーラであるliloコマンドを実行した際に、

カーネルファイルなどのジオメトリ計算がLBAベースで行

われ、その形式でマップファイルに記録されるようになる。

例：LBAを指定したlilo.conf

boot=/dev/hda

lba32 ＃この指定を行うだけ

root=/dev/hda5

image=/boot/vmlinuz

label = linux

image=/boot/vmlinuz-2.4.0-test7

label=old

other=/dev/hda1

table=/dev/hda

label=win

僕は、基本的にひとつのマシンに複数のOSをインスト

ールしない。だから、特定のOSローダに特別な思い入れ

があるということもない。なすがままというか、標準とし

て導入されるものをそのまま利用することが多い。

でも、テストなどでどうしてもインストールしなければ

ならない場合は、中心にLILOを据え、MBRに導入して

利用するか、Linuxはフロッピーブートで、というスタン

スを取っている。一応、ある程度長い期間利用するのであ

れば、Linuxと Windows 2000と Windows 98の場合、

LILOでLinuxカーネルとWindows系のパーティションブ

ートセクタとの選択を行い、さらにWindows 2000のOS

ローダでWindows 98を選択するという、もっともオーソ

ドックスなスタイルをとる。

ではなぜLBAにこだわるのか。

理由は3つある。パーティションを設計する際、ブート

制限やパーティションサイズを気にしたくないことと、複

数のOSを同居させる場合にパーティションテーブルの解

析でトラブルを引き起こさないため、そして/bootなどの

アクセス頻度が低いパーティションをディスクの後尾に配

置するためだ。

OSだけでなく、そのブートコードにも注意していない

と、LILOから8Gバイトを超える位置にインストールして

いたWindows 9xのパーティションブートセクタを読み出

すことができない、なんてことになってしまう。こんな事

態には、陥りたくないものだ。

また各パーティショニングツールによって、パーティシ

ョンの構成方法が微妙に異なる点にも注意したい。大容量

ディスクでもCHSをベースにパーティションサイズをアラ

イメントする場合（シリンダ単位で調整する）と、LBA

ベースでより細かな単位でアライメントを行う場合がある

のだ。Linuxのfdiskコマンドなどのデフォルトはシリン

ダベース、一方Windows 9xのFDISKコマンドは1Mバ

イト単位だったりするので、これらを適当に織り交ぜなが

らパーティション作成を行うと、重複する部分が生じる可

能性があるのだ。

でもさぁ、いい加減、ブートコードがLBAモードに対

応しているかどうかなんて気にしなくてもいい時期に来て

いると思うんだけど。なぜCHSが蔓延しているんだ？

僕は、Linuxで大容量ディスクを扱うにあたり、かなり

憂鬱な思いを抱いている。それは標準ファイルシステム

Ext2があまりにも脆弱だからだ。もちろん個人的な意見

なんだけど、大きなサイズのパーティションを管理するの

に、ジャーナルログの実装されていないファイルシステム

は使いたくないし、Ext2は構造的に見ても大量のファイ

ルや大きなファイルの扱いが得意であるとは到底思えな

い。十分実用であることは認めるが、今となっては古臭い

仕様のファイルシステムでしかない。これで100Gバイト

のディスクを管理するなんて、僕はやりたくないなぁ。

Linuxのファイルシステムといえば、xfsは何している

かよくわからないし、Ext3もよくわからない。現状だと

Reiserファイルシステムが目に見える形で実装されてい

て、利用することができるが、僕の中では、まだテスト段

階を脱していない。困ったものである。

まぁ僕の環境がテスト環境で、本来のLinuxの安定性と

は関係なく、よくシステムを落としてしまっているからな

んだけど、ファイルシステムがひ弱なのは、早急にどうに

かしたいと思っている。Reiserファイルシステムを実運用

環境にしちゃおうかなぁ。でも…なぁ。
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root
【るーと】
（1）えらいひと。または、

えらいことになっているひ

と。標準語でいえば「疲れ

ているひと」。

（2）Linuxで、システム管理

のための特別な権限を持っ

たユーザーアカウント。も

ともと英語の「豚などが鼻

で地面をひっかき回して探

す」（研究社新英和中辞典第 6版）という意味の単語から。

むかしのシステム管理者には「ホームページって言い方はお

かしいでしょう」「Message-IDがへんですね」など、人の細

かいミスをいちいち粗探ししてはほじくり返しイヤミをぐち

ぐち言うタイプが多かったため、下々の一般ユーザーがやっ

かんで「またあいつが豚みたいに rootってるぜ」などと陰口

をたたくうち、いつのまにかそれが管理者自体を指す呼称と

なったらしい。でも、彼らも最初からあんな人間だったはず

はない。きっと何かつらい体験（残業とか徹夜とか）をし

て、他人を信じられなくなっているだけだと思うの。自分を

守るためにほかの人を攻撃せずにはいられないのね。かわい

そうに……。もう安心していいのよ。おねえさんが、や・

さ・し・く癒してあげる。

……そんな出会いも期待できる、疲れた rootの憩いのダイヤ

ル「ラブラブ★ツーショット」。今すぐアクセス！　（※こ

の番組は情報料として1分あたり80円かかります）

──の仕事：企業現場で共用 Linux box管理を担当する root

の、とある一日の業務のようす。

12:00 起床。自宅のLinux boxで、昨日寝る前にmakeをか

けておいたモジュールが、うまくコンパイルできて

いないのを発見。頭に来てソースのチェックをはじ

めつつ、会社にはメールで「2時間後に出社します」

と連絡。

15:00 職場に到着。ネットワークとサーバの状況をチェッ

ク。共用マシンで動かしているSETI@homeの進捗

が遅いと思ったら、誰かがやたら負荷のかかるプロ

セスを動かしている。ゆるせん。reniceの刑だ。

15:30 モジュールのデバッグをしながら、メールボックス

を確認。経理部から新規アカウント作成の依頼メー

ルあり。すぐに対応しようかと思ったが、Subjectの

MIMEエンコードがRFC違反だったので無視する。

下々の者もRFCくらい読んでからメールを送るべき

なのだ。これは愛のムチだ。自分の潔い行いに爽や

かさを感じる今日このごろ。

18:00 make中に、ひまつぶしでサーバのファイルをチェッ

クしていると、とあるユーザーがファイルのパーミシ

ョンを666にしているのを発見。まったく困ったもの

だ。最近のユーザーはセキュリティ意識が欠けてい

る。600にchmodする。

20:00 モジュールのデバッグ完了。開発者にメールでフィ

ードバックを済ませる、心が達成感で満たされるの

を感じる。これでうちのビデオキャプチャカードで
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「愛をください」を録画できるのだ……。今日は自

分にごほうび。西新宿でUltraDMA/100 80Gバイト

のハードディスクを買っていこう。と、早々に退社。

22:30 新品のハードディスクをつなげたら、負荷がかかる

とシステムがフリーズを起こすようになってしまっ

た。「しかたないなあ」とつぶやきながらも嬉々とし

てソースのチェックをはじめる。そのうちに気絶

（※翌日もこの日と同じ行動パターンをたどる）。

※編注：そんなやつ、いないってばよ。

スーパーユーザー
すーぱーゆーざー

（1）主に中年以上の家庭に入

った女性で構成される人種。

ふだんは惰眠をむさぼってパ

ワーをためているが、いざと

いうときには驚異的な破壊力

と厚顔無恥さを見せるのが特

徴。毎朝、新聞に入っている

チラシのチェックは欠かさ

ず、半径 25km以内のバーゲ

ン情報は完璧に把握している。この行動力と情報リテラシ

はLinuxユーザーも見習いたい。行きつけの店によって“ス

ーパーライフユーザー”“スーパー丸正ユーザー”などに細

分類される。この細分類によると、ユーザーの分布には激し

い偏りがあることがわかっている。たとえば、“スーパース

パーユーザー”が多い地域もあれば、“スーパーマルエツユ

ーザー”の多い地域もある。

（2）rootなど、管理権限をもつユーザー一般。あのスーパー

マンを例に出すまでもなく、“スーパー”がつく名をもつと

なにかと期待されてしまうが、大自然と運命の前には誰し

も無力。スーパーマンもクリプトナイトにはかなわなかった

ではないか。人たるもの、大きな流れの中ではしょせん身を

ゆだねるしかないのだ。諦観を知れ。などといういいわけ

を、サーバクラッシュでデータがロストしたときにユーザー

に向かって力説すると、かなり高い確率で殴られる。

（3）日本向けにローカライズしたディストリビューションで

は「ウルトラユーザー」と改名したほうが親しみやすいとい

う主張も見受けられるが、3分間しか働かなかったり意味も

なく巨大化して周辺地域に甚大な被害を与える可能性があ

るので却下された。日本のスーパーユーザーには横方向へ巨

大化した人物が多いのは、この議論が尾を引いているため

だとされている。

【すどー】
須藤さん。雨の戎

えびす

橋で泣きじゃくりながら走り去ってい

った彼女。どうしているのかなあ。今なら2人でやりなおせ

るような気がする。連絡待ってます。

su
【す】
（1）CH3COOHの3～5％の水溶

液。原料は融点 16.6℃、沸点

1 1 7 . 8 ℃。室温での密度は

1.049g／ cm3。「4類・引火性」

に該当する。刺激臭がするので

使用の際は保護手袋、眼鏡着用

のこと。保存の際は密栓を忘れ

ずに。新鮮な鶏卵、サラダオイ

ルをまぜ、激しく攪拌するとおいしいマヨネーズになる。

（2）Linuxで、ログイン中のユーザーが一時的に別のユーザ

ーになりすますためのコマンド。rootになるときにも利用す

る。たぶん、酢を飲むとカラダが別人のように柔らかくなる

ところから、このようなコマンド名がつけられたのだと思わ

れる。なお“showu”というコマンドはない。

wheel
【ほいーる】
一部UNIXにビルトインされている、特別なユーザーグル

ープ。このグループに所属するユーザーだけが suで rootに

なれるしくみになっている。英語で言う「車のハンドル」が

転じて（ハンドルを握ってものごとを操るような）大立て

者・黒幕を指すところから来ている用語だが、ハンドルを預

けているのだと考えるとゾッとするようなwheelユーザーが

身の回りに多すぎるので、この由来は忘れたほうがよい。

wheelによる制限を利用すると、/etc/groupを見るだけで

誰が rootのパスワードを知っているか、共用マシンが不調で

イライラしているとき誰に向けてストレスを発散すればいい

かなどがすぐにわかってしまうため、特にスーパーユーザー

の労働負荷軽減の立場からはきわめて具合が悪い。そのた

め、wheelによる制限を採用していないシステムも多い。た

だしGNU suがwheelに対応していないのは、ストールマン

導師の、MITでwheelに入れてもらえず仲間はずれにされた

トラウマがまだ癒えていないため。GNUではセラピストか

らの労働ドネーションを期待している。
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特にマニアでなくとも、PCを複数台所有しているユーザーは結構多い。昨今のようにネ

ットワーク機器の価格がリーズナブルなものになってくると、持っている複数のPCをLAN

接続したくもなる。Linuxオンリーという場合を除いて、ファイルやプリンタを異種OS間で

ネットワーク共有したいというニーズも出てくるだろう。

本書はそういったニーズに応えるものだ。取り上げるOSは、Windows（98/NT/2000）、

Mac OS、そしてLinux。掘り下げるといくらでも難しくできそうなテーマだが、あくまでベ

ーシックな部分に絞っており、Samba/Netatalk/PC MACLANを使った混在ネットワーク環境

作りの基礎的なノウハウを身に付けられるようになっている。ネットワークの基礎と各OS

でのネットワーク設定についても解説されているので、ネットワーク構築が初めてという読

者でもひと通りの設定ができるはずだ。

B ooks
野田祐己＆アンカープロ著

秀和システム

B5判／340ページ 本体価格 2100円

図解標準 実践PC接続 異種OSネットワーク構築ハンドブック

Linux関連の情報をインターネット上で検索していると、メーリングリストをアーカイブ

したサイトなどで「検索にはNamazuを使っています」と記述されていることがある。

Namazuは日本語に対応したオープンソースの全文検索エンジンで、ローカルマシン上での

検索ならtkNamazuというツールのみでOKだが、Webベースの検索を行うためにはCGIなど

と組み合わせた「仕掛け」が必要となる。本書が扱うのはこの仕掛けの部分。

Namazu＋CGIによる検索サイトのほかに、やはりオープンソースのPostgreSQL（データ

ベース）とPHP（スクリプト言語）を使ったWebベースのデータベース操作についても解説

している。タイトルにあるようにオープンソースソフトウェアだけを使って、検索／データ

ベースWebを作ってしまおうというのがメインテーマだ。付録CD-ROMには、上記に加えて

Apache、MHonArcなど本書に登場するソフトウェアとサンプルスクリプトが収録されている。

西村めぐみ著

ソシム

B5変形判／396ページ／CD-ROM1枚付き 本体価格 2600円

オープンソースソフトウェアによる 全文検索・データベースWebの作り方

このコーナーでもセキュリティ関連の書籍を毎月のように紹介しているし、大型書店の

売り場に行っても、ずらりと「セキュリティ本」が並んでいる。それだけネットワークセ

キュリティへの関心が高まっているわけで、裏を返すとそれだけ何らかの問題が（犯罪も

含めて）ネットワーク上で起こっているのだろう。にもかかわらず、無関心な人はやはり

いるようで、本書で紹介されている「CATV経由でインターネット接続したら、よその家の

共有ディレクトリが丸見えだった」というエピソードに似た話は、いまだに結構耳にする。

CATVやNTTのフレッツ・ISDNなどの常時接続サービスが普及すれば、このような無防

備な人々がますます増えると思われる。本誌読者にはそうした事態はぜひとも避けてほし

い。Linuxの利点を生かして、信頼性の高いセキュリティの実現を目指そう。本書は、そ

のためのガイドラインとして好適な1冊だ。

すずきひろのぶ著

インプレス

A5判／224ページ 本体価格 1700円

実践Linuxセキュリティー
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Windowsユーザーのための
Linuxシステム管理ガイド

タイトルそのまま、まるごと1冊viの解説書である。入門編である第1章を読めばviの

操作をひと通り身に付けられる。第2章で紹介されているTipsと第3章の応用技をマスタ

ーすれば、あなたも立派な「vi使い」だ。第4章ではviクローンであるvim、第5章では日

本語環境の設定を取り上げている。特に第4章で紹介されているvimの非vi互換モードで

の拡張機能が興味深い。ふだんはviのふりをしているvimだが、実はGUIモード（カッ

ト＆ペーストにも対応）やマルチウィンドウ処理といった機能も隠し持っているのだ。

UNIXの標準エディタとしておなじみのviだが、最近では入門書の一部を割いて解説され

ている程度で、専門の解説書にはあまりお目にかからなくなった。しかしながら、以前本

誌で連載していた「viはじめました」がご好評をいただいたように、viの知識を必要とし

ているLinuxユーザーは少なからず存在するのだろうと思う。そういう方にお勧めしたい。

金光雅夫著

アスキー

A5判／152ページ 本体価格 1500円

vi

B o o k s

株式会社リーディング・
エッジ 著
株式会社プロトスター監修

リックテレコム

B5変形判／468ページ

本体価格3300円

PHPプログラミング入門

レオン・アトキンソン著
玉川竜司訳

ピアソン・エデュケ
ーション

B5変形判／530ページ

本体価格4700円

Apache拡張ガイド 上・下

Lincoln Stein、Doug
MacEachern 著
田辺茂也 監訳
田和 勝 訳

オライリー・ジャパン

B5変形判／552＆312ページ

本体価格4800円／3200円

一晩で学ぶSGL

Ben Forta 著
篠原 慶 訳

インプレス

B5変形判／242ページ

本体価格1900円
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某取締役に「なんか疲れた顔してるな。

ドリンク剤を買ってきてやる」と言われ、

しばらくすると本当にドリンク剤が届きま

した。そんなにやつれて見えたのでしょう

か。ちょっとショック。

10月号特集1へのお便り
/etcの解説を……と思っていたら、

思いは通じました。これからもいろい

ろと念じてみますのでよろしくお願い

します（笑）。

P.S. patchの解説をお願いします。

内部動作まで踏み込んだものを。

（秋田県　小松弘尚さん）

UNIXのシステムによって意外と違っ

ている/etcの特集にひかれて購入しま

した。Solaris、IRIX、BSD、Linux

等々コマンドラインでシステム管理を

覚えた者としては、GUIで設定できて

もファイルを見ないと安心できません

（もう昔の人なのでしょうか？）。

（神奈川県　菅 達樹さん）

/etc以下の解説特集、よかったです。

次は/proc以下の解説をお願い致したく

御座候。

（千葉県　山田兼嗣さん）

この特集の企画は昨年のうちにできあが

っていたのですが、諸般の事情によりなか

なか実現できなかったものです。この特集

にはたくさんのおハガキをいただき、多く

の方のお役に立てたと担当者一同大喜びを

しています。

/proc、/bin、/libダンジョンについて

もリクエストをいただいていますし、今後

もLinuxの謎に迫る記事をお届けしていき

ます。

カーネル2.4リリース間近
カーネル2.4＋XFree86 4.0を採用し

たCaldera Linuxテクノロジープレビ

ューの動作が軽いので、正式リリース

されるのが楽しみ！！

（大阪府　川合博さん）

カーネル2.4が話題ですが、個人使

用＆小規模LAN程度なら、現在の

2.2.16＋USB＋ACPIで十分と思いま

す。機能拡張の結果、不安定になった

のではどうしようもないですから。

（滋賀県　池田浩樹さん）

カーネル2.4のリリースももうすぐです

ね。USBなどのデバイスサポートのほか、

ネットワーク周りなどもコードがリファイ

ンされているようです。

正式版が発表され、細かいバグがつぶさ

れていけば、2.4が主流になるのは当然で

すが、それまでは池田さんのおっしゃると

おり2.2系カーネルを継続使用するのも賢

い選択といえるでしょう。

ラジオはLinuxでデジタル録音
「ラジオ自動録音システム」は大変

参考になった。私も語学講座をタイマ

ーでカセットテープにほぼ毎日録音し

ている。増え続けるテープの数に頭を

悩ませていた。さっそく取り入れたい。

おっと、その前にALSAで音を鳴らさ

なければ……。

（千葉県　hidさん）

「ラジオ自動録音システム」はよく

ぞやったという感じ。ここまでやれば

十分でしょう。このシステムを組む過

程でLinuxも覚えられて一石二鳥。す

ばらしい。

次は「テレビ自動録画システム」だ

ね。楽しみにしてます！

（東京都　石川信幸さん）

今回の「ラジオ自動録音システム」

は参考になりました。サウンドって、

スピーカーを通して音楽を聴くだけだ

と思っていたのに、ラジオの録音、特

に英会話レッスンを記録して、管理し

ながら使っていこうとするのは、パソ

コンもこんな使い方があるのだと再認

識した次第です。

（千葉県　宮本邦彦さん）

自動運転はUNIX系OSの得意とすると

ころですね。とはいえ、担当もこのシステ

ムには驚きました。編集長がテレビの自動
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録画システムを欲しがっていますので、完

成の暁には記事をお届けできる……できま

すよね？＞編集長

クラスタで分散
コンピューティング

10月号から始まった「2台から始め

るLinuxクラスタ」を楽しく読みまし

た。続きに期待します。

（愛知県　國枝信吾さん）

現在、最も手軽にクラスタを組めるOS

はLinuxでしょう。大学や研究機関でも

Linuxによるクラスタシステムを導入しよ

うという気運が高まっているようです。今

後さらに注目される分野ですね。

リンゴのVineをお届けします
え～、毎回同じことを書いてしまっ

てなんですが、MkLinuxのCD-ROMを

付録に付けてください。できたら、特

集も組んでください。こんなお願いを

するのは私くらいで、ごく少数だとは

思いますが、その少数にも愛の手をさ

しのべてください。

（長野県　松村岳さん）

近々、Mac版のVine Linuxをインス

トールしようと思っているのですが、

PPC版ディストリビューションの記事

が少ないので増やしてほしいと思って

います。

特に、PPC独特のソフトに関する記

述がほしいと思っています。

（東京都　安部泉典さん）

Macintoshオーナーのみなさん、お待

たせしました。今月はVine Linux 2.0

for PowerMacをお届けします。

MkLinuxはPowerMacで動作するマイ

クロカーネル版Linuxディストリビューシ

ョンです。現在ではLinuxPPC系のモノリ

シックカーネルが主流になりつつあるので、

MkLinuxをお届けするのは難しいかもしれ

ません。

知らないところで海外進出
シンガポールでもLinux magazineを

売っていました。

（神奈川県　西川賢一さん）

わお！　海外でも売っているんですね。

編集部も知らなかった秘密情報をありがと

うございます。実は、韓国では提携雑誌が

出版されています。名前も同じLinux

magazineで、弊誌の記事も一部翻訳され

て掲載されています。

Linuxでさめがめ、ゴルゴ
父がインストールしたTurboLinux

Workstation 6.0の“さめがめ”で遊ん

でみました。

BSDのフリーソフトをLinuxにイン

ストールする方法を詳しく教えてくだ

さい。たとえば、“ゴルゴの目玉”。

（大阪府　津田桃子さん）

さめがめは大変危険なゲームです。習慣

性が極めて強いため、仕事をそっちのけに

してハマるのです。担当は重度の中毒患者

を数名見てきましたが、社会復帰も危ぶま

れるほどの入れ込みようでした。お気をつ

けください。

“ゴルゴの目玉”とは、xgolgoのことで

すね。マウスポインタを追いかけるアクセサ

リxeyesはみなさんもよくご存じでしょう。

xgolgoは、ゴルゴ某の目がマウスポインタ

を追いかけるものです。ペンギン活用委員

会（http://www.pcunix.org/linux_soft/）

で検索するとLinux用のものがあるようで

す。有名なソフトウェアはほとんどLinuxで

も動作しますので、ソフトウェアアーカイブ

サイトで探してみましょう。

余談ですが、2000年1月号の42ペー

ジにあるデスクトップ画面でxgolgoを見

ることができます。担当がこっそりと入れ

ておきました。1月号をお持ちの方はご覧

ください。

他誌読者欄で発見されて
毎度！　“やっぱホゲホゲ遠藤”で

す。とうとうチクリがあったか、うー

ん。他社の雑誌を読んで何が悪い！

他誌を数冊読み比べて初めて、リナマ

ガの良さがわかるというものです（ほ

とんど逆ギレで開き直り状態です）。

今、これを読んでいるあなた、もし

かしてあなたにも身に覚えがありませ

んか？　あるでしょうー、ねっ？　も

ういいわけはしません。素直に認めよ

うではないか。

御代官様、申しわけございません。

ぜひお慈悲をおかけくださいませー。

ねっ、福島の香西さん、一緒に謝ろう

（僕らの謝罪がないと、編集部は怒っ

てこのハガキを捨てるかもしらん…

…）。

（山形県　やっぱホゲホゲ遠藤さん）

(^^;;;;; 謝っていただく必要なんても

ちろんありません。ハガキを捨てるなんて

バチあたりなことは絶対にしません。みな

さんに選んでいただけるLinux magazine

となるべく、さらに誌面を充実させてまい

りますので、今後ともよろしくお願いいた

します。

担当はいつかこのコーナーをカラーペー

ジに昇格させたいという野望を抱いている

のですが、政治力不足ゆえなかなか達成で

きそうにありません。
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TurboLinux Workstation日本語版6.0
（FTP0915版）のインストール

付録CD-ROMに収録した

本誌付録CD-ROM収録のTurboLinux Workstation 日本語版6.0はFTP版です。非

商用ソフトだけが含まれています。また、製品版を販売しているターボリナック

スジャパン株式会社からサポートを受けることはできません。

1
2

インストーラの起動
CD-ROMブートができないマシンにLinuxをインストールする場合は、Windows

マシンにCD-ROMと空のフロッピーディスクをセットして、エクスプローラでCD-
ROMの中にある「DOSUTILS」フォルダを開き、「BOOT.BAT」をダブルクリック
してインストーラ起動用のフロッピーディスクを作成します（画面奥）。
作成したフロッピーやCD-ROMをセットしマシンを再起動してインストーラを起動

します。「boot:」プロンプトが表示されたら[Enter]を押します（画面手前）。

キーボードタイプの選択
使用するキーボードを選択します。デフォルトで「jp106」が選択されているので、

日本語キーボードを使用するユーザーは「OK」を押して次へ進みます。
次はPCMCIAの設定です。デスクトップマシンを使用するユーザーは「いいえ」を、

ノートPCのユーザーは「はい」を選択します。

3
インストールメディアの選択

ここでは付録CD-ROMを使ってインストールするので、「CD-ROMドライブ」を
選択して「OK」を押します。次の場面（画面奥）では「OK」を押します。
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4
5
6
7

ネットワークの設定
家庭内ネットワーク環境にLinuxマシンを参加させると想定します。家庭内でISDN

ルータやほかのサーバマシンでDHCPサーバを稼動させている場合は、「DHCPで設
定する」を選択します。DHCPサーバがない環境でLinuxを使う場合は、以下のよう
なネットワークアドレスを入力するとよいでしょう。

IPアドレス 192.168.1.1～192.168.1.254
ネットマスク 255.255.255.0
ゲートウェイ（IP） 家庭内サーバマシンのIPアドレス
DNSネームサーバ プロバイダのDNSサーバのIPアドレス

ここでは「DHCPで設定する」を選択します。

パーティションの作成
マシンをLinux専用に使う場合は、Linux用のパーティションを自動作成してくれ

る「オートパーティショニングモード（without Software RAID）」を選択するとよ
いでしょう。なお、このモードを選択すると、ハードディスク内の既存データはすべて
消去され、ブートローダLILOが自動でMBRにインストールされます。LILOのインス
トール先を手動で選択する場合、1台のマシンにLinuxとWindowsなど複数のOSを
共存させる場合は「マニュアルモード」を選択して、手動でパーティションを作成し
ます。
「オートパーティショニングモード（Software RAID）」はRAIDの意味がわかる

ユーザーのみ選択してください。

インストールタイプの選択
まずインストールタイプを選択します。インストールしたいパッケージ、そうでない

パッケージを決めているときは「パッケージ選択」を、ある程度おまかせでパッケージ
をインストールするときは「ワークステーション」か「開発ワークステーション」を選
択します。gccなどのコンパイラを使う場合は後者を選択するとよいでしょう。「パッ
ケージリスト」は、ユーザーがあらかじめインストールするパッケージリストを作成し
ている場合に選択します。いずれかのインストールタイプを選択して「インストール」
を押すと、パッケージのインストールが始まります。

カーネルタイプの選択
パッケージのインストールが終わると、次はカーネルタイプを選択します。使用す

るマシンに搭載されているCPUが1個の場合は「kernel」を、2個以上の場合は
「kernel-smp」を選択します。

次にLinuxがハードディスクから起動できなくなったときにそなえて、ブートディス
クを作成します。「はい」を押してフロッピーディスクの作成を始めましょう。
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9
10

追加インストールディスクの有無
本誌にはコンパニオンCDなどが付属しないので、「いいえ」を選択して次へ進みま

す。次の場面では「OK」を押します。

8
タイムゾーンとパスワードの設定
時間帯（タイムゾーン）を設定します。Linuxを日本で使う場合はデフォルトのま

ま「Japan」を選択します。また1台のマシンでWindowsと共存させる場合は、画
面のように「グリニッジ標準時に設定」のチェックをはずして「OK」を押します。
次にLinux管理者用のパスワードを設定します。「パスワード」、「パスワード（確

認）」の欄に同じパスワードを入力して「OK」を押します。ここで設定するLinux管
理者のログイン名は「root」です。パスワードの設定が終わると、いったんマシンが
再起動されます。

Xとコンソールで使用するキーボードの設定
Linuxで日本語キーボードを使う場合、ここから続く3つの場面で、

「コンソールキーボード設定」で「jp106」
「キーボードモデル設定」で「日本語 106-key」
「キーボード配置の設定」で「日本語」

をそれぞれ選択します。

11
マウスの設定
2ボタンのPS/2マウスを使う場合は、「マウス設定」で「一般的なPS/2マウス」

を選択して「3ボタンのエミュレーション」をチェックします。
次の「マウスボタン」では「ボタン2つ」をチェックして「OK」を押します。マウ

スの設定は、ユーザーの環境に合わせて行ってください。
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12
13
14
15

ビデオカードの自動認識
「はい」を押してビデオカードを自動認識させます。自動認識がうまくいかない場

合は、リストの中からビデオカードを選択します。ここではビデオカードが自動認識
されたとして解説します。
次の「検出データ」では「検出値で設定」を押して次へ進みます。

モニタの設定
使用するモニタのメーカーをリスト（画面手前）の中から選択します。使用するモ

ニタがリスト（画面奥）の中に含まれていない場合は、モニタのマニュアルを参考に
して周波数帯などを設定します。以後、使用するモニタがリストに含まれているとし
て解説します。

色数と解像度の選択
色数を設定します。Xを使う際に色数の数値が大きいほど綺麗に表示されますが、

選べる解像度が低くなる可能性があります。「16bpp」（65536色）でもカラー表示
に問題はないでしょう。色数を選択したら、「OK」を押して次へ進みます。
次にスペースキーで使用する解像度をチェックします。ここで複数の解像度を選択

した場合、Xの使用中に、[CTRL]+[ALT]+[+]や[CTRL]+[ALT]+[-]で解像度を変
更できます。

デフォルト解像度の選択
「画面サイズの設定」で複数の解像度を選択した場合は、デフォルトで使用する解

像度を選択します。
次にフォントの解像度を選択します。800×600以上の解像度を使用する場合は

「100DPI」を選択します。
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17
18

ログイン方法の選択
まずログイン方法を選択します。グラフィカルな画面でLinuxにログインする場合は

「グラフィカルログイン」を、テキスト画面でログインする場合は「テキストログイン」
を選択します。

16
Xの表示テスト
ここまで行ったXの設定をテストします。「続ける」を押して表示をテストします。

Xの表示に失敗した場合は、「テスト結果」で「いいえ」を選択して、Xをはじめから
設定し直します。Xがうまく表示された場合は、「Quit」をマウスでクリックしてテス
トを終了し、「テスト結果」で「はい」を選択します。

ウィンドウマネージャの選択
ユーザーの好みにあわせてウィンドウマネージャを選択します。どれを選択してよい

かわからないユーザーは、TurboLinuxのデフォルトウィンドウマネージャである
「GNOME」を選択するとよいでしょう。

インストール後でも、turbowmcfgを起動すれば、ウィンドウマネージャを変更で
きます。

19
起動サービスの設定
最後はLinux起動時に立ち上げるサービスを設定します。Linux起動時に有効にす

るサービスは、スペースキーを使って「＊」とチェックを入れます。起動サービスを
設定して「終了」を押すと、インストールは終了です。お疲れさまでした。
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